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ファーレーン編　九話






「最近ずっと一人だが、ヒロシとは別れたのか？」

「チームは組んだまま。宏ひろし君はいろいろ作らなきゃいけなくなって、絶賛工房引きこもり中」

「そうか、そいつは残念だ。っと、カレーパンとアメリカンドッグ二つずつ。あと、その新作の串カツも二本頼むわ」

「はーい。一クローネと二十チロルになります」

　顔見知りの冒険者に近況報告をしつつ、揚げたてのカレーパンを手早く包んで、葉っぱで作った船に盛ったアメリカンドッグおよび串カツとセットで渡す。

「安いわけでもないのに、相変わらずよく売れてるなあ」

「今のところ、ここでしか売ってないからじゃないかな？」

　少し客足が途絶えた隙すきに、セルフサービスでつけるソースとケチャップの残量を確認しながら、両隣の屋台の主あるじと雑談をする。

　こういう近所付き合いは、商売をする上で欠かせないのである。それに、冒険者として重要な、情報というやつを手に入れやすくなる、なんて効果もある。

「そういや、お前さんの故郷って、他にどんな食べ物があるんだ？」

「揚げ物に限定しないんだったら、ものすごくいろいろあるけど……。揚げ物だったら、簡単なところではこういう感じかな？」

　そう言って手をアルコールで消毒し、朝市で仕入れてきたジャガイモを包丁やまな板と一緒に取り出すと、つまみやすい大きさのスティック状に切って、ざっと素揚げして塩をまぶす。それを適量盛って、両隣の店主に渡す春はる菜な。

「……へえ、こいつは美う味まいな」

「一杯やりたくなる味だ」

「お酒のおつまみだったら、こんなのも」

　雑談しながら、再度手をアルコール消毒し、先日の風呂の改装中に真ま琴ことが依頼で仕留めてもって帰ってきたトロール鳥の腿もも肉を材料ボックスから取り出す。

　それをざっとぶつ切りにし、醤しょう油ゆをはじめとした調味料をもみこんで下味をつけ（いちいちビニールっぽい袋を消毒してから使うところが芸が細かい）片栗粉をまぶす。それらを油の温度を調整してからりと二度揚げして味見してもらう。

　因ちなみにトロール鳥とは、名前から想像がつくとおりの、全長三メートルオーバーの大型の鳥である。トロールの名に恥じぬ生命力と回復力を持ち、大空を悠々と飛びまわる、生半可な冒険者では身を守るので精一杯な相手だ。

　馬ですら吊つり上げる翼の力と、その重量を固定する足の力はかなりのものであり、その発達した腿肉と胸肉は火を通すと適度な柔らかさと歯ごたえを持つため、それなりに高級な食材として流通している。

「確かに、酒に合いそうだ」

「正式なコースとかじゃないなら、メインディッシュにもできるよ」

　鳥肉の唐揚げなど揚げ物の初歩なのだが、そんなものでも珍しそうに食べる店主達。揚げるという調理方法が本気で珍しかったのがよく分かる光景である。

「そいつは売り物じゃないのか？」

　交代勤務が終わった直後の兵士が、こそこそそんな事をやっていた春菜に目をつけ、物欲しそうな目で問いかけてくる。

「残念ながら、屋台で売り物にできるほど材料がなくて。トロール鳥二羽程度じゃ、半日も持たないでしょ？」

「そうかもな。しかし、残念だ」

「少し残ってるから、カレーパンと串カツのセットを買ってくれたら、おまけでつけるけど？」

「よし、買った」

　春菜に乗せられて、カレーパン二個と串カツなんて高い買い物をやらかす兵士。九十チロルという、その気になれば一日分の食費をまかなえる金をポンと払い、嬉うれしそうに唐揚げをぱくつく。

「そういえば、やっぱり揚げ物って珍しいの？」

「少なくとも、屋台じゃまだまだだな」

「鍋は大分出回り出したんだが、やっぱりコンロがなあ」

「あたしも試してみたんだけど、うちのコンロじゃ火力が足りなくて、油の温度が上がらないのよねえ」

「ちゃんと中まで火が通らなかったり、ものすごく焦げたりで、なかなか上う手まくいかないしねえ……」

　隣の屋台だけでなく、アメリカンドッグを十本も買っていった近所の職人や、野菜を中心に串カツを買いに来た女性も同意する。

　実際のところ、一般家庭用の魔力コンロでは、揚げ物に適した火力に調整するのが難しい上に消耗が大きく、業務用だと出回っている鍋では小さい。かといって、専用の物を用意するのは少々金がかかりすぎて二の足を踏むところだ。

　それ以上にノウハウが足りない事もあり、元々揚げ物を扱っているような高級な店以外では一部チャレンジャーな店が試行錯誤をしながら揚げ料理に手を出し始めているぐらいで、まだまだ屋台レベルでは珍しい部類である。

　揚げ物でこれなら、蒸し料理も似たようなものだろう。もっとも、こちらはまだ、概念すら知られていないのだが。

　実際、料理の時の計量自体が全体的にひどく大雑把な傾向があるファーレーンでは、まともな店はノウハウを秘ひ匿とくしようとしがちな事もあって、新しい料理やその調理法はなかなか広まらない。そうやって囲い込むものだからレベルの高い店や料理人とそれ以外の格差がなかなか縮まらず、全体のレベルの底上げが進まないのだ。

　油が出回っている割に揚げ物を見ない理由も、案外こういうところにあるのかもしれない。

　もっとも、積極的に広めようとしている春菜ですら、どの油がどんな揚げ方に向いているかとか、どれぐらいの大きさに切ってどれぐらいの温度でどれぐらいの時間揚げれば美お味いしくなるかとか、そういった事を面倒くさがってほとんど教えていないのだから、なかなか揚げ物の店が増えないと文句を言える筋合いではないのだが。

「カレー粉も、全然見ないよね。何人かにレシピは教えたんだけど……」

「材料自体は安いんだが、無茶苦茶手間がかかるから、売り物にすると目玉が飛び出る値段になりそうなんだってさ」

「そうなんだ？」

「うちの出入りの薬師はそう言ってたぞ。っと。カレーパン二十個と盛り合わせ二組、よろしく」

「は～い」

　この近辺に居きょを構える商店の手代が、そんな情報を大量の注文と一緒にくれる。

　盛り合わせは串カツ全種類とアメリカンドッグを全て二本ずつ盛ったもので、日によって値段が違う。今日はアメリカンドッグを含めて八種類。串カツの中には二十チロルの物もあるので、合計で二クローネをちょっと超える値段だ。

　なお、盛り合わせの時はさすがに船に盛りきれないため、基本的には十分油を切ってから包んでいる。ケチャップやソースはセルフサービスなので、この場合は必然的に無しになる。

　まあ、きちっと味付けをしてあるので、そのまま食べても十分に美味いのだが。

「お待たせ。今日は豪勢なんだね？」

「大きい商売がまとまってな。本格的に動くのはこれからだが、前祝いって事で人気メニューを集めて回ってるんだ」

「そっか。じゃあ、ちょっとおまけして十一クローネちょうどにしておくね」

「ありがとう」

「ケチャップとソース、小瓶びん入りを各五十チロルで用意できるけど、どうする？」

「あると助かるな」

「了解」

　注文を受け、小瓶に分けたとんかつソースとケチャップを渡す。

　最初の頃はこんなもので商売などしていなかったのだが、欲しがる客が少なからずいたために、今では聞かれれば普通に売るようにしている。少々値段は張るが、ほとんど瓶代なので仕方ない。

　正直な話、占有して商売するつもりが全くない春菜達の場合、買っていった誰かがとっとと真似して広げてくれた方が、自分達が知らない料理が生まれるかもしれないという点で嬉しいぐらいだったりする。

　そのまま両隣の店からもいろいろ買い取り、自分の店に帰っていく手代。それを見送った後、次の注文に備えるために在庫ボックスを開けて……、

「うわ、在庫ピンチ！」

　まだ半日も経たっていないのに、いつの間にやらカレーパンの残りが少ない。

　考えてみれば、さっきフライドポテトと鳥の唐揚げを作った時間帯以外は、客と雑談しながらひっきりなしに十個単位でカレーパンを揚げていた気がする。

「今日は何でこんなにお客さん多いんだろう？」

「最近、営業時間が不安定だったからじゃないのか？　昨日だってやってなかったしな」

「それって、普通は客足が遠のく理由だよね？」

「ここでしか買えない代物だからなあ」

「まったく、羨うらやましい限りだよ」

　などと言いながらも、笑っている両隣の店主。

　実際のところ、カレーパンと相性のいい飲み物だとか、揚げ物の口直しにいい料理だとかを売っているので、両隣の店も相乗効果で結構いい売り上げをあげていたりする。

　むしろ、春菜にこけられると売り上げが落ちる可能性があるのだ。

「ちょっと前は、丸一日やってもカレーパン二百とアメリカンドッグ二百、串カツ八十ぐらいが最高だったのに……」

「それだけ浸しん透とうしてきた、って事だろうさ」

「しまったなあ。もっと仕込んでおけばよかったよ」

「因みに、あと何個残ってるんだ？」

「残り三十ってところかな。串カツは野牛のが残り十、蜘く蛛もの足肉が二十五で、他は四十ぐらいずつある感じ」

　すでに、盛り合わせはきついという事である。昨日受けた（正確には、断るなんて選択肢が無かった）依頼の絡みで、できるだけ売れ残りを出したくなかったとはいえ、少々仕込みの量を絞りすぎたかもしれない。

　そんな事を言っている端から、さらに客が十人ほど来て、カレーパンが三個と串カツが合計二十程度出ていく。

『どんなもん？』

　仕込みをミスったか、などと後悔しているところに、宏から冒険者カードで通信が入る。

『もう少しで在庫が無くなりそう。あと一時間はかからないと思う』

『ほな、ちょっと作ってそっちに送ろうか？』

『送るって、どうやって？　誰かに持ってきてもらうんだったら、多分手遅れだよ？』

『その在庫ボックス、今共有機能を拡張したから』

　また高度な機能を無駄に増やしたものである。

　ここで出てきた共有機能とは、複数の収納スペースをつなげて、中身を共有できるようにする機能である。この場合、多分屋台の在庫ボックスと工房の食糧庫あたりをつないであるのだろう。

　本来ならスペースを共有させるものが全部揃そろっていないと追加できない機能のはずだが、最初の段階で別の物と共有してあったので、その別の物を拡張したとの話である。宏の力量なら、共有先が複数あるようなものでも、手元に一つあれば十分らしい。

　つないだ空間の数だけ容量が増えていく事もあって、人によっては割と重宝しているエンチャントではあるが、触媒がかなり高価なのとＮＰＣだと成功率が洒落にならないほど低い事がネックとなって、一般ユーザーには高たか嶺ねの花、という感じの代物になってしまっている。

　今回の場合、手伝える事がなくて手待ち無沙汰だった真琴が、討伐依頼で狩って持って帰ってきた獲物の内臓を宏がこのエンチャントの触媒に加工したため、そのままの勢いで倉庫とパーティの鞄かばん全てを共有化した事は知っていた。が、在庫ボックスを他の物と共有してあった事は、さすがに知らなかった。

　言うまでもない事だが、こんなえげつないエンチャントは、当然一般には知られていない。ゲームと違って国家レベルでもほとんど知られていない様子で、鞄経由で食品や道具のやり取りをしている宏達を見て、ドーガがしきりに羨ましがっていた。

　なんでも、騎士団レベルでも、兵へい站たんに関しては普通に徒歩や馬で荷台を引いて持ち運ぶのが一般的で、容量拡張を限界まで利用しても、普通に手に入る鞄レベルでは長期戦に耐えられるだけの物資を運ぶのは困難なのだそうな。
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『道理で入れた覚えのないものが入ってると思ったよ……』

『とりあえず、どんぐらい送り込めばええ？』

『そうだね。ん～、カレーパンだけ、三十個もあればいけるかな？　あればあるだけ売れるとは思うけど、串カツとの兼ね合いからすると、そんなもんだと思うよ』

『了解や』

　宏の返事を聞き通信を終える春菜。今後の仕事のための道具作りはいいのだろうか、と思わなくもないが、声をかけてきたという事は、手が空いたのだろう。

　そんな事を考えながら、カレーパンを揚げ続けていると……。

「金を出せ！」

　なかなか厳いかつい体格の歴戦の戦士風の男が、かなり大ぶりなナイフを突き付けながら脅してきた。身なりを見た感じ、食いつめ気味らしい。

「ご注文は？」

　こんな屋台を襲ったところでたかが知れているのに、などと呆あきれながらも、一応注文を聞く春菜。

「いいから金を出せ！」

　当然のごとく、春菜の問いかけにまともに返事をするわけもなく、持っていたナイフを春菜の頬ほおをかすめるように振り抜きながら逆上したように叫ぶ男。

　いきなりの事態に、周囲の人が悲鳴を上げ逃げ惑う。

　その様子に眉まゆをひそめた春菜が、かすめるように振り抜かれたナイフに怯おびえる様子も見せずに、状況を収めるための行動を瞬時に起こす。

　微かすかに甲高い金属音が聞こえた──と思ったら、すでに男の握っていたナイフは根元から切り落とされていた。

　見ると、いつの間にか抜き放たれていた春菜のレイピアが、切り落とされたナイフの刃先、その真ん中あたりを串刺しにしている。

　その動きは、周りで見ていた一般人はもちろん、当の男にも見切る事はできなかった。

　なぜわざわざそんな真似をしたのか、理由は単純。下手に切り飛ばして、刃先が油の中に入ったり周りの誰かに当たったりしたら大惨事だからである。

「ご注文は？」

　地面にナイフの刃先を突き刺し、逆にレイピアの切っ先を突き付けながら、にっこりと微笑ほほえんで問いかける春菜。いくらか弱そうに見えても、大抵のフィールドボスには勝てる技量はあるのだ。

　強盗を成功させたいのであれば、せめて義賊アルヴァンとやりあえるぐらいの実力は必要である。

「……ア、アメリカンドッグを一つ……」

　何か買えば見逃すというサインを理解し、なけなしの金でアメリカンドッグを買って這ほう這ほうの体ていで立ち去る男。その様子を見守っていた群衆が、春菜に向けてやんやの喝かっ采さいを上げる。

　この事件から十五分後に、追加も含めて全ての商品が売り切れたのであった。




　　　　☆




「やばそうなのは居るか？」

　ウルスから少々離れた森の中。澪みお、達たつ也や、真琴の採集チームは、付近に危険そうな生き物がいないかチェックしていた。

　レイオット王太子殿下に昨日押し付けられた、エレーナ王女の治療。そのために、解毒剤をはじめとした様々な薬剤の材料が必要になった、との事で、達也と澪の訓練も兼ねて、材料調達に来たのだ。

　本当は現在採集訓練中の春菜も連れてきたかったのだが、今後屋台をできるかどうかが不透明な情勢になってきたこともあり、在庫一掃セールのために残らざるを得なかったのである。

　因みに今回の場合、材料調達の対象は、植物性原料だけではなく、モンスターの臓物なども対象だ。なので彼らは、そこそこ攻撃的な生き物もいる区域に来ている。

　採集中は割と無防備になるので、索敵はきっちりしておかねば危険だ。それゆえに、普段の依頼よりも慎重に索敵しているのである。

　もっとも、森の中といってもまだまだ踏み込んだばかりで、少し後ろを向けば街道すら見える範囲であり、現時点ではそこまで攻撃的な生き物もいなければ、持って帰ってありがたがられる素材も生えていない。

「ん。あっちに不確定名・大型のトカゲがいる」

　達也の問いかけに対し、アバウトに空の方を指さしながら、なかなかにやばそうな事を言ってのける澪。

「あっちって、どこよ？」

「だから、あっち」

　澪が指さした先を凝視するも、達也も真琴もそれらしき影は見つけられない。角度からいって空中に居るらしいが、見える範囲には鳥すら飛んでいない。

「距離は、どれぐらいなのよ？」

「多分、ざっと十五キロぐらい？」

　人類の限界をあっさりぶち抜いた事を言う澪。

　視力強化スキルによって鍛え上げられた澪の目ならば、水平線の向こう側ですら見る事ができる。

「おいおいおい。そんなもん、俺らに見分けがつくわけねえよ」

「師匠なら、分かるかも」

「さすがに、お前らみたいに感覚が高いわけじゃないからなあ……」

　澪の無体な言葉に、呆れたように突っ込みを入れる達也。

　ゲームにおいては、感覚という能力値はほぼ全ての行動に関わってくる割に、補正が入るスキルが生産全般か射撃系および盗賊系の一部と芸術系、あとは察知・探知系ぐらいしかないため、狙って鍛えるのは非常に難しい能力値だった。生産系と芸術系以外は補正値も修練ボーナスも低めに設定されている事も、感覚を鍛えるのが難しい理由の一つである。

　そのため、百五十が最初の壁である他の能力値と違い、感覚値は百を超えるのが非常に困難で、百五十の壁には届いてすらいない人間が大多数である。

　宏や澪のように三百なんて数値を鼻で笑う人間など廃人の間ですら伝説の生き物で、チーム内で三番目の春菜の能力値ですら、歌唱のエクストラが噛かんでいる事もあって、真琴や達也ではどうあがいても勝負にならないレベルである。

　一応、製薬と錬金術が中級に達し、相応に採取と伐採も上がっている達也はまだしも、その手のスキルは触ってすらいない真琴はどうにもならない。

「しかし、空で大型のトカゲって、やばくないか？」

「具体的な形状は？」

「胴体がちょっとずんぐりしてて、前足が皮膜の翼になってる。足は結構太くておっきな鉤かぎ爪づめがついてて、尻尾に毒針らしいものがある。色は黒」

「ワイバーン、か？」

「そんな感じ」

　澪の言葉に顔をしかめる達也。

　かなり遠出したとはいえ、一般的な冒険者が加速系アイテムを使って移動すれば、このあたりはまだウルスから日帰りで行き来できる範囲だ。こんなところにワイバーンなど、ゲームの時はイベントぐらいでしか出てこなかった。

「こっち、捕捉されてる」

「……そういえば、連中の索敵レンジはかなり広かったな」

「しかも、肉食なのよね……」

　そこまで言いあって、顔を見合わせる三人。

「……やっちゃう？」

「真琴、今の装備で、ワイバーンをやれるか？」

「余裕。そっちは？」

「武器だけはいいから、被弾さえしなければいけるだろうさ」

　相談しているようで、単なる確認でしかない会話を終えたところで、澪が無言で弓を構える。

　射程延長と貫通強化のエンチャントを重ね掛けしてあるとはいえ、所しょ詮せんは普通の木材で作ったただの弓だ。品質の問題で下手な大型クロスボウより威力は上だが、さすがにどうあがいても十五キロも先の相手には届かない。

　が、こっちが応戦の構えを取った事は相手にも伝わったようで、このか弱い獲物に向かって、真正面から突っ込んでくる。

「残り十キロ、九、八、七……」

「素材を考えると、あんまり派手に焼いたりしない方がいいんだよな？」

「となると、あたしが頭を落とすのが一番手っ取り早いわね」

　真琴の言葉に、一つ頷うなずく達也と澪。

　スライムなどのような原始生物の類たぐいでもない限り、頭を落として死なない相手はそういない。ワイバーンもその例に漏れず、さすがに頭を落とされたり心臓を潰つぶされたりすれば、確実に死ぬ。

「残り一キロ、攻撃する」

　すでに真琴と達也にも姿が見えるワイバーンを睨にらみつけ、その宣言とともに、連続で二発、矢を放つ澪。放たれた矢は、見事にワイバーンの翼の付け根を撃ち貫ぬき、突き刺さる。

　翼の自由が利かなくなり、バランスを崩して地面に墜落するワイバーン。だが、それまでの速度が速かった事もあり、墜落地点は澪達から数十メートル離れた平地部分だ。その気になれば、お互いに攻撃が可能な範囲である。

「オキサイドサークル！」

　堕おちたワイバーンに対し、割とマイナーな特殊攻撃魔法を発動させる達也。

　この魔法、相手を閉鎖空間に閉じ込めた上で、大量の酸素を発生させて酸化および酸素中毒を起こす、もしくは、酸素を全て奪い取って窒息死させる技である。

　今回は窒息死させる方を選んだが、さすがにタフなワイバーンは、このぐらいでは死ぬどころか気絶もしない。人間ならば割と早い段階で脳を破壊できる魔法だが、体の構造の違いもあって、それほどすぐに致命傷には至らないようだ。

　オキサイドサークルの閉鎖空間に阻まれ、のたうつ事もできないワイバーン。その哀れな犠牲者の頭を、三カ月愛用している大剣で一刀のもとに切り捨てる真琴。ドラゴンほどではないにせよ、ワイバーンの皮は非常に硬い。それを特に気合いを入れるでもなしに切り落とす真琴は、間違いなく相当な力量の持ち主だろう。

　今回は動けない相手を切っただけだったために大した活躍はしていないが、元々魔法使いと弓兵がいて、単独の相手に奇襲が成功したのであれば、前衛の出番などこの程度である。

「また、変な魔法を覚えてるわね」

「生き物相手に素材集めの狩りする時に、ものすごく重宝するんだよ。なにせ、普通の攻撃魔法と比べて、倍は素材が取れる。その上、皮とかは品質が良いやつが取りやすい。内臓狙いの時は、相手によっては別の魔法の方がいい事もあるがね」

「試したの？」

「まあ、な。こいつやヒロを手伝う事が多かったから、できるだけ少ない回数で多く集めるにはどうすればいいかって、いろいろ試したもんだ」

「なるほどね。確かにあたしが達也の立場だったら、絶対同じ事するわ」

　うんうん頷いて納得する真琴。

　そんな彼らの様子に頓とん着ちゃくせず、ワイバーンの亡なき骸がらを観察する澪。

「どうした？」

「このクラスの獲物だと、適当にブロックごとに分けて、師匠に解体してもらった方がいいかな、って」

「そうなのか？」

　澪の言葉に首をかしげる達也と真琴。宏の言葉が正しいのであれば、素材として剥はぎ取るだけなら、澪でもほとんどの物は回収できるはずなのだが。

「うん。剥ぎ取った段階でエンチャント処理した方がいい、なんてものもあるし」

「具体的には？」

「ワイバーンの場合、皮なんかがそう。あと、尻尾の毒針は上手くすれば毒薬にも解毒剤にも使えるけど、これも解体して取り出す時に、ちょっとした処理が必要」

　さすがに、単独撃破を目指すならレベル三百以上が目安のモンスター。いろいろ気を使う素材があるようだ。

　なお、言うまでもない事ながら、あくまで目安が三百、というだけで、能力値と所有スキル、プレイヤー本人の技量である程度どうとでもなる。

　実際、春菜はレベル百三十五の時にイベントで絡まれて、非常にきわどい勝負ながら単独で始末するのに成功している。

　相手の防御力を抜けるだけの最低限の攻撃力と、即死しないだけのタフさ、そしてちゃんとした対応能力があれば、大抵の相手は意外と何とかなるのが『フェアリーテイル・クロニクル』というゲームだ。もっとも、そのちゃんとした対応能力を身につけるのがかなりハードルが高いのだが。

「別に、ボクがやってもいいんだけど、皮にかけるエンチャント処理とか、ボクと師匠じゃ効果に三割以上差が出る」

「だったら、とっととブロックに分けて回収しちゃいましょう。入るわよね？」

「問題ない、っていうか、出る前にあいつが共有化とかいろいろかけてたぞ」

「了解。本当に、細かいところで凝った事をするやつだわ」

　そう言って、翼、右足、左足、などという具合にざっくりブロック分けして鞄に詰め込む。入れた時点で血の流れなども止まるのが便利だ。口の大きさより入れたパーツのサイズの方がはるかに大きいが、魔法の鞄にそういった物理法則について突っ込むのは無ぶ粋すいというものだろう。

　実際のところ、今回の共有化がなければ、下手をすればワイバーンの素材だけで鞄が満タンになりかねなかった。いかに容量拡張によって見た目の数倍は容積があるといっても、今回のワイバーンは長手方向だと十メートルを超えているのだ。

　しかも、全てのパーツがここら一帯では貴重な素材なので、捨てるという選択肢も難しい。共有化によって、全員の鞄の容量＋倉庫および在庫ボックスの容量となっているからいいが、そうでなければ最悪、皮だけ剥いで終わりになっていたかもしれない。

　職人として、こういう役に立つ作業だけをやってくれればいいのだが、関西人の血がうずくのか、先日の鯛焼きプレートや『まぜるんば』、各種調味料のような趣味全開の方向に全精力を注ぎ込み、明後日あさっての方向に努力を重ねる事も少なくないのが、東あずま宏の困ったところである。

『師匠、師匠』

　ブロック分けを終え、鞄に突っ込んだところで、カードのパーティチャットモードで澪が宏に連絡を取る。パーティチャットなので、この場に居る全員が宏との会話を聞く事ができる。

『なんや？』

『ワイバーン仕留めた。解体して』

『別にええけど、またごっついのんが居おったんやな』

『うん。ちょっと瘴しょう気きが濃い気がする』

　気になった事を報告すると、何やら考え込んでいる種類の沈黙が。

　しばし、宏が行っているであろう何かの作業の音だけが聞こえ、その後に困ったような口調で宏が返事を返す。

『何ぞ、碌ろくな事になってへん雰囲気やから注意してや。どうにも、やな感じがするし』

『分かってる。無理しない範囲で帰るから』

『了解。場合によっては、解体は全部こっちに振ってくれてもええから』

『師匠、そんなに手が空いてるの？』

『アクセはちょうど終わったところや。今は、春菜さんのためにカレーパン仕込んどる』

　その言葉に、屋台の方が相当順調らしいと察する一同。まあ、春菜が全力で売り子をするのだから、当然と言えば当然なのだろうが。

『とりあえず、カレーパンの仕込み終わったら解体作業に移るわ。ワイバーン肉の食べ方は、春菜さんと相談かなあ』

『真っ先に食べる方を考えるのかよ……』

『ええやん。食べる事は体の基本やで』

　達也の突っ込みに、しれっと返す宏。とはいえ、尻尾の先端だけではあるが、一応毒を持つ生き物だ。見た目が空飛ぶトカゲの親玉という事を考えなくても、あまり食欲が湧く相手ではない。

『とりあえず、いつレイっちが患者を連れて戻ってくるか分からへんから、適当なところで切り上げて帰ってきてな』

『分かってるって。まあ、とりあえず二時間ぐらいは粘るから、そのつもりでいてくれ』

『了解』

　達也の言葉を了承し通信を切る宏。すでに澪は材料採取という名の草むしりに入っている。

　周囲の警戒を真琴に任せ、自分も材料集めを手伝う事にする達也。宏や澪ほどの腕はないが、一応これでも採集と伐採は中級の半ばぐらいには達している。

　二時間後、達也達は結構な量のモンスターを仕留め、十分すぎる量の材料を確保して帰還するのであった。
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　扉をノックする音にエレーナが身を起こそうとするより早く、侍女が反応する。

「どなたでしょうか？」

「レイオットだ。姉上とお話がしたいのだが、いいだろうか？」

　対応をうかがう侍女に対し、一つ頷いて見せるエレーナ。

「どうぞ、お入りください」

「失礼する」

　部屋の主であるエレーナに一つ会釈をし、優雅な所作で部屋に入ってくるレイオット。後ろには、いつものようにユリウスが従っている。

　弟の様子から、自分に関わる、何か重要な話があるのだと察するエレーナ。

「すぐにお茶を用意いたします」

「いや、必要ない。それより姉上、人払いをお願いしたい」

「分かりました」

　お茶を用意しようとしていた侍女に目配せをして下がらせると、全身の痛みと倦けん怠たい感かんを押して姿勢を正すエレーナ。

　朝からずっと熱が下がらず、薬湯や重湯ですら飲み込めずに吐き戻している。

　正直、体力的には辛つらいどころの騒ぎではないのだが、そうと知っているレイオットが、多忙の身を押してわざわざ会いに来たのだ。大事な話なのは間違いない。

「それで、話というのは？」

「準備が必要ゆえ、少し待っていただきたい。ユリウス」

「はっ」

　そう言って、二人で懐から何やら取り出し、ごちゃごちゃといじり始める。次の瞬間、部屋の中を魔力が満たし、外部と完全に隔離される。

「隔離結界とは、また大層なものを張るのね」

「どこに目と耳があるか、分からないからな」

「しかも、これほどの魔力を使うものは、見た事もないわ。ドラゴンにでも喧けん嘩かを売るつもり？」

「作った男に言わせれば、これでも手を抜いたそうだが」

　レイオットの言葉に、絶句するしかないエレーナ。

「……本当に？」

「私達の話を聞いてすぐ、目の前で加工を始めたからな。三十分程度で作り上げたのだから、手を抜いたというのはあながち嘘でもないだろう」

「その人、一体何者なのかしら？」

「ニホン人、だそうだ。エルンストの子飼いのマコトという冒険者と同郷だと言っていたから、知られざる大陸からの客人だと考えて間違いないな」

　レイオットの解説を聞いて納得する。それなら、これほどの物を作り出してもおかしくないだろう。

「それで、だ。姉上」

「何かしら？」

「その男なら、あなたの体を治せる可能性がある。ただし、やつをここに連れてくるのは、現状では難しい」

「それは、どうして？」

「簡単だ。ここでは治療が妨害されかねん、と言い張っている。しかも、残念ながらそれを否定できない」

　レイオットの言葉に、渋い顔をしてしまうエレーナ。心当たりが、ありすぎるほどある。特に、カタリナのそばにいる男が。

「それで、私はどうすればいいの？」

「姉上に求められている事は、大した事ではない。物置のような粗末な部屋に文句を言わない。体調以外の理由で、出された食事を残さない。治療経過が思わしくなくても、文句を言わない。態度が無礼でも罪に問わない」

「部屋についてはともかく、それ以外は当たり前といえば当たり前の話ね」

「我々も釘を刺された。手遅れでも文句を言うな、とな」

　考えたくない可能性についても、すでに釘を刺されていたらしい。

「それで、結論は？」

「姉上が納得するのであれば、その男に全てを任せるつもりだ。父上や宰さい相しょうからも、すでに許可を得てる」

「魔道具作りが得意なのは分かったけど、それで治療など、できるのかしら？」

「これを目の前で作ってみせられては、納得するしかなかろうさ」

　そう言って、姉に何かを渡すレイオット。

　受け取ったそれを見て、怪け訝げんな顔をするエレーナ。

「小瓶？　たかが瓶に、随分と強い魔力を込めてあるわね。中身は薬のようだけど……」

「四級のヒーリングポーションだ」

「!?」

　とんでもない事を、あっさりと言ってのけるレイオット。その言葉に、思わず瓶を取り落としそうになる。

「ほ、本物なの……？」

「ああ。宮廷魔導師と薬師に確認を取らせた。間違いなく四級ポーションだ。もっとも、材料の都合で、五本程度しか作れなかったそうだがな」

　弟の言葉を聞き、手元のポーションをまじまじと観察する。確かに瓶からして、たかがポーションに使うものとは思えないほど強力な魔力が漏れている。蓋ふたに手を当ててレイオットをうかがい、頷いたのを確認してほんの少し開封する。

　さすがに伝説手前となっている四級ポーション、とでも言えばいいか。わずかに開封した隙間から漏れた匂におい、それだけで痛めつけられた体が楽になった気がする。

　事実、この四級ポーションが本物かどうかを確認した時、訓練で受けた軽い怪我が、匂いをかいだだけで治癒したケースがあった。二週間前に秘密裏に行われた大規模討伐、その時に瀕ひん死しの重傷を負った騎士が、後遺症こそ残れどその一本で復帰できるレベルまで回復したのだから、とんでもないポーションである。

　こんなものを、何でもないように目の前で駄だ弁べりながら作ってのけるような薬師は、少なくともこの国と隣国二国にはいない。

　余談ながらこのポーションの材料、ピアラノークのはらわたを処理したものが使われている。他の材料は、二度目に糸を回収しに行った時に、ついでにあれこれ植物系材料をかき集めてきたものだ。実のところ、五本程度しか作れなかったのは、薬の材料ではなく、瓶の材料の都合だったりするのだが、さすがにそんな裏事情は、レイオットは知らない。

「これを作れる男が言うのだから、彼にどうにもできないのであれば、誰にもどうにもできないだろう」

「そう……」

　レイオットの説明は、納得するしかないものである。どこからか持ってきたものならば、騙だまされている可能性も指摘できるのだが、目の前で作った、というのであれば誤魔化しようがない。ちゃんと効果が出ている以上、騙すために適当に作った偽物という線も消えている。

　だが、本物を作れるからこそ、危険なのではないのか、という疑問がなくもない。

「その男達が信用できないのであれば、もう一つ補足説明をしよう」

「まだ、何かあるの？」

「その男には、エアリスが随分懐いていてな。エルンストもそれなり以上には信頼しているようだから、人柄には問題ないと判断している。もっとも、油断すると趣味に走って妙なものを作りがちではあるようだが」

「妙なもの、って？」

「私が見たのは調理器具だったが、正体不明の菓子だとか妙な調味料だとか、主に食の方面で暴走しがちだそうだ」

　それを聞いて、出されたものはちゃんと食べるという約束を、早まったかもしれない、と思ってしまうエレーナ。だが、レイオットがこの話を持ち出している以上、もはや選択肢はないのだろう。

「……分かったわ。いくつか不安要素があるようだけど、きっと、他に選択肢は残されていない。その方に、お願いして頂戴」

「ああ。これからそのための手続きを済ませてくる。一時間後に迎えに来るから、それまでに準備を済ませてくれ。あと、万全を期すために、侍女を連れていく事はできない。ある程度、自分の事は自分でする事になるだろうから、すまないがそのつもりでお願いしたい」

「命が助かるのであれば、それぐらいの覚悟は決めるわ」

　エレーナの言葉に頷くと、魔道具を解除して部屋を後にするレイオット。一礼したユリウスがエレーナのために侍女を呼び、レイオットの後を追いかける。

「療養のためにここを離れる事になったから、身の回りの物を用意して頂戴」

「分かりました。随行員は、どうなさいますか？」

「向こうが用意してくれるそうだから、必要ないわ」

　疲労でぐったりとしながらのエレーナの言葉に、顔色を変える侍女。

「それは認められません！」

「お父様と王太子殿下が決定なされた事よ。あなたも、心当たりがあるのでしょう？」

「……ですが……」

「決定事項よ。納得しなさい。出発は一時間後だそうだから、急いで」

「せめて私だけでも！」

　言い募る侍女に首を横に振り、準備を急せかす。

　その後、迎えに来たレイオットに命をかけて食い下がった侍女だが、結局その言葉が受け入れられる事はなく、感情面で小さくないしこりを残したまま、エレーナは治療に向かうのであった。
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「……何をしているのだ？」

　エレーナをお姫様だっこで抱えたレイオットが工房の敷地に入った時、宏は何やら大型のモンスターを解体していた。ぶら下がっている皮を見るに、おそらく黒い爬は虫ちゅう類るいなのだろう。

「あ、レイっち。早かったやん」

　声をかけたレイオットの方を見ず、やりかけの作業を続行しながら返事を返す宏。どうやら、途中で手を止めるのはまずい工程だったらしい。

「……お前達ぐらいだろうな。許可を貰もらったからといって、我々にそこまで気安く接するのは」

「ええやん。ここにおる間は肩書なんざ無しって事で」

　レイオットをレイっちなどと妙な呼び方をする男に、彼の腕の中でエレーナが目を白黒させる。王族相手にそういう呼び方をするだけでなく、作業を終えて振り返って人の顔を見たとたんに、びくっとしてそそくさとあからさまに距離をとるなど、実に失礼な男だ。
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　確かに今のエレーナはやせ衰えてぼろぼろで、正直正視に堪えない姿をしている自覚はあるが、それでも初対面の相手にとるべき態度ではない……ないのだが、王族と知っていてそれをやるという度胸は、ある意味好ましいといえば好ましいのかもしれない、と、あまり回らない頭で妙な事を考えるエレーナ。

「それで、何をしていたのだ？」

「ん？　ああ。真琴さんらがワイバーンを仕留めたから、ばらして処理しとってん。もうじき食材仕入れて春菜さんが戻ってくるから、ブロック肉の毒抜きをな。まあ、いうても熟成の問題とかもあるから、今日すぐにっちゅうわけにはいかんけど」

「……ワイバーン、だと？　それも、よりにもよって、黒？　どこで出てきたと言っていた？」

「大だい霊れい峰ほうの麓ふもとあたりらしいわ。何ぞ、ちょっと瘴気が強なってる気がする、言うとったで」

　碌でもない情報に、表情が凍りつく二人。その様子に頓着せず、話を進める宏。

「で、そのお姉さんが、第二王女殿下？」

「……ああ。エレーナ姉上だ」

「んじゃまあ、一応部屋は用意してあるから、粗末で悪いんやけど、そこに連れてってくれへんかな？」

「分かった」

　宏に案内され、粗末というよりは質素、という感じの部屋に入る。

　広くはないが、少なくとも人一人を介護するには十分なスペースがあるその部屋は、質のいい家具がセンス良く配置され、狭いなりにとても居心地がよさそうだ。窓際に置かれた一輪ざしの可か憐れんな花が、エレーナを快こころよく迎え入れてくれる。

「ほな、もうじき澪が帰ってくるから、きちっとした診察はそれからやな」

「今からやらないのか？」

「……僕に女体に触れと？　それ、どんな拷問やねん」

　宏の言葉に、先ほどの態度も含めて何かピンと来るものがあったらしい。エレーナが恐る恐る質問する。

「初対面でぶしつけだとは思うのだけど、あなたもしかして……」

「正直、一生関わりあいになりたない程度には、女の人が怖いけど何か？」

「……面倒をかけて、申しわけないわね」

「ええよ、ええよ。困った時は、お互い様や。そういえば、一応自己紹介しとこか。僕は東宏。このチームの製造責任者や。必要なもんがあったら、下着以外は大概作れるから、何でも気軽に言うてや」

　今更といえば今更のような自己紹介に、軽く会釈を返すエレーナ。

「そういえば、その件に関してエルンストが、というよりはレイナがひどい粗相をやらかしたそうだが……」

「終わった話やから、気にせんでもええで。今のところ、またやらかす様子もないし」

「だが……」

「今、人が足りてへんねんやろ？　それに、どうもああいうガチガチなタイプは、自分でもやらかした思ってる事を責められもせんと、やらかした相手に優しいされるとそっちの方が堪こたえるみたいでな。食事ん時は雰囲気悪うせんように強がって平気そうにしとるけど、空き時間はものっそい居心地悪そうやし、十分罰になっとると思うで」

　現状のレイナは自分の事を全く信用していない様子で、何かやる事、できる事はないかを聞く時と、言わなければいけない事、確認する必要がある事がある時以外は、滅多に宏に話しかけない。

　逆に、宏に言われた事は、どんな無体な要求でも文句ひとつ言わずに黙々とこなしている。トイレ掃除だとか汚物の処理だとか、人が嫌がりそうな事に至っては進んでこなす徹底ぶりだ。

　これが他の人間なら、反省しているふりを疑われても仕方がないのだが、レイナの場合そういう駆け引きは宏以上に向いていない。ゆえに、例の件から二日三日は納得いかない、という感じが残っていた春菜も、今や進んでうやむやにしようとする方に回っている。

　良くも悪くも感情がストレートに行動に直結しやすいのが、レイナ・ノーストンという少女なのだ。

「どっちにしても、反省が足らん思うたら、おっちゃんが焼き入れるやろうから、そこら辺に関しては僕は口挟む気はあらへんし」

「そうか。なら、エルンストの方には後で、私から釘を刺しておこう」

「好きにしたって」

　そっけなく話を切り上げると、何やら道具を用意しながら考え込む宏。少し考えた上で、今からすべき事を口に出す。申しわけないと思いつつも、終わった事にしたがっている宏の態度に甘える事にし、とりあえず治療のための指示を聞く態勢になる二人。

「まあ、触診とかちゃんとした診察は後回しにするとして、とりあえず問診だけ済まそうか。あ、そうや、レイっち」

「何だ？」

「毒素を調べるために、お姉さんから血を貰もらいたいんやけど、自分できへん？　終わったら、治療用に等級外ポーションを飲んでもらえばええし」

「……やってみよう。指示をよこせ」

「はいな」

　採血など初めてだが、血管がどこにあるかぐらいは知っている。宏の指示に従って姉の血管に針を刺し、多少の血を抜いて渡すレイオット。

　受け取った血に、ポシェットから取り出した何かを浸しながら、問診を続けていく宏。

「大体は、エルに聞いとったとおりやな」

「エル？」

「エアリス姫様の偽名。匿かくまっとんねんから、素直に呼ぶわけにはいかんやろ？」

　宏の説得力のある言葉に、思わず納得するエレーナ。

「それにしても、レイオットにしろエアリスにしろ、そんな珍妙な呼び名を許すのだから、随分と仲良くなったものね」

「エルはまあ、成り行きとはいえ命の恩人やからなあ。レイっちに関しては、ある意味同類やから、ってところでどない？」

「ああ。同類だ」

「同類か、なるほどね」

　宏の言葉ににやりと返すレイオットと、思わず苦笑するしかないエレーナ。

　宏には悪いが、レイオットが彼と同類のままでは、王家の血筋を存続させるという観点で実にまずい。が、宏のように関わりあいになりたくないほど怖い、というわけではないが、レイオットの身内以外の女性に対する不信感と憎悪は相当なものである。

「それにしても、僕みたいになし崩しで共同生活する羽目になったわけでもないのに、春菜さんとか澪に対しては、えらくあたりが柔らかいやん。エルが驚いとったで」

「ミオはいろいろな意味で子供だからな。女として扱う方がどうかしている」

「春菜さんは？」

「彼女ほど女性らしい人物は確かにそうはいないが、ある面においてはあれほど女を感じない人物も珍しいぞ。どうにも、警戒しようにも毒気を抜かれる」

　春菜は、女性特有のドロドロした感情を驚くほど感じさせない。

　急に打算的になったり、妙なところで現実的だったり、女性に多い心の動きがないわけではないが、少なくとも権力に群がって来る女が持ち合わせているような、そんな黒さ、汚さは一切ない。

　多分にそれは、春菜が実際は誇り高い人物である事が大きいのかもしれない。

「何にしても、ハルナやマコトは、尊敬に値する人物だ。いくら女性を憎んでいるといっても、女性だからというだけでそういう人物を遠ざけるほど愚かではないつもりだぞ」

「なるほどなあ。っと、そろそろええかな」

　何やら納得したところで、先ほど血に浸したあれこれを取り出し、真剣な顔で確認する。

「予想どおり、やな」

「では？」

「間違いなく、毒や。予想どおりとはいえ、エミルラッドとは手の込んだ真似をしよる」

「エミルラッド、とは？」

　聞いた事のない名を告げる宏に、真剣な顔で続きを促うながすレイオット。

「無味無臭、無色透明の猛毒や。銀みたいな毒に反応しやすい金属にも影響を与えへん、生き物を殺すためだけの毒物やな。ただ、普通に致死量を混ぜ込むと、飲みもんやろうが食べもんやろうが分離して一目瞭然になるし、そんなもん口に入れたら、飲み込む前に拒絶反応で吐いてまうから、いろいろ工夫がいってな」

「具体的には？」

「そうやな。一番確実なんは、毎回食後のティーポットに一滴たらして、大体一カ月いうところやな」

「その程度の分量を茶葉に混ぜ込めばいい、という事か？」

「そんなとこや。ついでに言うと、それぐらいやったら、毒見の人には引っかからへんし」

　などと言ってはいるが、宏個人は食事への混入ではない、もしくは、それだけで中毒にしたのではない、と思っている。

「ただ、それやと姫様を中毒にするんは確実にできても、他の人間を巻き込まんと済ますんは厳しいから、別の方法も考えた方がええやろうな」

「ではどうするんだ？」

「接触でも体内に取り込めるから、姫様しか使わへん道具に塗ったくられとった可能性もある。他にも、姫様の化粧品、香水なんかにも微量ずつ混ぜ込んであった、っちゅう線も疑わしい」

「つまりは？」

「首謀者が余程でもない限り、結構な数の協力者がおるはずや」

　考えたくなかった事実を突き付けられ、渋い顔で沈黙するレイオットとエレーナ。

「まあ、間一髪、いうレベルやけど、治療自体はできる範囲や。ただ、なあ」

「ただ？」

「ちょっと症状が進みすぎとるから、多分、後遺症が残ると思うわ。それに、こいつを直接解毒する、となると、材料が難なん儀ぎやねん」

「何が必要なのだ？」

　厄介な事を言い出す宏に、眉をひそめながら問いかけるレイオット。

「ソルマイセンっちゅう果物や。高地やと割といつでも生なってるんやけど、ものすごく足の早い実でな。収穫してから腐り始めるまで遅くても一日かからへんぐらい、完全に腐り切るまでに二日かからへんような厄介な実や。しかも食用としては微妙な味で、薬用に使うにはかなり面倒な処理が必要な上に、収穫するんにも扱うんにも相当な腕がいるねん。せやから、基本的に需要の無い果物やから、いくらウルスが世界一の物流拠点や、いうても、さすがにこんな珍妙なもんは出回ってないやろうなあ、って」

「いつでも生っている、のだな？」

「花が割といつでも咲いとるからな」

　宏の説明を聞き、即座に行動を決めるレイオット。

「ならば、採りに行かせよう。特徴を教えろ」

「それやったら、あてがあるから待っといて。まあ、特徴は教えるから、念のために市場に出てないか探してくれへん？」

「分かった。すまないが、姉上の事を頼んだ」

「引き受けた以上は、ちゃんとやるから安心し」

　宏の言葉に一つ頷くと、ざっとソルマイセンの特徴を聞いて転移魔法で帰還するレイオット。その姿を見送った後、宏の方を向くエレーナ。

「後遺症って、どんなものが？」

「虚弱体質やな。多分、何の手当てもなしやったら、前みたいに健康な生活はできへんなると思う」

「何の手当てもなしなら、という事は、何か方法はあるのね？」

「まあ、そのためにいろいろ作っといたから」

　エレーナの問いに答え、再びポシェットから何かを取り出す。

「こっちがスタミナ増強の指輪、これが生命力強化のイヤリング。他にも耐久力向上とかあれこれ用意しといたから、これとスタミナポーションで、今の状態でも歩くぐらいの事はできるようになるはずやし、多分、ある程度は食べて消化してくれるはずやで」

「……また、ずいぶんと強力な術が付与されているようだけど、あなた一体何者？」

「単なる職人や」

　宏の言葉に納得できない様子のエレーナ。そんな彼女を見て苦笑しつつ、入れ違いで外出から戻って幻術を解いていたエアリスを呼ぶ。

「お姉様、そのお姿は……」

　宏に呼ばれてエレーナの見舞いのため部屋に入ったエアリスは、変わり果てた姉の姿に絶句する。

「正直、油断していたわ。現状、あなたの予備でしかない私が、まさか一服盛られるなんて、ね」

「申しわけありません……」

「エアリス、私の可愛い妹。どうしてあなたが謝るの？」

　エアリスを招き寄せ、その頭を抱え込んで優しく撫なでる。

　彼女に責任がない事は明白だが、エアリスが全く無関係ではないのもまた事実ではある。

「とりあえず、まずはお姉さんの体を、日常生活ができる程度まで回復させるところからスタートやな。そこから先、エルをどないして責任を追及されへん形で安全に元居おったところに帰らせるか、っちゅうのが課題、ってとこかいな？」

「そうね。まあ、そのあたりは、お父様や王太子殿下に任せましょう。所しょ詮せん、私は権限のない予備だから、ね」

　何ともマイナスの印象を受ける言葉を、あっけらかんと言ってのけるエレーナ。

　なんだかんだと言って、ここで治療を受ける事自体には、全く文句がない様子である。

「さて、春菜さんが帰ってきたみたいやし、晩ご飯の準備に入ろうか」

　そう言って、エアリスを看病のためにその場に残し、台所の方へ降りていく宏。

　その日、エレーナに出された夕食は、醤しょう油ゆと煮干しのダシをベースに野菜のエキスを煮出した具のないスープで、滋じ養ようたっぷりの優しい味が弱っていた胃にゆっくりと沁しみこんで彼女を癒すのであった。








ファーレーン編　十話






「ヒロ、確認したいんだが、この後どうするつもりだ？」

　エレーナが工房に来た翌日。朝食後、達たつ也やが宏ひろしに問いかける。現段階ではエレーナの治療が主体となるため、チームの行動を決めるのは宏に一任されている。

「兄貴らには帰ってきてすぐで悪いんやけど、また採集に行ってほしい。澪みおやったら、ソルマイセンは分かるやろ？」

「ん、分かる」

「じゃあ、俺達は採集だな」

　達也の言葉に同調する澪と真ま琴こと。

「兄貴らが行ってる間、僕はできる範囲でエレ姉さんの治療をやって、空いてる時間にワイバーンの革で鎧よろいでも作っとくわ」

「私は？」

「春はる菜なさんは、基本は待機。エレ姉さんの看護で、頼みたい事とかいろいろ出てくるはずやし。待ってる時間がもったいないから、適当に空いてる機材で、注文の等級外ポーション作っといて」

「了解」

「あと、これはできたらでええんやけど、おっちゃんとかリーナさんと協力して、エルをちょっと鍛えたってほしい」

　宏の意図するところを理解し、春菜と名指しされた二人が真剣な顔で頷うなずく。

　所詮十歳児にできる護身術などたかが知れているが、直接命を狙われた以上は、そのたかが知れている護身術でも身につけないよりはましだろう。付け焼き刃はかえって危険だ、という指摘もあるが、この場合、重要なのは心構えである。

　それに、エアリスは聡そう明めいな少女だ。護身術を身につけたとしても、襲われた時に相手を撃退しようとするような、そんな無謀な真似はしないだろう。

「ハルナ様、それに二人も、よろしくお願いします」

　そう言いながら頭を下げるエアリス。

「あ、そうそう。おっちゃん、そんなようさんでなくてええから、どっかから鉄鉱石、仕入れられへん？」

「伝つ手てをたどればできん事はないが、なぜじゃ？」

「エルと姉さんのな、護身用の懐かい剣けん打っとこうか、ってな」

「鉱石の方がいいのか？　何なら、鉄塊を買ってくる事もできるぞ？」

「どうせ溶かしていろいろ細工するところからやから、鉱石の方が都合がええ」

　宏の言葉に頷くと、頭の中で調達の算段を立て始めるドーガ。

「懐剣を作る、で思ったんだけどさ」

「ん？　真琴さん、どしたん？」

「そろそろ、宏も自分の武器、ちゃんとしたのを作ったら？」

「ああ。まあ、そのうちな。今回は、時間的にも材料的にもちょっと厳しいからパス」

　そんな気のない返事に、思わず苦笑する一同。

　他のメンバーはまともな武器を手に入れているのに、この男はいまだに伐採用の手斧おのや採掘用のつるはし、採集に使う大型スコップ、鍛造用のハンマーなどを使いまわしているのである。

　そうでなくても攻撃用の技がスマッシュしかないのに、さらに戦闘能力を下げる要因を放置しているのは、冒険者としてどうなのかと思わなくもない。

「あと、うちのチームだと、あんたが必然的に前で敵の攻撃を食い止める事になるんだから、戦闘訓練、ちゃんと受けた方がいいんじゃない？　せめてフォートレスとアラウンドガード、アウトフェースぐらいは身につけておいた方が、後々楽よ」

「真琴さん、その辺は使えるん？」

「あたしも一応できるけど、元々タンク専門じゃないから、そんなにがっつりとはやってない。でも、ドルおじさんはむしろそっち方向でしょ？」

「うむ。斧の技は無理じゃが、そこらへんの技とスマッシュの派生系ぐらいは伝授できるぞ？」

「それも、余裕がある時に。多分、そこまで手をあけるんは、しばらくは無理や」

「もちろん、治療がひと段落してから、の話よ」

　これまでと違い、当分は宏に振られる仕事量が多い。

　エレーナの治療にエアリス達の武器作り、そして、材料の問題でこれまで手つかずだった防具の充実。他にも、もしもの時のための保険として、エレーナの治療着やら何やらも強力なものを作らねばならないし、今までのように趣味に走って妙なものを作るような余裕は、しばらくはないと考えていいだろう。

　なお、フォートレスとは防御力向上、アラウンドガードとは広域防御、アウトフェースは威圧型の集団挑発である。どれもこれも、普通壁役として前に立つならほぼ必須のスキルだが、今まで宏は無しでやってきた。

　これに関しては、難しいダンジョンに潜った事がない事に加え、各個撃破で仕留めていくのであれば、スマッシュと挑発を駆使すればある程度何とかなるからでもある。

　それに、ＶＲＭＭＯは性質上、俯ふ瞰かん視点で遊ぶゲームに比べるとどうしても死角が大きいため、複数人で行動する場合、壁役を一人しか用意せずにダンジョンに潜る、などという事はほとんどしない。

　なので、元々専門扱いされていない宏の場合、一緒に潜る連中も、敵を完全に抑え込む事についてはそれほど期待していなかったのである。むしろ、スキル構成の割には優秀な壁役だった事もあり、これまで文句を言われた事は一度もない。

「そこらへんの事はまあ、腰据えてやらなあかんから、まずは治療の方、目途つけてまおう」

「だな。ヒロが前衛として完璧な働きをできるようになりゃ確かに楽だが、現状急ぐ必要がある類たぐいの事でもないさ」

「でも、余裕ができたら、絶対にやらなきゃ駄目だからね」

　真琴の言葉に苦笑しながら頷くと、それぞれの行動を促うながす。

「さて、長距離移動の準備だが……。澪、そのソルマイセンとやらがある場所までどれぐらいかかる？」

「戦闘が全くなくても、移動だけで二日は要いる」

「了解。食料が難なん儀ぎだな」

「あ、それについては、言ってくれれば用意するよ。共有化してるから、いつでもそっちに送れるし」

「そっか。なら、装備と鞄かばんだけ持って行けばいいわけだな」

　春菜の提案に、ありがたそうに頷く達也。

　正直、まともな食事にありつけるかどうかというのは、モチベーション維持の面でもかなり重要な事だ。この一点だけでも、鞄の共有化の恩恵は大きい。

「ちなみに、お昼はおそばにするつもりだから、食べたい具とかあったら言ってね。可能な限り用意するから」

　そば、と聞いて、エアリスの顔が輝く。

　彼女は、そばが大好きなのである。もっとも、彼女は大抵のご飯を喜々として食べるのだが。

「そうか。カレー南蛮とかも、いけるか？」

「了解。澪ちゃんと真琴さんは？」

「天ぷらそば、今のマイジャスティス」

「肉系が入ったやつがいいかな。あと、山かけそばも捨てがたいから、できたら二杯食べたい」

　真琴の、体育会系かと言いたくなるような宣言に苦笑しながら、了解の返事を返す。

「じゃあ、ちょっと仕入れに行ってくるけど、いいよね？」

「頼むわ。僕はこれから、薬調合するから」

「じゃあ、俺達は道具を用意したら、すぐ出かける」

　目先の行動が決まり、三さん々さん五ご々ご散っていく。

　チーム総出でのプロジェクトが、幕を切って落とされた瞬間であった。




　　　　☆




「さてと、このワイバーンの肉、どうするかな？」

　昼食も終わり、エアリスの訓練、その初日をつつがなく終了したところで、微妙に手て待まちになった春菜が、食糧庫を確認して考え込む。

　さすがに十メートルを超える獲物だけあって、肉の量も半端ではない。首を落とした以外のダメージが、翼の付け根に刺さった矢だけだったため、ほぼ丸々一匹分素材が取れているのである。

　夕食には少々早い時間だが、仕込む量によっては相当手間がかかる。それに、未知の食材なのだから、最初は時間をかけて検討した方がいい。

　まだ時間が早いのであれば、練習も兼ねてポーションを作ればいいのでは、と言われそうだが、いくら腕が良くなっていく実感があるとはいえ、延々と等級外ポーションを作り続けるのは、それはそれで心が折れそうになる。

　宏じゃあるまいし、十六時間ぶっ続けで調合作業など、まともな人間には不可能だ。

「とりあえず、毒はちゃんと抜けてるだろうけど、生は危険だよね？」

　さすがに、このクラスの生き物に寄生虫などいないとは思うが、そこは絶対とは言い切れない。確実を期すなら、きっちりと火を通すべきだろう。

　ここだけの話だが、春菜は考えをまとめる際に声を出す癖がある。そのため、現在も独り言でいろいろ出てしまっている。

「無難なのはステーキかシチューだけど、これだけあるんだから携けい行こう食しょくも含めて、いろいろ試すかな」

　そう呟つぶやいて、とりあえず手頃な腿もも肉のブロックを取り出す。まずは味見するのに適当な大きさに切って、無難に焼いてみる事に。

「……鶏肉に近い感じかな？　それも、普通の鶏より軍鶏しゃもとか比内地鶏に近い感じ？」

　鶏肉、で思いつくのが焼き鳥と唐揚げ。だが、焼き鳥はタレを仕込むところからスタートになるし、そのタレがちょっと寝かした方がよさそうな気がする類の物なので、今回はパス。

　となると、まずは……、

「唐揚げかな。でも、普通に唐揚げにするのも芸がないから、ちょっとひねってみるかな」

　いろいろ材料を確認した上で、思いついた料理のための準備に入る。ざっと材料を揃そろえたあたりで、厨房に誰かが入ってくる。

「エルちゃん？」

「ハルナ様、少々よろしいでしょうか？」

「どうしたの？」

「お姉様が、喉が渇いたとおっしゃられまして」

　そう言って、空になった水差しをおずおずと差し出す。

「ん、了解。ただの水でいい？　それとも、何か飲み物を用意しよっか？」

「少し味があるものがよろしいかと思います」

「んっと、じゃあ……、先週仕込んだサフナのジュースがあるけど、それにする？」

「はい。お姉様も、サフナのジュースはお好きです」

　エアリスの言葉に頷き、食糧庫からよく冷えたジュースを取り出す。

　なお、サフナとはリンゴのような形状をした果物で、柑かん橘きつ類としては酸味が少ないのが特徴だ。よく熟したものは手で皮がむけるほど柔らかくなり、軽く絞っただけで大量の果汁があふれ出るほど水気が多い。

　水気が多すぎるため、食用に使うには熟す前のもの、飲み物に使うのは完熟したもの、という感じで使い分けられている。柑橘類としては胃に負担が少ないのも特徴で、病気の時はお湯で割ったものを飲む事も多い。

「それで、エレーナさん、晩ご飯は肉料理で大丈夫そう？」

「ええと……」

「それについては、食べられるように薬処方しといたから、春菜さんは好きに料理したって」

　春菜の疑問に答えたのは、今しがた厨房に顔を出した宏であった。

「薬って、具体的には？」

「食欲増進の薬と、消化剤やな。まあ、普通の胃薬も用意してあるから、量を調整すれば、少々重くてもいけるやろ」

「毒の方は、どんな感じ？」

「根治まではまだまだやけど、とりあえず幻痛を抑えるぐらいまでは抜けたみたいやで。用をたすぐらいは自力でできるとこまではどうにか回復したから、大げさな看護は要らんのんちゃうかな」

　宏の言葉に、ほっとしたようにため息をつく春菜とエアリス。その様子を見て、何かを思い出してしみじみと呟く宏。

「正直なところ、王族、いうんは大したもんや」

「……どうしたの？」

「澪の触診の結果とかから考えたら、エレ姉さん、普通の人やったら我慢できへんでのたうちまわってるほどの痛みがあったはずや。それやのに、しんどそう、いうぐらいで割と普通の態度やったから、ものすごい我慢強いなあ、って」

「そんなに、ひどかったのですか？」

「まだ毒を盛られ続けとったと仮定するんやったら、あと三日遅かったら、国を挙げてのお葬式やったと思うで」

　あっさり言ってのけた宏の言葉に、完全に凍りつくエアリス。

　そこまできわどかったとは、さすがに予想もしていなかったのだ。

「まあ、間におうたんやし、その手の不吉なたらればは気にせんでええやろう。とりあえず、エルはジュース持っていったげて」

「あ、はい」

　宏に促されて、水差しとジュースの入ったコップを持って厨房を出ていくエアリス。

　彼女を見送ってから、春菜が宏に質問する。

「そういえば宏君、台所に何か用？」

「ちょっと、コンロ借りに来てん」

　そう言って、調合などで使う大鍋に、水をなみなみと張って火にかける。

「……何するの？」

「鎧の表面処理に使う薬剤をな、作りたいねん」

「もう縫ぬい終わったの？」

「あとは仕上げてエンチャントするだけや。とりあえず、ソフトレザーでよかったやんな？」

　宏の質問に頷きながら、その腕に感心する春菜。本当に、物を作らせたら無敵だ。

「で、春菜さんはもう、夕食の準備？」

「うん。デザートまで考えたら、ちょっと卵が多くなるかなって思わなくもないけど、別にいいよね？」

「まあ、死にはせんと思うで」

　そんな事を言いながら、怪しげな液体をぐつぐつと煮込み続ける宏。

　その様子に苦笑しながら、ついでに別の鍋でゆで卵を作ってもらう事にする春菜。

「大体メニューの想像ついたけど、この程度であの肉食べ尽くせるん？」

「今日は前ぜん哨しょう戦せん。あ、そうだ」

「ん？」

「骨って、何かに使う？」

「別に用途決まっとらへんけど、何で？」

「じゃあ、明日ちょっと、ガラでダシを取ってみるよ」

　などと、のんきな会話を続ける二人。

　ワイバーンという魔物の脅きょう威いを知っている人間が聞けば、「ダシ？　骨でダシ？」などと突っ込む事請け合いである。いや、そもそも、肉を調理する、という発想の時点で引くに違いない。

　何しろ、普通の包丁だと、肉を切り分けたりしたらすぐに修復不能なレベルでぼろぼろになるし、普通の人間が普通に火を通したところで、食べられるほど柔らかくはならない。

　そもそも、相当な性能の刃物を使って、ちゃんと手順どおりにやらなければ、解体そのものができない生き物なのだ。

　当人達はピンと来ていないが、ワイバーンのような上級魔獣を調理しようと思うなら、相当な腕と道具を持っていなければスタートラインにも立てないのである。

　いろいろ調理しているうちに傷んできたから、なんて理由で打ち直した包丁が、まるで魔剣のようにワイバーンの肉をスパスパ切っているのは、見る人が見ればめまいを起こしかねない光景だろう。

　もはや慣れた（諦あきらめたとも言う）ドーガやレイナが何も言わないから宏達はそれが普通だと思っているようだが、言うまでもなく一般的な光景ではない。

　自分達の異常性を認識していない二人は、宏が台所での作業を終えるまで、いつものようにいろいろとメニューについて話し合うのであった。




「さて、こんなもんやな」

　かき混ぜていた鍋を火からおろし、作業場の方へ運んでいく宏。この後、粗熱を取り、鎧の表面に塗りたくるのだ。これを塗って乾燥させ、エンチャントをかければ完成である。

「ゆで卵もできてるから、後は任すで」

「了解。腕によりをかけて、美お味いしいご飯を作るから」

　そう言って、時間がかかるデザートの下ごしらえを済ませたら、粗めに濾こしたゆで卵をはじめ、みじん切りにしたタマネギなどの材料とマヨネーズをあえて大量にタルタルソースを作る。

　それが終わると、手頃な大きさに切り分けたワイバーン肉を処理し、どんどん揚げていく。

　程なく、それらを皿に一人分ずつ分けて盛りつけた。

　採集チームの分は保温容器に入れて、タルタルソースを入れた別の容器とセットですぐに食糧庫の方に入れておく。

　並行作業で作っていたカスタードプリンを蒸し器から取り出し、魔法である程度冷ましてから冷蔵庫へ投入。ついでに作っておいたジャガイモのポタージュスープを火からおろし、メインディッシュと同様に採集チームの分を保温ポットに入れてこれまた食糧庫へ。

　最後に手早くサラダを作ると、パンを用意してカートに乗せ、ダイニングに一気に運ぶ。

　なお、この工房で焼かれているパンは、酵母を使って生地を発酵させた、いわゆる現代のパンである。今日はバターロールとクルミパンらしい。

「ご飯できたよ～」

　館内放送（無いと不便だろうから、と、宏がつけた）で宣言をすると、エレーナを抱えたレイナが、誰よりも早く食堂に姿を見せる。

「実にそそる香りだが、今日のメインディッシュはなんだ？」

「ワイバーンの腿肉竜田揚げ、タルタルソース添え。お代わりもあるから言ってね」

　レイナの問いかけに対してさらっととんでもない食材を告げた春菜に、それは美う味まそうじゃの、と、あとから入ってきたドーガが平常運転で返す。

「……ワイバーン？　本当に食べられるの？」

「普通に美味しかったよ？」

「いえ、味がどうではなくて……」

　唖あ然ぜんとした様子のエレーナが突っ込みを入れようとして、自分の席についたドーガと自分を椅子に座らせたレイナが、首を左右に振るのを目撃する。

「……冗談かと思っていたが、本当に食うのか……」

「あ、レイっちも来たんや」

「お兄様！」

　唐突に現れたレイオットに、工房から戻った宏が声を掛ける。

　エアリスもレイオットの登場に喜んでいる様子だ。

「ああ。昨日の晩は特に問題になるようなものは出ていなかったと聞いたが、姉上が少し回復したと聞いて、少々食事内容が不安になってな。無理を言って、こっちに確認しに来た」

「殿下も食べていく？」

「ワイバーンの肉は、滋じ養よう強きょう壮そうにええで」

「……そうだな。いただいていこう」

　レイオットの言葉を聞き、先ほどにも増して喜びの表情を浮かべるエアリス。

　その様子を微笑ほほえましそうに見守りながら、急きゅう遽きょ一人分余分に盛りつけを済ませる春菜。

　元々急な来客の可能性を考え、余分目に作ってあったので一人分ぐらいは問題ない。

　兄が席につくのを確認した後、彼の分が配膳されるのを大人しく待っているエアリスだが、その澄ました表情とは裏腹に、きらきらと輝く瞳ひとみが目の前の竜田揚げをロックオンして離さない。ワイバーン肉を調理している、という異常事態について全く疑問に思っていない。

　もっと正確に言うと、そもそも何が異常なのか全く理解していない顔だ。

　昨日の夜に、「出されたものを食べる時にいちいち顔色をうかがわないように」と窘たしなめられたため、今日は食欲全開で目の前の食事に意識を全部投入している。

「じゃあ、今日も美味しいご飯にありつけた事を感謝して、いただきます」

　配膳を終えた春菜が宣言すると、食前の祈りをささげ終えた他のメンバーも次々と料理に手を伸ばす。

　一口サイズの竜田揚げをフォークに刺すと添えられたタルタルソースをからめ、恐る恐る口の中に入れるレイオットとエレーナ。

「理不尽ね……」

　タルタルソースと相性ばっちりの竜田揚げの味に、複雑な表情でエレーナが呟く。

　ワイバーンの腿肉は、基本淡白ながらもしっかりした味があり、ジューシーな肉汁がタルタルソースの味と見事なハーモニーを成して、口の中一杯に広がっていく。実に幸せな味だ。

「何が？」

「あんな獰どう猛もうな生き物が、どうしてここまで美味しいのかしら……。そもそも、ワイバーンなんて、調理できるものなの……？」

「やはり、ヒロシとハルナが理不尽の塊ですからなあ」

「え～？」

「料理ぐらい、練習すれば誰でもできるやん」

　練習したぐらいでワイバーンを調理できれば、誰も苦労はしない。

　そんな事を一切理解せず、口々に苦情を申し立てる二人。

「練習すれば誰でも調理できる、というのは撤回してもらおうか」

「そうね。さすがにそれは、世界中の料理人の名誉のためにも撤回してもらわないとね」

「まあまあ、お兄様、お姉様。とても美味しいのですから、文句はなしにしましょう」

　満面の笑みを浮かべながら食事を続けるエアリスに窘められ、不ふ承しょう不ぶ承しょう納得する王族二人。

　もっとも、その複雑な表情も、美味の前には長続きしない。

「レイオットからいろいろ聞いていたから、どんな食事が出るのか不安だったのだけど……」

「素材以外はまとも、どころか実に美味だな。エルンスト、お前は毎日こんなものを食べているのか？」

「今のところ、好みに合わないものはあっても、不ま味ずいものはありませんな」

「たまに、考えない方が幸せになれそうな素材を使った料理が食卓に並びますが、そこは気にしない方が幸せになれると学習しました」

　レイオットとエレーナの質問に、真顔でそんな事を答えるドーガとレイナ。

　なお、考えない方が幸せになれそうな素材の代表例が、ピアラノークの足肉である。

　さすがにワイバーンには大幅に劣るとはいえ、普通の料理人が調理するのは厳しい素材だ。味はカニから独特のしつこさをなくした感じで、これまたびっくりするほど美味しいのだが、自分達が食われかけた相手を食う、というのは、ドーガとレイナにとってはなかなか複雑な気分だった。

　他にもいろいろあるが、特に真琴が合流してからが、その手の食材の登場確率が上がったのは間違いない。何しろ、彼女が依頼や採集先で仕留めてくるモンスターときたら、間違っても七級冒険者が相手にするような生き物でもなければ、このあたりでそうそう見かけるようなものでもない。

　いや、見かけてはたまらない相手ばかりである。よくもまあこんな依頼ばかり見つけてくるものだ、と、呆あきれるしかない。

　それを全て調理してのけるのだから、宏も春菜も大概である。

「じゃ、デザート出すよ～」

　全員が食事を終えたのを確認し、デザートのプリンを持ってくる春菜。

　よく冷えたそれは、今までレイオットもエレーナも見た事がない、蒸して作ったものだ。プリンはないのにアイスクリームやシャーベットの類は存在しているあたり、世界が違えば発達の方向性や状況も大きく変わるものである。

「美味しいです」

　出てきたプリンに目を輝かせ、嬉うれしそうにスプーンを入れたエアリスが、一口目を飲み込むと同時に、実に幸せそうにコメントする。

「エルちゃん、プリン大好きだもんね」

「プリンも、言うんが正解やな」

「ヒロシ様とハルナ様が作ってくださる食事は、どんなものでも大好きです」

　にこにこしながら幸せそうに語るエアリス。多分この中では、彼女が一番いろんな事について無む頓とん着ちゃくであろう。実にシンプルに、美味しいは正義を断言している。

「エアリスは、もう少し出されたものに警戒をしてもいいと思うが……」

「お二人が食べられないものを出すわけがありませんので、その警戒は不要だと思いますよ」

　どうやらエアリスは、食に関しては二人に全幅の信頼を寄せているらしい。

　実際、二人とも調理してみて不味かったものは全て処分しているのだから、食えないほど不味いものが彼女の口に入る事はあり得ない。そしてそもそも、食事というものにこだわっている人間が、食べ物に毒を混ぜるなんて真似をするわけがない。

「見事に胃袋をつかまれてるな……」

「あなた、姫ひめ巫み女この役目に戻れるの……？」

「……戻った時には、頑張ります」

　あまりに警戒心の薄い妹に、思わず頭を抱えつつも、こんなに穏やかな団だん欒らん風景はいつ以来だろう、などと少し遠い目をしそうになるエレーナ。

　むしろ、エアリスが食事の時に自然な笑顔を浮かべているところなど、初めて見たかもしれない。そもそも食事時に限らず、エアリスが自然な笑顔を見せたところなど、ここ三年ほど見た記憶がない。その一点だけでも、正直とても喜ばしい事だ。

　意外かもしれないが、行方不明になる前のエアリスは、食事というものに全く関心を寄せない少女だった。王族ですらめったに食べられないような豪華な料理も、家畜の餌えさと変わらぬほど粗末な食事も、彼女にとっては全く同じ価値しか持ち合わせていなかった。無駄に気を使うエアリスは、毒物でさえなければ、どんなものでも笑顔を張り付けて淡々と平らげてきたが、多分本当に美味しいと思った事は一度もなかったに違いない。

　残念な事に、エアリスにとって家族の食卓とは、カタリナからのいびりを必死になって受け流しながら、誰にも心配をかけないように笑顔を張り付けて義務的に食事を平らげる作業以上のものではない。それが作業である以上、味覚が正常に仕事をしたところで、味など全く分かるまい。

　そうでなくても、出されたものは常に冷めているのだ。レイオット達ですらそれほど美味いと思わずに食べていたのだから、彼女が食事に関心を寄せるわけがない。

　そのエアリスがここまで美味しそうに、楽しそうに、自然な笑顔を浮かべて食事をしているのだ。今まで、何を出されても全く関心を示さなかった彼女が、出された皿を食い入るように見つめている姿には、思わず目を疑ってしまった。

　その上で、見た目よりもはるかに警戒心が強いエアリスが、全幅の信頼を寄せていると宣言しているかのようなあの発言である。たかが十日程度で、よくもまあここまで手て懐なずけたものだ。

「何にしても、あのエアリスが食べる事にちゃんと関心を持てるようになったのは、多分あなた方のおかげなのでしょうね」

「神殿の食事に戻れるかどうか、という不安要素はあるが、少なくとも食事がただの義務ではなくなった、というのは、兄としては喜ばしい事だな」

「そうなん？」

「ああ。少なくとも、こんな風に楽しそうに食べている姿は、長い事見ていないぞ」

　レイオットとエレーナのコメントに、申しわけなさそうに下を向いてしまうエアリス。

　何しろ、ここでの態度ときたら、兄や姉との食事より宏達と食べた方が楽しいと言っているようなものなのだから。

「エアリス、あなたは何も悪くないのだから、顔を上げなさい。別に、責めているわけではないし、むしろ私達が謝るべき事なのだから」

「あの席では、お前が食事に関心を持てなくなっても、誰も責める事はできんさ。むしろ、カタリナ姉上をどうにもできなかった、私達の責が大きい。そもそも私自身、それほど家族の団欒を楽しいと思っていなかったのだから、お前が楽しいと思わないのも、むしろ当然だ」

　慌ててエアリスに謝罪と慰なぐさめの言葉をかけるレイオットとエレーナだが、大好きな兄達との食事より、ここでのまだまだ馴染みが薄い人達との食事の方が楽しかった、という事実は相当ショックだったらしい。俯うつむいたまま肩を震わせ、顔を上げようとする気配はない。

「なあ、エル」

「……なんでしょうか……」

「多分大方一カ月ぶりぐらいになるはずやと思うねんけど、久しぶりにお兄さんとお姉さんが一緒におる晩ご飯は、楽しなかったか？」

「……とても、楽しかったです……」

「ここ十日ほどと比べて、どうやった？」

「……今日の方が、ずっとずっと、楽しかったです……」

「ほな、別にええやん」

　何でもないようにあっさり言い切る宏。その言葉に顔を上げるエアリス。

　目があった宏が、その不細工とまでは言わないが整っているとは言い難い顔に、ニッという擬音が似合う感じの、綺き麗れいでも格好よくもないが愛あい嬌きょうのある笑顔を浮かべる。

　その顔につられて、涙目のまま少し顔をほころばせるエアリス。

「なあ、レイっち」

「何だ？」

「問題ないんやったら、たまにこっち顔出してや。豪勢な食事、っちゅうわけにはいかんけど、できるだけ美う味まいもん、用意するから」

「……そうだな。姉上の治療状況を確認する必要もあるし、できるだけ顔を出そう。さしあたっては、近いうちに兄上とマークを連れてくる事にする。その時はまた、変わったものを頼むぞ」

「了解。ただ、ワイバーンのお肉がまだまだたくさん残ってるから、何回かはワイバーン料理が重なるかもしれないけど……」

　春菜の言葉に、軽く苦笑するレイオット。全長十メートル以上の飛竜を解体したのだ。十人やそこらでは、そうそう食べ切れるわけがないだろう。

「そこは任せる。美味ければ文句は言わんさ。あと、まだ残っているなら、少し包んでくれないか？　父上や兄上と、こいつで軽く晩ばん酌しゃくをしようかと思うのだが」

「はいな。とりあえず、珍しい料理に関しては、ワイバーン以外にも食材はいろいろあるから、それなりに期待してて」

　春菜の言葉に一つ鼻を鳴らすと、エアリスの頭を二、三度、親愛の情をこめてぽんぽんと叩たたき、用意された竜田揚げを受け取って転移魔法で城へ帰ってゆくレイオット。

「さて、デザートも終わったし、後片付けしたら、みんなで一緒にお風呂に入ろっか？」

「そうね。昨日は体調的に体を拭いてもらうのが精一杯だったし、エアリスと一緒にお風呂に入るのも久しぶりだし」

「だったら、急いで片付けてくるね」

「あ、僕がやっとくわ」

　話の流れを受けて、後片付けを買って出る宏。

　どちらにせよこの後、革鎧の最終仕上げをしたり、新しい薬の処方をしたりと、まだまだ風呂に入る余裕はない。なお、風呂自体はレイナが食前に準備してある。鍛錬でかいた汗を流す回数の都合上、大概風呂の準備はレイナかドーガが行っている。

「頼んでいい？」

「うん。台所でやっときたい作業もあるから、気にせんと先済ませて」

「了解。じゃあ、お先に」

　そう言って一いっ旦たん自室に引き揚げていく春菜達を見送ると、皿を集めて厨房へ引っ込む。

　実際のところ、風呂上がりの女性陣は結構な危険物なのだが、春菜との共同生活開始から一カ月半、いい加減それなりに慣れてはいる。

「さて、折角やから、ついでに風呂上がりのフルーツ牛乳でも用意しとこうか」

「お主もまめじゃのう」

　ミキサー的な何かに牛乳八と半、果物一とちょっと、残りを砂糖などの材料、という感じの割合で入れる宏を見て、呆れたようにドーガが突っ込むのであった。




　　　　☆




「やっと飯にありつけるのか……」

「大たい猟りょう」

「まったく、弱いくせに数だけは多いんだから……」

　死し屍し累るい々るいとなった雑魚を片し終わり、ため息交じりにぼやく三人。

　まだ街道からそれほど大きく外れているわけでもないのに、あちらこちらからびっくりするほどの数が襲いかかってきたのだ。大半の獲物は食材としても採れる素材的にも、これといって見るものがなかったため、討伐証明部位だけ切りとって達也の手によって焼き払われている。

　解体したのは肉が美味いもの、皮が高く売れるもの、内臓などが何かの材料になるものに絞ったが、それでも大概な時間がかかってしまった。半数ぐらいは真琴が一撃で仕留めたものだとはいえ、正直かなり疲れたのは事実である。

「なあ、真琴」

「何？」

「お前、こっちに飛ばされてから、このあたりに来た事は？」

「依頼で何回か、ってところ。多分達也が聞きたい事は、その時はこんなに湧いたのか、だと思うから先に言うけど、答えはＮＯね」

　真琴の返事を聞き、思わず難しい顔をする達也。とりあえず魔物よけの結界は張ったので、少なくとも明日の朝までは襲撃を食らう事はないが、あまり気持ちのいいものではない。

「それで、何か気になる事でも？」

「ん～、どう言えばいいかな。昨日のワイバーンの時、澪が瘴しょう気きが濃くなってる、って言ってただろう？」

「うん。このあたりもちょっと瘴気が濃くなってるよ、達たつ兄にい」

「やっぱりか。まあ、話を戻すと、だ。普通、ワイバーンなんざ、こんな麓ふもとの方では遭遇しないはずだ。少なくとも、ゲームの時は、イベント以外では相当山の上の方まで行かなきゃ、かちあう事はない相手だった」

「だよね」

　ゲームでもこの世界でも、ワイバーンは強いモンスターだが、どういうわけかあまり平地の方には下りてこない。ワイバーンに限らず、強いモンスターの生息域は限られており、普通の生き物が分布しているあたりにはそれほど現れないものである。

　むろんこれは、動物や人間が強い生き物の生息域を避けて暮らしている、という事実も当然関係している。

　だが、それとは別に、まるで見えない壁でもあるかのように、強力なモンスターはほとんど特定の生息域から出てこないのだ。しかも、そういった生き物のほとんどが、元々人間が住むには適さないような、極めて厳しい自然環境下で暮らしている。

　ゲームの場合はそういう仕様だと納得できるが、この世界はゲームではない。

　なのにそういうところが共通しているのは不思議ではあるが、今考えても仕方がない事なのでこの場では横に置いておく達也達。

「俺達が捕まった盗賊団だが、ここ最近は、魔獣制御のオーブとやらであのあたりには普段生息していないような魔物を操って標的を分断、護衛の冒険者とはぐれた人間を捕まえて売っぱらってたんだろう？」

「そういう風に聞いてるわね」

「これはヒロとも話してたんだが、おかしいと思わないか？」

「……確かに、おかしいわね」

「言っちゃあなんだが、連中は三流、とまでは言わんが、正直大した事はなかった。右も左も分かってなかった当時ならともかく、今なら素手でも殲せん滅めつできる程度でしかない。そんな連中の稼ぎで、魔獣制御のオーブなんざ手に入るものなのか？」

　達也の台詞せりふに、何とも言えないとの意味を込めて首をかしげて見せる。そんな真琴の様子を見た達也が、ため息交じりに苦笑を漏らし頷いた。

「達兄」

「どうした？」

「お腹すいた」

　達也と真琴の会話を興味なさげに聞いていた澪が、話を遮さえぎって夕食を催促する。

　いい加減日もとっぷり暮れて、すでに夕食の時間としては遅いぐらいになっている。向こうと違って自分の口でいろんなものを食べられるからか、澪はややもすると、エアリスと変わらないぐらい食べる事にこだわる。

「ま、そうだな。情報が足りない状態で、あーだこーだ言っても始まらないか」

「そうね。それに、お約束ってやつから考えれば、大体原因の予想はつくしね」

「だな」

　真琴の言葉に一つ頷くと、とりあえず春菜が用意したであろう夕食を取り出す。

「……ワイバーン腿肉の竜田揚げ、か……」

「タルタルソースもあるわね」

「竜田揚げにタルタルソースって、どうなんだ？」

「そういうお弁当もあるから、別におかしくないんじゃない？」

　などと口々に緩い会話をしながら、用意された夕食を用意していく。

「しかしなんだ」

「何よ？」

「亜竜を竜田揚げにするってのも、なかなかのセンスだよな」

　達也の割とどうでもいい感想に、思わず噴き出す真琴と澪。冷静に考えれば面白くもなんともない発言だが、なんとなくツボにはまった感じである。

「そういえば、ワイバーンとかあのへんの肉って、結構な能力修練値がなかったか？」

「あんまり覚えてないわね～。職人連中みたいに隠れてはいなかったけど、熟練三百を超えるような料理人も、そんなに一杯はいなかったし」

「どっちにしても、ボク達ぐらいの能力値だと、食事の修練値なんて気休めだと思う」

「ま、そうだがな」

　澪の指摘に、まいったという感じで同意する達也。

　実際、食事による能力値の修練がはっきり意味を持つのは、全ての補正を抜いた値が五十ぐらいまで。そこから先は、無駄ではないにしても、食事だけで分かるほどの上昇は見込めなかったのだ。能力値を確認できないにしても、そういった部分がそれほど大きく変わるとは思えない。

　もっとも、食事うんぬん以前の問題で、素の能力値が五十を超えたら、レベルアップでの自動配分以外では、分かるほどの能力変動などなかったのだが。

「しかし、うまそうだな」

「本当ね。これがあの大型トビトカゲだとは思えないわね」

　などと感想を言い合いながら、とりあえず荷物から取り出したテーブルの上に皿を並べ、適当に竜田揚げを分ける。ポタージュスープの入った魔法びんをあけ、マグカップに注いでパンやサラダとともに配置すると、そこには野営地での食事だとは思えない、見事な夕食が並んでいた。

　この場に他の冒険者がいたら、その食の充実度合いに目を見張り、羨うらやましさのあまり眠れなくなる事請け合いである。

「それじゃあ、いただきます」

「いただきます」

　手を合わせて食前の挨拶をする達也と澪を横目に、さっさと竜田揚げに手をつける真琴。三人の中では一番体を動かしたため、正直辛抱たまらなかったのだ。

「美味し～い！」

「美味いな、本気で」

「幸せ」

　容器だけでなくエンチャントの影響もあって、まだ温かい竜田揚げ。それを夢中で頬ほお張ばりながら、美味を賞しょう賛さんする三人。残念ながら山登りが待っているため下手に飲むわけにはいかないが、達也と真琴にとっては、これでよく冷えたビールでもあれば完璧と言い切れる味だ。

　余談ながら、俗に腐敗防止と言われているエンチャントだが、実際の働きは微妙に違う。

　このエンチャントは腐敗を防止しているのではなく、影響下にある物質の変化を全て止めているのだ。なので、この中に生き物を入れても死ぬ事はないし、温かいものはずっと温かいまま、冷たいものはいつまでも冷たいまま保存されるのである。

　何気に高度な事をしているエンチャントだが、古代の超人達が全身全霊を持って改良を続けた成果か、触媒なしで普通に付与できるという、エンチャントとしては驚きの低難易度だったりする。

　触媒なしで付与できるのであれば、宏達がこちらに飛ばされた初日に、わざわざバーサークベアの内臓を薬に加工しなくてもよかったのではないか、と言われそうだが、ゲーム中で滅多に使わない事もあって、あの時点ではきれいさっぱり存在を忘れていたのである。春菜に至っては、エンチャントの細かい仕様など全く知らないのだから、指摘しようにもできるわけがない。

「あのトビトカゲ、肉食のくせに臭くないんだな」

「うん、あたしもかなりびっくりしたわ」
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「幸せ」

　いろいろな意味で予想を超えたワイバーン肉の味に驚きつつ、瞬く間に平らげてしまう三人。そのままの勢いで食後のプリンを制せい覇はし、満足そうな顔で夜空を見上げる。

「まったく、ヒロと春菜がチームに居るってのは、こういう状況では最強の条件だよな」

「油断すると趣味に走りすぎるのが、問題っちゃ問題だけどね」

　真琴の台詞に苦笑する達也。実際、二人だけで外部から一切の突っ込みを受けずに一カ月ちょっと行動した結果が、明らかに帰る気がないと思われるやたら充実した調味料のストックなのだから、真琴の言葉を誰も否定できない。第一、何をどう間違えれば、帰る手段を探すという出発点からカレーパンを屋台で売るという発想になるのか、正直いまだに理解不可能である。

「さて、そろそろ明日の事を打ち合わせしましょう」

「了解。っつっても、明日一日は山登りなんだがな」

「ソルマイセンとやらが生なってる場所まで、どれぐらい登ればいい？」

「明日一日だと、ちょっと厳しいぐらいの距離、かな？」

　澪の心もとない返事に、思わずため息が漏れる。

　言うまでもない事だが、澪とてソルマイセンの正確な生育場所など知らない。単に地図と知識を照らし合わせ、高確率で自生していると思われる場所を特定しただけである。

「因ちなみに、それは純粋に距離の問題？　それともエンカウント率？」

「両方」

「達也、何かいい魔法とかない？」

「微妙なところだな。認識阻害の結界って手はあるが、さっきみたいにすでにロックオンされてると意味がない。あと、相手の感知能力が高いと、普通に喧けん嘩かをふっかけられる」

「それ、さっきの連中ぐらいだとどんな感じ？」

「あのレベルだけなら、よっぽど下手を打たない限り、そう簡単に見つかりはしないとは思うが……」

　達也の言いたい事を察し、渋い顔をする真琴。真琴も全てのフィールドを知っているわけではないため、どこにどんなフィールドボスがいるのかに関しては、それほど詳しくはない。

　このあたりにしてもそうで、基本的に普通の戦闘廃人がうろうろするような地域ではないため、何が居るのかなど全く知識にない。

　それに、昨日のワイバーンのようなイレギュラーがあれば、多分一発で発見されてしまう。

「一応確認するが、あの数の雑魚とセットでワイバーンクラスが来たら、どうにかできるか？」

「さすがにきついわね」

「諦めて、サーチアンドデストロイ」

　あっさり極論を言い切る澪に苦笑しながら、それしかないかと腹をくくる達也と真琴。

「いっぱい頑張ればご飯が美味しい。ご飯が美味しければ、結果的に幸せ」

「……まあ、そうだな」

　澪の割と能天気な発言に、そんなものかもしれないと笑う達也。

「ま、腹決めて頑張るか」

　どうせ、元々最低三日はかかる前提で組んだ行程だ。仮にスムーズに行ったところで、結局は明日収穫作業に入るのは厳しいのである。ならば、少々疲れるが、サーチアンドデストロイでも構うまい。

　そう腹を決めて、さっさと眠りにつく達也であった。




　　　　☆




「レイオット、エアリスの様子はどうだった？」

「元気だった。それに、ずいぶんと楽しそうだった」

　軽めの果実酒を口にしながら、兄の問いかけに答えるレイオット。

　ファーレーンでは十五歳が成人で、それぐらいから基本的に酒は合法である。ただし、やはり度数のきつい蒸留酒などについては、暗黙の了解で二十歳ぐらいまで飲む事はない。店の方でも、ある程度の年まではほとんどジュースと変わらない果実酒しか売ってくれないのだ。

「楽しそう、か……」

「エアリスが楽しそうにしているところなど、ずいぶん長く見ておらんな……」

「あと、いい雰囲気でちゃんとしたものを食べているからか、ずいぶんと血色が良かった。今のあれを見て、笑顔を張りつけた人形、などと陰口を叩くやつはいないだろうさ」

　レイオットの報告を聞き、何とも言えない気持ちで沈黙する国王とアヴィン王子。

「因みに、今日出されたものを少し包んでもらってきたのが、これだ」

「ふむ……。揚げ物か？」

　レイオットが取り出した竜田揚げを珍しそうに眺めながら、国王がレイオットに質問を返す。

「ああ。竜田揚げ、という料理だそうだ」

「何の肉だい？」

　兄の質問に一つにやりと笑うと、特大の爆弾を落とす。

「ワイバーンだ。それも、黒だな」

「なんだと!?」

「ちょっと待て！　黒のワイバーン、だって!?」

「ああ。ほのかに魔力が残っているから、間違いないな。これは、明らかに竜種の物だ」

　レイオットの言葉に、思わず絶句するしかない王とアヴィン。

「……そんなものを料理できる料理人を、我々が知らないというのもおかしな話だな」

　高位のモンスターを調理できる料理人など、世界中を探しても両手両足の指の数をやや超えるかどうか、といったところだろう。

　そんな人間がウルスにいるとういう事を、全く知らなかった事を訝いぶかしく感じる国王。

「当然だ。連中は冒険者であって、料理人ではないからな。だが、噂うわさぐらいは聞いているはずだぞ」

「噂？」

「父上、兄上。カレーパン、というものを知っているか？」

「ああ。街で噂になっている、一風変わったパンの事だろう？　……という事は」

　アヴィンの言葉に一つ頷くと、言葉を続けるレイオット。

「あいつら、知られざる大陸からの客人だけあって、常識というものに相当疎くてな。ワイバーンぐらい、練習すれば誰でも調理できる、などと真顔で言っていたぞ」

「建国王の時代ならともかく、今の時代にあのクラスの魔獣を調理できる料理人などほとんどいないのだが、な」

「この城の料理長ですら、ワイバーンとなると微妙なところだろうね」

「四級ポーションといい、この料理といい、さすがは知られざる大陸からの客人、という事か」

　そう言って、まだ温かい竜田揚げを、タルタルソースに絡めて口に入れる国王。

　それに続いて手をつけるアヴィンとレイオット。口の中に広がる美味に、相好を崩す国王とアヴィンに対し、二度目となるそれの味に、少し苦笑するレイオット。

「実に美味いのだが、あまり納得いっていないようだな」

「いや、なに。やはり時間が経たつと、どうしても味が落ちるのだな、と思っただけだ」

　揚げ物の宿命として、時間が経つとどうしても油が回ってしまう。それにほとんどの肉料理は、冷めてくると少し固くなる。

「それにしても、エアリスは毎日こんな美味いものを食べているのか？」

「我が妹ながら、羨ましい話だね」

「味もそうだが、食べる時の雰囲気も大違いだ。団欒とは、ああいうのを指すのだろうな」

　レイオットの言葉に、沈黙を返すしかない二人。

「カタリナ、か……」

「余としては、同じように愛情を注いできたつもりなのだが、な……」

「あれは、エアリスが本来自分がなるはずであった姫巫女の地位を奪った、などと逆恨みしているからね。それも、生まれてすぐに神託が下りる、という努力では覆しようのない形で奪われたのが、余程気に食わないらしい」

「カタリナ姉上は、自分がいまいち敬うやまわれていない理由をそこに持ってきているようだが、裏で手を回してエアリスの侍女を自分の都合がいい人間にしたり、実の妹を最悪の子供だとねつ造したりするような品性が外に漏れている事に、全く気がついていないあたりが末期的だ。そういう性質を完璧に隠し通せると思っている事自体、頭が足りていない」

　レイオットの容赦のない言葉に、深くため息をつくしかない国王とアヴィン。

　本来ならもっと強く釘を刺すべきだったのだが、切っ掛けがあるたびに用事を作ってはのらりくらりと逃げをうち、ほとぼりが冷めたころにまた同じような事をする、というたちの悪い事を続けけられてしまったため、まともに叱しかる事もできないまま、どうにもならないところまで来てしまったのである。

「それはそれとして、父上」

「何だ、レイオット？」

「どこまで進んでる？」

「あらかた、捕捉は終えた。後は機を見て排除するのみ、だ」

「カタリナ姉上は、どうするおつもりだ？」

「表向きは病気療養中に病死、という形になるだろうが、本質的には反逆罪で死罪、だな」

　自分の娘を手にかけるしかない事実に対し、深い苦悩を見せる国王。

　だが、残念ながら彼女を許すには、少々問題がある証拠が集まりすぎた。しかも、突っ込んで調べると、カタリナの周りに集まった世話係の類は、侍女から教育係まで全て、あまりよろしくない集団の息がかかってる事が判明している。

　一度直じかに会って話した結果、いろいろな意味でもはや手遅れだと判断せざるを得ないほどゆがんでしまった王女など、生かしておけばそれだけで国が傾きかねない。

「とりあえず、その言葉を聞いて安心した。が、問題は……」

「あのバルド、という男だな」

「あれだけの真似をし、しかも証拠をきっちりと押さえられたというのに、こちらが証拠をねつ造した事にしてのけるような男だからね。一筋縄ではいかないだろうね。正直、ああいう保身にだけは長たけた小物が、一番性質が悪い」

　カタリナをたぶらかしたバルドという男。言動そのものはどこからどう見ても小物なのに、法の不備や隙すき間まを上う手まい具合について、誰が見ても明らかに有罪であろう案件を限りなく黒に近いグレーで無罪を勝ち取っている。

　今回のエアリス行方不明事件も、決定的だと言い切れる証言ができる人間は全て行方不明、もしくは死亡している事、犯行時刻と思わしき時間帯にはアリバイがある事などから、証拠不十分となって追及を逃れ切り、逆に王家が証拠をねつ造したと批判したのだ。

　転移魔法だろうがなんだろうが、下準備をすればその場にいなくてもいくらでも発動させる事ができるのだが、発動した後から術者が誰かを特定するのは、残念ながらファーレーンの魔法技術では不可能だった。そのため先代が制定した、冤えん罪ざい防止のために立証に完璧を求めすぎる法の壁に阻まれて、バルドに止とどめを刺すには至らなかったのである。

「一体いつから準備をした計画なのかは分からないが、私ではなく姉上とエアリスを狙うあたり、この国を本気で破壊しようとしているらしい」

「最悪、エアリスさえ生き延びれば、国を立て直す事はできる。彼らには悪いが、もうしばらく娘を預かってもらうしかないな」

　一見同意するしかない国王の言葉に、だが少し言いづらそうに口を挟むレイオット。

「残念ながら、そこまで悠ゆう長ちょうな事を言えるかどうかは難しいところだ」

「……どういう事だ？」

「このワイバーン、冒険者の中でも比較的足が速い連中が、という条件ではあるが、東門から徒歩で一日程度歩いた場所で仕留めたそうだ」

「……なんだと!?」

「その時、瘴気が濃くなっている感じがした、と言っていたからな。どうしても、近いうちに一度はエアリスを神殿に返さねばならないだろう」

　レイオットの言葉に、苦渋の表情を浮かべる国王。

「とりあえず、下準備として兄上とマークを連中に引き合わせたい。さすがに今日言って明日、というのは厳しいだろうが、できるだけ早いうちに時間を作ってほしい」

「分かった。何とかしよう」

「頼む。向こうにも料理の準備があるだろうから、できるだけ早く連絡をくれ」

　レイオットの要請に頷くと、残りの竜田揚げを平らげにかかる三人。

　素晴らしく美味いはずのそれは、話が終わってからはいまいち味を感じなくなるのであった。








ファーレーン編　十一話






「やっと見つけた……」

　大だい霊れい峰ほうと呼ばれる山脈の片隅、ウルスから三日ほど山道を歩いた先。澪みおはようやく目的の物を見つけた。

　彼らが今いるあたりからもう少し獣道を登ったあたり、澪の視力と観察力でないと発見できないような位置関係のところに、藍あい色の果実を鈴なりに実らせた木が何本か立っていた。

「やっとかよ……」

「全く、大霊峰っていっても、こんな中腹付近にアクティブがわらわら出てくるなんて、おかしいわよ……」

　死し屍し累るい々るいという感じの死し骸がいを崖下に蹴け落おとしながら、澪の報告に思わずぼやく達たつ也やと真ま琴こと。

　途中、フィールドボスクラスが二体同時に出てきた時は、さすがにどう逃げるか真剣に考えたものだ。前日の夜に宏ひろしから全員分のワイバーンレザーアーマーが届いていなければ、正直まともにやりあう気は起こらなかった。

　補足ながら、ゲームでもこの世界でも、魔法を使うのに装備の制限は特にない。ただし、金属鎧よろいやハードレザーだと上級魔法の発動コストが重くなったり詠唱時間が延びたり、一部の魔法の発動成功率が極端に下がったりするため、魔法が主体の人間は大抵ローブか、せいぜいソフトレザーアーマーどまりにする。今回のワイバーンレザーも、達也のものはソフトレザー仕様になっている。

　中には金属鎧でがちがちに固めつつ、発動成功率アップが付いたレアドロップのアクセサリーや、杖つえなどで弱点をカバーする人間もいるが、あくまでも例外である。

　一般例としてはせいぜい、春はる菜なのように魔法は回復や補助、障害などがメインで、攻撃魔法はせいぜい中級の単体、もしくは小規模のものしか使わない人間が部分的に金属鎧を身につける程度だ。

「なあ、真琴」

「何？」

「大霊峰に、この手の闇属性の、それも瘴しょう気きバリバリのモンスターなんか出てきてたか？」

「仮にも霊峰の名を貰もらってるんだから、闇属性はともかく瘴気をまき散らすやつなんて、居なかったはずだけどね……」

「だよなあ……」

　いろいろと釈然としないものを感じながらも、とりあえず気分を切り替えて死骸の処理を続ける。

　もはや、討伐証明部位を集めるのも面倒になって、ほとんどの雑魚はそのまま崖下に蹴落としている。解体のためにブロック分けした相手など、ヘルハウンドとイビルタイガーぐらいなものだ。

　言うまでもなく、どちらもフィールドボスクラスの大物で、瘴気をこれでもかというほどばらまく生き物である。さっさと処理をしないと、血の臭においや死骸から出てくる瘴気に惹ひかれて、さらに大量のモンスターを相手にする羽目になってしまう。

「これはさすがに、殿下やエレーナ様に報告して、いろいろ確認した方がよさそうね」

「そうだな」

　多分、大霊峰でのおかしなモンスター分布については、現時点では誰も把握してはいないだろう。

　ついでに言えば、地元民でもない達也と真琴では、普段とどれぐらい違うのかも分からない。もしかしたらこれが普通で、ゲームの時の分布がおかしい可能性もある。

　が、植生やら何やらを考えると、ここに居るのはおかしい連中も結構いる。中には明らかに南国にいるべきタイプの、このような比較的涼しい山の中腹に出てくるはずがないものまでいる。

　そして何より、ほとんどのモンスターが瘴気で変質したものらしく、やたら奇形が多い。奇形ゆえに強くはなかったのが救いではあるが、正直あまりいい感じはしない。

「で、澪。ソルマイセンは収穫できそうか？」

「問題なし。ただ、達兄も真琴姉も触らない方がいい」

「は？」

「何で？」

　澪の言葉に、たかが果物だろう？　という考えを前面に出しながら問いかけてしまう二人。その質問に対し、行動を持って示す事にする澪。

「……ほい」

「わわ！」

「ちょっと待て、いきなりだなおい！」

　何の前触れもなく、いきなり切り取ったソルマイセンの実を二人に投げてよこす澪。その握りこぶしほどの実を慌ててキャッチして、すぐに澪の言葉の意味を知る。

「何これ！」

「ちょっと力入れて掴つかんだだけで、もう傷み始めてるじゃねえか！」

「地面に落ちると即腐る。指先でつつくとそこから腐る。上手く採っても半日もすれば腐り始める」

「足が早い、なんてレベルじゃねえな、おい！」

　表情一つ変えずに補足説明を入れる澪。

　洒落にならない腐りやすさに、思わず全力で突っ込んでしまう達也。

　その言葉を気にするでもなく、するすると器用に木の上に登った澪は、じっくり果実を選定した上で一つ慎重に切り落とし、一いっ旦たんポシェットに入れて保管した上で飛び降りる。

「これが多分、一番食べごろ」

　そう言って、先ほど仕舞ったソルマイセンを取り出し、三等分に分けて二人に渡す。食べて大丈夫だと示すように果実をかじる澪を見て、思い切ってかじってみる二人。

　断面の白い果肉から無色透明の果汁が滴り落ちる。じっくり味わってなんともいえない表情になった達也と真琴が、正直な感想を漏らす。

「……ほとんど味がしないな」

「下手すると、水の方が味が濃いかもしれないわね」

「ソルマイセンが食用にならないのは、それが理由」

　何とも個性的な果実に、どうにもコメントできない二人。

　果実というやつが甘いのは、基本的には他の生き物に種を運んでもらうためである。味がしない、腐りやすい、なんていう特徴は、自然界の仕組みや生存競争の輪に、真っ向から喧嘩を売っているような気がしてならない。

「因ちなみに、唾液か胃液と混ざるか、火を通せば腐らなくなる」

「つまり、食って腹を壊す事はない、ってか？」

「うん。あと、味のせいか虫や鳥がつく事はなくて、木に生なってるやつを強く握っても腐らない」

「本気で変な果物ね……」

　コメントに困る情報を淡々と告げる澪に、思わずげんなりした顔で感想を述べる真琴。

「そんなわけだから、周囲の警戒よろしく」

「了解。どれぐらい要いるんだ？」

「薬の材料としては使い勝手がいいから、採れるだけ採っていく」

「分かった」

　澪の言葉に頷き、周囲の警戒を続ける二人。こまごまとした雑魚を蹴散らしながら、澪の作業が終わるのを待つ。三本生えていた木から、それなり以上に熟した果実を全て回収し終えたところで、澪が慌てて飛び降りてくる。

「達兄、帰還魔法！」

「やばいのか？」

「不確定名・ワイバーンが三！」

「よし、逃げよう」

　取り巻きになりそうな雑魚がいない現状、勝とうと思えば余裕で勝てる相手ではあるが、さすがに疲れているこの状況で三匹も同時に相手にするのは、はっきり言って御免こうむりたい。それに、ワイバーンがらみの素材は過剰在庫になっている。

　故に、澪の報告を聞いた瞬間に帰還魔法を発動し、慌ててゲートを開く達也。開いたゲートに一目散に飛び込み、さっさと帰還する三人。獲物に逃げられたワイバーンは、怒りの声を上げながらいつまでもその上空をぐるぐる回り続けるのであった。




　　　　☆




　達也達三人がひいこら言いながら山登りをしていた同じ頃。

「また厳いかついもんを調達してきてんなあ……」

　用意された鉱石を見て、呆あきれたように宏ひろしが突っ込みを入れていた。

「僕が加工できへんかもしれへん、いう可能性は考えへんかったん？」

「ちらりとは考えたがの。ハルナの剣を間に合わせと言い切った以上、この程度を加工できんわけがない、と判断したのじゃが？」

「まあ、設備的に精錬するんがきわどいとこやけど、一応加工はできるで。できるけど、ようもまあ、こんな早くに魔鉄鉱石とミスリル鉱石なんか用意できたもんやで……」

「そこはそれ。腐っても王城関係者じゃからな」

　しれっと言ってのけるドーガに、思わず苦笑しながら納得する宏。

　達也に作った杖が部分的に金属パーツこそ使ってはいるが、メインは木製だった事もあり、最近まともに鍛冶で武器を作っていない宏にとって、肩慣らしとしてはちょうどいいといえばちょうどいい素材である。

「せやなあ。ハンマーと金床用に、少し材料貰もらうで」

「おう。余りは好きに使って構わんよ」

「ありがたい話やけど、微妙に使いどころに困る分量やねんなあ……」

　用意された鉱石を見て、頭を悩ませる宏。

　正直な話、二人分の懐かい剣けんを加工するとなると、最低限金床とハンマーは配分を変えた同じ金属で作らないと、道具の方が負けてしまう。欲を言うならば溶鉱炉も新調したいところだが、それをするには素材も時間も足りない。最低限必要な制作物をハンマーと金床、懐剣二本と考えると、材料が大量に必要な大剣や両手斧おの、戦闘用ハンマーの類たぐいは厳しい。

「作れるとしたら、片手剣か短剣、レイピア、槍の穂先だけ、っちゅうところになるけど……」

「この剣もそんなに使ってないのに、新調するのはちょっとねえ」

「せやろうなあ……」

　同じ間に合わせといっても、鉄製と魔鉄・ミスリルの合金製では、攻撃力も耐久性も段違いだ。

　だが正直なところ、春菜の戦闘能力だけ増やしても意味がない。むしろこの場合、元々大火力から手数勝負までオールラウンドにこなせる春菜より、攻撃手段が適当に殴るかスマッシュで吹っ飛ばすかの二択しかない宏の方が、もっといい武器を持つ必要があるのである。

「まあ、とりあえず、や。まずは道具と懐剣二本を作るところからスタートやな」

　二つの金属の鉱石を台車に積みながら、これからの事を告げる宏。

「折角だから、見学してもいいかしら？」

「かまへんけど、暑い上に面白いもんでもないで」

「武器を作るところなんて、こんな機会でもなければ見る事はないでしょう？」

「まあ、そうやろうけどなあ……」

　エレーナの言葉に、微妙に面倒くさそうに答える宏。

　ギャラリーがいると集中できない、などと言うつもりはないが、作業場にあまりよく知らない女性がいるのは微妙に落ち着かない。しかも、春菜の剣を作った時に比べて、作業スペース自体が幾分狭い。はっきり言って、歓迎できる要素はない。

「とりあえず、暑くても文句言わんといてな」

「分かっているわ」

「アルフェミナ様に誓って、文句など申しません」

「エルも来るんかいな……」

　まあ、ええけど、などとため息をつきながら、台車を溶鉱炉近くまで押す。その後ろをぞろぞろついてくるギャラリー達。さすがに春菜とレイナ、ドーガまで一緒となると、作業の邪魔になるほどではないにしても、随分手狭な感じにはなる。

「熱いし危ないから、絶対こっち来たらあかんで」

　作業場の注意として再度釘を刺すと、大量に魔力を注ぎ込みながら、溶鉱炉に火を入れる。

　宏によって魔改造された中古品のはずの溶鉱炉は、あり得ないほど早く、それこそ瞬く間にと言っていいほどの時間で、金属を溶解しうるだけの温度に達する。

「まずは金床とハンマーやな」

　段取りを確認するように呟つぶやくと、魔鉄とミスリルの鉱石を、非常に大雑把につかんで炉に放り込む。さらに合金にするための添加剤として、ワイバーンの牙きばを一本一緒に入れて、精錬を開始する。

「混ぜてしまっていいのか？」

「合金にするからかまへん。ちゅうより、ミスリルは所しょ詮せん銀やからか、そのままやとちょっと柔らかいし焼きも入らんから、基本的にはなにがしかの金属と合金にせなあかんねん」

「なるほどのう」

　宏の宣言に納得するドーガ。

　だが、言うまでもなく、普通は鉱石の段階から混ぜたりなどしない。まずはちゃんと精錬した上で、重量を量って割合を決め、再度溶かして合金にしなければ、ちゃんとした品質の物を作るのは難しい。今回に関しては、宏がその技量をフルに使って、生産系魔法でどうにかするらしい。

「さて、魔鉄の精錬の場合、ここからが本番や」

　そう説明しながら、今までとは比べ物にならない量の魔力を注ぎ始める。今までですら、並の魔法使いなら絶句するレベルだったというのに、現在のそれは下手をすれば儀式並みの量である。

　それもそのはずで、魔鉄の精錬については、ドワーフ達でも数人がかりで儀式を行う必要があるほど、大量の魔力を消費する。鍛造の時にも大量に魔力を要する、鍛冶スキルと精錬スキルの二番目の壁ともいえる素材なのだ。

　故に、エンチャントのスキルがなければ、採掘はできても加工も精錬もできない。魔力を際限なく、と言っていいほど吸収するがゆえに、この金属は魔鉄と呼ばれているのである。今回はミスリルとの合金になるが、ミスリルに比べて魔鉄の量が多いため、必要な魔力も多い。

　ゲームや小説などで馴染み深いミスリルだが、物語の世界観によって扱いに差がある。この世界の場合、最大の特性は変質を防ぐ事である。錆さびはもちろんの事、瘴気を浴びて呪われたり、などの変質もない。

　そのため、エンチャントを施すのも恐ろしく難しく、特に完成品には並の技量ではエンチャントをかける事は不可能である。今回の組成では、魔鉄の際限なく魔力を食う特性が抑えられ、呪いを受けにくくなるのだが、これが逆になると、エンチャントを多少かけやすく、かつ瘴気を払いやすくて呪われない、焼き入れで硬度を上げられるミスリルになるのだ。

「……何とかいけたか」

　冷やして固めたインゴットを取り出し、仔し細さいに眺めて確認をして、安あん堵どのため息を漏らす宏。正直なところ、絶対の自信までは持っていなかった。

「そんなにぎりぎりなの？」

「炉がな、向いてるとは言い難いねん」

　そうでなくても中級の壁、と呼ばれるほどに厄介な性質をした金属だ。それを魔改造したとはいえ、中古の溶鉱炉で精錬したのだから、さすがの宏の腕でも、絶対の自信はなかった。

　実際のところは、ちゃんとした設備でドワーフ達が精錬したものよりも上質の合金ができているのだが、宏からすれば微妙に不満が残る出来らしい。

「さて、次は皆さんお待ちかねの鍛造やな」

「なんか聞いてると、本当に道具が足りてるのか結構不安なんだけど……」

「まあ、炉はともかく、ハンマーはこれでアウトやな。とりあえず、先に金床を作ってまうか」

　あっさりそんな事を言いながら、魔法で圧あつ延えんした合金を熱処理し、特殊な砥と石いしの魔道具で研磨して金床を作り上げる。その上に熱した小ぶりのインゴットを乗せ、鍛造用ハンマーに過剰なほどの魔力を通して叩たたき始める。

　一打ごとに飛び散る火花に目を奪われながらも、素材に飲み込まれていく魔力に顔をしかめるエレーナ。仮に自分が宏の立場だった場合、これだけの魔力を注ぎ込んで平気でいられるか、という事を考えると、背筋に冷たいものを感じる。

「まあ、こんなところか……」

　ほぼハンマーと呼べる形になったところで、局所時間加速魔法で一度冷ましながら、ため息交じりに呟く宏。

「できたの？」

「荒加工はな。この後熱処理して、ちゃんとした形に整形したらんとあかん。春菜さんのレイピア作った時も、そういうやり方しとったやろ？」

「ん、そうだったよね、確か」

　そう雑談しながらも、日頃のヘタレた表情とは打って変わった鋭い目で、熱せられて色が変わっていくハンマーを睨にらむ。

　素人目には違いがよく分からないレベルで熱加減を調整してしばらく温度を維持し、適度なところで一度謎なぞの液体に突っ込む。派手な音を立てて液体が蒸発し、ハンマーが冷却される。

「その液体は、何だ？」

「焼き入れ用の油。そのうち使うやろう思って配合しといた、魔鉄系に特化したやつ。さすがに、こんなに早うに使うとは思わへんかったけど」

「そんなものが必要なのか？」

「物によりけり。ただの水で冷やしてもええもんもあるしな」

　レイナの質問に答えつつ、焼き戻しの作業を終える。

　鍛冶において一番気を使うのが、この焼き入れ焼き戻しの工程だ。焼きが入りすぎると、硬くなりすぎて脆もろくなるし、場合によってはその場で割れる。焼き戻しに失敗すれば脆さの解消にいたらず、むしろかえって脆くなる事もある。かといって、焼き戻しをしなければ、大抵の金属は脆すぎて戦闘用には使い物にならない。あえて焼きを入れないものもあるにはあるが、少なくとも今使っている金属は、武器として使うにはちゃんと熱処理をする必要がある。

　実際のところ、金属というやつは総じて、加工する時は世間一般のイメージよりはるかにデリケートなのだ。

「よし、これでええやろ」

　それっぽい形になったハンマーヘッドを眺め、一つ頷く。

　そのまま今まで使っていたハンマーの頭を柄つかから外し、今完成させたばかりの物と交換する。

「……うわあ」

「ん？　どないしたん？」

「そっちの、古い方のハンマー……」

「そらまあ、普通やったら一方的に負けるぐらい柔らかいハンマーで無理やりやっとってんから、終わったらぼろぼろになってるわな」

　宏の言葉は、当然の道理ではある。が、それでも、外から中から大量のひびが入ったハンマーヘッドを見れば、春菜が絶句するのも仕方がないだろう。

　しかもこのハンマー、宏が自動修復のエンチャントをかけてあった特製品で、少々のダメージなら勝手に治るはずなのだ。それが再生する兆きざしも見せないのだから、下位の道具を使って上位の道具を作るというのがどれほどの事なのか、よく分かる。

「さて、前座は終わりや」

　完成したハンマーにさらに何やらエンチャントを施した後、びっくりするぐらい男らしい表情で宏が宣言する。いつもはダサさを増幅する太い眉まゆも、この時ばかりは男ぶりを上げるパーツとして一役買っている。

「前座って、このまま続けるの？」

「そうですよ、ヒロシ様！　ここまでかなりの魔力を使われているはずです！」

「神鋼の加工と比べたら、この程度ちょろいもんやで」

　周囲の人間を絶句させるような事を言い放ち、本命である二本の懐剣の加工に移る。その様子に、思わず春菜の方をうかがうエアリス。そんなエアリスの顔を見て小さく苦笑すると、ポシェットを漁って何かを取り出した。

「宏君」

「何？」

「必要ないっていうのは信用するけど、とりあえずエルちゃんのためにも、せめてそれだけは飲んでおいて」

「ん？　ああ、了解や」

　エアリスの心配そうな様子を見て苦笑し、春菜が投げてよこした五級のマナポーションを飲み干す。本当ならもう一本ぐらいは飲んでおいた方が安心するのだろうが、マナポーションとスタミナポーションの場合、三十分以内に三本飲むともれなく中毒を起こすというステキ仕様があるため、あまりたくさんは飲めないのだ。

　さらに、ヒーリングポーション以外は、二十四時間以内に使えるのは二十本までの制限もある。

「ほな、気を取り直していくで」

　焼け石に水程度ではあるが一応魔力を回復したところで、再び引き締まった表情でインゴットを熱し、金床の上に乗せる。声に出さずに気合いを入れてハンマーを振り上げ、最初の一打を叩き込む。

　祈るように真しん摯しに、挑むように猛たけ々だけしく、宏は鉄を叩き続ける。

　まるで、目の前の物言わぬ塊と対話するように、時折小さく、時折強く、高らかに槌つち音おとを響き渡らせる。

　先ほど同様、一打ごとに恐ろしい量の魔力を注ぎ込み続け、ただの塊だったそれが懐剣の刃を形作ったところで、ついに注ぎ込まれた魔力を吸収しきれずにあふれ出させる。

「よし、一本目の荒加工は終わりや」

　そう宣言し、二本目の鍛造に移る。先ほど同様、熟練を感じさせる見事な手際で、祈るように、対話するように、ハンマーを振り下ろし続け、同じように魔力がオーバーフローを起こしたところで、きっちり懐剣の鍛造を終える。

　なお、実際のところ、魔鉄を加工するのに、魔力をオーバーフローさせる必要はない。ただ単に、余裕があると余計な影響を受けやすいので、念のためにオーバーフローさせているだけである。

「まずは熱処理済ませて形整えて、バランス調整かな？」

　とはいえ、宏のような熟練工が、使う人間の体格体型を見て製造したものだ。そんなに極端にバランスの狂った完成品になる事はまずない。春菜の時もそうだったが、せいぜい研磨で多少調整すれば違和感がなくなる程度のものである。

「ちょっと振ってみて。っちゅうても、注文つけられるほどの技量は多分あらへんか……」

「そうね。それに、私は体がこれだし」

　シンプルだがやけに綺き麗れいな柄えをつけ、これまた凝った装飾は一切ないくせに、見る者の目を引き付けて離さない鞘さやにおさめられた懐剣を渡され、困ったような表情を浮かべる姫君姉妹。宏の注文は、正直無茶ぶりにもほどがあるのだ。

「まあ、バランスに関しては私達が動きを見て判断するから、とりあえず適当に振ってみて」

「分かったわ」

「頑張ります！」

　春菜に促うながされ、工房の外で記憶にある基本の型をなぞる二人。

　昨日今日始めたレベルのエアリスは正直、気負いすぎもあってバランス以前のレベルではあったが、それでも大体のところは分かる。

「懐剣だし、こんなものだと思うけど？」

「じゃのう」

「そうだな」

　春菜の言葉に同意する騎士二人。

　そもそも暗器使いでもあるまいし、こんなもので本格的な戦闘など普通しない。懐剣なんてものは、基本的には不意を突いて一突きするか、自害するためのものである。

「バランスはそんなもんでええとして、持ちにくいとかは？」

「それも大丈夫。まるで吸いつくように手に馴染むわ」

「すごく持ちやすいです」

「ほな、銘を彫っていろいろ仕上げるから、ちょっと貸して」

　宏に言われて、今渡されたばかりの懐剣を返す。

「仕上げって？」

「作っといてなんやけど、こんなもんで直接切りあいなんぞするんはただのアホや。せやから、魔道具としての機能をつける」

「……なんか、聞いちゃいけない言葉を聞いた気がするけど、どうするの？」

「まあ、そこは仕上げをごろうじろ、っちゅう事で」

　そう言ってマッドな笑みを浮かべながら、ここ数日で嫌になるほど充実してしまったモンスター系素材を並べ始める宏。正直微妙に引きながらも、宏が言う以外の選択肢がない事を理解しているため、あえて余計な突っ込みは入れない春菜。

　その後、完成品を披露された時、その無駄に凄すさまじい数々の機能に目を輝かせるエアリスとは裏腹に、他の四人はちゃんと突っ込みを入れなかった事を後悔するのは、ここだけの話である。




　　　　☆




「ちょっとまずい事になってる感じ」

　懐剣お披露目が終わった直後。戻った真琴は、武装解除もせずに開口一発そう言い放った。

「まずいって、何が？」

「正直なところ、できればレイオット殿下にも話を聞いてほしいところなんだけど……ドルおじさん、連絡は取れる？」

「無理ではないが、それほどの事かの？」

「大霊峰の中腹にヘルハウンドとイビルタイガーが出た、っていうのが些さ細さいな問題だったら、別に騒がなくてもいいけど？」

「……それは大事じゃな」

　真琴の言葉に真顔になり、連絡を取ろうとユリウスを呼び出しかけたところで、

「ん、向こうから来たみたい」

　索敵範囲の広い澪が、転移魔法で工房の入口に現れた気配を拾って口を挟む。

「やなあ。ユーさん以外にも他に二人ほど連れてきとる。っちゅうか、レイっち、意外と暇なん？」

「そんなわけあるか！」

　宏の失礼な台詞せりふに全力で突っ込むレイナ。その言葉にかぶせるように、呼び鈴が鳴る。

　とりあえず出迎えに立ち上がるドーガを見送り、まずはソルマイセンの検分を行う事にする宏。正直な話、こいつが今回の本命であって、大霊峰の調査なんておまけの目的にすら入っていない。

「失礼する」

　ざっと検分を終え、十分使える事を確認したところで、勝手知ったるなんとやらという感じで、ドーガを置き去りにして食堂に入ってくるレイオット。

「レイっち、ちょうどよかったわ」

「……何がだ？」

「真琴さんが、報告したい事があるらしいねん。それも、なかなかの厄介事みたいや」

「厄介事か……」

　来て早々に言われた言葉に、らしくもなく顔をしかめるレイオット。

「なんか、ものすごい嫌そうやな、自分」

「折角、美う味まい飯を楽しみに来たというのに、飯が不ま味ずくなりそうな話を聞かされると分かっていい顔などできるものか」

「まあ、せやろうな。でも、遅いか早いかの違いやからなあ」

「分かっている。それで、どういう話だ？」

「大霊峰に、ヘルハウンドとイビルタイガーが出たんやと」

　その報告には、特に反応を見せないレイオット。一緒についてきた二十歳前後の青年も、これといって表情を変えたりはしない。唯一、澪と同年代ぐらいの少年が顔色を変えて食ってかかる。

「それ、大おお事ごとじゃないか！」

「マーク、落ち着け」

「兄上こそ、どうしてそんなに落ち着いているのですか!?」

「ワイバーンが出た時点で、覚悟を決めていたからな。もっとも、いい気分ではないが」

「!?」

　ワイバーンが出た、という言葉に絶句しているマークを放置し、背後の兄と一つ目配せをする。

「詳しい話の前に、とりあえず紹介しておいた方がいいだろうな」

「まあ、予想はついとるけどな。そっちの色男はお兄さんで、こっちのイケメンな坊ちゃんは弟さんやろ？」

「ああ。兄のアヴィン王子と、弟のマークだ」

　レイオットの紹介を受け、平然とした態度で軽く会釈してのけるアヴィンと、ようやく衝撃が抜けたらしく、ぎこちなく挨拶を返すマーク。

「なあ、おっちゃん」

「なんじゃ？」

「こういう場合の十代前半から中盤の反応って、レイっちとマー君のどっちが一般的なん？」

「普通の十代で戦闘に関わる人間なら、マーク殿下の方が一般的じゃな。レイオット殿下はこう言ってはなんだが、いろいろと規格外なお方でのう……」

「エルンスト！　兄上と比べれば、大体の人間は凡ぼん庸よう扱いされる！　それからそこの間抜け面！　その失礼な呼び方はなんだ!?」

「やっぱり、これが普通やんなあ」

　宏の感極まったような言葉に、周囲の生なま温ぬるい視線がマークに集中する。

「マークはまだまだ修行不足だからね、職人殿。失礼な態度を取って、申しわけない」

「いや、普通に考えて、失礼なんは明らかに僕の方やん」

「分かっててわざとやっているのだろう？」

「何の事やら」

　アヴィンの言葉に、わざとらしくとぼけてみせる宏。

　もっとも、宏がわざとやっているのは事実だが、そこにはそれほど深い理由はない。単に、ファーレーン王家の人達が、どの程度洒落が利くのかを確認しているにすぎない。

　もっと正しく言うと、レイオットがレイっちなどという呼び方に喜んだため、弟もそういう感じなのかと試しただけの話である。

「とりあえず、お茶淹いれてくるね」

「春はる姉ねえ、手伝う」

「の前に、澪ちゃんはお風呂に入った方がいいと思うけど……」

「ん」

　春菜の指摘に、素直に頷く。実際、三日間も野山をかけずり回っていたのだ。いくら身につけている物に汚れ防止のエンチャントがかかっているとはいえ、厨房に立たせるには少々抵抗を覚える。

「彼らは、いつもこうなのかい？」

「大体は」

　そのマイペースぶりに苦笑がちに問いかけたアヴィンに、同じく苦笑がちに答えるドーガ。

　その様子に顔を赤くしながら、申しわけなさそうにする真琴と達也。

　こういう時、常識人は損である。

「で、話を戻すとして、だ」

「まだ、僕らも詳しい話は聞いてへん。真琴さん、どんな感じやったん？」

「詳しくはまあ、荷物に突っ込んだ解体前の獲物を見てもらえば分かるとして、一言で言うと異常」

「それだけじゃ分からないだろうから補足すると、やたらと奇形のモンスターが多かったのと、闇属性や瘴気をばらまく性質を持つやつの割合が高かった」

　真琴と達也の証言に、そうか、と一つ頷いて考え込むレイオット。

「思った以上に猶ゆう予よは少なそうだな」

「おや、レイっち。そっちからも厄介事？」

「間違いなく、厄介事だな」

　レイオットの言葉に小首をかしげる宏。

　正直、この男がやっても可愛らしさも何もあったものではない。

「兄上、厄介事、なんて軽く話すような内容では……」

　あまりにも平常運転の兄に、思わず余計な突っ込みを入れてしまうマーク。

「深刻に話したところで、やる事も結果も変わらん」

「それはそうかもしれませんが……」

「まあまあ、マーク殿下。どうせこういうパターンで王族がうちらみたいな一般人に持ち込むような話って、大概、碌ろくでもない厄介事やから、わざわざ深刻ぶったりせんでもええで」

「……なんか、お前にマーク殿下と呼ばれると、どうにも妙に座りが悪いな……」

「ほな、やっぱりマー君にしとく？」

「……それでいい」

　不ふ承しょう不ぶ承しょうという感じで頷くマーク。

　なお、このマー君という呼び方、いつの間にか彼の母親や王妃、他の側妃、果ては姉達にまで知られ、非公式の場ではずっとマー君マー君と呼ばれる羽目になるのはここだけの話である。

「でまあ、話を戻すとして」

「戻す前に確認だが、エアリスは？」

「エルなら、さっき禊みそぎがどうとかいって、風呂の方に行きましたが？」

「戻ってきたあたし達の姿を見て、すぐに」

「やはり、幼くとも稀き代だいの姫ひめ巫み女こという事か」

　微妙にかしこまったままの達也と真琴の言葉に、感心するように顔をほころばせ言葉を漏らすレイオット。レイオットの言葉と同時に、感極まったように吐息を漏らすアヴィン。少しばかり希望を見つけた、と言わんばかりのマーク。

「で、それとこれと、どういう関係が？」

「近いうち、それこそ明日にでも、一度エアリスをアルフェミナ神殿に連れていってほしい」

「その心は？」

「神官達では、地脈の浄化が追い付いていない可能性がある」

「なんか、やばそうな話やなあ……」

　物騒な事を平気で言うレイオットに、思わず呆れた口調でぼやく宏。

　本来ならこの手のやり取りは達也か春菜に丸投げしたいところだが、同類のシンパシーゆえか、どうにもレイオットは交渉相手を宏に定めている傾向がある。

「明日すぐに、いうんはさすがにきつそうやな。いろいろ準備もした方がええし、何より今日はエルとエレ姉さんのために懐剣打ったところでかなりへたっとるし」

「ほう？　もう完成させたのか？」

「完成はさせたけど、たかが懐剣やからなあ。手は抜いてへんけど、やっぱりいろいろ知れてるわ」

「あれを知れてるとか、相変わらず剛ごう毅きじゃのう」

「ワイバーン相手に通じるかいうたら、かなり微妙なところやで」

　明らかに基準が間違っている宏に、さじを投げたかのように肩をすくめて首を左右に振るドーガ。

「ワイバーン？　懐剣で？」

「さすがというかなんというか、君と話していると、常識というもののありかが分からなくなってくるよ」

　正気とは思えない宏の言葉に、比較的常識人らしい反応を見せるマークとアヴィン。

　レイオットの方はというと、国宝の武器の数々も基本的には誰かが作ったのだから、という理由で、宏がどれだけ物騒なものを作っても驚くに値しない、と考えているらしい。

「うちの職人関係の知り合いやったら、あれぐらい普通やで。それに、設備も何もかも間に合わせに近かったから、性能自体がいまいちやったし」

「あんな兵器を作っておいて、それでもいまいちとは恐れ入るな、まったく……」

　普段こういう状況で口を挟む事は一切ないレイナが、呆れと感心の混ざった複雑なため息とともに突っ込みを入れる。

「一体何を作ったんだ、お前は？」

　何を作っても不思議ではない、とは思っていても、直接見ていた関係者がこうも突っ込み全開であるところを見ると、さすがにスルーはできない程度に疑問を覚えたらしい。

　レイオットが真顔で質問する。

「ちょっと小粋な機能をつけた、ただの懐剣や」

　切り札は秘密にしとくもんやし、などとニヤニヤしながらしらばっくれる宏に、追及しても無駄だと諦あきらめるレイオット。どうにも口をはさめなかった達也達は、どうせ宏が妙なものを作るのはいつもの事、と、話が落ち着くまで大人しくしている事にする。

　ちょうどそこに、茶器満載のカートを押して春菜が戻ってきた。

「宏君の製作物はちょっと置いといて、一旦お茶にして落ち着こう、ね？」

「そうだな。で、お茶請けの皿に載っているのは、どう見てもバウムクーヘンだと思うんだが、こっちにそんなものはあったか？」

「少なくともこの一カ月半、私はウルスでは見てないね」

「あたしも、三カ月ぶりに見るわね」

　こういう時、速攻で話がそれるのはこのチームの特徴であろう。もっとも今回の場合、達也が意図してそらしたというのが正解なので、いつもの脱線とは違うのだが。

「まあ、どうせヒロが暇を持て余して作ったとかそんなところだろうから、この話はここでしまいだな」

「ぶっちゃけ、あたし達としては美お味いしければなんだっていいしね」

「ええ加減やなあ」

「俺はお前にだけは言われたくない」

　などとごちょごちょやっていると、エアリスとエレーナを引きつれた澪が、食堂に入ってくる。

「あらあら。今国内に居る王族の大半が集まってるなんて、大魔法でも叩き込まれたら一巻の終わりね」

「エレーナ、あまり物騒な事を言わないでくれ」

「冗談よ。それに、ここの結界具を突破して私達を皆殺しにするとか、普通の魔導師にはたぶん無理ね」

「そうなのですか？」

「ここでは、私達の常識は捨てなさい、マー君」

「姉上、どうしてその呼び方を!?」

　マークの慌てぶりを、くすくす笑って受け流すエレーナ。

　ぶっちゃけ、宏が呼びそうな名前ぐらい、考えなくても分かる。

「まあ、厄介な話はお茶を済ませてからにしましょう。どうせ、今からすぐに動けるわけでもないのだし」

「そうですね。折角ヒロシ様が作ってくださった、珍しいお菓子もあるのですし」

「やっぱり宏君が作ってたんだ、バウムクーヘン……」

「エルの食い付きがすごかったから、つい面白半分でなあ……」

「本当に、食いしん坊になったわね、エアリス……」

「お姉様！」

　落ちに使われて、顔を真っ赤に染めて姉に食ってかかるエアリス。緊急事態だというのに、その気の抜けた雰囲気に何もコメントできなくなるマークであった。




　　　　☆




「で、本気で作らなあかんの？」

「うん、本気」

「澪がやったらええやん」

「ボクと師匠だと、性能が三割は違う」

「いや、なんちゅうか、それは何ぼなんでもまずいで……」

　夕食後。結局きちっと準備をした方がいいという事で合意し、今日に続いて翌日一日はいろいろ準備に充あてる事にしたのはいいのだが……。

「なあ、エル。当事者の自分はええん？　男にそんな胸とか尻の形とか大きさ知られてもうて」

「はい。まだまだ子供ゆえ、貧相なのが申しわけないですが……」

「申しわけないって、何が？」

　何ともピントがずれたエアリスの言葉に、苦笑しながら突っ込みを入れる達也。

「いえ、ですから、私のような子供の貧相な体など、詳細を知っても別に楽しくはないだろうな、と」

「ちょっと待て、エル。その発想は危険だ！」

　現代日本では、下手をすると手が後ろに回る類の発言に、思わず慌ててしまう達也。

　そもそも宏の反応を見ていれば、子供といえども女体の詳細なスペックなど、知るだけで余計なダメージを受けるに決まっている。

「危険、ですか？」

「ああ、危険だ」

「ですが、ハルナ様と比べると、私など本当に子供子供していますよ？」

「姫様、あれは特殊例です！」

「ボクと違ってエルの胸、そこまで小さくない」

　とことんまで危険な事をほざくエアリスに、レイナや澪からガンガン突っ込みが飛ぶ。

「あえて口を挟まなかったけれど、本当にヒロシに懐いてるわね、エアリス」

「そうでしょうか？」

「では聞くけど、同じ情報を……、そうね。ボルドー王子あたりに知られたら、どう思う？」

「……なんでしょう、この生理的な嫌悪感は……」

「よかったわ。そういうところはまともなのね」

　何とも口を挟めない会話に、非常に居心地の悪いものを感じる達也と宏。

　正直、男にはこの手の会話は辛つらい。

「それにしても、エアリス」

「なんでしょう、お姉様？」

「タツヤの言葉ではないけど、そろそろいろいろ気をつけた方がいいわ。記憶にあるよりも、ずいぶん女らしい体になってきているのだし」

「ボクが見たところ、初めて一緒にお風呂に入った時から、三・五ミリ大きくなってる。下手をすれば、カップサイズが変わる」

「だから、そういう話は僕らのおらんところでやってくれへん？」

　挑発しているのか男としてカウントしていないのか、実にきわどい会話を平気で続ける女性陣に、がくがくふるえながら頭を抱える宏。何とも余計なトラウマを刺激されて、正直意識を保っているのが辛い。

「そういうわけだから師匠、ちょうどいい機会だし、リハビリも兼ねてエルの下着お願い」

「いやせやから、どういうわけやねん……」

「人命が関わってる。少しでもいいものを作るべき」

　澪の性急すぎるとしか思えない言葉に対し、押し問答を続ける宏。

「ここには、下着作ったぐらいで師匠に悪さする人はいない」

「ミオ、あまり慌てて話を進めるものではないわ」

　どんどん顔色が悪くなっていく宏を見かねて、エレーナが割り込んで澪を窘たしなめる。

「さて、このままだとヒロシが使い物にならないから、話を変えるとして」

「変えるとして？」

「薬の材料は、揃そろったのでしょう？」

「そういえば。いきなりいろいろ言われたから、正直忘れとった」

　申しわけない、と、頭を下げる宏に、苦笑しながら気にしないように告げるエレーナ。

　実際のところ、小康状態を保ち、アクセサリや魔道具の効果によってある程度の日常生活は支障なく送れるエレーナの治療は、現状では決して優先順位の高いものではない。しかも薬の材料が揃ったのであれば、毒を消すだけならいつでもできるのである。

「材料揃った事やし、解毒剤作ってくるわ」

「そういや、あの恐ろしく腐りやすい果実、そんなに重要なのか？」

「あれな。果汁を上手い事濃縮できたら、万能薬の材料にできるねん」

「は？　てか、どのレベルの？」

「頑張ればレベル６、つまり三級まではいけるで」

　またしても常識から大幅にずれた事を言い切る宏に、自分の認識の甘さを痛感する達也と真琴。

　いい加減突っ込む気力も尽きたらしいエレーナは何とも言えない顔で、三級の万能薬って何、と呟いている。

「なあ、一つ聞いていいか？」

「何？」

「近場ってほどじゃないけど、そんなに遠くない場所に生えてるような果実で、本当にそのレベルのものが作れるのか？」

「ゲームでもそうやったで。まあ、ぶっちゃけた話、あれだけあっても他の材料が集まらへんから、万能薬とか作れるようになるんは相当先の話やし。そもそも、ソルマイセン自体、収穫できるようになるまでかなりスキル上げんとあかんし」

「あ～、なんか納得した」

　あの腐りやすさだ。開始直後のプレイヤーが収穫するのはほぼ不可能だろう。

「で、濃縮するって、具体的にはどの程度までやるんだ？」

「まあ、五倍濃縮で大体五級ぐらいの万能薬が作れる感じ。三級を作りたかったら、百倍濃縮ぐらいまで頑張らんとあかんけど」

「そこまで濃縮すれば、少しは味がするのか？」

「ん？　そんなん、どんだけ濃縮したところで水より味が薄いに決まってるやん。まあ、百倍も濃縮したら、濃縮果汁自体がなんもせんでも五級と四級の中間ぐらいの万能薬になるけどな」

　宏の言葉に呆れてしまう達也。

　本来味というのは、良きにしろ悪きにしろ体に影響を与えるものを察知するためのものだ。つまり、それほどの薬効があるものは、本来それなりの味がするはずなのである。なのにほぼ無味。

　ファンタジーに常識を持ち込むのは無ぶ粋すいとはいえ、正直それはどうなのかと激しく問い詰めたい。それを宏に言っても仕方がないのだが。

「まあ、今回は三倍も濃縮すれば十分やし、他の材料も十分あるし、手早く作ってまうわ」

　そう言って、厨房に向かう宏。まだ未熟な澪ならともかく、宏にとってはこの程度の作業、作業とも言えないレベルのものだ。

　本来なら専用の瓶びんが必要な類の薬だが、それは完全な薬効が製造後六時間程度しか持たず、なぜか腐敗防止でも薬効が消えるのを防げないからであり、今回はすぐ飲むのだから関係ない。

　なお、万能薬というのは、あくまで全ての種類の状態異常をまとめて解除できる、というだけで、状態異常の強さと薬の等級によっては、解除できないケースも当然出てくる。レベルの低い材料で作った万能薬では、ポイズンウルフの毒やドブネズミの持つ病原菌は防げても、ドラゴンの猛毒ブレスには無力なのだ。




「あれ？　宏君？」

「春菜さん、台所に用事？」

「ワイバーンの胸肉を一ブロック、ちょっとスモークしてみようかと思って」

「さよか。僕はエレ姉さんの薬作りに」

「ああ、忘れてたね」

　春菜の言葉に苦笑する宏。

　彼女は今まで見聞きした全ての事を記憶しているが、それは思い出そうと思えばすぐに思い出せる、というだけの事にすぎない。単に度忘れとかそういう事がなくなるだけで、スケジュールを忘れるとか飛ばすとかいった事をやらかさないわけではないのだ。

「まあ、作るんはすぐやから、ちょっと待っててな」

「うん」

　そう言って、宏にプレッシャーを与えない程度に距離を置く春菜。

　多少製薬についての技量が上がった事もあり、宏がやっている作業が自分の手に負えない事ぐらい、見ればすぐ分かるようになった。

　そして作業を見守る事、数分……、

「完成」

「早いね」

「まあ、薬としては単純やからな」

　全方向に強力な薬効を持つソルマイセンを、いくつかの材料と反応させてエミルラッドに効果を特化させるのが、今回の作業である。

「それにしても、やっぱり製薬用のコンロとか、別口で用意しといたほうがええかもなあ」

「だね」

　飲みやすい温度になるまで粗熱を取っている宏の傍かたわらで、ワイバーンのブロックを吊つるしてスモークの準備に入る春菜。

　グリルを密閉し、外に煙を追い出す段取りを済ませてからチップに火をつける。

「とりあえず、一晩燻いぶしてみるよ」

「了解や。まあ、そこらへんは好きにやってくれたらええで」

　粗熱が取れ、飲みやすい温度になった薬をコップに移し、口直しのものを用意する宏。それを見て、食糧庫から何かを取り出す春菜。

　取り出されたのは、一口サイズの果物がゼラチンのような物の中に入り、その周辺を半透明の求ぎゅう肥ひのようなものが包んだ、多分お菓子と表現するのが妥当な食べ物だった。

「何これ？」

「マナイーターのゼラチンと皮を使ったお菓子。せっかくだから、夜食にどうかな、って」

「僕ばっかり槍玉にあがるけど、春菜さんも大概いろんなもん作ってるやん」

「まあ、私は食べ物ばかりだけどね」

　宏の突っ込みに、苦笑しながら言い訳をする春菜。

　マナイーターとはその名のとおり、魔力を食ってパワーアップする半実体のゼリー状生命体である。普通は魔法使いの天敵だが、半実体のくせに酸素がなければ生存できないため、餌えさであるはずの達也によって酸欠で仕留められたという、哀れな生き物でもある。

　なお余談ながら、マナイーターのコアはウニのような味がするため、今日の夕食だった、なんちゃってミニ懐石の八寸に使われていたりする。死ねば完全に実体化するとか実に不思議な生態ではあるが、春菜にとっては割とどうでもいい事である。

　余談ながら、この日のなんちゃってミニ懐石、最大の目玉はワイバーンのガラでとったダシを使った小鍋で、他にもちょっと変わった生き物の卵を使ったダシ巻、ご飯の代わりに用意されたそばの実雑ぞう炊すいなど、繊細にして高度な技をガッツリ投入した品々が並んでいた。

　もっとも、なんちゃってでミニなので、本来のものに比べ品数も少なく、料理を小出しにせず全部まとめて配膳したのが格式という面では微妙なところだったのだが。




「とりあえず、作ってきたで」

「早かったわね」

　薬を作り終えて戻ってきた宏が真琴達に出迎えられる。春菜も一緒だ。

「材料さえあれば、大した作業やあらへんからなあ」

「ボクだったら、ここの機材でその薬作るの、成功率八割ぐらいなんだけど……」

「そこは年季の差や。諦めて練習に励むしかあらへん」

　そう言って、人肌ぐらいの温度まで冷めた薬をエレーナに差し出す。

　他の薬効成分のおかげで、青緑という何とも言えない色合いになってしまったその薬を微妙な表情で受け取り、形容しがたい味のそれを一気に飲み干す。

　あまりに微妙な味に顔をしかめるのも束の間、すぐに全身を熱さが駆け回り、体の隅から隅まで蝕むしばんでいた何かを駆く逐ちくしていく。

　その熱さが引いた後には、対症療法の薬では消しきれていなかった微熱や頭痛、吐き気、そして何よりこの約一ひと月つき、常に付きまとっていた絶望的なまでの倦けん怠たい感かんが嘘のように消え去っていた。

「すごい……。頭痛も、吐き気も、倦怠感も……、うそみたいに全部なくなってる……」

「まあ、後遺症まではどうにもならへんけど、これで今回の毒が原因で死ぬ、いう事はなくなるはずや」

　後はリハビリで体力をつけるぐらいしか、治療としてできる事はない。

「とりあえずの注意事項として、体力も抵抗力も相当落ちてるはずやから、絶対無理したらあかんで。肝臓も弱っとるから、お酒も控えめに」

「ええ。折角助けてもらったのだから、不養生をやらかして死ぬつもりはないわ」

「その方がええ。正直、姉さんの葬式なんざ真っ平御免や」

　宏の言葉に苦笑すると、まだ口の中に残る微妙な味を口直しのジュースで洗い流す。

　そして、春菜が持ってきた正体不明のお菓子を、何のためらいもなく口に運ぶ。

「さっぱりしてるのに濃厚とか、不思議な味ね。この不思議な食感のものと表面の皮は何かしら？」

「マナイーター。癖がなくていいゼラチンだったから、ちょっと試してみました」

「……結局、そういう落ちなのね……」

　油断すると、綺麗に盛りつけられたモンスターの死骸を食わされる食卓。美味いし体に害がないからいいが、正直油断も隙すきもない。ワイバーンぐらいならまだ、驚きはしてもさほど抵抗はないが、さすがにマナイーターとなると、正直食べたいと思えるものではない。

「さて、私はお風呂入って寝るね」

「ほな、僕も適当にいろいろ用意したら、さっさと風呂済ませて寝るわ」

「師匠は下着作り。もう型は作ってある」

「マジかい……」

　結局命に直結する部分だからと押し切られ、今後の危険性を考えてしぶしぶながら血を吐きそうな顔で作業に入る宏。

　翌朝春菜が見たのは、澪のイラストどおり綺麗に仕上げられた子供向けの（と言っても、年を考えると意外と大きい）ブラとショーツと、部屋の片隅で土気色の顔をしてぴくぴくやばい感じで痙けい攣れんしている宏であった。






ファーレーン編　十二話






『こちらス○ーク。ただいま潜入目標を視認した』

『そういうネタはいいから……』

　潜入工作決行当日。真っ昼間からウルス城背後の森に潜伏していた宏ひろしが、自や棄けが入った口調で、速攻で余計なネタを仕込み始める。

　潜入する事になったメンバーは、宏、春はる菜な、澪みおの三人。エアリス本人を入れて四人である。

　四人とも、全身をすっぽり覆うマントを羽織っており、正直言って胡う散さん臭い事この上ない。しかもさらに、エアリス以外の三人は、顔にマスカレードを装着済みである。

『それで、どうなの？』

『まあ、普通に警備があるわな』

　さすがというか何というか、ウルス城の警備は実に厳重で、まともにやっては侵入などどう見ても不可能である。これが見かけだけならともかく、見張りについている兵士の練度も士気も高い。

　異常を察知させずに高い城壁を乗り越えて、さらに廊下や中庭などを巡回しているであろう見張りをくぐりぬけろ、なんて要求するのはかなりの無理ゲーだ。

　それにそもそも、単に忍び込むだけならともかく、こういう運動神経を必要とする作業は、宏には向いていない。何しろ、敏びん捷しょうの値に補正が入るスキルは、旅歩きと隠密上級、後は短剣初級・中級しか持ち合わせていないのだ。隠密上級以外はどれも入る補正は微々たるもので、補正込み百すら遠い彼方である。ぶっちゃけた話、隠密上級がなければ、このメンバーに入る事すらなかったはずなのだ。

　ではこいつがなぜ、隠密上級などという場違いなものを持っているのか？

　答えは簡単。アクティブモンスターに気取られないように採集や採掘をするためである。隠密上級をマスターすると、ドラゴンの背後で採掘作業をしても発見されなくなるのだから、いろいろぶっ飛んだ話だ。

　そういう事情から、あくまでも生産のためとはいえ、罠わなも何もない場所にこっそり忍び込んで特に隠されているわけでもないものを回収して出てくる事に関してはかなりの腕がある宏だが、今回のようにアクションゲームや映画のスパイと同じ種類の、運動神経も求められるいわゆる潜入工作には向いていないのである。

『難しそうか？』

『少なくとも、エルを連れて侵入は無理。一緒に来るのが師匠と春はる姉ねえだけならどうにかなりそうだけど……』

『だよねえ。というか、魔法禁止の縛りは普通に厳しいよ……』

『やっぱり、これは抜け道使うしかあらへんやろなあ……』

『私もそう思う』

『賛成』

　できるだけ使わずに潜入するよう努力してくれ、と言われて教えられた抜け道。それを使う決断をあっさり下す宏達。敵に抜け道の位置を知られるリスクを避けたい、というのは分かるが、その結果として早い段階で見つかっては元も子もない。

『そういうわけやから、プランＡの「隙すきをついて侵入」ちゅうんは諦あきらめるわ』

『了解』

　行動方針を決め、とっとと現在位置を変える。

　実際のところ、今いるあたりは別に侵入禁止区域でも何でもないため、普通に動いて兵士達に発見されたからといって、それ自体は特に問題はない。

　この辺にも薬草になるようなものや食材になるようなものはあるので、忘れた頃に、というレベルではあるがウルスの住民が採集に来る事はあるのだ。

　方針を決めている間不安そうだったエアリスを、春菜が軽く肩を叩たたく事で落ち着かせ、その間に澪と宏が索敵を行う。見つかってもごまかしがきく、というだけで、やはり見つからないに越した事はない。

「さて、私の覚えてる地図だとこのあたりなんだけど、どうかな？」

「多分そうやと思うんやけど……」

「ここ」

　澪が示した場所の特徴を、昨日何度も見た地図と頭の中で照らし合わせる。残念ながら、地図そのものは燃やしてしまっているため、記憶だけが頼りなのだ。ついでに言えば、地図と現実は違う。

「うん、間違いない」

「確かにこんな感じやった」

「とりあえず、開ける」

　そう言って、木の根元に偽装された空間を開放する。出てきた空間は、平均的なファーレーン人の男性が、辛かろうじて立って歩ける程度のものだった。

「なかなか本格的やな。なんか、冒険者やっとるっちゅう気がしてきたわ」

「師匠、ボク達一応冒険者……」

「まあ、ずっと雑用と屋台と歌のおひねりで生活してきたしね」

「ちゅうわけで、帰ってええか？」

「師匠、往生際が悪い」

　などと余計な軽口を叩きながら、澪を先頭に油断なく進んでいく。

（しかし本気で、何でこんな冒険者っぽい真似しとるんやろうなあ……）

　とりあえず余計なネタを仕込んだりして無理やり気分を盛り上げていたが、正直自分が潜入要員としてここに立っている事については、いまだに納得がいかないものがある宏。

　一応自分の役目に意識を向けながらも、もはや手遅れだというのに、どこでどう間違えてここに送り込まれたのか、どういう反論をしていればこの役から逃げられたのか、そんな今更のような事を何度も頭の片隅で考えるヘタレ男であった。




　　　　☆




　事の発端は、前の日にさかのぼる。

「潜入工作？　何でまた？」

　エアリスをどのように神殿に連れていくのか、その打ち合わせの場でとんでもない事を言い出したレイオットに、何とも言えない顔で聞き返す宏。

　ドーガとレイナはすでに他の役目を振られているらしく、その準備のために現在別行動をしている。

「正面からエアリスを連れていけば、前回の二の舞になりかねなくてな」

「そんなんで、この国大丈夫なん……？」

　宏の言葉に、苦い顔をするレイオット。エアリス──つまり姫ひめ巫み女この不在は、アルフェミナ神殿内部に予想以上のダメージを与えていたのだ。

「とりあえず、潜入工作以外に方法がないか、まずは現状を確認した方がいいんじゃないかな？」

「そうだな。確かに、お前達もいきなり城の中にある神殿に侵入しろ、などと言われても納得できないか」

「普通に考えて、そんな真似したら犯罪者やん」

「シーフのボクから言わせてもらうと、ウルス城は部外者が不正な方法で簡単に侵入できるような城じゃない」

　宏と澪の言葉は、否定の余地がないレベルの正論である。

　それにそもそも、『潜入してくれ』で『はいそうですか』と、何の手引きもなしにあっさり成し遂げられてしまうのは、さすがにこの国の王族として看過できる問題ではない。

「それで、普通に考えれば、殿下がドルおじさん達と一緒にエルちゃんを連れていけば済む話だと思うんだけど、何が問題なの？」

「一番大きいのは、別段隠していたわけでもないのに、エアリスの顔がほとんど知られていない、という問題だ」

「そんなん、見たら普通に血縁関係ぐらい分かるやん」

「だからといって、難癖をつけられない、というわけではなかろう？」

　レイオットの言葉に、思わず面倒くさいと呟つぶやいてしまう宏。政治の世界では、どれだけ一目瞭然の事でも、決定的な証拠なしではどうとでもいちゃもんをつけられるのである。

「他に厄介なのが、エアリスの人望のなさだ。いまだにあの侍女をスケープゴートにした、などという意見が一般的なぐらいだから、どうにもならん」

「それが、どんな問題につながってるの？」

「簡単だ。姫巫女の仕事を放置して、勝手にどこかに逃げ出した責任感のない娘を、今更王族として迎え入れるのは民に対して顔向けができん、などと放言している連中が、それなりの勢力を持っている。それに、下手に正面からのこのこ顔を出すと、顔を知らないのをいい事に、名を騙かたったと言いがかりをつけて処刑しようとする人間すらいかねん」

　レイオットの言葉に、渋い顔をしてしまう一同。名を騙ったも何も、国王と王太子が本人だと断言しているのだから、それ以上の証拠はなさそうなものなのだが。

「姫巫女って、政治的には価値がなかったはずでは？」

「確かに有事を除いて権力はないが、それだけに下手をすれば、国王以上の権威を持つ。権威だけとはいえど、自身が姫巫女の後ろ盾となっている、という事になれば、家柄に箔はくがついていろいろと有利に運ぶ。直接的な旨味はなくとも、ごちゃごちゃ口を挟む程度の価値はある」

　どうにも腑ふに落ちない感じの達たつ也やの質問に、裏の事情というやつを解説するレイオット。地位なんてものは、それが単なる飾りでも、いろいろ面倒な責任が生じるものである。

　この場合、替えが利き、平時には何の政治権力も持たない姫巫女といえども、いや、そういう役職だからこそ、かえって責任が重いのかもしれない。

　そのうえ、先代が改革によって作り上げた新たな統治システムが、この件ではことごとくマイナスに働いてしまっている。先々代の国王が乱心し、一部の貴族と結託して国を無茶苦茶にしかかった。そのトラウマが原点となっているからか、先代が国を立て直してから制定した法は王家や貴族の権限を大幅に制限してしまった。

　そのため、貴族といえども一般人を簡単に処罰できず、王族にしても民に被害を出していない貴族を排除するのは、彼らがどれほど反社会的な言動をしていても、どれほど政治を混乱させていても、それだけでは不可能になってしまっていた。

　さすがに言いがかりでエアリスを処刑する事は不可能だが、やり方次第では法廷に持ち込まれる危険性もあり、そうなってしまえばエアリス自身はともかく宏達の扱いはややこしい事になる。さすがに誘拐その他に問われないように全力は尽くすが、その間も汚染は着々と進みかねない。現在のシステムでは、王族といえども数の暴力を完璧に押さえ込む事はできないのである。

「一つ聞きたいんやけど」

「なんだ？」

「エルが姫巫女のままやと、その連中にとって何がまずい？」

「エアリスは末っ子で、当初は誰の注目も集めていなかった。だから、後ろ盾が我々王家以外にはエルンストしか居なくてな。それが神託を受けてとんとん拍子で姫巫女となった結果、ドーガ家の家格が妙に上がってしまっている。そうでなくとも建国以来の忠臣の家系、これ以上力をつけられては面白くない連中の方が多いはずだ」

「うわあ、面倒くさ……」

　はっきり言って関わりあいになりたくない政治関係の話に、思わず心の底からぼやく宏。

「でも、それぐらいやったら、一応王家と神殿の力で押し切られへんの？」

「無理だろうな。神殿の中でも割れている。一度儀式の間に入ってしまえば簡単にけりがつくだろうが、今の情勢では、正面からだとそもそも、神殿に立ち入るためにどれほどの時間を要するか分からない。それに……」

「それに？」

「エアリスを蜘く蛛もの巣に叩き込んだ男が、神殿の入口に同じ種類の罠を張っていないとも限らない」

「要するに、裏口からこっそりもぐりこむしかない、と？」

「だから最初にそう言った」

　どうにも覆しようがなさそうな結論に、げんなりしてため息をつく一同。

　正直、何が悲しゅうて、別段敵の手に落ちたわけでもないはずの城に、その国の姫君を連れてこそこそ侵入せねばならないのか。はっきり言って、面倒な事この上ない。

「侵入するしかない、っちゅうんはええとして、や。ほんまにその裏口は大丈夫なん？」

「一カ所はともかく、もう一カ所については、そこが割れているようでは、最初から手の打ちようなどない。何しろ、最悪お前達に使ってもらう予定のルートは、国王と王太子、姫巫女だけに伝わる、いわゆる秘密の隠し通路、という類たぐいのものだからな」

「……そんなもん、僕らに教えてもうてええん？」

「背に腹はかえられんし、先にあげた三者のうち誰かがいなければ、そもそも通路として使えない物だからな」

　レイオットの言葉に納得し、話を進める事にする。

「潜入するんはええとして、縛りがあるんやったら今のうちに教えといて」

「そうだな。簡単に発見されかねんから、魔法の使用は基本禁止。魔力を発する道具類も、可能な限り持ち込まないでもらいたい」

「いきなりハードル高いな」

　達也の突っ込みに、苦い顔をして頷うなずくしかないレイオット。

「その条件だと、俺は潜入メンバーから自動的に外れるな」

「あたしも、隠密とか潜伏とかの類は苦手だから、今回は留守番ね」

　条件を聞いて真っ先にメンバー脱落を伝える達也と、ジャンルがあわない事を宣言する真ま琴こと。どちらも妥当なので、素直に頷く一同。

「となると、確定なんは澪か。後は対応能力を考えたら、春菜さんも一緒に行った方がええやろうなあ」

「他人事のように言ってるけど、あんたも行くのよ？」

「はあ？」

　真琴の台詞せりふに、間抜け面を晒さらしながら聞き返す宏。

「だってあんた、隠密行動はものすごく得意じゃない」

「師匠、ドラゴンの背後で採掘作業できるよね？」

「それとこれとは別問題ちゃうか？」

　無体な事を言い出す真琴と澪に、慌てて疑問を呈ていす宏。正直、索敵の仕方がアバウトなモンスターと、きっちり布陣を敷いて怪しいやつがいないかを複数の目で睨にらんでいる城の警備とを一緒にされても困る。

「お前の隠密能力がどの程度かまでは知らないが、可能ならば一緒に行ってほしい」

「せやから、何で？」

「一つは、女ばかり三人、というのがいろいろな意味で不安がある事。もう一つは、お前が行く方がエアリスが安心できるだろうという事」

　レイオットの言葉にエアリスの方を見ると、取り繕った澄ました顔とは裏腹に、彼女の瞳ひとみには縋すがりつくような光が。その毛並みのいい犬が大人しくお座りをしながら、飼い主に捨てないでと視線で訴えているような様子に、このままごねるのはどうなのだろうか、という葛藤が生まれる。

「それにさ、宏」

「なんや？」

「あんた、いい加減そろそろ何か行動しないと、現状単なる引きこもりよ？」

「職人は、工房で作業するんが仕事やん……」

　引きこもり呼ばわりされて、思わず憮ぶ然ぜんとした顔で反論する。どこの世界に、一国の首都の王城に潜入工作をしに行く職人がいるというのか。

「なあ、ヒロ。何にしても、ここで行かないって言ってエルを見捨てるのは、いろんな意味で台無しだぞ？」

「師匠、子供の切羽詰まった頼みを断るのは格好悪い」

　達也と澪からの非難の嵐に、どんどん顔つきが渋くなっていく宏。

　ちらりと春菜の方を見ると、彼女は中立の立場らしく、あえて何かを言うつもりはないらしい。

　多分、最後までごねて突っぱねても、彼女は幻滅する事も責める事もしないだろう。それほど長くない付き合いではあるが、それを確信できる程度には深い付き合いをしているつもりだ。

「正直言うとな、僕は物作る以外、これと言ってできる事があらへんから、一緒に行っても足引っ張るだけなんちゃうか、っちゅうんがどうしても不安やねん」

「それは、ボク達が……」

「今回に限っては、エルの人生そのものがかかっとる。頼まれて情に流されて、能力ない人間が格好つけてふらふらついてくんは、正直ええ事とは思われへん。元々の立場上、エル自身は今回はどうしても足引っ張る側になる以上、足手まといになりそうなんが二人に増えるんは、単なる自殺行為ちゃうか？」

　宏の思いのほか深い考えから来る正論に、嵩かさにかかって攻め立てていた真琴達も、反論できずに沈黙する。この男、過去にいろいろ痛い目を見ているからか、高校三年生の割には不必要に見えるほど深く物事を考える時がある。今回の場合は、ヘタレと言われずに厄介事から逃げるために、必死になって理論武装したっぽい部分が多分にあるのも事実だが。

「単なる採取やったら、自分一人の問題や。ミスったところで、自分でどうとでも帳尻合わせできる。せやけど、今回のはそうやない。はっきり言うて、そんな責任はよう背負わん。能力もないのにほいほい出ていって、リカバリー不能なミスをやらかすんが、正直言うてものすごい怖い」

　言っている事は単なる責任回避だが、事態の重さや自身の能力・適性などを踏まえた上での意見である以上、ヘタレが責任逃れをしようとしている、と簡単に言うのはさすがにフェアではないだろう。

「……ヒロシ様、勘違いをなさってはいけませんよ」

「エル？」

「この場合、メンバーのミスの責任を取るのは、私かお兄様です。そもそも、私がちゃんとしていれば、このような状況になる事はなかったのですから」

　エアリスのその言葉に、とっさに反論しようとする宏。

　王族であるというだけで、権力の類を一切持ち合わせていない十歳の子供が、今回の件でできる事など知れている。レイオットや国王陛下の責任については否定しないが、当事者であるエアリスは、本来は守られねばならない存在なのだ。

　だが、宏のその反論は、口に出す事なく止められる。言いたい事を察したエアリスが首を左右に振り、宏の言葉を完全に制してしまったからである。

「子供だから、とか、権力がない身の上だから、とか、そういう言い訳は、事実や結果の前には無力です。それに、私自身は今ですら、自分からは何一つ行動を起こしていません。ですからせめて、自分の命を預ける人を自分で選ぶ事と、その結果の責任を取る事ぐらいはさせてください」

「……なあ、エル」

「なんでしょうか？」

「それ、十歳児の言葉やないで」

　宏の呆あきれを含んだ言葉に、思わず小さく苦笑を漏らす春菜。宏の感想は、そのまま春菜の、と言うよりは、日本人達の意見でもある。

　確かにファーレーンの子供は、十歳にもなれば相当しっかりしている。そもそも、日本と比べれば普通に生活環境が厳しい上、モンスターという洒落にならない脅きょう威いが身近に存在する以上、日本人のように平和ボケしていられる方がおかしい。

　だが、そういう事情を踏まえても、エアリスの精神年齢は成熟している気がする。

　昔からエアリスはこうだったのか、と、確認するつもりでレイオットに視線を向けると、兄であるはずの彼が、普通に驚きょう愕がくの表情を浮かべている。どうやら、彼が知らないこの短期間の間に、ずいぶん大きな心境の変化があったのだろう。

　子供というのは、成長が早いのだ。

「それで、ヒロシ様」

「やっぱり、考えは変わらへん？」

「はい。ハルナ様とミオ様に不満がある、というわけではありません。ですが、私は、やはりヒロシ様に、ヒロシ様とハルナ様に一緒にいていただかないと、どうしても不安なのです。それに……」

「それに？」

「これは単なる予感なのですが、ヒロシ様がいなければ、きっと今回の計画はうまくいかない、そんな気がするのです」

　アルフェミナの姫巫女、その雰囲気を身にまといながら、厳おごそかに止とどめを刺しにくるエアリス。さすがにそこまで言われてしまっては、これ以上ヘタレた事を言って逃げるのは無理だ。

「……しゃあない、頑張るか……」

「ごめんなさい」

「こういう時は、ごめんやなくてありがとうの方がええで」

　昔、カウンセラーの先生にさんざん言われた言葉。

　その言葉を借りてエアリスを窘たしなめる。

　無茶ぶりをしてきたのは確かにエアリスだが、やると決めたのは宏である。それに、誰かに何かをしてもらうのなら、謝るより礼を言うのが筋だ。少なくとも、宏はそう思う。もっとも、自分がそれをできているか、と言われると微妙なところではあるが。

「はい。ありがとうございます」

　輝くような満面の笑みを浮かべて礼を言うエアリスに、深く深くため息をつきながらも、少しでも成功率を上げるための算段を立てる。

　正直、このままでは用意した装備はほとんど使い物にならない。どうやってもごまかしがききそうにないワイバーンレザーアーマーはともかく、エアリスの服と自分達の武器ぐらいは持ち込めるように、何らかの小細工をせねばならない。

　それに、潜入工作用にうってつけの道具も、いくつか用意できるものがある。材料の都合でそれほどの数は無理だが、ないよりはあった方がいいに決まっている。向こうに対する自分達のアドバンテージは、材料と時間さえあれば、いろいろな小細工を用意できる事なのだから。

「せやなあ。とりあえず、決行は明日の昼以降にして。レイっちの指定した条件考えたら、もう一手間準備がいるわ」

「分かった。昼、というのはこちらにとっても都合がいい。さすがに連中も、真っ昼間から警備をかいくぐって侵入してくるとは思っていないだろうし、エアリスの無実を晴らすには、黒幕の言動に疑いが行く程度の状況証拠があった方がいいからな」

「了解。ほな、明日早めに昼済ませて、そのまま潜入やな」

　場合によっては、かなりの長丁場になる可能性が高い。できるだけしっかりした食事を取らなければ、途中でエネルギー切れになっては目も当てられない。

「さっさと準備に入ろか。澪、悪いんやけどポーションホルダー、作っといて」

「了解」

「あと、ワイバーンの翼の皮膜、魔力抜きしといてくれると助かるわ。ちょっと、いろいろ煮込まなあかんことなりそうやし」

　宏の指示に頷くと、早速行動に移る澪。

　宏達が準備モードに入った事を確認し、軽く挨拶をして出ていくレイオット。彼は彼でやるべき事は山積みだし、そうでなかったとしても、ここにいてもできる事など特にない。

「ワイバーンの翼の皮膜なんて、何に使うんだ？」

「ステルスマント、作んねん。さすがに、今着とる服ぐらいは持ち込めんとまずいやろ？」

「確かにな」

　ネックとなっていた問題、その解決のためにまたも高度な技術を振るうらしい。本気で、準備時間さえあれば何でもできる男だ。

「まあ、ステルスマント、っちゅうても、魔力探知も含めた探知魔法をごまかせる、いうだけで、姿が見えへんなるわけやないんやけどな。それに、さすがにワイバーンレザーアーマークラスになると、何ぼ頑張っても探知を誤魔化されへん」

「それでも、今回の条件だったら、絶対に必要なものよね」

「せやろ？」

　そんな言葉を交わしながら、そのマントに使うための材料を取り出し、下処理に入る。

「それで、俺達にできる事は？」

「悪いけど、今のところ特にあらへん。エルの特訓でもやっといたって」

「了解」

　宏の要望を受け、エアリスの指導に移る。工房は、にわかに慌ただしくなっていった。




　　　　☆




（あかん、やっぱりどない考えても、現状を回避できる手段があらへん）

　昨日の会話を思い出す限り、どうやってもその結論にしか至らない。

「師匠、本気で往生際が悪い」

　明らかに今回のミッションについて後ろ向きな事を考えている宏を、澪が小声でズバッと切り捨てる。

「それぐらい分かっとる。ただなあ……」

「ただ、何？」

「実際にこの場に立ってみると、どないも腰が引けてもうてなあ……」

「師匠がそんなだと、エルが不安になる。しゃんとして」

　ヘタレた事を言っている宏に対して、容赦なくずばずばいく澪。年下にここまで言われるあたり、ヘタレ男の面めん目もく躍やく如じょ、といったところか。

「まあ、専門外の事をやらされてるんだし、多少は大目に見てあげようよ」

「専門外、って言うんだったら、春姉もそう。それに、ボク達を助けに来た時は、普通に潜入ミッションをこなしてた」

「あいつらの笊ざるな警備と、ここへの潜入を一緒にせんといてや。それに、あの時は全員一斉にかかってきても、どうとでもなったレベルやし」

　宏の言葉に、不満ながらもとりあえず黙る。あまり雑談するような状況でもないし、いつまでもグダグダ言い合うような事でもない。

　そのまま、あまりいい雰囲気とは言えない空気で、地下の隠し通路を黙って歩く一行。

　わざとらしく迷路になっている道を、記憶力を総動員して間違わないように抜け、仕掛け扉を動かし、実は落とし穴になっている広場を大きく迂う回かいして、ひたすら目的地を目指す。その途中、

「……師匠」

「なんや、急に立ち止まって？」

「ちょっとの間だけ、先頭に立って」

「……ええけど」

　澪がいきなりそんな事を言い出す。何とも唐突な言葉に嫌な予感がしつつも、言われたとおりに先頭に立ち、五メートルほど進む。罠がらみのスキルがない宏にも感じられる種類の違和感があり、己を叱しっ咤たしながら過剰にビビりつつ、恐る恐る一歩踏み出すと、

「なんか今、変な音がしたんやけど……」

　バチリ、と、小さな音ともに違和感が消えた。

「地図からいうと、ここが教会の敷地、その外周の地下」

「ちゅう事は？」

「地上に仕掛けてあったと思われる罠が、地下にまで影響してたんだと思う」

「……要するに、罠があると分かっとって踏み込ませた、と？」

　ジト目で追及してくる宏に、すずしい顔で頷いてみせる澪。

　言うまでもない事ながら、この会話の間、一行は普通に奥に向かって進んでいる。

「あのなあ、どこの世界に、師匠に漢おとこ探たん知ちを強要する弟子がおんねん……」

「この場合、漢探知じゃなくて漢解除。だって、罠があったのは最初から分かってたし」

　悪びれずにそんな事を言ってのける澪に、どっと疲れが襲ってくる宏。

　なお、漢探知とは要するに、わざと罠に引っ掛かってその存在を暴露するという、体を張った探知方法である。主にシーフやスカウトといった罠系の職業がいない時に行う、ＲＰＧの原型ともいわれるテーブルトークＲＰＧ時代からの、ある意味伝統的なやり方だ。

「あのさ、澪ちゃん」

「何？」

　あまりにもあんまりなやり方に微妙に引きながらも、恐る恐る声をかける春菜。それを平常モードで返事を返す澪。

「それ、大丈夫なの？」

「解除しちゃった事？　それとも、師匠を壁にした事？」

「両方」

「壁にした事なら大丈夫。元々あれ以外に突破方法がなかったし、師匠みたいなトップクラスの職人は、よっぽどのレベルじゃない限り、魔法系の罠に引っかかる事はない。だって、一般ユーザーレベルの魔法使いじゃ、大魔法をぶつけても発動がキャンセルされるぐらい、魔法防御も魔法抵抗も高いし」

　あっけらかんと言い放つ澪の言葉に、全力で引く春菜とエアリス。

　春菜は知識としては、術者の知力が対象の精神力より一定以上低いと、ランクの低い魔法は当たった瞬間にキャンセルされ、効果が出なくなる事は知っていた。が、それはせいぜい初級レベルの話で、さすがに上級どころか大魔法すらキャンセルされる事があるとは、全く想像していなかった。

　宏達職人がそのレベルに到達している事にも引くが、それを平気で利用して罠に叩き込み、全く悪いと思っていない澪に対しても引く。この娘、なかなかいい根性をしている。

「で、解除しちゃった事だけど、まずかろうがどうだろうが、他に方法なかったし」

「えっと、この通路を守るとか、そういう種類の罠だった可能性は？」

「あり得ないから大丈夫。そもそも、時空神アルフェミナとは、術の系統が違う感じ」

　スカウトとして必要だったために習得した魔術知識で、根拠を明快に断言してのける。

「そこまで分かっとるんやったら、僕に漢解除なんざさせんと、自力で解除したらええやん」

「それができるほど、弱い術じゃなかった」

「……そんなもんに、自分の師匠を突っ込ましたんかい……」

　力が抜けた感じで、そんなふうにぼやく宏。

「あの、ヒロシ様、お体の方に異常とかは……？」

「まあ、別段何も問題はあらへんから、ぐちぐち言うてもしゃあないんやけどさ」

　まだ本番のイベントに到着もしていないというのに、異常に疲れた気がする。

　だが、脱力している暇もない。

「とりあえず、罠潰つぶしてもうた、っちゅう事は、急がんとやばいんやな」

「多分ピンチ」

「ほな、急ぐで」

　グダグダ言っても仕方がない。最近弟子が反抗的なのは、気にしてもどうにもならない。ならば建設的に行こう、と、高い精神力で無理やり気分を切り替える宏。

　内心では、何で僕がこないな事やらなあかんねん、と、ヘタレた事を愚痴愚痴言いながらも、エアリスの手前表面上は必死になって取り繕うのであった。




　　　　☆




「お待ちしておりました。よく御無事で……」

　何とも言えない構造の隠し通路を抜け、神殿内部にダイレクトに侵入すると、そこには立派な衣装を身にまとった老人が待っていた。こういう宗教組織の上層部にありがちな、世俗的な生臭さを感じさせない、厳かな雰囲気を纏まとった、何とも徳の高そうな人物である。

「ご心配をおかけしました、大神官様」

「お話は伺いました。本当に、本当によく御無事で……」

　感極まったように、言葉を詰まらせる大神官。その手をそっと取るエアリス。

　彼女にとって、この老人は数少ない、心許せる相手なのだろう。静かに再会を喜ぶ。だが、

「申しわけありませんが、再会を喜ぶのは後ほどでお願いいたします」

　春菜が言いづらそうにしながらも、努めて事務的に声をかけ、その光景に水を差す。こういう時、進んで貧乏くじを引こうとするあたり、地味に苦労性な女性である。

「そうですな。こちらこそ申しわけありません」

　春菜の言葉にすべき事を思い出し、すぐさま行動に移す大神官。

　その姿を、じっと観察し続ける宏と澪。

『どう？』

『少なくとも、瘴しょう気きの類は感じへん』

『心配してるって態度に、嘘はなかった』

　宏と澪の報告に、肩の力を抜いて内心で安あん堵どのため息をつく春菜。総合的に見るなら、この大神官は少なくとも敵ではないらしい。

「一応確認しときたいんやけど」

「何ですかな？」

「うちら部外者が、一緒に行ってしもてええん？」

「何事にも、緊急避難と例外事項というものはございます。それに、御神託があった以上、あなた方がこの場に存在する事について、何なん人ぴとたりとも異議を唱えさせるつもりはございません」

　宏の質問に対し、厳かな雰囲気で微妙に生臭い事を言い放つ大神官。

　こういう立場の人が教義や規則にガチガチでない事はありがたいのだが、さすがにそれで大丈夫なのか、という疑問は消せない。

「そもそも、神殿は神が我々に言葉や加護を下さるための場。神官などというのは、そのための手続きを代行するためだけの存在。人間が勝手に決めた教義や規則など、元来何の意味もありません。それらが女神の意に沿わぬなら、民が加護を得る妨げとなるのであれば、そんなものは捨ててしまえばよろしい」

　宏達の微妙な視線に気がついたのか、厳かな雰囲気を崩さず、淡々と自分達の組織を否定するような事を言い切る大神官。その信念が、生臭い台詞を吐きながらも、世俗に染まった生臭坊主という印象を回避し、組織が硬直化し腐敗するのを防いできたのだろう。

「それで、この後何をするの？」

「浄化の儀、ですな。大神官以下高位神官総員、すでに準備は整っております」

「それをする事と、エルの名誉の回復と、どうつながるん？」

「簡単な事でございます。カタリナ様が拒絶され、入る事ができなかった儀式の間でエアリス様が浄化を行えば、それだけでエアリス様が姫巫女として十分な資質を持っておられる事の証明になります。それに、すでに地脈への浸食が、エレーナ様が健在でも手に負えない領域に到達しつつあります。この状況を覆す事ができるのは、エアリス様だけでしてな」

　要するに、本来なすべき仕事をこなせば、それだけで国を救った事になり、十分な功績になるという事だ。人柄に対する誤解はともかく、姫巫女として失格だという烙印は、実績を示せば簡単に打ち消せる程度のものなのだろう。

　大神官に先導され、しばらく質実剛健を絵にかいたような通路を移動すると、大広間のような場所に出る。

　造りこそしっかりしてはいるが、全体的には簡素な印象の大広間。その北側には、部屋や通路の印象とは正反対の、精せい緻ちな彫刻が施された大きな扉が。扉そのものに強い浄化の結界が張られているところを見ると、この向こう側が儀式の間なのだろう。

「つきました。申しわけありませんが、皆様はここでお待ちくだされ」

「了解」

「どうせ要いらん事やらかすやつがおるやろうし、ここで警備の真似事でもしとくわ」

「瘴気を発見したら、問答無用でサーチアンドデストロイ、でＯＫ？」

　宏達の返事に、頭を一つ下げて答える大神官。澪の物騒な台詞が若干気になるようだが、とりあえずスルーする事にしたらしい。そのままエアリスを促うながし、もう一度一礼して儀式の間に消える。

　彼らを見送って大広間に視線を戻すと、唐突に何者かが声をかけてきた。

「いけないんだあ、部外者がこんなところにいるなんて」

「自分かて部外者のくせに」

　唐突に表れた、少し意識をそらすと顔そのものを忘れてしまうほど印象が薄い男の戯たわ言ごとを、冷たい口調で切り捨てる宏。ワイバーンなんぞ目ではないほどの瘴気をばら撒まいている男に、愛想よく接する理由などない。

　時空神の面目躍如とでも言えばいいだろうか。この神殿内は転移系の道具や魔法は一切無効化される。それはレイオット達が使う転移魔法も同じ事である。女神本人以外は転移ができない事を考えると、この男も自分達同様、非正規のルートでこっそり侵入してきたのだろう。

　もっとも、この存在感の薄さを考えると、普通に気配を消して正面から堂々と入ってきた可能性もあるが。

「神殿に勝手に忍び込むのって、すっごい重罪らしいね」

「要するに、自分かて重罪や、いう事やろ？」

「つまり、君達にお仕置きしても問題ない、って事だね」

　宏の突っ込みを無視し、言いたい事を言って会話を打ち切る男。

　何をされてもいいように、ステルスマントを脱ぎすてて武器を抜き放つ三人。

　その三人に対し牽けん制せい程度の魔法を放ちながら、こんなところで使うべきではない種類の大規模魔法を準備する男。

「こんな狭いところで、よくそんな魔法を使おうと思うよね……」

　どうせばれているのだから、と、遠距離攻撃スキル・オーラバードの精密射撃で男を牽制しながら、大規模魔法に対して呆れたように言葉を漏らす春菜。攻撃力を考えると接近戦の方が強い春菜だが、状況的に前に出ると宏の邪魔をしてしまう。そのため、火力を捨てて遠距離攻撃で牽制する事にしたらしい。

　因ちなみに、男が放った牽制の魔法は真正面から突っ込んで行った宏に全部着弾し、何の影響も与える事なくキャンセルされてしまった。瘴気がたっぷり詰まった闇属性の、本来直撃を食らえば人間としていろいろとまずい事になる類の、弾道がかなり読みづらいタイプの魔法だが、残念ながら拡散しきる前に一人に被弾してしまえば、対集団用の攻撃としては用を果たさない。さらに残念な事に、彼の魔法力では、そのレベルの魔法で宏の魔法抵抗を貫く事はできないらしい。

「だって、君達が暴れたんだからしょうがないよ。こちらは単に不審人物を制圧しようとしただけだし、大規模魔法は君達が使うんだからねえ」

「……浅はか」

　妙な軌跡を描く矢を撃ち込みながら、淡々と突っ込みを入れる澪。

「じゃあ、僕がやった証拠がどこに？」

「それ以前の問題」

　澪が何を言っているのか理解できず、自分の事を棚に上げて頭がおかしい小娘だと判断する男。

　子供の戯言を無視して、準備が整った大規模破壊魔法を発動させる。膨大な魔力が発生し、世界に牙きばをむこうとする。

「残念だったね！　これで君達が生き延びても、神殿を破壊した犯罪者だ！」

「あなたこそ、残念」

　哄こう笑しょうする男に対して、もう一度矢を放ちながら冷たく言い放つ。

　矢を叩き落としながら、言われた事を理解できずに怪け訝げんな顔をする男。そして、すぐにおかしな事に気がつく。

「なぜ術が発動していない!?」

「師匠を範囲にとらえておいて、あの程度の魔法がちゃんと発動するわけがない」

「何だと!?」

　普段なら全く障害にならないであろう範囲魔法の欠点。それは、効果範囲内に術の強度を上回るだけの強い抵抗力を持つ存在がいると、術そのものが破壊され不発になる点である。

　宏の魔法抵抗を打ち破るには、たとえ彼が装備なしの状態だとしても、最低でもトップクラスの廃人が放つ中級魔法以上が必要なのだ。

「往生せいやあ！」

　驚きのあまり動きが止まった男に、容赦なくスマッシュを叩き込む宏。手斧おのの背ではなく刃の方でやっているあたり、実に殺意が高い。とっさにバリアを張り、そのまま柱に叩きつけられる男。

「まだまだや！」

　もう一度スマッシュを入れて壁に叩きつけ、跳ね返ってきたところにさらに叩き込む。比較的連発しやすい初級スキルとはいえ、本来相手を簡単に壁打ちピンポンできるほどスキルディレイは小さくない。こんな真似が成立しているのは、宏がスキルディレイをきっちり体で覚えている事と、相手が大魔法を潰されたショックから立ち直り切っていない事、二つの要素が重なったためである。

「ええい！　鬱うっ陶とうしい！」

　人を小馬鹿にした態度をかなぐり捨て、苛いら立だちのままに追撃に割り込んで弾き飛ばす。

　三メートルほど飛ばされた宏は、だが全くダメージを受けた様子も見せず、姿勢を崩す事すらなく着地する。

　ぬるいダンジョンが主体だったとはいえ、ゲーム時代に肉壁をしていたのは伊だ達てではない。敏びん捷しょうを上げるようなスキルを持っていなくても、普通に弾き飛ばされたぐらいでダウンするほど彼の技量は低くないのだ。

「犯罪者の分際で粘るようだけど、あの王女様にいくら期待しても無駄だよ」

「どうせお前さんが何ぞ小細工しとるんやろうけど、それこそ無駄なあがきや」

　宏の言葉が終わる前に、儀式の間から強い光があふれ出す。

「……貴様、何をした？」

「簡単な事や。ピアラノークから助けた時、あの子らにかかっとった状態異常、全部まとめて解除しただけや」

　あり得ないはずの儀式の成功。それを見て憎々しげに宏を睨む男に対し、平然と答えを返す。

　あの時は、エアリスが張った仮死状態になる術以外の存在には気がついていなかったが、どんな状態異常がかかっているか分からない、という理由で、持っていた材料で作れる、最も強力な状態異常解除アイテムを使ったのだ。

「それで、ギャラリーが来たみたいだけど、どうするの？」

　春菜の指摘に振り向くと、僧兵と近衛騎士を引きつれた、幾人かの貴族の姿が。

「遅いなあ。不法侵入者が来ているのに、今まで何してたんだい？」

「儀式の邪魔をしようとしている者がいるという報告を、ついさっき受けたところだからな」

　白々しい言葉を告げる男に、レイオットが平然と答えを返す。

「だったら、早く邪魔ものを排除しなよ」

「そうさせてもらおう」

　レイオットの返事と同時に、動き始めの挙動を一切見せず、ユリウスが男を切りつけた。

　だが、バリアを貫き、肩からざっくりと切り裂いたにもかかわらず、男は平然としている。

　その行動を見た幾人かの貴族が、レイオットとユリウスに対して非難の声を上げ始め、場が急速に騒がしくなり始める。

「おやおや、乱心したのかい？　不法侵入者はあちらだよ？」

「この場にいる以上、貴様も不法侵入者だ。それに……」

「すでに、アルフェミナ様が御神託をくださいましてな。この方々はアルフェミナ様が選んだ代行者。すなわち、神殿の関係者である以上、この場に立っていても咎とがを受ける理由はありませぬ」

　扉の向こうから現れた大神官が、厳かに告げる。

「へえ？　証拠は？」

「無理をなさらぬ事です、バルド殿。貴殿ほど瘴気に浸食されてしまった存在では、まだこの場において続いている浄化の術は、ずいぶんその身に厳しいはずでございましょう？」

「言いがかりもいい加減にしてほしいなあ。誰が瘴気に侵おかされているって？」

「いい加減、戯言はやめよ、見苦しい」

　言い逃れを続けようとする男を、後ろから出てきた少女が一言のもとに切り捨てる。

「エル……ちゃん……？」

　その姿を見た春菜が、戸惑いの声を上げる。

　顔や髪形、体つきなどは、いつものエアリスと何も変わらない。服装も、ここに連れてきた時のままだ。だが、白銀だった髪も、青色だった瞳も、まばゆいばかりの輝きを放つ黄金色に変わっている。何よりその雰囲気が、いつもの子犬のように人懐っこい少女のものではなく、神々しい種類の威厳を放っている。

「お待たせして申しわけない、宏殿、春菜殿、澪殿。御三方のおかげで、無事にこの地の地脈の浄化が終わりました」

「……自分、誰や？」

「宏殿。わたくしの正体など、あえて答えずとも分かっておられましょう？」

　エアリスの姿をした誰かの言葉。その言葉に確信を抱く。

　どうやら、女神のお出ましのようだ。
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「いつまでこの地を汚しているつもりだ？」

「この地を汚してるのは、あんたの方じゃないのかい？」

　出てきた女神に対してひるむ様子もなく、盗人猛たけ々だけしい言葉をぶつける男。その言葉を眉まゆひとつ動かさずに聞き流すと、周囲をぐるりと見渡す。

「ふむ。地脈の浄化こそ終われど、瘴気の駆く逐ちくはまだまだというところか。なれば、わたくしの力をもって、もうひと仕事していきましょう」

　女神の視線に委縮していた数人の貴族が、その言葉にびくりと震える。その様子に頓とん着ちゃくする事なく、再び強い浄化の光を放つ。

「ぎゃあああああああああ！」

「やめろ！　やめてくれ！」

「私は悪くない！　悪くないんだ！！」

　光を浴びた数人の貴族達が、突然苦しみ始める。その様子を思わず唖あ然ぜんとした様子で眺めていると、女神がさらに言葉を紡ぐ。

「さて、これ以上は我が巫女の体がもちません。宏殿、後を頼みます」

「ちょい待ち、何で僕に頼むん？」

　宏の慌てたような問いかけに対し、女神は意味深にアルカイックスマイルを浮かべ、一切の答えを返さない。

「それでは、宏殿、春菜殿、澪殿。真琴殿と達也殿にもよろしくお伝えください。いずれ時が来れば、全てを伝える事もできましょう」

「せやから、何でエルの事を僕に頼むねんって」

　宏の質問をきっちりスルーし、何とも予言めいた意味深な事を言い置いて、わざわざエアリスの体から霊体を引き揚げる演出をし、女神が去っていく。言い伝えと寸分たがわぬ姿の女神が消えるとともに、場を覆っていた神々しい空気が雲うん散さん霧む消しょうする。

「何や言うだけ言うて、どっか行ってまいおったで……」

「何だったんだろうね、一体……」

　やるだけやって後始末を押し付けていった女神に、唖然としながら開いた口が塞ふさがらない感じのコメントを漏らす宏と春菜。その二人の様子を、困ったように微笑ほほえみながら見つめるエアリス。

「まあ、何にしても、御苦労さん」

「これで、エルちゃんのお仕事は終わりだよね？」

「はい。無事に瘴気を浄化する事ができました」

　エアリスの言葉どおり、王城に蓄積された瘴気が、きれいさっぱり祓はらわれている。

　瘴気などというのは日常生活でも発生するものである以上、何もしなければいずれまた先ほどのように人間の生活に支障が出始めるほどに蓄積されてしまうのだが、正規の姫巫女が再び大手を振って出入りできるようになった以上は、そうそう以前のようにはなるまい。

「確かに、再びこの地は穢けがされてしまったが……」

「うわ、まだ生きとった！」

「また往生際が悪い！」

　声が聞こえた方を見ると、半ば人の姿を放棄した男が、天井近くの梁はりの上に立ち、憎々しげに宏達を睨みつけていた。女神の浄化により痛手を受け、人の姿を維持しきれなくなったらしいが、むしろあれで死なないあたり、本当に往生際が悪い。

「だが、その穢れた巫女を浄化すれば、再びこの地を浄化する事ができる」

　そんな事を言いながら男は、なにがしかの魔法を発動させる。

　嫌な予感がしてエアリスに駆け寄ろうとする宏だが、相手の方が一瞬早い。エアリスの影を元にして広がった闇が彼女を飲み込み、次の瞬間には男の影の中から引きずり出され、腕の中に送り込まれてしまう。転移ではなく影を媒体とした移動手段だからか、どうやら神殿の転移魔法妨害には引っかからなかったらしい。

「さて、巫女よ。今度こそ正しき神の使徒となれ！」

　仰ぎょう々ぎょうしい言葉とともに、掌てのひらに呪いとしか思えない濃密な瘴気を集め、エアリスの胸元に送り込もうとする。

　だが、瘴気の塊がエアリスに触れる直前、パチリと小さな音が鳴って塊がかき消された。神官衣と懐かい剣けん、そして下着による三重の防御機能を打ち破るには、いささか出力が足りなかったようだ。

　なお、彼らは最後まで知らない事ではあるが、宏が死にかけながら作った下着でなければ、エアリスが無事で済んだかどうかは非常に微妙なラインだった。澪の言うとおり、三割の影響は決して小さくなかったのである。

「私は、あなたの思うとおりにはなりません！」

「その強がり、どこまで続くかな？」

　どうにか男の呪いをはじき、気丈に言ってのけたエアリスをあざ笑うかのように、再び、今度はさらに濃度を上げた瘴気をぶつけようとする。

「っ!?　ダンシング……！」

「エル！　それは今切る札やない！」

「エル！　浄化！　最大出力！」

「はい！」

　一瞬すくみ、どうにか意識を切り替えて懐剣の特殊機能を発動させようとしたエアリスを宏が制止し、すべき事を澪が指示する。

　澪の言葉に反射的に従い、最大出力で浄化を発動させるエアリス。

　発動した浄化術は、瘴気をかき消されて動揺している男を直撃し、隅々まで焼き払う。

「……どこまでも小こ賢ざかしい！」

　ついに完全に人の姿を放棄した男が、先ほどまでのふざけた態度をかなぐり捨てて吠える。

　不安定な梁の上ながら、すでに上う手まく距離を取っているエアリスを睨みつけ、一気にけりをつけようと躍りかかる。

「エル！」

「はい！」

　男が動く直前に発せられた宏の掛け声。それを聞きつけて躊ちゅう躇ちょなく梁から飛び降りるエアリス。

　一拍遅れて男の攻撃が空振りすると、着地地点に待機していた宏が、余裕を持ってエアリスをキャッチし、懐から何やら取り出す。

　キャッチした宏の顔を、熱を持ち潤うるんだ瞳で見つめるエアリス。

「とりあえず、この子はもうてくで～！」

　大神官とレイオットに目配せし、二人が頷いた事を確認したところで、その取り出した何やらを発動させる。次の瞬間、転移が発動したわけでもないのに、目の前から四人の姿が完全に消える。いつの間に回収したのか、脱ぎ捨てられたステルスマントもなくなっていた。
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　使ったのは盗賊神の切り札と言う名の、職人達の間では通称ハイパージャマーと呼ばれている使い捨てアイテムだ。最大三十秒とごく短時間ながら、ありとあらゆる探知を無効化するアイテムで、それこそ今のように目の前で使ってすら、そして触っていてすらその存在を認識できなくなる恐ろしい性能である。

「どこだ!?　どこに行った!?」

「安心しろ。彼らは私の知り合いだ。時が来れば、姉上とともにこの場に戻ってくる」

「もしかして、あの連中が!?」

　味方である貴族の一人が発した問いかけ。それに答えずにレイオットは周囲を見渡す。

「とりあえず、彼らを迎え入れる準備をせねばな。さしあたっては、逃げたあの悪魔を捜して仕留めるところからか」

　レイオットが、この後の事を指示する。先ほどエアリスが飛び降り、男の攻撃が空振りした瞬間、男に向かって兵士達が攻撃を仕掛けていたのだが、確かな手ごたえとは裏腹に、爆音と閃光が収まった後には、何者かが突き破ったと思わしき割れた窓があるだけで、男の姿はどこにもなかったのだ。

「御意」

　レイオットの言葉に、その場にいた人間全員が跪ひざまずき同意を示す。

　こうして、ファーレーン王国は部外者の協力により、当面の危機を脱する事ができたのであった。

　なお、ステルス状態で神殿の敷地内から脱出するまでの間、成り行きでそのままエアリスを長時間抱え込んで逃げ回った宏は……、

「ひ、ヒロシ様!?」

「エルちゃん、今近寄っちゃダメ!!」

　特殊転送石で逃げ帰った工房の片隅で、己の吐としゃ物にまみれながら土気色の顔で、やばい感じの痙けい攣れんを繰り返していたのであった。
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　なお、蛇足ながら、今回ドーガとレイナが何をしていたかというと……。

「儂わしらもずいぶん甘く見られたもんじゃのう」

「まったく、たかがこの程度で神殿に侵入できると思っているのは、さすがに認識が甘くはないか？」

　存在が割れている可能性が高いとある隠し通路の前で、敵側の勢力と思われる怪しげな一団を始末していたのである。下手に大勢でガードすればかえって藪やぶ蛇へびになるため、レイオットは単体戦闘能力に関しては国内屈指のこの二人に役割を振ったのだ。

「まあ、それでも、ヘルハウンドごときではなく、ケルベロスを呼び出した事は評価してもいいじゃろうて」

「たった三頭、それも碌ろくに制御もできていないようでは、意味はありませんがね」

　目の前で物言わぬ躯むくろになっている三頭のケルベロスと、ついでに始末されてしまった召喚師と思われる人物十人ほどを見ながら、ぬるいと言わんばかりのコメントを残す二人。

　その様子に辛うじて生き残った一人が、怯おびえながら逃げを打とうとして、突如黒い炎に包まれる。見れば、ケルベロス以外の他の死体も、全て燃え尽きている。

「口封じか。段取りのいい事だ……」

「どちらにせよ、我々が捕らえてもまだ引き渡すのは難しい。むしろ手間が省けたと考えてよかろう」

「そうですね。それより、この死体をどうしましょうか？」

「持ち帰れば、何かの素材が採れるかもしれん」

「相当ズタズタにしてしまいましたが、大丈夫でしょうか？」

　レイナの指摘に、ぬう、という感じで考え込むドーガ。

　あっさり仕留められているためそうは思えないが、ケルベロスは平均をとるならワイバーンよりも手ごわいモンスターだ。基本的には地獄系のダンジョンにしか存在せず、大抵出てくるダンジョンでは最弱クラスの生き物ではあるが、それはむしろ、他のモンスターが桁違いに強いだけである。

　馬より巨大な三つ首の犬の死し骸がいを見上げながら、片手で振り回せるとは思えない大きさと重量の槍で自身の肩をぽんぽんと叩き、やりすぎたか、と微妙に後悔するドーガ。

　反対側の手には全身を覆えるほどの、これまた洒落にならない大きさのタワーシールドが握られている。老いたりとはいえ堂々たる体たい躯くを誇る彼が持てば、ほとんどの者がその威圧感だけで逃げ出したくなるだろう。しかも、動きに全く無理がない。

「久しぶりに暴れたもんじゃから、少々はしゃぎすぎたようじゃな。まあ、持ち帰ればどうとでもするじゃろう」

「そうですね。皮と肉と骨、後は牙と爪ぐらいしか素材が分からない私達がどうこういっても、意味はありませんし」

「そうと決まれば、適当な大きさにばらして鞄かばんに突っ込むぞ」

　ドーガの指示に頷き、とりあえず部位ごとに分解するレイナ。

　なんだかんだ言って、この辺の考え方にはすっかり染まっている二人であった。








ファーレーン編　十三話






「湯けむりに硫黄の匂におい……」

「間違いなく、温泉だね、宏ひろし君」

「温泉やなあ」

　共同浴場らしき建物から流れ出るお湯の匂いを嗅かぎ、はっきりとそう結論を出す二人。

　その妙なはしゃぎぶりを、苦笑しながら見守る年長者達。一行は湯治という事で、大だい霊れい峰ほうの麓ふもとにあるファーレーン有数の温泉地・アドネにやって来ていた。

　移動は馬車でのんびりと、ではなく、レイオットの転移魔法で一発である。

　なお、そのレイオットは、一行を送り届けた後、さっさと帰ってしまっている。

「ここのお湯、源泉の温度によっては、アレができるな」

「うん、アレができるね」

「とりあえず、お前らがやたらはしゃいでるのは分かったから、少しは落ち着け」

　達たつ也やに窘たしなめられ、ピタッと動きを止める二人。どうやら突っ込み待ちだったようだ。

「で、温泉卵でも作る気か？」

「そらもう、温泉来たら温泉卵は作らな」

「あと、源泉の温度が高いんだったら、トウモロコシとか芋とか茹ゆでようかな、と」

「相変わらず食う事には執念を発揮するなあ、お前らは……」

　やたら息があっている二人を見ていると、突っ込みを入れるのが野暮な気がしなくもない。

「因ちなみに本命は、温泉まんじゅうや」

「たしか小豆がないって話じゃなかったの？　あたし、前にそう聞いた気がするけど」

「それについては、ある解決策に気がついたの」

　春はる菜なの言葉に驚き、思わず彼女を凝視してしまう宏を除く日本人一同。

　その様子に満足したのか、胸を張ってズビシっと指を突き付け、青い瞳ひとみに自慢げな色を浮かべながら高らかに宣言する。

「小豆がないなら、白しろ餡あんを作ればいいじゃない！」

　そうでなくてもでかい胸を強調するように突き出し、ドヤ顔でどこぞの処刑された王妃がのたまったような事を言い放つ春菜。きっちり固定されているため単に強調されているだけだが、そうでなければたゆん、という擬音がどういうものなのか、死ぬほど理解できたであろう。

　その場にいる宏以外の視線が、思わずその胸元に集中する。

「他にも、うぐいす餡、っちゅう手もありやで」

　宏がさらに余計な注釈を入れる。どうやら、白餡やうぐいす餡の材料となる白インゲンや青エンドウは、豚肉同様類似品があるらしい。

「それって、解決策なのか？」

「どっちもマイナーなだけで、伝統的な餡子や。ぜんざいとか羊よう羹かんは解決策がまだ見つかってへんけど、鯛焼きとかはある程度何とかなるんちゃうか？」

「つうか、温泉まんじゅうって、単にまんじゅう蒸してるだけなんだから、温泉地でやらなくてもいいんじゃねえか？」

　達也の言葉に、にやりと笑ってのける宏と春菜。相変わらず無茶苦茶距離を置いて会話をしているくせに、この手の事になると本気で息がぴったりである。

「温泉水が飲用に向いてるんやったら、それで蒸したろうと思うてな」

「待て待て待て。それをどうやって調べる気だ？」

「飲用に適してるかどうか見るためのチェッカーがあんねん。作ったんは大分前やけどな」

「温泉専用なのか？」

「いんや。本来の使い道は、普通の水源が手ぇ加えんでも飲めるかどうか見るためのもんや」

　宏の言葉に、むしろエレーナやドーガが食いつく。

　清潔な印象があるウルスといえども、生水を飲んで腹を下したとかそういう話は枚まい挙きょに暇いとまがないし、騎士団に至っては背に腹は代えられず煮沸して飲んだ水に毒素が混ざっていたりという事故が、毎年それなりに起こっている。

　魔道具や魔法で水を出せばいい、と言われそうだが、そんなに簡単に行く話ではない。常に魔力があるわけでもなければ、万人が水を出す魔法を使えるわけでもなく、さらに全ての世帯や部隊に水を作る魔道具が普及しているわけでもない。特に騎士団など、そういったリソースはできるだけ温存しなければならない状況は少なくないため、場合によっては現地調達はそれこそ生死に直結する。

「それは、どの程度の精度で分かるのかしら？」

「そのまま飲める、煮沸すれば飲める、ちゃんとした処理が必要、基本飲めん、ぐらいの感じやな」

「ちゃんとした処理、というやつの詳細は？」

「専門知識があれば分かるぐらいにはいけるで」

　ものすごい食いつきで質問攻めをするエレーナとドーガに、正直かつ正確に答えていく宏。

　そんな様子をきっちりスルーし、エアリスが春菜とはまた違った色合いの瞳をキラキラ輝かせながら、春菜の方にとことこと歩いていく。

「ハルナ様！」

「何？」

「温泉卵とはどのようなものなのでしょう!?　温泉まんじゅうというのは美お味いしいのですか!?」

　目に見えない尻尾をパタパタさせながら、未知の食べ物に対する期待を全身からあふれさせるエアリス。何というか、いろんな意味で将来が不安になる光景である。

「慌てなくても、ちゃんと用意するから」

「はい！」

　満面の笑みを浮かべて、エアリスは実に嬉うれしそうに返事を返す。

　そのあたりのやり取りを見守っていた澪みおが、事態の収拾のために言葉を発する。

「いい加減、宿、行こう？」

　澪の実にもっともな突っ込みに、質問やら何やらの動きを止めてバツが悪そうに頷うなずく一同。はしゃぐにしても、荷物ぐらいは置いてきてからでいいだろう。

「リーナもさ、こういう時はちゃんと意見を言った方がいいぞ」

　一人話の輪に入れず、状況を傍ぼう観かんしていたレイナに対して、苦笑がちに突っ込みを入れる達也。

「わ、私に今の会話に口を挟めと!?」

「いや、主あるじや上役が暴走してる時は、冷静な部下がブレーキをかけねえと」

「私の方が冷静だという状況が珍しすぎて、そこまで考えが至らなかった……」

　自分の欠点をよく理解しているレイナの言葉に、苦笑が漏れる一同。

　なんだかんだで最初の時の事をいまだに気にしている彼女は、どうにも自分の意志では動かないように自制している雰囲気が強い。

「まあ、別に緊急時じゃないからいいんだが、リーナの方が冷静ってのもどうかと思うぞ」

「そうじゃのう。少々浮かれすぎたようじゃ」

「ま、まあとりあえず、宿に行こう、ね」

「せやな。ここで話しててもしゃあない」

「いや、お前らが言うなよ」

　場を無理やりまとめようとした宏と春菜の言葉に、達也の突っ込みが深々と突き刺さるのであった。




　　　　☆




「で、何だっていきなり湯治なんだ？」

「というか、結局昨日はどうなったのか、ちゃんと説明してもらえない？」

　宿に入って一息つき、ある程度落ち着いたところで達也と真ま琴ことが切りだす。

　なお、この温泉街には王家の別荘もあるのだが、今回はあえてそこを使わずこの街一番の宿を取っている。もちろん部屋は一番高い、いわゆるロイヤルスイートで、不審者対策に宿全体を貸し切りだ。費用は全て国、正確には王家の支払いだ。

　どちらかと言うと湯治客が少ない時期だった事もあり、それほど無茶をせずとも貸し切れた、というのはどこぞの王子の談である。

　実際のところ、彼らは誰一人として、唐突に湯治に来る羽目になった理由を知らない。

　何しろ、宏達がミッションを終えて帰ってきた翌朝、いきなり押しかけて来たレイオットが、

「今から姉上とエアリスを湯治に連れていく。宿の手配はすでに終えているから、三十分で準備をしてくれ」

　などと言い出し、慌ただしく準備をして出てきたのだ。

　準備といっても、ありったけの着替えやら何やらを一いっ旦たん倉庫に詰め込むだけなのだが、それでも忘れ物はないかとか、戸締り結界その他のチェックやらでぎりぎりになり、レイオットから説明を受ける暇がなかったのである。

　しかも当人はアドネに着くなり、宿のチケットを押し付けて早々に立ち去っている。道中の宏と春菜のボケは、むしろその状況でよくあれをやれるものだと感心するべき適応の早さであろう。

「湯治っちゅう話が出てきた理由は聞いてへんけど、昨日に関してはまあ、この国全部の地脈を浄化する、っちゅう仕事はちゃんとできたで。何ぞ女神様らしいのが出てきとったけど、どう説明すればええか分からんから省くわ。当人が時期が来れば会える、みたいな事言うとったから、その時に本人に聞いたって」

「仕事全体で言えばまあ、成功だと思う。ただ、黒幕っぽいのは出てきたけど、少なくとも私達が撤退する時点では仕留められなかった」

　あまりにもざっくりした説明だが、実際のところ他に説明しようもない。詳細を語ると長くなる上に、当事者のくせに宏達もよく分かっていない事が多すぎるからだ。

「まあ、感じから言うて、あれは黒幕でも何でもない、ただのトカゲのしっぽみたいな雰囲気やけど」

「ボクも師匠の意見に一票」

「あ～、かもしれないね。変身した割に、なんとなく三さん下した臭が漂ってたし」

　宏の言葉に同意する澪と春菜。特に春菜のコメントがひどい。

「そんなに雑魚っぽかったのか？」

「雑魚っぽかった。何というか、ゲームとか漫画とかの一番最初の中ボス、みたいな感じ？　一見大物そうに振る舞ってるけど、大抵実態は単なる使い捨ての鉄砲玉、みたいな相手」

　春菜の言葉に、妙に納得する達也と真琴。

　実際、日本人がフルメンバーであれば、悪あがきをさせる事なく普通に仕留められていたであろうレベルである。

「で、おっちゃんらが持って帰ってきたケルベロス、うちらの仕事の絡み？」

「まあ、そんなところじゃな」

　昨日は結局、宏が復活してすぐにケルベロスの解体作業をする羽目になり、結局こういう話をする暇はなかった。しかもケルベロスの素材は皮と骨以外は大したものがなく、この手の瘴気が強い生き物を仕留めた時に稀まれに起こる装備変化──要するにレア装備のドロップもしていなかったため、手間に比べるとあまり美味しくはなかったのだ。

「で、背後関係が分かりそうなネタはあったん？」

「召喚師がおったので、おおよその予想はつくが、生存者も口封じされて死体すら残っておらぬ。確証は持てん、というところじゃな」

「さよか。しかし、ケルベロスを召喚するとか、なかなか厳いかついなあ」

「まあ、三頭呼ぶのに十人以上の人数を使っておるようじゃから、そこまで質が高い連中、という事でもなかろう」

　ケルベロスを召喚、というところで何かが引っ掛かっている様子の真琴と達也だが、そこは春菜ほどの記憶力を持たない二人。何に引っかかっているのかが出て来ず、結局この場で思い出す事は諦あきらめる。

「で、結局何で湯治なのか、ってのは分からないままなのね」

「まあ、大方の予想はつくがの」

　何に引っかかりを覚えているのか、それを思い出す事を諦めた真琴の言葉に、思うところのあるドーガがあっさりとそんな事を言ってのける。

「因みにどんな？」

「どうせ、儂わしらの事を誘拐犯か何かに仕立て上げて処刑しようとする連中がおるのじゃろう。何しろ、アルフェミナ様が名前を暴露したらしいからのう。いくら顔を隠したところで、名前から辿たどれば、それほど時をおかずにあの場所が割れるはずじゃ」

　ドーガの言葉に、思わずうんざりした顔を見せる一行。この分では、再びウルスに戻れるのかどうかも不安だ。

「まあ、今頃レイオットが頭の固い連中を論破しているところでしょうし、私達は休暇という事で、温泉を楽しめばいいわ」

「そうだね。十中八九まだ黒幕を仕留めてないし、どうせこの後、明らかに向いてない宮廷がらみのごたごたに巻き込まれるんだし、せめてこれぐらいの役得は、十分堪能しなきゃ」

　面倒事を弟に全て丸投げするエレーナの発言に、春菜が乗っかる。すでに気分を切り替えたらしく、「温泉卵～、温泉卵～♪」などと無駄に高いレベルで即興の歌を歌っている。

「ほな、ちょっと温泉の水質と温度を調べてくるわ」

「お願い。この部屋、一応キッチンもあるから、温泉卵のタレとか白餡とか作っておくね」

「了解や」

　そう言って、やりたい事を決めてさっさと行動を開始する宏と春菜。

　一気に道中の話にループさせた事に、思わず呆あきれる年長者軍団。ここら辺のブレのなさは、正直感かん嘆たんに値するのではなかろうか。

　もっとも、行動にブレがない事の大半が、食事がらみに集中しているのはいかがなものか、と言われると何とも言えないところではある。

「毎度こういう時に思うんだけど……」

「何だ？」

「あの二人、一緒に行動するようになって、まだ二カ月経たってないのよね……？」

「……あ～」

　真琴の言葉に、思わず声を上げる達也。正直、ずっと親友だったと言われた方がしっくりくるぐらい、あの二人の行動原理はよく似ている。

「さて、あいつ一人をうろうろさせて、変な女に絡まれちゃ目も当てられん。ちょっくらついて行ってくるわ」

「了解」

　とりあえず財布だけ取り出すと、微妙に億おっ劫くうそうに宏を追いかける達也。

　変な女に絡まれる以外にも、お人好しでヘタレな部分を突かれて、妙なものを売りつけられたり、妙な輩やからにカツアゲされたりといった事に巻き込まれないとも限らない。

　事実、ウルスに来た当初、雑用中に女性恐怖症がらみであれこれあったのはもちろん、それ以外にも先に挙げたような普通の冒険者なら巻き込まれない類たぐいのトラブルに巻き込まれ、まごまごしているところをよく先輩冒険者に助けられていた。

「あたし達は、そうね……。折角だから、このあたりをちょっと散策してくるわ。エル、澪、リーナ、それでいいわね？」

「はい！」

「問題ない」

　エアリスと澪の返事を聞き、それじゃあ、と立ち上がる真琴。レイナはこういう時、特に口を挟む事はしない。

「折角来たのだし、私は温泉につかってくるわ」

「では、儂はハルナと一緒に留守番かのう？」

「だね」

　こんな感じで、全員の行動が決まる。唐突に押し付けられた温泉街での休暇。

　なんだかんだと言って彼らは、それを思い思いの形で楽しむのであった。




　　　　☆




『みんな、事件や！』

　ギルドカードによる通信でそんな言葉が日本人一行にもたらされたのは、春菜が温泉まんじゅうの生地を完成させたところであった。まだ真琴達は帰ってきておらず、部屋には風呂から戻ってきたエレーナとずっと待機中のドーガ、そして仕込みに専念していた春菜しかいない。

　なお、温泉卵に関してはすでに宏から温泉の温度についての報告を受け、宿の支配人に断って卵を茹ゆで始めている。

『事件って、どうしたの？』

『すごいもんを発見した！　可能な限り回収していくから、宿に集合や！』

　妙に興奮した口調の宏に、思わず怪け訝げんな顔をしながらも、まあ待ち時間は暇だし、と思ってとりあえずまんじゅうを蒸し始める。

「どうかしたのかの？」

「何か宏君が、すごいものを発見したとか何とか」

「ふむ。あやつのすごいもの、というやつは、半々の確率で何とも言えぬものじゃからのう」

　春菜の微妙な表情に、苦笑しながらそんな事を言ってのけるドーガ。

　話を聞くとなしに聞いていたエレーナも苦笑気味だ。

「ただいま」

「あ、お帰りなさい」

　最初のまんじゅうが蒸し上がったあたりで、真琴達が帰ってきた。

「あいつ、何興奮してんのかしら？」

「分からないけど、わざわざ集合をかけるぐらいだから、よっぽどのものなんだとは思う」

「てか、達也が一緒のはずだし、よっぽどのものじゃなきゃこんな連絡、入れないっしょ」

「だよね？」

　などと微妙に気が抜ける会話をしながら、蒸し上がったまんじゅうを取り出す。一個試食して味を確かめた後、ものすごくうずうずしてるエアリスのために、蒸籠せいろから二つ目を取り出す。

「はい、エルちゃん。熱いから気をつけてね」

　そんな注意を受け、息を吹きかけて冷ましながら上品にかじりつくエアリス。

　変わった食感の皮を噛かみ破ると、口の中に白餡の上品な甘さが広がる。今まで口にした事のない不思議な甘みにうっとりしながら、残りを上品に食べ切る。

「いつもの事ながら、エルちゃんは本当に美味しそうに食べるね」

「本当。食べ物のＣＭやらせたら、引っ張りだこになるんじゃない？」

　エアリスの様子に苦笑しながら、自分の分にかぶりつく真琴。白餡というマイナーな代物を使ったものではあるが、久しぶりの和菓子は実に悪くない。

　澪も、目を細めながらふかしたてを堪能している。

「で、温泉卵の方は？」

「もうできてるんじゃないかな？」

「そっか。じゃあ、あとで試食？」

「かな？」

　新たに蒸し上がった温泉まんじゅうをドーガとエレーナ、レイナにも振る舞い、お茶会のような時間が過ぎていく。

「それにしても、あいつら遅いわね」

「何かトラブルでもあったのかな？」

　招集をかけたくせに、その当人達が遅い。一体何をしているのかと訝いぶかしがりながら、エレーナ達の反応を確認しつつ、さらにまんじゅうを仕込む春菜と、その手つきを観察する真琴。

　正直な話、宿にいてもやる事がないのだ。

「悪い、遅くなった！」

「ちょっと欲張りすぎて、思うたより遅なってしもた」

　結局、宏と達也が戻ってきたのは、春菜が三回目を蒸すかどうか悩み始めたぐらいであった。

「で、何を見つけたっていうのよ？」

「見つけたんは、こいつや」

　真琴の問いに答え、宏が取り出して見せたもの。それは……、

「もしかして、これ！」

「お米!?」

「そうや。それも、所謂いわゆるジャポニカ種の米や！」

　宏の宣言に、日本人の女性陣が固まる。その言葉が本当であれば……、

「つまり、カレーライスが食べられるんだよね？」

「他にも牛丼とかオムライス、すしなんかもＯＫや」

「ご飯に味み噌そ汁、煮物に焼き魚、なんてメニューも……」

「どんとこいや！」

　宏の宣言に、日本人の間で歓声が上がる。

　その様子を、不思議そうに見守るファーレーン人の皆様。よく分からないなりに、どうやら日本人一同にとっては本気で大事件なのだという事は理解できる。

「それで、どれぐらいの量、あるの？」

「せやなあ。今さっき僕らが回収できた分量やと、とりあえず二升分ぐらい？」

「となると、あまり余裕はないんだ……」

「一応、まだまだようさん生えとったから、収穫しよう思ったら、十分収穫できるけどな」

　宏の言葉に、ものすごい反応を見せる他一同。

「ただ、自生してた稲やから、品種改良もなんもしてへんし、味は期待したらあかんで」

「そこまで贅ぜい沢たくは言わないよ」

　宏の言葉に、真剣な顔で頷く春菜。

「そういえば、昼はどういう予定になってるんだっけ？」

「殿下の言こと伝づてによると、欲しければ各自で、という事になっておるの。さすがに急な貸し切りだったゆえ、昼食の仕込みは間に合わなんだようじゃ」

「なら、厨房を借りて、カレーライス！」

　春菜の力強い宣言に、歓声が湧き起こる。なぜか日本人だけでなく、エアリスも一緒に喜んでいるところが不思議である。

「ほな、足らん食材の買い出しは頼むわ。僕は兄貴と一緒に、宿の作業場借りて脱穀と精米やっとくから」

「了解！」

　宏の宣言に、明らかにテンションが上がり切った様子で返事を返し、状況についていけないファーレーン組年長者を置き去りにして出ていく日本人女性達。

　あまりに目まぐるしい、しかも意味不明な展開に目を白黒させていたエレーナが、ようやくという感じで口を開く。

「結局、一体何がどうしたの？」

「要するに、うちら日本人のソウルフードである米が見つかったから、国民食であるカレーライスを何カ月かぶりに食える、っちゅう話やねん」

「……全然ついていけないわ……」

　異国の、それも祖国の食事がかけらも存在しない、という状況に置かれた事がないエレーナには、どうしてもピンとこない話である。それは当然、エアリスやレイナも同じ事ではあるが、正直なところ、割とそれ自体はどうでもいい。

「一ついいですか？」

　エアリスが、何より重要な事を質問する。

「どうしたん、エル？」

「その料理は、美味しいのでしょうか？」

「ごっつ美う味まいで」

　にこっと満面の笑みを浮かべて言い切る宏。その姿を見て、否応なくエアリスのカレーライスへの期待も高まる。

「ほな、ちょっくら準備してくるわ」

　やたらいい笑顔で宣言すると、米を入れた袋を後生大事に抱えて部屋を出ていく宏と達也。

　カレーライスに足りない材料をリストアップし始める春菜。

　好奇心に負けたのか、宏の後をついていくエアリス。

　この日、ついに日本食の再現における最大の壁、ジャポニカ米を手に入れる事に成功したのであった。
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　アドネで一番の格式を誇る最高級宿・ラグーナの厨房を、今までに嗅いだ事のない不思議な香りが支配する。

「無理言って厨房をお借りして、すみません」

「いいえ、それは構わないのですが……」

　春菜の言葉に、首を左右に振る料理長。訪れる客の中には公爵のような高い地位の貴族もいるため、こういった申し出は実のところ珍しくない。ロイヤルスイートに宿泊するような客の場合、お抱えの料理人が作る何々という料理が食べたい、なんて注文は日常茶飯事で、そのたびに随行員が厨房を借りるのは、ある意味当たり前の光景である。

　故に、冒険者風のこの女性が厨房を借りて料理をする、という状況もそれ自体に問題はない。厨房に入る時にちゃんと身なりを清潔にし、邪魔にならない隅っこの方の場所を選び、周囲の人間に配慮をしながら料理を始めているのだから、別段文句をつける必要も感じない。

　問題なのは、一体何を作っているのかが分からない事である。持ち込みの大鍋で見た事もない白い何かを調理しながら、その一方で寸ずん胴どう鍋で何かをぐつぐつ煮込んでいる。白い何かの方は、たまに細かく火加減を調整しているところを見ると、なかなかに繊細な作業が必要なのだろう。そちらの方からは、自分達が嗅いだ事のない、それゆえに形容しがたい匂いが出ている。不快、というわけではないが、食べ物の匂いなのかと言われると自信がない。

　そして寸胴鍋。その中には、先ほど軽く火を通した野菜と肉が入っており、スパイスをいくつも調合したものと思われる不思議な粉と小麦粉を使った、濃いブラウンの何とも言い難い感じのソースで煮込まれている。見た目は微妙にあれではあるが、複数のスパイスが入り混じった複雑な香りは、なんとなく食欲を増進させる。

　この日は宿全体が完全な貸し切りとなっているため、現時点で厨房では料理をする必要はない。故に、まだ少女を卒業しきっていないこの女性冒険者が作る料理を、料理人全員で観察する時間が持てている。

「その料理は一体？」

「私の祖国の料理です。こっちの鍋で炊いている物にかけて食べるんですよ」

　何とも嬉しそうに微笑ほほえみながら、白い何かを炊いている鍋の火加減を確認しつつ、寸胴鍋の中身をかき回して煮え具合を確認する春菜。

「ん、ご飯の方はもう少し、って感じかな？」

　鍋の様子を蓋ふたを開けずに観察し、寸胴鍋をかき回す。寸胴鍋はともかく、白い何かを炊いている方の鍋は途中いろいろ怪しげな反応を示していたのだが、彼女は一切頓とん着ちゃくせず火加減だけを確認していた。

「カレーはこんな感じ、っと」

　人参や芋の煮え具合やら何やらを確認してコンロの火を落とし、もう一つの鍋を観察する。

「蒸らし終わったら、こっちも終わりかな」

　どうやら、こちらの方も問題なく終わったようだ。火を落とすと生で食べられる類の野菜をいろいろ取り出して、手際よくカットしていく。

「生野菜サラダですか？　でしたら、私達が」

「あ、そうですね。お願いしていいですか？」

「お任せください」

　少女の手際に見とれていた料理長が、自分達の既き知ちの、というより誰でもできる領域の料理を始めたところで、慌てて割り込む。このまま見ているだけなのはあまりにも芸がない。

「そろそろ、いいかな？」

　料理長が作るサラダの色どりや盛りつけを観察し、いたく感心していた春菜が大鍋の方に意識を戻す。

　鍋の蓋ふたを開けると、白い小さな粒が、つやつやと輝きながらささやかに自己主張をしていた。その鍋の中身を、蒸気をかきだすように、もしくは空気を混ぜるように料理長達が見た事もない形の器具でかき混ぜた後、ほんの少しだけ手にとって味見をする。

「ん～、甘みも粘り気もちょっと物足りない感じかな？　まあ、自生種だからしょうがないか」

　十分許容範囲、と一人頷くと、借りた皿にそれを盛りつけようとする春菜。

　そこまできて、いい加減気になっていた事を聞く事にする料理長。

「すみません。その白い穀物は、一体何ですか？」

「ああ、これはお米って言うんです。宏君が、この近くの沼地に自生してたって」

「沼地？　……もしかして……」

「何かご存知ですか？」

　不思議そうな表情の春菜に頷くと、簡単にその沼地の説明をする。

　とはいっても、大して難しい話ではない。ちゃんとした道がない上に攻撃的なモンスターが多く、わざわざ地元の人間が立ち入らない場所だ、という程度の話だ。

　何しろこのアドネの街、北西には大きな湖があり、そこを水源とした河が近くを通って港町メリージュまでつながっているため、食糧にはほとんど困らないのである。しかもこの河、大きい割には危険な生き物がほとんどいない。

　故に、何やら穀物が自生していた事ぐらいは皆知っているが、それがどんなものなのかという事は、わざわざ誰も調査していないのだ。

「食べるものが十分にあり、特産品にも事欠かず、広い耕作地も存在する以上、わざわざ危険な場所に自生している植物など、誰も調べようとは考えなかったのですよ」

「なるほど……」

　実に納得いく話である。何というかファーレーンという国は、こういうノリで美味しいものを逃しているケースが非常に多そうだ。

「だったら、折角ですから試食してみます？」

「ぜひ！」

　力強く頷く料理長の様子に思わず噴き出しながら、全員で試食できる程度の量のご飯を皿に盛ってカレーをかける。こういうところでは、米とルーは別々に、もしくは皿の半分を米、半分をルー、という形で盛るべきなのだろうが、ここはあえて一般家庭のように、米の上に直接どばどばかける。

　ファーレーンに、カレーライスが爆ばく誕たんした瞬間であった。

「うちの国では、本当は福神漬けというものを添えるんですが、米があると思ってなかったので仕込んでないんですよね、残念ながら」

　そんな注釈をしつつスプーンを添えて皿を渡すと、その不格好な料理をまじまじと観察し始める料理長。一通り観察を終え、程よく米とルーが絡んでいる場所にさじを入れ、一口食べる。

「……見た目に反して、実に洗練された味ですな……」

「この米というものの味が、ソースの辛さを程よく抑えて……」

「うまい……。いくらでも食べられそうだ……」

　一流の料理人達が、大絶賛と言っていいほど褒めまくる。

　その様子に気をよくするより、むしろほっとした様子を見せる春菜。

　欧米人の舌だと米の味は分からない事が多いが、さすがは一流の料理人とでもいうべきか。自生種ゆえの微かすかな甘みをしっかりとらえているようだ。

　そんな感じで品評会をしていると、そこに……、

「皆さんだけ、ずるいです……」

　恨みがましい視線と恨みがましい声が突き刺さる。

　見ると、エアリスが試食している料理人達を本当に恨みがましく見つめていた。

「まだかまだかと楽しみにしているのに、一向に準備完了の連絡が来ず、心配になって様子を見にきてみれば……」

「ご、ごめん、エルちゃん……」

「はしたない事は重々承知ですが、我慢していた身には、この香りは辛つらいのです……」

「ご、ごめん、すぐ持っていくから！」

　エアリスの恨みのこもった言葉に思わず慌てて、大忙しで準備を終わらせ部屋に運ぶ春菜。料理を運びこんだロイヤルスイートルームには……、

「やっとかいな……」

「米炊くのに時間かかるのは分かってたが、いくらなんでも遅すぎだぞ……」

「春はる姉ねえ……、カレー……」

「期待させといてこの焦らし方はないわよ……」

　欠食児童達が待っていた。

「ほ、本当にごめん！　すぐに用意するから！」

　そう言って大急ぎで皿にライスを盛り、ルーをかけ、サラダを並べて支度を済ませる。

「一応温泉卵もあるけど、どう？」

「一杯目は、オーソドックスにいく！」

「お代わり前提なんだ……」

　欠食児童はとどまるところを知らないらしい。達也の力強い言葉に、思わず遠い目をする春菜。

「ま、まあ。折角なのだし、冷める前に早速いただきましょう」

　宏達の様子にどん引きしていたエレーナが、とりあえず軌道修正する。エアリスのように直接乗り込んでいくほどではないにせよ、彼女もいい加減空腹なのだ。

「それでは、今日の糧に感謝して、いただきます」

　春菜の掛け声に合わせて日本人組がいただきますをし、それに遅れてファーレーン組が食前の祈りを終わらせる。別に申し合わせたつもりでもなかろうが、ほぼ全員がほぼ同時にカレーにスプーンを入れ、口に運ぶ。

「ん～！　これこれ！」

「うめえ……」

　真琴にとっては三カ月ぶり、達也にしても二週間ぶりぐらいの米。

　カレーライスを最後に食べてから、となると、達也ですら一カ月ほど前になる。たかがその程度、と言われそうだが、達也も真琴も日本にいたころは、基本三食とも米を食べるライフスタイルだった。しかも、海外赴任などの場合、人によっては一週間経たずに米のない生活に耐えられなくなる、という事を考えれば、達也の反応は決して大げさではない。

「見た目とは裏腹の、とても洗練された料理ね、これ」

「スパイスの辛さが食欲を増進させて、いくらでも食べられそうです」

　一方のファーレーン組は、カレーパンとは違う食べ方をするこの料理に、すっかり魅了されていた。そうでなくても、カレーというのは、日本で花開いたと称されるほど大きく魔改造された料理である。

　昔のコマーシャルではないが、インド人もびっくりさせ、海外からのお客様が普通に称賛する、今や発祥の国を差し置いて日本を代表する代物だ。それを、最高峰の料理人である春菜が思い入れの限りを投入して、自身でも最高だと思うできに仕上げたのだから、不ま味ずかろうわけがない。

　とはいえ、舌が肥えているであろうエレーナやエアリスだけでなく、濃い味付けが好きなレイナも美味そうに食べているところを見ると、案外ファーレーン人は米の味が分かるのかもしれない。

「……どうしたの、レイナさん？」

「あ、いや、その……」

　米粒一つ残さず、ほんの少しソースが皿にこびりついている、というレベルまで食べ尽くしたレイナが、何とも言いにくそうな態度で皿を見つめていた。様子からして、カレーが気に食わないのではなく、何かを遠慮している感じである。

「お代わりなら、遠慮せんと言うたらええで？」

「……いいのか？」

　おずおずと問いかけるレイナに、にっこり笑って皿を受け取る春菜。それを見て、微妙に羨うらやましそうな顔をするエアリス。もっと食べたいが、そろそろ満腹なのである。

「他の人の分は、大丈夫か？」

「ん。一応一人二杯ぐらいの前提で作ってるから」

「ならば、儂もいただいて構わんか？　昨日年甲斐もなく暴れたからか、どうにも腹が減りがちでのう」

「はーい」

　大好評のカレーライスに、嬉しそうににこにこ微笑む春菜。そんな彼女自身は、特にお代わりはしていない。もっともその分、達也と真琴、特に真琴が大量に食べてしまうのだが。

「あ～、美味かった……」

「これで、あと半年は戦える……」

　久しぶりの米、夢にまで見たカレーライス。それを十分堪能した達也と澪が、心の底からうっとりと呟つぶやく。普段はやや食が細い澪も、今日は二杯も食べている。

「で、あとどれだけ米が確保できるの？」

　ようやくいろんな意味で落ち着いた真琴が、一番重要な事を聞いてくる。

「ん～、まあ、よくて一俵とかそれぐらいやなあ、群生地の広さから言うて」

「それ、具体的にはどれぐらい？」

「六十キロぐらい。毎日三食食べるんやったら、最近の食う量から逆算した感じでは、五人やったらともかく九人で一カ月は絶対もたんぐらいか？」

「少ないわね……」

　宏の言葉に、思わずがっくりくる真琴。もしかしたら、夢の米飯生活に戻れるかもという期待が大きかったのだ。

「まあ、この数字は、今後の事を考えての話やけど」

「今後の事？　どういう意味？」

「来年を考えんと採り尽くすんやったら、もっといけるんちゃうかな？」

　宏の悩ましい言葉に、思わず唸うなる真琴。

「そういえば、宏君。その群生地ってどんな感じなの？」

「結構広いで。沼や、言うとったけど、今は水が枯れてるから普通に歩ける感じ。地元の人に聞いた話やと、毎年この時期から春先ぐらいまで自然と水が枯れて、大体田植えぐらいの気候の頃に自然と水が張るんやと」

「もしかして、結構理想的な感じ？」

「そうやな。自然と土と水が循じゅん環かんするから、連作障害も出えへんし。それにこの辺って、日本の米どころに年間通しての気候とか天候が似とるみたいやし」

　おそらく、そのあたりの環境が似ているから、原種に近いものが自生していたのだろう。二人の話を聞いていたエレーナが口を開く。

「それならば実験として、種子を集めて栽培してみるのも、悪くはないわね」

「お兄様にお願いすれば、おそらくできない事ではありません」

「そうね。こんな美味しい料理が、一部の材料が自生してる分しかないから貴重品、などと言うのはもったいないわ」

　やけにやる気の王家姉妹。それを見てにやりとしてしまう宏。

　こうしてファーレーンは、稲作文化に向けて一歩踏み出す事になった。この時点では全員、十年で栽培方法の基礎を確立できれば御の字だ、と考えていたのだが、この後意外なところで意外な存在からその手のノウハウが供給され、結局米が主要作物になるまでに十年かからなかったのだが、さすがにそこまで先を見通す事は誰もできないのであった。
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「さて、折角だから、お風呂行こうか」

　食後のまったりした時間を過ごし、ようやくお腹の方が落ち着いてきたのを確認して、春菜が澪達を誘う。なお、宏と達也は、再び米探しの旅に出ている。今度はドーガも一緒である。

「そうね。折角来たのに、まだ一回も温泉に入ってないものね」

「温泉に来たら、ふやけるまで入るのがマナー」

　真琴と澪も、異存はないらしい。それならば、と、残っている全員で大浴場に繰り出す事に。

「こういう高級宿でも、大浴場はあるんだ」

「ファーレーンの入浴習慣は、基本的に大衆浴場が支えているからな」

「大浴場に温泉とか、変なところで日本に似てる」

「あ、澪ちゃんもそう思うんだ」

　綺き麗れいな水が豊富にあるからとはいえ、ファーレーンの入浴文化は実に日本に似ている。違いがあるとすれば、まだまだ一般家庭に風呂が常備されるまでには至っていない事ぐらいか。

「……ん？」

「どうした、春菜？」

「何というか、妙なものが歩いてたんだけど……」

　そう言いながら、見間違いの可能性を考え、その妙なものが消えた後を追いかけ、曲がり角の先を確認すると……、

「変なのがいる……」

「変なのがいるわね……」

　その先には、頭上にほうれん草のような葉っぱが生え、モアイによく似た濃い顔が張りついたカブのような胴体に直接手足がひっついた生き物が、肩（？）にタオルをかけてスキップしながら大浴場の方に向かっていた。その珍妙な姿に、思わず声を揃そろえて呟く澪と真琴。
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「も、申しわけありません！」

　あまりに怪しげなそれをまじまじと観察していると、宿の女性従業員が大慌てでそいつを捕獲する。先ほど、厨房の方に出入りしていた女性だ。

　女性に葉っぱをつかまれてじたばたもがいているそれは、何とも言えず不気味である。

「あ、あの……」

「申しわけありません！　侵入を許してしまいました！」

「その事は別にいいんですけど、それ、何ですか？」

「これはポメという野菜です」

「野菜!?」

　予想外の返事に驚いた春菜が、思わず目を見開いて絶叫する。見た目にそぐわぬ可愛らしい名前にも驚くが、そもそも野菜である事も驚きである。

「このあたりの特産野菜ですが、味ではなく生態の方で少々癖が強くて……」

「癖が強いって、例えば？」

「この野菜、温泉につかる事で数が増えます」

「は？」

　いきなり予想外にもほどがある言葉を聞かされ、目が点になる一同。

「あの、本当に？」

「はい。ちょうど繁殖、と言っていいのかどうかは分かりませんが、そういう時期なので、なんでしたらご覧になられますか？」

「あ、見てみたいかも」

「あたしも興味ある」

　春菜と真琴の言葉に、エレーナ達も同意する。

　こういう珍しいものを見るのも、旅行の醍醐味である。

「それでは、こちらにどうぞ」

　うおー、うおー、と鳴きながらもがくそれを無視して、繁殖（？）場所の温泉へ案内する従業員。毎年の事だからか、慣れたものである。

「当宿の場合、ここが繁殖場所になりますね」

　そう言って見せられたのは、かけ流しで適当にためられた、割と広い野外の風呂であった。もっとも、縁を整備したりはしていないので、風呂というよりは水たまりと言った方が近いかもしれないが。

「うわあ……」

「たくさん浮いてる……」

　風呂の中には、数えるのも面倒な数のポメが、厳いかつい顔をうっとりとほころばせながらぷかぷか浮いている。

　微妙に引きながら観察している春菜達に頓着せず、ぶら下げていたポメを投げ入れる従業員。空中でじたばたもがいていたポメが、着水と同時にその表情をうっとりとほころばせるところは、何とも形容しがたい空気を発している。その様子をじっと観察していると……、

「あっ……」

　唐突に、ぽこんという擬音をつけたくなるような感じで、アーモンドチョコぐらいのサイズのポメが浮かんでくる。実際には株分けという解釈が正しいのだろうが、見た目の印象では、温泉で繁殖しているとしか表現できない。

「……それで、これ、どうやって食べるの？」

「それはですね……」

　澪の好奇心半分、疑惑半分の問いかけに、従業員が行動する事で答える。

　まずは適当に大人のポメを網ですくって回収。ついでに生まれたばかりの子供（手足はまだ生えていないが、生意気にも頭の葉っぱとモアイ顔は存在する）も、それなりの量をすくって別の場所に分ける。

　大量によけられた子ポメが、キイキイと甲高い声で鳴いているが、やはり従業員は一切頓着する様子もない。もはや慣れたものなのか、温泉から拉ら致ちってぶら下げたポメの抗議の鳴き声も、何も聞こえないとばかりにスルーしている。

「まずはこの葉っぱを落として……」

　取り出したナイフを目の上あたりに当て、ヘタを取る要領でスパッと葉っぱを切り落とす。ものすごくジタバタ暴れて抵抗するポメだが、慣れているからか全く手こずる様子は見せない。ヘタを切り落としたところで、ポメの抵抗が完全にやむ。

「手足を落として……」

　そのまま流れるような手際で、動かなくなったポメの手足を落とし、顔面だけの状態にする。

「後は適度な大きさに切って、煮るなり焼くなり、といったところですね。すりおろしてスープの隠し味にする事もあります」

「先に葉っぱを落とす理由は？」

　暴れるポメを見て、誰もが思うであろう素朴な疑問について尋ねる春菜。

　その質問の答えは、とんでもないものであった。

「そうしないと、爆発するからです」

「……本当にそれ、野菜なんですか……？」

　予想の斜め上を突っ走る返事に、ボケのはずの春菜が突っ込みに回らざるを得ない。そんな異常事態に、コメントできずに黙ってしまう元祖突っ込み役の真琴。

「注意事項として、やりにくいからといって、ヘタを落とす前に手足を落としたり、縦に切ると爆発します。あと、ヘタの取り方が甘いと、やっぱり爆発します」

「ぶ、物騒な……」

「毎年、それで一人か二人は怪我人が出るんですよね」

　自爆して怪我人が出るとか、一体どんな野菜だと小一時間ほど問い詰めたい。

「でも、味は気になる」

「そうだね。ただ、まだそんなにお腹すいてないから、味見もちょっと辛いかな……」

「本日の夕食に出ますので、ご安心ください」

「安心していいのかしら、それ？」

　とうとう炸裂した真琴の突っ込みに、一同苦笑を禁じ得ない。問題なのは、従業員がぼけているわけではない事だろう。

　ちなみに、葉っぱの部分はアクとえぐみのないホウレンソウ、顔面部分は苦みが少ない大根、といった味わいで、割と普通に食べやすくて美味しかったりする。

「あ、あとですね。注意が必要なポイントといたしまして……」

　どんなメニューに使われるかを説明したあと、何かを思い出したらしい従業員が、何を思ったかヘタを温泉につける。すると、何という事か。温泉につかったポメのヘタは見る見るうちに大きくなり、三十秒程度で先ほどと全く区別がつかないところまで再生したポメが、ぷかりと温泉に浮かび上がったではないか。

「ヘタを温泉につけると、すぐに復活します」

「うわあ……」

　まるでプラナリアか何かのような再生能力に、全身全霊を持って引く一同。

「本当にこれ、食べられるんですか？」

「唾液がつくと、再生しなくなるようです」

「あ～、なるほど……」

「因みに、過去にそれなら爆発しないんじゃないか、と、生で丸かじりをしようとした愚か者がおりまして……」

「聞きたくない聞きたくない！」

　物騒な名物に関する物騒なエピソードに耳をふさぎ、大慌てで全力拒否を行う春菜。

「それはそれとして、あちらに取り分けている小さいのは何かしら？」

「野菜は野菜なので、ある程度間引かないと育ちが悪くなって、味が落ちるんですよ」

　エレーナの質問に、えらく地に足がついた回答が返ってくる。そういうところはやはり野菜なのかと思うと、正直妙な気分だ。

「という事は、あれは廃棄品？」

「はい。適当に攻撃魔法を叩たたき込んで、破裂させて処理します。小さいうちは、いいところちょっとぶつけた程度の衝撃しか起こりませんし」

　なかなかに過激な処分方法だ。

「ん～……」

「どうかしたの、ハルナ？」

「ちょっともったいないかな、って……」

「あの小さい方が？」

　エレーナに問われて素直に頷く。あれだけ引いていたのに、すでに食べ物としてロックオンしているあたり、一流の料理人は違う。

「もったいないというが、それなりに危険物だぞ？」

「でも、大した衝撃はない、って言ってるし」

　そう言って、じっと観察する。

「触ってみても？」

「どうぞ」

　従業員の許可を取り、間引かれた子ポメを手に取る。それをもう一度しげしげと観察し、何かを思いついたように顔を上げる。

「厨房、借りてもいいですか？」

「ええ、もちろんです」

　どうやら、子ポメの利用法を思いついたらしい。ポシェットから籠かごのようなものを取り出し、適当に子ポメを盛る。

「ちょっと実験してくる」

「行ってらっしゃい」

「好きにしてくれればいいが、できればこちらを巻き込まないでいただきたい」

「リーナさんにはまだ罰ゲームが残ってるから、試食という名の実験台には強制参加」

「……断れない自分の立場が恨めしい……」

　そんな緩い会話をしながら、春菜と別れて結局温泉に入らずに部屋に戻る一行。

　折角だから、適当にゲームでもして遊んで、ペナルティとして彼女が作ってくるであろう何かを試食させようという腹づもりだ。

　そんなこんなで一時間後、春菜が持ち込んだものは……、

「何ともまあ、これまた不気味な……」

「この顔、この色は怖い……」

　きっちりヘタを取られ、赤紫色に染まって苦く悶もんの表情を浮かべる子ポメの瓶びん漬けであった。

「因みに、この色は何？」

「山ブドウ」

「それだけを聞くと美味しそうなのだけど、見た目が見事に裏切っているわね」

　エレーナの感想に、作った当の本人が苦笑する。

「というわけで、罰ゲームは誰？」

「私です！」

「それと、私だな」

　元気よく手を上げるエアリスと、どんよりした表情のレイナ。どうにもエアリスの場合、罰ゲーム自体も楽しいようだ。

「じゃあ、せいので噛んで」

　一つずつ瓶の中からつまみだし、春菜の号令に従って口の中に入れる。カリッと香ばしい音と同時に……、

「っ!?」

　レイナの口の中で破裂する。

「あ～、やっぱりちゃんとヘタが取れてないのがあったか……」

「でも、食べやすくて甘酸っぱくて美味しいですわ」

　当たりをひいたエアリスが、満面の笑みで答え、次の一つに手を伸ばす。

「まあ、試食はちゃんとしたから、味は大丈夫なんだけどね」

「パーティの余興などで、度胸試しに使うのもいいかもしれないわね。もちろん、わざとヘタをちゃんと取っていない物を混ぜて」

　物騒な事を言うエレーナを、割と引いた目で見る真琴と澪。

　きっちりオチ要員になってしまったレイナは、口の中のダメージに蹲うずくまって呻うめくのであった。








ファーレーン編　十四話






「そろそろ、僕らの治療でできる事はなさそうやな」

　問診や澪みおの触診の結果から、エレーナの状態をそう断じる宏ひろし。

　一週間の湯治を終えた彼らは、戻って一番最初にエレーナの診察を済ませたのだ。

「そう。では、ここでの生活ももう終わり、という事ね」

「そうなる」

　微妙に名残惜しげに呟つぶやくエレーナに、同じく名残惜しげに頷うなずく澪。短い間ながら、思えばこの口数が少なく感情表現が平淡な少女とも、実に仲良くなったものである。

「まあ、せや言うたかて、どうするか、っちゅうんはレイっちの判断待ちになるやろうけど」

「そうは言っても、それほど猶ゆう予よはないでしょうね。湯治を切り上げて帰ってくるように指示を出したのは、私とエアリスを受け入れる準備が整っている、という事だし」

「せやろうなあ」

　エレーナの言葉に同意する宏。エレーナが戻るという事は、すなわちエアリスも王宮に戻るという事でもある。

「そんで、僕らはどのぐらい付き合えばええん？」

「何とも言えないところね。最低でも、一度お父様に会ってもらう事にはなると思うけど……」

　困った顔をしながらのエレーナの言葉に、思わず渋い顔をする宏と澪。単純に作法が分からないから面倒くさそうだ、というのもあるが、それ以上に、

「今までの話聞いてると、ボク達が無事で済む保証がない」

「否定できないのが、辛つらいところね」

　と言う澪のコメントと、それに対するエレーナの返答が、彼らの立場のややこしさを物語っている。

「お父様とレイオット、それに大神官様が頑張ったのであれば、少なくとも表面上、あなた達を犯罪者扱いするものはいないでしょうね」

「ただ、エルと姉さんの話は問題にならんとしても、それ以外の事でどんな罪をでっち上げられるか、分かったもんやあらへんのがなあ……」

「王政でそれなりの特権が認められているとはいえ、貴族が思いつきで確たる証拠もなしに罪をでっち上げて、それを理由に重罪を科す、という事ができるほど司法が腐っているわけでもないわ。ついでに言えば、公の場で根拠もない事で明確な侮ぶ辱じょく、誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうの類たぐいをした場合でもなければ、不ふ敬けい罪ざいや名めい誉よ棄き損そんを取られる事もない。それだけは保証するわ」

「裏を返せば、筋の通った証拠をでっち上げられてしまえば、犯罪者にされかねない」

「ああいう連中って、そういう事だけは手慣れてそうやしなあ。それに、名誉棄損って、言いがかりに近い内容でも成立させられかねへんのが怖いところや」

　王家を、というよりは宮廷や政府といったものを信用していない事がよく分かる宏と澪の言葉に、反論もできずにため息を漏らすしかないエレーナ。

「助けてもらっておきながら、この件では私は完全に無力なのが、歯がゆいところね……」

　この気のいい恩人達を、完全に無関係と言い切れる政治闘争に巻き込んで、しかもそれに対して自身は全く無力であるという事実。なまじ頭が良くて義理堅いだけに、エレーナにとっては正直この現実はいろいろきつい。

「まあ、どっちにしても、多分私達は黒幕に完全にマークされてるだろうから、思い切って飛び込んでいって勝負するしかないんじゃないかな？」

　自身の無力を嘆なげくエレーナに、ちょうどお茶を持ってきた春はる菜なが気休めのような言葉をかける。因ちなみに、入ってきたのは、宏の名誉棄損がどうこうと言っていたあたりのタイミングである。

「マークはされとるやろうなあ、多分エルを助けた時点で」

「むしろ、ノーマークな方がおかしいよね」

　こちらの素性が知れたのは割と最近だとしても、存在そのものは、それこそピアラノークをしばき倒した時点で察知されていてもおかしくない。相手がアクションを起こさなかったのは、単純にエアリス達の生死がはっきりせず、藪やぶ蛇へびになる事を恐れたからだろう。

　実際、今回のケースのように、大きな幸運に恵まれて救助された場合を想定した罠わなも仕掛けてあったらしい事は、黒幕のトカゲのしっぽが話した内容からも察する事ができる。

　ただ、計算違いがあったとすれば、その方面では宏も春菜も規格外だったがゆえに、仕掛けた罠も一緒くたに解除されてしまった事だろう。

「とりあえず、一番問題なんは……」

「師匠、致命的に向いてないよね」

「というか正直、宏君は公おおやけのパーティとか絶対出てほしくない。エルちゃんを助けた時みたいな事があったら嫌だよ」

「そこやねんなあ。そもそもそれ以前に女性恐怖症やなくても、人脈がどうとか、政治的駆け引きがどうとか、そういうんに対しては僕は無力や」

　事前にエレーナとエアリスを城に返したあとの予定として教えられていた、国王との謁えっ見けんとセットになった厄介事パーティ。それについて話題を移す一同。

　女性恐怖症というどうにもならない事情を差し引いてなお、対人関係では微妙にヘタレな面がある宏。たとえ男性相手に限定したところで、下手に交渉の矢面に立たせれば、一体何を約束させられてどんな言質を取られるか、分かったものではない。

「そこは、私と達たつ也やさんが頑張るしかない、とは思ってるよ。真ま琴ことさん、結構ずばずば突っ込むから、そういった取り繕っていろいろやらなきゃいけない場面は多分苦手だろうし、澪ちゃんはそもそも、性格とか話し方とか以前に、年齢的にどうしても厳しい場面があるし」

「ボク、多分おまけ扱いになるはず。だから、春はる姉ねえの色気と達たつ兄にいのイケメンオーラに期待」

「私、そういう方面は微妙に自信ないんだけど……」

　身体つきだけなら、確かに春菜は非常に男好きする肢体をしてはいるが、普段は驚くほどそう言う方面での色気はない。あまり肌色で攻めるような服装をしない事もあるが、それ以上に言動が食う事に流れがちなのが原因だろう。食べる量こそ人並みだが、だからこそか、食事に関しては並々ならぬ情熱を傾ける。

　その上基本的に、春菜は男の視線を気にして行動する、という事をしない。もちろん、性的な意味での羞恥心はきっちり持ち合わせているため、そういう方向でだらしなく無防備な真似はしないが、男にもてようという意識がないために、一般論で異性の印象がよくなりそうな、いわゆる同性の目から見て媚こびているように映る行動を取らない。

　ここらへんも、レイオットが女性を感じないというほど色気に欠ける原因であろう。

「ハルナはむしろ、まともな考えをしている令嬢を味方につける方向で頑張ればいいと思うわ。媚びた服装をした女の色気に惑わされるような連中は、この場合邪魔にしかならないでしょうし」

「あの、非常に難しい事を要求されてる気がするのは、気のせいかな？」

「あなたなら、難しくないわよ」

　エレーナの太鼓判に、思わず苦笑する春菜。

「まあ、交渉事は達也さんに投げていいよね？」

「ある意味、達兄はそれが専門分野」

　日本では技術系の営業をしていた達也は、クライアントの無茶ぶりを交渉によって可能な範囲に落とし込むのが本業である。無茶ぶりに対して、カウンターで無茶を飲ませる、などというのも日常茶さ飯はん事じであり、むしろ今回のケースでは、知恵袋的な魔法使いとしてその存在感を示すのに、絶好のチャンスともいえる。

　もっとも、本当ならこういう場で一番頑張るべき澪は、容姿的にも年齢的にも本人の性格的にも、タヌキを相手にするだけの能力は全くない。トレジャーハント専門のシーフという感じで、ヘタをすれば宏以上にカモられやすいかもしれない。

「何にしても、今後の日程次第だから、今細かい事を決めても仕方がないわ」

「せやな。なるようにしかならん」

　そんな話をしていると、来客を示すベルと同時に、馴な染じんだ二人分の気配が。

「噂うわさをすれば、っちゅうところやな」

「これで、しばらくは今までみたいにのんきには無理、か……」

「むしろ、今までがのんきすぎ」

　澪の突っ込みに、苦笑が漏れる宏と春菜。言われるまでもなく、自覚はあった。

「まあ、そろそろ事件も佳境やろうし、もうちょっとだけ気合い入れて頑張ろうか」

「頑張ろう！」

　覚悟を決めなおして、応接室の方へ降りていく一同。ファーレーンでの一番大きな物語が、終わりに向けて少しずつ加速し始めるのを感じる宏達であった。




　　　　☆




「痛い痛い痛い痛い！」

　宏達の功績をねぎらうための謁見とパーティを翌日に控え、ウルス城の客人用フィッティングルームに、春菜の悲鳴が響く。

「肋ろっ骨こつが！　肋骨があ!!」

「淑しゅく女じょのたしなみです。我慢なさってくださいませ」

「む、無茶言わないで！」

　背中を足あし蹴げにされ、肋骨がみしみし言うほどコルセットで腰を絞り上げられ、息も絶え絶えに春菜が抗議の声を上げる。すでに真琴の方は文句を言うのを諦あきらめ、死んだ魚の目になって遠くを見ている。その様子を他人事のように見ている澪。なぜなら、

「子供用のコルセットって、楽……」

　澪は子供用の柔らかいコルセットで勘弁してもらっていたからである。

　そもそも、まだまだ健康体といえるほどの肉が付いていない澪は、普通のコルセットで絞り上げられるほど太い腰はしていない。身長に対して要求される腰の太さを下回っている上、身長そのものもまだまだ子供の平均に届いていないため、大人用のコルセットではサイズが合うものがもとから存在しない。

　全体的に見れば年相応には幼児体型を脱してはいるものの、日本人として見ても発育の悪さは否めず、コルセットで絞るよりむしろ、詰め物で凹おう凸とつを作る方が効果的な体をしている。

　これが同じく凹凸に欠ける真琴の場合だと、健康的な腰のくびれはあるが理想とされているものよりはやや太く、盛装をするとなると絞った上で詰め物を入れる事になる。

　春菜に至っては、下手に容姿も体型も理想的なものだから、飾り付ける人間が無駄に張り切ってしまってこの惨状、というところだ。

　なお、言うまでもない事だが、盛装において理想とされている腰の太さが細すぎるのであって、春菜も真琴も、世間一般の常識からすれば十分に細い方に入る。春菜など、コルセットもしない状態でこれ以上腰が細いと、むしろ見ている方が気色悪く感じ、これ以上太いと理想から外れるという、まさに奇跡的なバランスの肉体をしている。

　正直、わざわざ絞らなくても綺き麗れいなシルエットを作る事ができそうなものなのだが、そこはもう常識や美意識の違いとして納得するしかないだろう。

「か、仮縫いなのに、こんなにしっかり締める必要、あるの……？」

「仮縫いだからこそ、です」

　取りつく島もない衣装担当に、そろそろ本格的に涙目になってきている春菜。宏はともかく、春菜がここまで追い詰められている状況も珍しいのだが、二人とも地味に、それに対する感想をコメントする精神状態ではなかったりする。なぜなら、

「こんだけ腰絞り上げられた挙げ句の、このものすごい上げ底……」

「やっぱり、春姉のをもぐべきだったか……」

　ドレスのラインを美しく盛りたてるため、胸にびっくりするほど詰め物を入れられているからだ。その様子は、まさに盛るという表現が正しいレベルである。

　それでもまだ、軽く寄せて上げるだけで、背中やわき腹の肉を持ってこなくても多少は谷間を作れなくはない澪はマシな方で、真琴など胸元が開いたドレスは、最初から選択肢に入りすらしなかった。何しろ、背中やわき腹にすら持ってこれる肉がないので、ごまかしようがない。

「それにしても、これだけ素晴らしいプロポーションをなさっているのに、露出を控える事を望まれるとは……」

「……何か問題でも？」

「いえ、女の見せ方をよく理解なさっているな、と思いまして」
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「は？」

　妙なところで妙な感心をされ、思わず目が点になる春菜。

　別段女の見せ方にこだわって露出を減らしたわけではなく、単に宏に不要なプレッシャーを与えてまで、わざわざ無関係な連中の助平な視線を満足させてやる必要を感じなかっただけにすぎないのだが、どうやら衣装係達は別の方向に解釈をしたようだ。

「最近の風潮では、鑑賞に耐えるだけの肉体を持つお嬢様方は、下品にならないぎりぎりを狙って限界まで肌を晒さらそうとする方が多いのです」

「また、それを声が大きい殿方の一部がもてはやしてしまわれたものですから、勘違いなされた方々が回を重ねるごとに大胆になっていきまして……」

「あえて隠す方が、かえって色っぽく見えるという事を、いい加減わきまえていただきたかったところでしたので、ハルナ様の申し出は非常に嬉うれしかったのです」

「ですから、ここは私達の総力を上げて、隠す事による美しさ、清楚で上品な、手を出す事をためらわせる色気、そこから来る強烈なエロスというものを、殿方にもお嬢様方にも教えて差し上げたいのです」

　何やら強烈な使命感を持っているらしい衣装係達に、全力で引く三人。

　さすがに直接矛先が向く春菜には、同情を禁じ得なくなってくる。

「他人事のような顔をなさっておられますが、お二人にも頑張っていただきたい事はあるのですよ？」

「は？」

「な、何を？」

「今回は時間がないので見送りますが、お二人とも素材は非常によろしいのですから、それぞれの魅力を最大限に盛りたてませんと」

　何とも危険な色を目に浮かべ、怪しげな笑みとともに言い切る衣装係のリーダー。

　正直言って、怖い。

「マコト様の、スレンダーで健康的な肉体は、胸がない事が必ずしも欠点ではない、という事を証明するのにまたとないほどの素材。ハルナ様のような凹凸に恵まれなかったお嬢様方の希望の星となっていただくよう、全身全霊を持って飾り立てとうございます」

「希望の星になんてなりたくないから却下！」

「ミオ様の未成熟で、今にも壊れてしまいそうな繊細な魅力は、今だけしか持てない類のものです。それを最大限に引き出して、無む暗やみに背伸びをしておられるデビュッタント前のお嬢様方に、その時だけしか持ち得ない魅力がどれほど強力な武器となるのか、一度はっきりと見せつけるべきだと常々思っていましたの」

「そ、それ、変態とか特殊な趣味の男とか寄ってきそうで嫌……」

　真琴と澪の拒絶を華麗にスルーして、衣装係達は明日の会食と夜会のための衣装を仮縫いしていく。時間が足りないのは本当らしく、一番の腕の見せ所とでもいうべき夜会の衣装に関しては、露出を控えめにという注文を聞いた以外は、極めてオーソドックスなデザインのドレスをさっくり縫い上げる。せいぜい春菜のドレスが、一般的なものより全体的なボリュームが少なめなぐらいである。

「細部の微調整は、明日着替える時に一緒に、という事になります。ですので、今日はこれで終わりにさせていただきます」

「やっと終わった……」

「肋骨が、肋骨が……」

　解放されると分かって、安あん堵どと怨えん嗟さの声が漏れる真琴と春菜。

　ようやくコルセットをほどいてもらって人心地ついたところで、重要な問題に気がつく。

「あ、そうだ」

「どうしましたか？」

「明日着替えた後、エンチャントをかける余裕って、あります？」

「夜会の時間までには十分な余裕を持って準備させてはいただきますが、エンチャントの所要時間が分かりませんので、そこは何とも申し上げられません」

「そうですか……」

　春菜が何を気にしているのかに思い至り、申しわけございません、と一つ頭を下げる衣装係一同。

　実際のところ、彼女達の微妙な立場を考えると、気休めとはいえエンチャントの一つや二つはかけたいところであろう。だが、それを許される時間があるかどうか、というのは専門外の彼女達には分からない。何しろ、大した効果がないエンチャントでも、意外と付与にかかる時間は長いのだ。

　とりあえず、どれぐらいの時間が空きそうなのかを確認し、後で宏にどうにかならないかを聞いてみる事にして、衣装係の皆さんには引き上げてもらう事にする。正直、生地と型紙だけ用意してもらって、宏に高速で縫ってもらった方が早くていいものができそうではあるが、今回はそうもいかないのが辛いところである。

「春姉」

「何？」

「最悪、ボクが簡易エンチャントかける」

「お願い」

　衣装係の女性達が出ていったところで、澪がそう申し出る。持続時間の短い簡易エンチャントだが、それでも夜会の間ぐらいは持つ。

　問題となるのは不意打ちの一撃および状態異常。回復アイテムの類を隠し持つにしても限度がある以上、事前に特に厄介なものだけでも潰つぶしてしまいたい。最悪、一回だけでいいから即死を防げて、混乱、毒、バインドの三つだけでも無効化できれば、どうにもできないまま畳み込まれる危険だけは避けられる。

「それにしても、本当に面倒な事になったわよね」

「多分、いずれ避けて通れない道だったんだとは思うけど、何というか、いろいろ準備が足りていない気分」

「あたしもそれは思うけど、万全な準備なんて絶対できない、って考えれば、今のラインでも上々なんじゃない？」

　手早く服を身にまといながら、あれこれぼやきあう真琴と春菜。いつもの馴染んだ格好になったところで小さく吐息を漏らすと、指示されている合流予定の部屋へ向かおうと案内も呼ばずに外へ。

「で、ボク達が借りる部屋って、どっちだっけ？」

「あたしに聞かないでよ」

「ちょっと待って、今思い出してるから」

　城の中の特徴に乏しい廊下を見て自分達の現在位置が分からなくなり、いろいろおたおたする羽目になる女性陣。実際に通ったわけではないため、春菜の記憶力もそこまで当てにはならない。

　結局、位置関係自体は覚えていた春菜のおかげで、微妙に迷いそうになりながらもどうにか遭難せずに、自力で部屋にたどり着けたのであった。




　　　　☆




「なんか、宏がすすけてる気がするんだけど？」

「まあ、なんつうか、いろいろあったんだ」

「そっちは、女の人いなかったよね？」

「まあ、その、なんだ……」

　微妙に言いづらそうにしている達也に首をかしげつつ、ありそうなネタを考える女の子達。しばし考えて、

「衣装がらみで、何かあったの？」

「……どうせ明日になったら分かるから正直に言うけど、似合う服があらへんかってん」

　かなりへこんでいる宏の言葉に、部屋が完全に静まり返る。

「いや、似合ってなかったわけじゃないぞ？」

「いつもの事やとはいえ、高い服でさえ何着てもダサぁてキショいんは、正直かなりへこむで……」

「そ、そうかな……？」

　などと言いつつも、脳内で宏に向こうおよびこちらの世界での高級な服、というやつを着せてみる春菜。いろいろ着せ替え人形にした後、出てきた結論は……、

「……とりあえず、今の時点では難しい、っていうのは分かったよ」

「素直に、何着てもダサい、っちゅうてくれた方がありがたいで、それ……」

「ん～、そうじゃなくて、どう言ったらいいのかな？」

　この二カ月ほどの付き合いで、宏の場合は容姿や体つきより、雰囲気の問題が大きい事には気がついている春菜。元々ファッション誌に出ているような、カジュアルで移り変わりの激しい服装が、美形でも不細工でもない方向でやや濃い目の日本人的顔立ちをしている宏には、それほど合わない事自体は異論はない。

　だが逆に言えば、かっちりとした仕立てがいい高級な感じの、いわゆるブランド物の無難なタイプの服ならば、洋の東西に関係なくそれなりに様にはなると春菜は踏んでいる。

　では、何が問題かと言うと、

「宏君の場合、多分それなりにかっちりした服装でないと駄目だとは思うんだけど……」

「だけど？」

「そういう服って、私達ぐらいの年代だと、余程頻繁に着て体に馴染ませないと、どうしても貫かん禄ろくが足りないっていうか、ね」

「なるほど、言われてようやく、さっきの違和感が分かった」

　確かに宏の場合、中身がいくら凄すご腕うでの職人だといったところで、表にはそういったオーラは出ていない。地道な努力で鍛え上げたとはいえど、凄腕なのはあくまでゲームの中での話であって、現実にはそこまで経験を積んでいるわけではない。もっとも、ある意味では借り物の能力なのだから、実力に雰囲気があっていないのは仕方がないところではある。

　そこに加え、過去の事もあってか一般的な同年代ほど闊かっ達たつな雰囲気もなく、専門分野以外では何をするにも自信なさげなマイナス思考がにじみ出ている印象がある宏は、現時点ではオーダーメイドのスーツを、当然という態度で着こなせるような人間ではないのだ。

　そもそも、貫禄という点に関しては、ある程度年を重ね、社会で叩たたかれながらも踏みとどまって多少なりとも成果を出し続ける事で得られる側面もある。スポーツで大活躍しているだとか、芸能界で大ブレイクしたとかいったタイプが、もしくは生まれながらの金持ちでそういう服装をするのが普通なんて人種でもなければ、十七や八で高級ブランドを着こなせる人間はそういない。

　かといって、この年代に多いカジュアルな服をルーズに着こなす、という方向性では、宏の場合はおしゃれという印象よりもだらしなくて不潔な印象の方が先に立ち、逆に普通の服を無難に着ると、ものすごくダサくて格好悪くなる。

　現時点で問題がない服装を上げるなら、お洒落かどうかが評価項目に入っていないジャージか作業服ぐらいだろう。それらを着こなすベテランの職人など、普通に見ればダサいが、そのダサさが格好よさにつながっている、などという事も珍しくない。今回の問題の解決には、全く役には立たないのだが。

「とりあえず、絶対何かトラウマあるだろうから、夜会の類は基本不参加、参加する場合でもできるだけ早めに引っ込んでもいいように、陛下や殿下に交渉しないと、ね」

「そうだな。こんなくだらない事で、くだらない連中にヒロを使い物にならなくされちゃあたまらん」

「外見と雰囲気だけで、それこそ生存権すら認めない人って、どこにでもいるもんね」

　特に年頃の女の子には、と小さく呟つぶやいた春菜の言葉は、宏のトラウマを的確に把握していると言っていい。何しろ、実際のところはどうなの、と聞きかけた真琴が、宏のどんよりした反応で全てを察したほどなのだから、女性がらみはとことんいろいろ抱えているらしい。

　多分にこちらに来た事によるパラメーター補正が効いているのだろうとは思うが、それを考えても距離を置くだけでよく普通に女性と接する事ができるものだと、心底感心せざるを得ない真琴。

　自分や澪、エアリスはおろか、最も距離が近いであろう春菜の事でさえ、多分本質的な部分では完全に信頼したりはしていないのだろうが、それでもちょっと注意するだけで共同生活を送れるのだから、なんだかんだ言って宏も、春菜とは違う意味でできた人間だとは思う。

　とはいえ、この状況は、最初に共同生活を送る事になった相手が、春菜だったからこその奇跡だろう。普通ならどれほど文句が出るか分からない宏の態度を、そういう事情だからと笑って受け流して、注意深く距離を取って普通に接する事ができる女性など、そうはいない。

　少なくとも、自分や澪では、春菜というクッションがなければ三日と経たたずに破は綻たんさせている事請け合いである。

　他の女性陣では、辛かろうじてエレーナとエアリスがどうにかできそうだが、どちらも立場が立場だ。実際に共同生活となると、取り巻きというかお付きの人がやらかしそうなので、結局破局までの時間が早いか遅いかの違いにすぎない。

「とりあえず、まずは目先の回避不能なシーンをどうにか乗り切るところからスタートだな」

「師匠が大丈夫かは気になるけど、明日だけはどうにもできない」

「せやろうなあ。まあ、覚悟決めて根性入れれば、一日ぐらいやったらどうにかなるやろう」

「パーティ以外に関しては、昼食会でカタリナ殿下の挑発に乗らないようにってレイオット殿下が言ってたから、私達はそこだけ注意すればいいかな？」

　さすがにどう頑張ったところで、明日の謁見とその後の昼食会および夜会から逃げるのは難しい。謁見の時にいちゃもんをつけてくる女というのはいなかろうし、昼食会は王族のみの参加。昼食会でのカタリナの言動にだけ注意すれば、この二つはどうとでもなるだろう。故に問題は夜会だ。

「どんなに最短で切り上げても、挨拶とかの時間を除いて三十分は抜けられないだろうな」

「その間、誰がフォローに回るか、だけど……」

「俺だとかえってマイナスかもしれない。春菜か澪が横にいれば、少しはましなんじゃないか？」

「そうね。この場合、対応能力を考えるなら、春菜が横にいる方がいいと思うわ。春菜の方も、中途半端なチャラチャラした男が寄って来るの、面倒でしょう？」

「それか、ドルおじさんに一緒にいてもらうか」

　着々と、最も対策が必要な事柄に対して計画を練っていく一同。

　結局、宏と春菜、澪の三人はずっと固まって行動すべし、という結論に落ち着く。

「それにしても、今日この後はどうすればいいか、あんた達は聞いてる？」

　打ち合わせがひと段落したところで、真琴が今日これからの事を持ち出す。

「聞いてないけど、基本的に、この部屋で大人しくしてるべきじゃないかな？」

「せやなあ。そもそも、ここに限らず城なんてもんは、基本的に部外者が案内もなしに迂う闊かつにふらふら歩きまわれるような構造にはなってへんし、入ったらまずい場所に迷い込みでもしたら、目も当てられへん」

「それに、あの殿下の事だ。本来なら話し合いが終わって手持ち無ぶ沙さ汰たになるほど、俺達を放置するつもりはなかったんじゃないか？」

　達也の言葉に、ありそうだと頷く一同。

　基本的にこの件に関しては、レイオットは必要最低限か、それを割るぐらいの説明しかしていない。今までの経緯から察するに、宏達のアドリブ能力を当てにして、できるだけ外に出る情報を絞っているのだろう。

　知らない、という事は、時に最高の防衛策になりえるのだ。

「まあ、そんな長い時間、何の音沙汰もなし、いう事にはならんやろうし、暇やったら七並べか神経衰弱でも……」

　宏の言葉が終わるか終らないかというタイミングで、部屋がノックされる。

「はい、どうぞ」

「失礼する」

　噂をすればなんとやら。現れたのは、レイオットであった。

　後ろには、いつものようにユリウスが控えている。

　宏や澪の耳には足音が三人分聞こえたのだが、見た感じ、居るのは二人だけのようだ。

「すまんな、待たせた」

「なんのなんの。ちょうど話し合いが終わったところやし」

「いろいろと面倒をかける」

「いくら非公式や、っちゅうても、王太子殿下が、あんまり頭下げるもんやあらへんよ」

「だが、たとえ王だろうが王太子だろうが、頭を下げるべき時は下げねばならぬ。特に、我らは貴殿達に、二人も家族の命を救われたのだからな」

　突然、姿が見えない三人目の声が聞こえる。

「レイっち、昨日姿隠しとステルスマントわざわざ持って帰ったんって……」

「まあ、そういう事だ」

　レイオットの言葉と同時に、やたら威厳たっぷりの、がっしりした体格の中年男性が姿を現す。

　顔の造形や髪の色を見るまでもなく、一目見てレイオットと親子だと分かるその男性は、まごう事なきファーレーンの現国王である。

「初めてお目にかかる。余がファーレーンの国王にして、レイオットとエレーナ、そしてエアリスの父親、レグナスだ」

　予想外の登場をしてのけた国王レグナスに、日本人達は反応を決める事ができずに、ただ呆ぼう然ぜんとするのであった。

「あの、陛下……、どのような御用件で……？」

　いきなり現れた国王に、恐る恐る声をかける達也。

「そう硬くなる必要はない。単に親として、礼を言いに来ただけだからな」

「それは、明日の謁見でやるのでは？」

「あんな偉そうな場で偉そうな態度を取って、誠意など伝わるものか」

「いや、国王やねんから、偉そうでもええですやん……」

　達也の疑問への返答で、この人、本当に大丈夫なのか、と言いたくなるような事を言ってのけるレグナスに、突っ込んでいいのかどうか悩む日本人達。

「とりあえず、こういった非公式の場では無礼講ゆえ、人としての最低限の礼儀さえ守れば、いつもどおりでも問題ない」

「そう言われましても……」

「ヒロシ殿、だったか？　貴殿は息子を、レイっちなどと呼んでいるではないか。今更国王なんぞにかしこまる必要はないぞ」

「まあ、そらそうですけど……」

　確かに、王太子相手にレイっちなどとなれなれしくしているのだから、たとえ国王相手といえども、今更と言えば今更ではある。

「それにしても、正直なところ、恩人を面倒事に巻き込んでしまった事、大変申しわけなくは思っているのだが……」

「まあ、そんなんはエルを拾った時点で、とうの昔に覚悟は済んどるんで、気にしてもらう必要は全くあらへんけど……」

「だが、それでも、貴殿が一番苦手としている催し物に参加を強制せねばならぬのは、王としても親としても痛恨の極みだ」

　威厳たっぷりのまま、実に申しわけなさそうに言う国王陛下に、言われた方が思わず慌ててしまう。

「まったく、くだらない事だとは思うのだが、伝統的に多大な功績があった平民をねぎらうのに、どうしても謁見、昼食会、夜会の三つをセットでこなす必要がある。正直なところ、それが功績に報いる事になるなどとは到底思えぬのだがな」

「特に夜会については、私も常々疑問に思っていたところだ。あれは、のし上がってきそうな平民を、笑い物にしていたぶるためにわざわざ催すのではないのか、とな」

　国のトップの、さんざんともいえるような評価。彼らが社交界というものをどう思っているのか、よく分かる言動である。

「あの、それで、御用件はそれだけですか？」

　このまま放置しておくと、どんどん碌ろくでもない愚痴を聞かされそうだと判断した春菜が、とりあえず割り込んで質問をぶつける。

「いや、心配しなくとも、ちゃんと本題は別にある」

「貴公らに、夜会における注意事項を伝えておこうと思ってな」

　国王と王太子が、わざわざ小細工をしてまで伝えに来る注意事項。何ともまあ、碌でもなさそうな話だ。

「まず、タツヤ殿とヒロシ殿は、基本的には我らの側の人間が不在の場所では、決して女どもと話をしてはならぬ」

「話をしたら、それだけで即座に相手が妊娠すると思え。特にタツヤは要注意だ」

　あり得ない事を聞かされ、反応に困る達也。言いたい事を理解し、顔が土気色になる宏。

「そ、そこまでなんですか？」

　宏と同様、即座に言っている意味を理解した春菜が、本気で引いた顔で確認をとる。

「うむ。レイオットも、何人空気感染でできた子供を認知しろと迫られた事か」

「こちらが会話を拒めない立場だったのをいい事に、やつらは好き放題やらかしてくれたからな」

「それ、放置しとるん？」

「するわけがなかろう？」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべながら、物騒な事を言ってのけるレイオット。

　正直なところ、そんな調べれば一発で分かる事で嘘をついて、無事で済むと思っていたのかという点が非常に疑問である。

「言うまでもなく、兄上やマークも似たような経験をしている。私ほどの数ではないがな」

「王子ともあろう者が、その程度の性教育も受けていないわけがなかろうに、本当に質が落ちたものよ」

　王族二人の言葉に、思わず「うわあ」とうめいて絶句する一同。

　社交界のレベルの低さと性質の悪さに、コメントしようがない。今の代の王家は血族間のつながりが強く、レイオットやエアリスの派閥に入れなければ権威や権益の拡大が難しい事に焦ったのだろうが、もう少し頭を使えとは言いたいところである。

「とりあえず、特に致命的なヒロシ殿に関しては、折を見て余が会場の外へ連れ出そう」

「エルンストとユリウスもつけておくから、開始から一時間程度、どうにかしのいでほしい」

「了解や」

「その後は、ヒロシ殿は余がいろいろ仕事を頼んだ事にして、夜会への出席をできるだけ潰す事にしよう」

「だが、私と父上、それに姉上とエアリス、兄上にマークの分までいろいろ雑用を頼んだ事にしても、さすがに全ての夜会を欠席できるとは思えん。申しわけないが、多少は覚悟を決めておいてほしい」

「それも分かっとるよ」

　正直なところ、王家サイドとしても、宏をあまり夜会などに出したくはない。

　これが、達也や春菜のようにほどほどに人間関係の対応能力があるのならいいが、宏は女性恐怖症ゆえか、初対面の相手、特に女性に対しては、場合によっては失礼だと言われても否定できない態度をとる事がある。

　どっちが失礼なのか分からないような連中の方が多いので、その事自体は別に構わないとは思うのだが、それを問題視して処刑を迫ってきたり、王家の権威を引きずり降ろそうとしたりする野心家も少なくないのが、頭が痛い話である。

　実際のところ、そういう事を言い出す連中と宏とでは、圧倒的に宏の方が重要なのだが、それが分かる人間はそもそも、カタリナの事以外には特に問題を抱えているわけではない今の王家に刃向かうような真似はしない。

　第一、四級ポーションを作る事ができるだけでも、大半の貴族を切ってでも抱え込む価値があるのだが、彼らのどれぐらいが気がついているのだろうか。

「そういえば、結局神殿に侵入した時のあのトカゲのしっぽ、あの絡みはどないなったん？」

「残念ながら、実行犯の確保には失敗した。さすがに自爆されてしまっては、どうにもならん」

「親玉の方は？」

「そちらも残念ながら、な。そもそも、あの実行犯をバルドだと断定したのも、少しでも目をそらすとどんな人間だったかを忘れるほど特徴が薄い顔をしている、というだけの理由だ。その当人が、事態が完全に終わるまでカタリナ姉上とともにマークを相手に茶を飲んでいた以上、無関係ではないだろうと詰め寄ったところで一いっ蹴しゅうされるだけだ」

　予想どおりとはいえ、本気でトカゲのしっぽだったらしい。宏にキャンセルされる程度とはいえ、大魔法を普通に発動できる人間を尻尾として使い捨てるあたり、相手の方が実戦的な人材は充実しているのかもしれない。

「それで、結局エレ姉さんの関係って、どの程度けりついとるん？」

「実行犯と思わしき者は、すでに投獄してある。もっとも、そこから背後を辿たどるのは、少々難しそうではあるが」

「そらまた何で？」

「簡単な話だ。実行犯の半分は、そもそも自身が毒物を扱っていた事すら知らなかったようでな。彼らに毒物を渡したと思われる人間も探ってはいるが、これまた当人は自身が毒物の運び屋にされた事すら知らないか、すでに足取りが途絶えているかのどちらか。正直、大半の者に関しては、どの程度の処分をすべきかもすぐには決めかねる状況だ」

　レイオットの報告を聞いて、難なん儀ぎな事になったとうならざるを得ない一同。

「それって、人を入れ替えても、再発防止にはならない？」

　一番厄介な問題をズバリ指摘してのける春菜。ほとんどがいつもどおり仕事をしていただけ、となると、それこそ全てを解毒するぐらいでないと、防ぎようがない。

「そういう事になるな。まあ、ヒロシのおかげで、指摘されたもののうち、注意すべきを茶葉と食事に絞る事ができたから、以前よりははるかにましだろう。最悪、食うふりをしてお前達にこっそり何かを作ってもらう、という手立てもあるしな」

「王族がそれでいいの……？」

「さすがにそれはどうかと私も思うな……」

　あまりにアバウトな事を言い出すレイオットに、頭を抱える真琴。何ともコメントしがたい台詞せりふに、春菜も当たり前の言葉しか出てこない。もはや、王族相手に対する緊張感や遠慮など、どこにもなくなっている。

　まあ、元々これまでの経緯から、こういう非公式の場では、レイオット相手に対する遠慮などかけらも残ってはいないのだが。

「せやけど、それやったらうってつけのモンがあったりするねんな、地味に」

「うってつけって？」

「これやけど？」

　そう言って、宏が荷物から取り出したものは……、

「インスタントラーメンだと!?」
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「カップめんじゃない！」

「ねえ、宏君。某メーカーの味み噌そとか、これどういう基準……？」

「パッケージまで完璧に再現してあるあたり、さすが師匠……」

　そう、インスタントラーメン各種であった。澪のコメントのどおり、ご丁寧にパッケージまで完璧に再現されている。種類こそカップめん二種類に袋ラーメン二種類と少ないが、確かにあとでこっそり食べるにはうってつけのものだといえる。

「というか、いつの間にこれを完成させてたの？」

「春菜さんが屋台やってる間に、こつこつとな。卵のっけるポケットとか記憶にあるスープの味とか、なかなか再現できへんで苦労したで」

「いつもながら、何でこういう方向にばかり努力を惜しまないのよ……」

　宏のあまりの努力の方向音痴ぶりに、もはや脱力するしかない真琴。だが、そんなコメントをしながらも、手に取ったカップめんは離さない。

「これは、どういったものなのかな？」

「この味噌ラーメン、いうやつ以外は、基本お湯注いで一分とか三分で食べられる麺や」

「ほう？　美う味まいのか？」

「すごく美お味いしい、って類のものじゃないけど、好きな人はものすごく好きな感じ、かな？　私はここにあるのは、大体どれもそれなりには好き」

「春菜さんも、インスタントラーメンとか食べるんやな。家が超セレブで料理にこだわりありの人やから、こんなん見向きもせんと思っとった」

　宏の言葉に苦笑する春菜。確かに母親がミリオン連発の世界的歌手であり、父親も人気俳優の彼女の家は、超がつくほどのセレブである事は否定の余地はない。また、日頃の食事に関しても、父方の曽祖父が京都の一流料亭で料理長を務めていたような人で、その影響で父が料理にものすごくこだわる人物なのも事実である。

　母親だって、よく食べるからかものすごく料理が上う手まいし、その影響で自身も妹も普通に料理ぐらいは仕込まれている。が、両親ともに不在の時に、毎回毎回二人分のご飯を馬鹿正直に作っていたわけではない。どうしても面倒な時には、袋ラーメンに野菜を入れる程度のアレンジで済ませたり、場合によってはカップめんで済ませたりした事も普通にある。

「まあ、栄養バランス的にはあまり体によくない類のものだから、そんな頻度では食べてなかったのも確かだけど」

「ふむ。体によくない、と言う割には、他の者達の食い付きがいいのだが？」

「人間、体によくない物ほど美味しく感じる、ってところかな？」

　食い入るように眺めて離さない三人を見て、苦笑しながらレイオットの問いかけに答える春菜。実際のところ、栄養バランス的には確かにお勧めしがたいものではあるが、食べ続けたからといってそれ自体が病気の原因になるほど体に悪いものでもない。

　そもそも、インスタントラーメンの開発者は、開発を始めてから死ぬまで、毎日一食はインスタントラーメンを食べていたにもかかわらず九十六歳で大往生したのだから、そこまで致命的に健康に悪いと言い切れるものでもない。

「で、僕らも昼がまだやし、ちょっと試食してみる？」

「できるのか？」

「カップに入ったやつはお湯注ぐだけやし、味噌ラーメンやない方の袋はどんぶりとお湯だけあればいけるで」

「どんぶりというのは？」

「こういう器やな」

　宏が荷物から取り出したどんぶりを、しげしげと眺める国王。

　こういったボウルのような食器に盛りつける料理は、ファーレーンにはほとんど存在しない。もっとも、レイオットの方は工房でそばを食べた事があるため、どんぶりの存在は知っているが。

「では、湯を用意すれば問題ないのだな？」

「それも、なんやったらこっちで用意するで」

　すっかり話が食べる方に向かってしまっている一同。その様子に苦笑しながら、インスタントラーメンに対して一番冷静であった春菜が突っ込みを入れる。

「試食するのはいいけど、打ち合わせの類は終わり？」

「あ、せやな。確認しときたい事があってん」

「確認したい事？」

「明日の昼食会と夜会の前って、薬を持ち込んで飲んだりできる？」

　薬、という言葉に怪け訝げんな表情を浮かべるレイオット。微妙に言いたい事を察したか、少し考え込む国王。

「薬、とは具体的には？」

「毒の予防用に、万能薬をちょっとな。配合をいじれば、六時間は大概の毒物をチャラにできんねん。まあ、いうても手持ちの材料やと、せいぜい四級で治せる範囲までやねんけど」

「……それは、我々の分も用意できるのか？」

「薬作るための道具と場所を貸してもらえれば、それぐらいの余裕はあるで」

「分かった。この後すぐに手配しよう」

「おおきに」

　懸念事項その一を確認し終えた宏が、ポットと水を取り出しながら礼を言う。

　そのまま、お湯を沸かす作業に入りながら、続いての懸念事項を質問する。

「もう一つは、女性陣にとっての厄介事やねんけど、ダンスとかの類って、どうなん？」

「明日はエレーナの体調を理由に、ダンス自体は行わない予定になっている。だが、いつまでも全くなし、というわけにもいかんのも確かだな」

「なるほど。あと、根っこは同じ問題やねんけど、春菜さんらは、得え物ものがあるだけでドレスのまま戦闘とかできそう？」

　宏の指摘に、はっとした顔をして考え込み、口々に問題を指摘する。

「コルセットの感じからだと、ちょっと厳しいかも」

「裾すその長さも厄介なところね。大立ち回りするとなると、絶対に踏んづける自信があるわ」

「そもそも、ドレスで弓を引くのは無理」

　返ってきた返事は、どれもなかなか厳しいものであった。

「やとしたら、明日はともかく、それ以降は下着は澪が、ドレスは僕が作った方がよさそうやな」

「そうだな。さすがに今日来て明日で大立ち回りになるような事態はなかろうが、そういった備えは重要だ。だが、そこまで動きやすいドレスなど、本当に作れるのか？」

「まあ、ポイントを押さえれば大分変わるで。それに最悪、ある程度はエンチャントで誤魔化せるし」

「エンチャントというやつは、本当に万能だな」

「できん事も、結構あるけどな」

　衣服や鎧よろいにかかるエンチャントは、武器のそれに比べると種類が多い。そのほとんどが重箱の隅をつついたような数値には影響しない、だが現実には単純な防御力向上など目ではないほど重要なものである。

　特に金属鎧の通気性確保と内部気温制御は、ゲームの時はほぼネタエンチャント扱いだったが、実際にあれを着るとなるとなしではやってられない類のものである。鎧全般や裾の長い服、装飾が多い服などにかける行動阻害軽減も、あるとないとではペナルティの大きさが大違いで、上位のものになるとフルプレートでも泳げるほどの効果がある。

　ゲーム中ではあまり重要視されなかったが、弓手用の胸部保護エンチャントなども、こちらに来てから活躍しているエンチャントだ。

　ゲームの頃は、使えるエンチャントが増えるたびに開発の余計なこだわりに呆あきれたものだが（何しろ、大半が使い物にならない）、いざゲームが現実になると、むしろよくこれだけ用意してくれたものだと感謝したくなってくるのだから、現金な話である。

　もっとも、中には電波を受信するとか、ローグライクゲームのアイテム情報か、と言いたくなるような正体不明のエンチャントも相当数混ざっているのだが。

「まあ、ドレスについては、それでいこ。生地と糸は頼むで」

「手配しよう。他には？」

「すぐにどうこう、いうんは思いつかんな。あ、そうや」

「何だ？」

「こういう変わり種を食べる時、エル呼んどかんと拗すねへんか？」

　宏の指摘に苦笑し、何やら道具を使って連絡をとるレイオット。どうやら基本は待ち時間だったらしく、呼ばれてからさほど時間をかけずに部屋に到着するエアリス。

「今日はどのようなものを食べさせていただけるのでしょうか!?」

「すごい食いつきやなあ、相変わらず」

　エアリスのその態度に、思わず失笑が漏れる一同。

　その様子に微妙にむくれながらも、宏と春菜が用意する謎なぞの食べ物から目が離せないエアリス。

「本当は、お野菜とか入れた方がいいんだけど……」

「まあ、今日はオーソドックスにいこか」

　とりあえず食べ比べるだろう、という事で、ある程度取り分けられるように小鉢を人数分用意し、カップめん二種を二つずつと、卵受けに生卵を落とした元祖鳥ガラの袋ラーメン三杯にお湯を注ぐ。

　袋の味噌ラーメンは煮込んだ方が美味しい、というよりお湯を注ぐだけ、という作り方を想定していないので、今回は見送る事に。

「うわあ、来るなあ、これは……」

「ああ、駄目……。これは抵抗できない……」

　作っている過程を見て、どうにも辛抱できなくなってくる達也と真琴。澪も、どことなくそわそわしている。

「とりあえず、適当に取り分けて食べてね」

　そう言って、見本を見せるように元祖鳥ガラのラーメンを自分の小鉢に取ってみせる春菜。

　見ると、すでに真琴がカップめんの醤しょう油ゆ味の方をかき混ぜて、自分が食べたいだけの量を小鉢に引っ張り出していた。達也はシーフードの方らしい。

「そういえば、カレーヌードルがないのはどうして？」

「こっちに回すスパイスを、全部カレーパンに回しとったからな」

　そう言って、元祖鳥ガララーメンをすすって幸せそうな吐息を漏らす宏。

　肝心の王族達の反応はというと……、

「これだけ簡単に調理できて、この味か……」

「ヒロシ、ぜひとも製法を広めてくれ。これは軍や冒険者にとって革命となる食べ物だ」

「素朴な味で、美味しいですわ」

　日本の食事としては最底辺に近い、指折りに安っぽい食事に目の色を変えていた。

「一朝一夕でどうにかなるかは分からんから、とりあえずそのうちこれ専用の鞄かばんかなんか用意して共有化して、自分らが食べそうな分だけ作って補充しとくわ……」

　宏のその提案に、目を輝かせて頷くエアリス。

　日本が誇るインスタント食品は、ファーレーンの王族を虜とりこにしてしまうのであった。






ファーレーン編　十五話






　ウルス城の謁えっ見けんの間は、静かな緊張感に包まれていた。

「面おもてを上げよ」

　玉座に座っている国王陛下の言葉に従い、跪ひざまずいた状態で顔を上げる一同。

　彼らの一挙手一投足を値踏みするように、参列している十数人の重鎮およびその補佐官の視線が突き刺さる。

　基本的には、完全にアウェイの空気。国王の隣にいる王妃と、二人の両隣に立っている側妃から感じるのが友好的な視線である事が、日本人一同にとってのせめてもの救いだろう。

　なお、凄すご腕うでの冒険者に見えるという理由で、謁見の間では綺き麗れいに汚れを落としたワイバーンレザーアーマーを身につけている。実際、宏ひろしが作り上げたレザーアーマーは、彼の卓越したデザインにワイバーンという素材も合わさって、不思議な風格を見せている。

　何を着てもダサい宏の、そのダサさがマイナスに働かない数少ない服装、というか装備だ。

「此こ度たびの事、まことに大儀であった。国王として、一人の父親として礼を言おう」

「もったいないお言葉です」

　事前の打ち合わせに従い、達たつ也やが代表して国王陛下のお言葉、というやつに対して返事を返す。このチームの交渉窓口は彼である事を印象づけるために、名指しされた場合を除いて全て達也がアドリブで対応する事にしたのだ。

　その言葉を、儀礼にのっとり侍従長が代弁し、一連の問答を終える。

「楽にせよ」

　いつまでも跪いたまま、というのもいろいろと座りが悪いのだろう。国王の指示に従って立ち上がり、とりあえず気をつけの姿勢をとる一同。

　こういう時、どういう立ち姿が無礼にならないのかを知らないのだが、と確認を取ったところ、あからさまにだらけた態度でなければ文句を言われる事はない、との返事を貰もらったので、無難に気をつけの姿勢にする事にしたのだ。

「さて、此度の多大なる功績、言葉を投げ与えて報いた事にするのは、さすがに王家の沽こ券けんにかかわる。何か望みがあるのであれば、遠慮せずに言ってみよ」

　昨日こっそり打ち合わせしたとおりの国王陛下の台詞せりふに対し、最初から決めてあった返事を達也が侍従長に対して告げようとする。

　その様子を見た国王陛下がそれを制し、さらに言葉を継ぎ足す。

「直接発言する事を許可する。そなたらの口からそなたらの言葉で直接述べよ」

　侍従長に中身を捻ねじ曲げられる事を恐れたのだろう。国王陛下が直接の発言を望む。

「それでは、恐縮ながら直接発言させていただきます。許されるのであれば、書庫の書物の閲覧許可を頂けないでしょうか？」

「問題ないが、なにゆえに？」

「我々は、不ふ慮りょの事故で自身の意思とはかかわりなくこの国に飛ばされてきました。この国と我々の祖国とはあまりに遠くに離れているため、この国と祖国との位置関係すら分かりません。ですが、私は祖国に妻がいます。他の者も、それぞれに家族がいる身の上。どうしても故郷に帰りたく、そのための手がかりが欲しいのです」

「なるほど。知られざる大陸からの客人か。ならば、確かにこの国の位置を知らぬのも道理。なれば、他にも支援は必要だろうが、それだけで十分なのか？」

　国王陛下の問いかけにしっかりと頷うなずく達也。そもそも情報がない今、それ以上の支援など何を求めればいいのかも分からない。

　生活するだけなら現状でもどうとでもなるし、それ以上の事をするにはそもそも何をしなければいけないのかが分からない。つまり、禁書庫も含めた全ての書物を閲覧できる事、それ以上にありがたい褒美などないのである。

「よし、分かった。なれば書庫にある書物のうち閲覧可能なもの、全ての閲覧を許可しよう。ただし、禁書庫にあるものは導師長および司書を必ず同席させる事。中には、触れる事すら許されぬものもあるからな」

「ありがとうございます」

　達也の言葉に合わせ、一同が一礼する。この時点で、謁見式は終了の予定である。

「では、此度の事、まことに大儀であった。下がってよいぞ」

「はっ！」

　国王の言葉に一礼し、予定どおり退席しようとしたところで、控えていた重鎮から言葉が飛んでくる。

「お待ちください、陛下！」

「何だ？」

「直接発言する事をお許しください」

「許可しよう」

　重鎮の一人の言葉に、重々しく頷いて見せる国王。可能性の一つとして、この場で物言いがつくかもしれない、という事は最初から聞かされていた。故に、内心で面倒くさいなあ、などとは思っていても、表には出さずに状況の推移を見守る事にする一同。

「本当に、この者達がエレーナ様のお体を治療し、エアリス様を蜘く蛛もの巣から助け出したのですか？」

「当人が言うておるし、治療の過程はレイオットが何度も確認しておる。背後関係にも後ろ暗いものがない以上、間違いない事実であると判断できる。それとも、そなたはレイオットやエレーナが、そこまで節穴だと言いたいのか？」

「め、滅相もない！　ですが、そのような若造に、この国一番の名医ですら治療できなかった症状が……」

「知られざる大陸からの客人を、我らごときの狭い価値観で判断するな。過去にも、見た目に反してとんでもない能力を持った者がいた事など、残っている記録にいくらでも事例があろう？」

「それとこれとは別問題です！　さすがに今回の件まで、一人を除いて冒険者協会の依頼以外で王宮とのつながりが一切なかった事は認めますので、全て自作自演だった、などという事は申しませんが、当事者の証言だけを根拠とするのは、私を含め納得できない者の方が多いでしょう！」

　その重鎮の言葉を聞き、ちょっとビビリながら手を上げる宏。

「どうした？」

「直接発言してよろしいですか？」

　訛なまりのきつい口調で、宏が発言の許可を求める。許可を求める発言自体がすでに直接発言している事になるのだが、ここらへんは形式的なものであり突っ込むのは野暮だろう。

「許可しよう」

　訛りのきつい宏の言葉遣いだが、その事については国王を含む誰一人嘲あざけるような態度は見せない。このあたりはさすがに大国の重鎮、といったところか。

「まず最初に一つ。田舎もんなんで、訛りがきつくて無礼な言葉遣いになるんはお許しを」

「構わぬ。訛る事を嘲ったり、無礼だと言うような不見識なものはこの場にはおらぬからな」

　国王陛下の言葉に、当然だと言わんばかりに頷く重鎮一同。

　訛りを否定するという事は、その人物の故郷を否定するという事だ。それはすなわち、回り回って自国を否定する事につながる。さすがに意思疎通が困難なレベルで訛っているのであれば話は別だが、言っている言葉が理解できる範囲であるならば、一般人の言葉遣いが訛っている事を、無礼と言って糾きゅう弾だんするような人間はいない。

「まず、エアリス様をピアラノークから助けた、言うんは協会の討伐証明で信用してもらうしかないとして、エレーナ様の治療に関しては、この場でこの城にある材料と機材使うて、何ぞ薬でも作ってみせれば問題ないかと思うんですがどうでしょう？」

　ビビリつつもできるだけ丁寧になるように必死になって言葉遣いを取り繕う宏に思わず微妙に生温かい視線を向けてしまいながら、言っている内容の剛ごう毅きさにはどよめきを隠せない重鎮達。

　実のところ、彼らの大半は口ほど疑っているわけではない。ただ、何がしかの決定的な証拠がないとまた余計な事を言い出す連中がいるので、あえて泥を被って言いがかりをつけているだけである。

　正直な話、以前レイオットが受け取ったという四級ポーションか、そこまででなくても六級以上の薬類でも献上してくれれば、それでよしとするつもりだったのだ。六級程度のポーションでも一般の冒険者が容易に手に入れられるものではないので、少なくとも高度な薬類を入手する手段を持っている事は十分に証明できる。わざわざ目の前で作ってもらう必要は全くないのだ。

「ふむ、できるのか？」

「材料次第です。ただ、そこらの材料でも一つ二つにちょっと高級な素材があれば、やりようによっては六級ぐらいはいけますし、大だい霊れい峰ほうの中腹ぐらいで採れるようなんがあれば、もうちょい上も狙えます。ただ、質、っちゅう面では正規の材料で作るよりは落ちますけど」

「六級以上が作れるのであれば、少々質が劣ったところで問題ない」

　そう答えて、城にある薬草類、その全ての種類と機材を、持ち込めるだけ謁見室に持ち込ませる。

　補足しておくと、この場合の質が劣るというのは、回復量が正規の材料で作った場合より落ちる、という事である。とはいえ、宏が作るのだから、正規の材料で作るより劣ったところで、標準品と比較すれば回復量は上回るのだが。

「なんだか、面倒くさい事になったね」

「まあ、予想どおりといえば予想どおりだが……」

　材料が揃そろうまでの暇な時間、周りに聞こえないように小声でこそこそコメントしあう春はる菜なと達也。

　正直なところ、薬については今更失敗するとはかけらも思っていないため、そこについては全く心配していない。むしろ、いろいろやりすぎて余計に目立ってしまう事の方が厄介そうだ。

「これだけか？」

「はい。以上です」

「それで、どの程度の物が作れる？」

「……これやったら、普段使うてる機材一種類と、ストックしてある素材があれば……」

　国王の問いかけに、じっくり素材を吟味しながらぶつぶつと段取りを考え、一番上限を見定める。その結論は、

「預けてある鞄かばんから、機材一種類と材料二種類を使わせてもらえるんやったら、三級まで狙えますわ」

「……まことか？」

「こんなところで嘘をつくほど、頭悪いつもりはありません。あ、でも、材料だけやなく瓶びんも出しとかなあかんか。ケルベロスの牙きばで作ったやつが五十本やから、そこが限界かなあ……」

　物騒な事を言い出す宏に、ぎょっとした顔で視線を向けてしまう一同。

「け、ケルベロスだと？」

「何ぞ先日、ドーガ卿が持ってきてくれたんですわ。もっとも、あれは肉は不ま味ずいし内臓は薬にならんしで、でかいくせに皮と骨と爪と牙ぐらいしか素材として使いもんにならへんがっかりモンスターやったりしますけど」

　辛かろうじて敬語というレベルまで崩れた口調で、あっさり言い切る宏。作るものが定まったからか、先ほどまでのビビリまくった様子は消えている。

　そのとんでもない返事の内容に、顔が引きつるのが止められない重鎮達。

　ケルベロスといえば、ユリウスやドーガ、レイナのような一部の例外を除き、一頭仕留めるのに最低でも熟練の騎士十人と魔術師一人は必要な、強力なモンスターである。それをでかいくせに大した素材が取れないがっかりモンスターなどと言い切るその剛毅な神経には、どうコメントしていいのか分からない。

「その牙で、瓶？」

「そうですねん。ただ、作れる、いうだけで、ごっつ効率悪うて、三頭分の牙で五十本程度の空き瓶しか作られへんのですけど」

　しれっととんでもない事を言われ、反応に困る一同。

　ドーガならケルベロスぐらい鼻歌交じりで始末するのは事実だが、最近素材として使ったとなると、そもそもいつ狩ったものなのかが疑問である。

「そんなもの、いつ作ってたの？」

「湯治いってる最中に、窯かま借りてこっそりな」

　春菜の問いかけに答えながら、使う薬草を仕分けしていく宏。

「それで、どないでしょう？」

「そうだな。許可しよう。誰か、この者の鞄をここへ！」

　宏の確認に即断すると、その言葉に呼応するように宏の荷物が運び込まれる。

　使い慣れた自分の鞄を返してもらった宏は、もしもの時のために倉庫に突っ込んでおいた熟成加速器とワイバーンの肝臓をひとかけら、ソルマイセン、そしてやたらと厳いかつい魔力を放つ空き瓶を取り出して並べる。

「その赤黒い肉は？」

「ワイバーンの肝臓です」

「そちらの妙な果実は？」

「エレーナ様の治療にも使うた、ソルマイセンいう果物です。非常に腐りやすいんで、多分見た事もない人の方が多いと思います」

　などと質問に答えながら、ソルマイセンの果汁を煮詰めて濃縮しつつ、その他の素材を非常にあれで何な感じに処理していく。何か一つ処理するたびに発生する洒落にならない魔力に、宮廷魔術師一同は、思わず顔が引きつるのを止められない。

「何か手伝える事は？」

「さすがにこのクラスになると、澪みおぐらいの技量が最低ラインや。今回は量も大した事ないし、とりあえず大人しゅう見とって」

「了解」

　分かっていた事を一応宏に確認し、大人しく薬作りの観察を続ける春菜。正直、自分に手を出せる領域でない事は、最初の段階で大体分かっていた。

「ほっ！　はっ！」

　複数の薬草を混ぜて何やら気合いを入れると、大量の魔力とともに何やら怪しげな変化を起こし始める。

「澪ちゃん、何やってるか分かる？」

「錬金術。二つの素材を混ぜて、上位の別のものに変換」

　宏の作業音以外全ての音が消えていた謁見の間に、春菜と澪の言葉が響き渡る。

　無いなら作ればいいというやり方で素材すらどうにかする宏に、絶句するしかない参列者達。

　因ちなみに余談ながら、味み噌そや醤しょう油ゆを作るための麹こうじなども、このやり方であれこれ合成して作ったものである（正確には、強引に変異をさせたのだが）。さすがに今はそんな無茶をせずに、普通に培養して増やしているが。

　いくつかの素材をそうやって上位の別のものに変換した後、がっつり濃縮したソルマイセンとワイバーンの肝臓を混ぜて加熱する。ある程度煮込んだ後、魔法でざっと冷却してから、別の容器に入れて熟成加速器に投入する。

「そういえば、今回熟成加速器って何に使うの？」

「魔力反応の加速や。普通に放置しとったら一週間ぐらいかかりおるのを、こいつで五分ぐらいまで短縮したるねん」

　宏の返事に、上位の薬はいろいろややこしいのだと感心してしまう春菜。普段は味噌や醤油、鰹かつお節ぶし、みりんやポン酢、各種ソース類に果ては焼き鳥のタレまで、発酵食品や調味料を作るのに大活躍している熟成加速器、地味に薬を作るのに使われるのは前回の四級ポーションに続いて、これが二度目の事である。

「そろそろいけるんちゃうかな？」

　そう言って熟成加速器から取り出した薬は、綺麗な澄んだ赤色に変化していた。

「いけたわ。後は瓶詰や」

　そう言って、春菜や澪が手伝いを申し出る間もなく、あっという間に瓶に薬を詰めて蓋ふたをし、五十本の三級ヒーリングポーションを完成させる。

「因みに、ワイバーンの肝臓をマナイーターのコアに変えれば、同じ材料でもマナポーションに早変わりやから」

「スタミナポーションは？」

「ワイバーンの肝臓とマナイーターのコアをブレンドして、薬草を一部入れ替えればできるで」

　そう言いながら、とりあえず完成品を献上する。献上された瓶を受け取り、ちらっと医師と薬師に視線を送る陛下。その視線を受け、震える声で返事を返す。

「ヒーリングポーションである事は間違いありません。それは断言できます。ですが……」

「我々も、三級以上となると、直接目にするのは初めてでして……」

「先日持ち込まれた四級ポーションなど比較にならないほど効力が強い。それは断言できるのですが、では三級ポーションなのかと言われると……」

　三級以上のポーションは、半ば伝説の領域に足を踏み入れている。レシピは残されているのだが、それを実践できる薬師がいないのだ。そもそも宏がやったような変則レシピでなければ、どこに存在するか分からない素材が大半を占めるため、仮に腕が伴ともなっていても正攻法で作る事は難しい。

　つまり、これが三級であると証明する事は、現時点では非常に難しいのである。

「三級か。これを確認しようとするなら……」

「ドーガ卿かフェルノーク殿に相当な大けがを負ってもらうしかありませんな」

「もしくは、誰かの腕でも切り落とすか……」

　物騒な事を真剣に検討し始める連中に、思いっきり引いた顔をする日本人一同。

「まあ、とりあえず、だ」

　物騒な会話を断ち切るように、国王が一言宣言する。

「これが本当に三級のポーションかどうかは、本来関係のない話だ。そもそも、この薬を作らせた理由は、ヒロシ殿がエレーナを治療した事を証明する、ただそれだけの事。そして、その証明は十分になったと考えられるが、異論はあるか？」

「……これに異を唱えると、次は何を持ち出してくるか分かりませんな」

「……さすがに、認めんわけにはいきますまい」

「……しかし、何とも心臓に悪い話です」

　国王の言葉に、次々と同意する重鎮達。正直、目の前で見せつけられた異常な光景に、脂汗が止まらない。特に、やらかした本人が平常運転である事が恐ろしい。

「では、今度こそ謁見は終わりとする。なお、言うまでもないが、この事は他言無用」

「無論です」

「とりあえず、今回はこの場で四級のポーションを作った、という事で誤魔化しておきましょう。検証方法は、できるだけ穏当で無駄にならずかつ確実な方法を探しておきます」

「うむ、任せる。では、下がってよいぞ」

　なんだかんだ言って最初から最後まで平常運転だった国王の言葉で、ようやく謁見を終える事ができたのであった。




　　　　☆




「先ほどは手間をかけた。すまんな」

　礼服で控室に待機していた宏達のもとへ、執務を抜け出して謝罪に来た国王。微妙にフットワークの軽い人である。

　なお、日本人は五人とも揃そろっている。

　もっとも、礼服といっても夜会などに出るような服装ではなく、王族の私的な会などに参加する時に着る類たぐいのもので、デザインラインはスーツに近い感じの、かっちりとした印象の服装である。

　男女でデザインの違いはないので、全員同じ服を着ている。ファーレーンの服装デザインは、比較的近現代に近いものも存在するのだ。

「いえいえ。最初からこうなるかも、っちゅうんは分かっとった事ですし。それに、あのパターンはむしろ対処しやすい方ですし」

「これで少なくとも、あの場にいた連中が貴殿を軽んじる事はないだろう」

　国王の言葉に、微妙に乾いた笑みが浮かぶ達也と真ま琴こと。むしろ、あれを見て軽んじるようであれば、それこそ頭のできを疑うレベルである。

「それで、何ぞ妙に騒がしいんですけど、事件でも？」

　面倒な話を避けるため、話題を変える宏。実際、妙に騒がしいのだ。

「見習いの訓練で事故があったらしい。どうも、実剣を使った修練の途中で剣が折れて、破片で大怪我をしたものが出たようでな」

「の、割には騒ぎが大きすぎませんか？」

　達也が、騒ぎの理由に対して疑問に思った事を指摘する。

　その指摘を聞いた国王陛下が、にやりと笑ってとんでもない言葉を口にする。

「騒ぎにもなるだろう。いくら片目が潰つぶれたからといって、たかが見習いに国宝級ともいわれる三級ポーションを使ったとなればな」

　思ったよりも深刻な事故に、思わず絶句する一同。最初に立ち直ったのが宏だったのは、やはりと言うべきだろうか。

「目ぇ潰れるような怪我して、三級のポーションで治るんですか？」

　ここ二カ月ほどの経験則でいうと、いくら新しい怪我でも、そのレベルの負傷はポーションでは治らない。たとえ、腕を食いちぎられた子供に五級ぐらいの回復量過多なポーションを飲ませたところで、傷口がふさがるだけで部位欠損は治らないのだ。

「知らないのか？　三級以上のポーションは、部位欠損を修復する効果があるのだぞ？」

「……全然知りませんでしたわ」

「自分で作った薬なのに、そのあたりを全く知らないとは面白い話であるな」

「そういう人にポーションを使う機会がなかったもんで」

　呻うめくような宏の返答に、愉快そうに笑う国王陛下。そこでようやく、騒ぎの本当の原因を理解する一同。

「もしかして、騒ぎになっているのは……目が治ったから？」

「それ以外に何がある？」

　春菜が恐る恐る発した質問に、本当に愉快そうに答える国王陛下。確かにそれならば騒ぎにもなろうが、何もそんなに耳目を集めている状況で使わなくても、という苦情は言いたくなる。

「因みに、使ったポーションは出どころ不明のもので、正確に鑑定ができなかったから駄目もとで実験した、という事にしてあるそうだ。ちゃんと保護者の許可も取って実験してあるから、こちらが苦情を受ける事はない」

「もしかして、ちょうどいい実験台ができた、とかいって喜んでません？」

「さてな。だが、怪我をした小僧には悪いが、少なくとも重鎮どもをお前達の味方に引き入れるための、その最後の駄目押しができた事はありがたい。さすがに間に合わせレベルで三級ポーションを作ってのけるような人間を、くだらない疑惑で国として敵に回すような真似はせんさ」

　春菜の畳み込むような問いかけに、腹黒い事をしれっと言い切る国王。

「さすが国王……」

「一国の主ともなると、こうでないと駄目なのよね、多分……」

「というか、何でこの人が、エルがこうなるまで放置してたんだろう……」

　達也と真琴の呆あきれと感かん嘆たんの混じった感想を聞き、澪が素朴な疑問を漏らす。

「残念ながら、国王などただの人だ。突発的な事故をある程度利用する事ぐらいはできても、娘を完全に守ってやるには全く力が足りぬ、実に情けない生き物に過ぎん。それどころか、己が子供同士の喧けん嘩かすら、ちゃんと仲裁して仲を取り持つ事ができんのだから、情けないにもほどがある」

　澪に応える形での父親としての懺ざん悔げを聞き、彼の立場の複雑さ、その一端をなんとなく感じ取る一同。

　残念ながら、どれほど偉大な人物でも、全てに目を行き届かせる事など不可能だ。どれほどの名君でも、一切の反乱分子、不満分子を作らずに統治する事などできない。ましてやレグナス王は、周辺諸国の評価とは裏腹に、継承権争いを起こす芽を最初から潰せる程度の有能さしか持ち合わせていない。

　ファーレーンはなまじ豊かで国として安定しているからか、問題があってもなかなか表面化しない傾向がある。また、表面化した問題も、放置するリスクより下手に手を打ってこじらせるリスクの方が大きい傾向があり、なかなか手をつけられない事が多い。

　特に統治まわりの法体系や監視体制はやたらとがちがちに固められていて、そうそう汚職などできないこともあり、簡単に貴族の横暴で民に直接ダメージが行く状況にはならない事は、先代の手柄ではあろう。

　そもそも、連中は言動こそ不ふ穏おん当とうだが、それ以外は基本的にまともだからそれほど大きな罪を着せる事はできない。法なんてものは、国のトップが守るからこそ末端も守るものだし、残念ながら先代が構築した現在のシステムにおいては、法は王家にすら優越する。

　しかも、先々代の事が余程効いたのか、法改定のハードルがやたらと高すぎて、事実上、誰もが変えなければという意見で一致する問題を抱えたものしか変えられない。

　こういった状況が特権階級の不満を高めており、特に先代の改革で不利益をこうむった連中がバルドのような輩やからと結託してはしょうもない言いがかりをつけて、法の不備を利用して逃げるという面倒くさいまねを許してしまっているのである。

　こういう連中を排除しようにも、それをするには法を改正するところからのスタートが必要で、だが現状では政権内部で王家と貴族の権威が共倒れ的に失墜している以外に特に実害がなく、しかもそういう連中でもよその国の使者や客人の前ではきっちり猫をかぶりとおすため、恥を忍んで外圧に頼るのも難しい。

　ここしばらくの一連の事件は、そういった国としての体質、そのしわ寄せが全てエアリスに行ってしまった感が強い。

「だが、貴公らが来てくれたおかげで、一連の問題、その解決に向けて突破口が開けそうだ。本当に、どれほど感謝しても感謝しきれぬ」

「僕らは乗りかかった船やから、自己満足で手を貸しとるだけです。それに、まだ何も終わってへんし。今の状態は、ようやく最悪の事態になるんを防いだ、っちゅうだけです」

「そうだな。そういえば、このあとを乗り越えるための万能薬、準備はできているのか？」

「ばっちりです。服にもエンチャントかけたし、後はこいつを飲むだけで準備万端です」

　そう言って宏が取り出した小瓶を、全員で一気にあおる。

　ベースがソルマイセンゆえの極端に薄い、だが他の薬効成分による何とも言えない微妙な味わいに顔をしかめつつ、コーヒーフレッシュと大差ない分量の薬を喉の奥に流し込む。

「さて、次の勝負どころやな」

「多分、カタリナが無礼を働くと思うが……」

「見て分かるような無礼は、まだまだ生なま温ぬるいレベルですから安心してください」

　国王陛下に向かって、かなりきつい事を言ってのける達也。はっきり言って安心できるような言葉ではないのだが、非公式の場であえて本音で話す事を求めているとはいえ、国王相手にこれを言ってのける達也に感心し、妙な安心感を覚える。

「さて、余は一度引き揚げさせてもらう。後ほど、会食の場で」

「はいな」

　宏から人数分×二回分の薬を預かり、悠ゆう然ぜんとした態度で控室を出ていく国王。

　前ぜん哨しょう戦せん第二幕の開幕時間は、着々と迫ってくるのであった。




　　　　☆




　カタリナ王女は、とにかく不機嫌であった。

「何よ、あの図々しい冒険者達は！」

　先ほどの食事の席を思い出し、怒りのこもった声で吐き捨てる。王族との食事会など、冒険者ごときには過ぎた待遇だというのに、委縮する様子もなくやたら堂々としていた。

　これが、大霊峰を挟んでファーレーンに隣接するミダス連合諸国の構成国のように、これと言って見るべきものもないような小国の王族相手ならともかく、世界でも三本の指に入る大国のファーレーン王国、その王家相手にあの態度、あまりにも図々しく無礼ではないか。

　しかも腹が立つ事に、五人ともこちらには見向きもせず、レイオットやエレーナ、エアリスとばかり、それも取り繕ってはいたが、見るものが見れば実になれなれしい態度で話をしていた。

　まだ百歩譲って、レイオットやエレーナの言葉を自分より優先するのは許そう。立場としては二人とも自分より上に来るのだから。

　だが、このカタリナが口を開こうとしているのを無視して、エアリスに話しかけるというのはどういう了見か。しかも、この国の王太子相手に、たかが下民ごときが十年来の親友のような態度で接するとは！

　表面上は平静を保っていたが、内心ではあふれ出る怒りを抑えるのに必死であった。今までの人生で、これほどの我慢を強いられた事などなかったと言い切れるぐらいである。

「レイオットもレイオットです！　あんなどこの馬の骨とも知れぬ下げ賤せんな薬師をわたくしより優先するなど、あれが大国ファーレーンの王太子の態度ですか!?」

　支離滅裂な事を言い放ち、八つ当たりのように枕を殴りつけるカタリナ。

　実際のところ、カタリナが怒りを覚えている一連の内容も、傍はたから見ていれば言いがかりもはなはだしいものである。エアリスを優先も何も、カタリナは食事会の間、一度も自分から口を開いてはいない。それどころか、会話の流れを受けて発せられた問いを、綺麗に無視していたぐらいである。第一、なれなれしい態度で接していたのは王族側で、宏達はちゃんと一線を引いた態度で対応していた。人目のない、もしくは見られてもかまわない場所でならともかく、それ以外の場ではちゃんとわきまえているのである。

　だが、表面上はともかく、内面においては日に日に現実との乖かい離りが進んでいる様子が見受けられる彼女に、その手の事実を突き付けたところで全く意味がない。

「バルド！　あの愚か者達を、どうにか始末できないの!?」

「まあ、慌てない事です、カタリナ様」

　激情に任せて物騒な事を口走るカタリナを、その場にいた事すら分からないほど存在感の薄い男がなだめる。

　先のエアリスの神殿への帰還、その時に襲撃をかけてきた男同様、一瞬でも目をそらせば一切合切の情報を忘れてしまいかねないほど、個性だとか印象だとかいうものに乏しい男である。

「今動けば、我々にも疑いがかかる事は必定。それでなくとも、先のエアリス様の一件で、我々は目をつけられております」

「疑いが？　どうしてです？」

「神殿でエアリス様を襲おうとした男が、私にそっくりだったそうです」

「言いがかりもはなはだしいわね」

　聞く人が聞けば、お前が言うなと突っ込む事間違いなしの言葉を言ってのけるカタリナ。その言葉に深々と頷き、言葉を続けるバルド。

　最初から疑いがかかっている事も、法の不備をつけば大概は潜くぐり抜けられる自信がある事もおくびにも出さない。

「確かに、言いがかりもはなはだしい。ですが、人間とは思い込みの生き物。一度疑いを抱けば、それをぬぐい去るのは生半な事ではありません」

　バルドの言葉に、憎々しげに頷くカタリナ。自身の経験から、バルドの言葉を何一つ否定できないのだ。無論、彼女が思い込みで非難されている、などと思っている事の大半が自業自得か、そもそも悪く思われていないのに自分で勝手にそう思い込んでいるかのどちらかなのだが。
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「なので、しばらくは直接何かをする事は避け、彼らが馬脚を現すのを待つのが上策かと思われます。何なら、有象無象を誘導して、彼らがどうあっても粗相せざるを得ないように追い詰める方法も検討しますが」

「そうね。最近は随分動きづらくなっている事ですし、直接的な事は避けるとしましょう。バルド、詳細はあなたに一任します」

「かしこまりました」

　バルドの言葉にあっさり納得し、全てを丸投げしてくるカタリナ。

　その言葉を引き出し、内心でちょろいものだな、などとせせら笑うバルド。

　カタリナは確かに、教養豊かな女性ではある。国の内外問わず奇跡と謳うたわれるその美び貌ぼうも、いまだ発展途上のエアリスを除けば、姉妹の中では頭一つ抜けていると言っていい。公式の場での振る舞いは、間違いなく賢明な女性と評していいものである。

　だが、それでは彼女は有能なのか、と問われれば、間違いなく否である。一般的な意味で教養豊かな人間が、必ずしも人格的に優れているわけではない。彼女はその典型例とも言える。何よりカタリナは、学んだ理論と現実が食い違う場合、現実がおかしいと切り捨てるタイプだ。これではせっかくの教養も生きなくて当然だろう。

　表面を取り繕う事と言い逃れをする事だけは上う手まいが、それ以外の事にはまるで頭が回らない女で、おめでたい事に上手く言い逃れをした後、自分の評価は下がっていない、などと考えている人間を、間違っても有能と呼ぶ事はできまい。エアリスにやったように、人の目をかいくぐって抵抗する手段を持たない人間を徹底的にいじめる事には長たけていても、今回の冒険者達のように、ある程度自力で対処する能力を持つ相手と敵対するような能力はなく、何一つ深く考えずに、己の感情だけで汚れ仕事を部下に丸投げする。

　それでも失敗した時の結果を自分で背負うのであれば、それはそれで上に立つ者としては間違いではないあり方ではあるが、カタリナは自分は無関係だと責任逃れをし、どれほど明確な証拠があっても無関係なものが勝手にやった事にしてしまうタイプである。

　その美貌と王族というバックグラウンド、そして予備の予備とはいえ姫ひめ巫み女この資質を持つ、という要素がなければ、あっという間に孤立しているような女だ。

　最初にエアリス相手に行った裏工作が上手くいき、年齢一桁の子供にはあり得ない人格を大半の人間に信じ込ませる事に成功したから、たまたま今まで問題なくやってこれたのだが、今後エアリスが表に出てくれば、これまでの事全てが本人に返ってくる事は疑いのない事実だ。

（とはいえ、ここまで上手くいっていたのに、やつらが現れてから急に状況が悪くなったのは確か）

　もう少しというところまで進んでいた地脈の汚染が、たった一日で元に戻るどころか、前以上に清浄な状態で力を取り戻している。こんな事なら、無理やりにでもエアリスを仕留めておくべきだったと考えても後の祭り。

　確実を期すためにピアラノークの巣を確認しに行ったが、血統魔法による強力な防御によってバルドの手札では影響を与えられなかったため、そのままにしておいたのだ。持続時間自体は一カ月程度だという事もあり、それだけあれば全て終わっていたはずなのだ。

　エアリスを排除する、という点では、最善は直接殺す事だったのは間違いないが、残念ながら転移魔法と違い、城の中で直接攻撃魔法を使ってエアリスを手にかけると、たとえ時限式でやっても確実に術者を特定されて、言い逃れができなくなる。それに、ドーガとレイナは魔法抵抗こそ低いが、魔法防御は意外と高い。あの二人、特に範囲攻撃に対する防御に長けたドーガを排除しない限り、直接的な方法でエアリスを殺す事はできなかった。かといって暗殺に関して素人のバルドが、いくら子供といえども武器を使って殺すのは無理がある。暗殺者を雇うにしても、ドーガ達を出し抜くのは厳しい。

　ゆえに、失しっ踪そうという形をとった方が都合がいい事もあり、バインド魔法と転移魔法で罠わなにはめて、飛ばせる範囲の中で最も戦闘能力が高く、致命的な能力を持つ相手であるピアラノークにぶつけたのだが、よもや三日も経たたずに救出されるとは思わなかった。

　何しろ、事件の前に最後にピアラノークと冒険者が戦闘をしたのが半年以上前の話である。普通は救助の可能性など考えられない確率なのだ。

　いや、そもそも、二カ月ほど前のポイズンウルフの大発生、あの事件が彼らのせいで犠牲者なしで終わってしまった事が、ケチのつき始めだったのかもしれない。使われた毒消しの数は二百二十ほどだと聞くが、裏を返せば、上手くいけば最大で二百二十人、この城の戦力を削り取る事ができ、二百二十人分の瘴気で地脈を汚す事ができたはずなのである。いや、即座に回復するという毒消しの特性を考えれば、もっと犠牲者を増やせたかもしれないのだ。

　そう考えれば、もう二カ月前から、連中には煮え湯を飲まされ続けている事になる。

　挙げ句の果てにエレーナを完治させ、使っていた毒物を特定し、毒を盛るためのルートを全て潰されてしまった。警戒も厳重になってしまった今、種類を変えたところで毒殺などそうそう上手くはいかないだろう。

　上手くいけば運がいい、程度の考えで、今日の夜会でもエレーナとエアリス、そして冒険者達が飲む予定となっている飲み物には無味無臭の毒を混入させるつもりではいるが、まず対策を取られていると考えて間違いない。

（この女はそろそろ切るにしても、まずは連中を観察せねば話にもならんな）

　カタリナのように馬鹿正直に表に出しはしないが、腹にすえかねているのはバルドも同じである。

　今から巻き返すのは厳しいだろうが、可能性をつなぐためにも、まずは邪魔な冒険者どもを排除しなければならない。マイナスからのやり直しになるが、それでもせめて、エレーナとエアリスを何らかの形で仕留める事ができれば、たとえカタリナが処刑されても、一時的にとはいえここで姫巫女が断絶する。そうすれば、何もせずとも地脈が瘴気に侵おかされ（バルド達にとっては、浄化されるという認識なのだが）、いずれは目的を達成できるはずなのである。

　本心を言えば、今すぐにでもまとめて排除するために動きたい。

　それでもカタリナを制止して様子見をする事にしたのは、連中が関わってからの展開があまりにもきれいにこっちの計画を破は綻たんさせていった事が理由である。

　相手の事を理解せずに手を出すのは、あまりにもうかつに過ぎるだろう。

「とりあえず、カタリナ様。まずは今こ宵よいの夜会、あなた様の美貌で格の違い、というやつを見せつけて差し上げてはいかがでしょうか？」

「言われるまでもありません」

　不愉快そうに一つ鼻を鳴らすと、傲ごう然ぜんとバルドに答える。

　カタリナもバルドも知らない。彼女がこの方面においてさえ、完敗を認めざるを得なくなる事を。




　　　　☆




「皆のもの、忙しい中、よく集まってくれた」

　運命の夜会。その開始の一言を、国王陛下は高らかに告げる。

「今宵のパーティは、我が娘エレーナの快気祝いとエアリスの無事の帰還を祝い、二人の命を救うために大きな力となってくれた者達をねぎらうためのものだ」

　国王陛下の言葉に、場が微妙にざわめく。パーティの名目となっていたのは、エレーナの快気祝いだけだったのである。エアリスが行方不明になっていた事、つい一週間ほど前に帰還し、神殿で浄化の儀式を行った後、再び姿をくらませた事は聞き及んでいたが、よもや今日この場で公式の場に顔を出すとは、招待客のほとんどは思ってもいなかったのだ。

　エアリスの事に関しては、招待客の反応は真っ二つに割れている。

　よく恥ずかしげもなく王女面して帰ってきて、挙げ句の果てにのうのうと公の場に顔を出せるものだという反応と、少なくとも無事であった事に対しては素直に喜ぶ反応とだ。

　後者についても、姫巫女としてはともかく、まだ十歳の、それも王家の直系の姫君に何かあるなどという事は国家としては大事件であり、それが致命的な事態になる前に解決した事を喜ぶ反応がほとんどで、エアリス個人を認めているものではない。

　最近のカタリナの行状をよく観察している者達の中には、エアリスが生きて戻った以上、このまま続けさせた方がカタリナがやるよりはマシだろう、と考えている人物も少なからずいるが、それとてエアリス個人を認めているわけではない。

　ちゃんと浄化自体はできていたという実績と、噂うわさされているエアリスの人格とカタリナの実態とを比較すれば、噂どおりの人格でもなお、今のカタリナよりマシだと判断しているだけにすぎない。

　残念ながら、エアリス王女ではなくエアリスという少女の無事を本当の意味で喜んでいる招待客は、この場には皆無に等しかった。

「まずは、皆の者に心配をかけた当人達から、一言挨拶がある」

　そう言って合図をすると、奥から楚そ々そとした態度でエレーナが出てくる。

　まだまだ健康体というほど肉付きは戻っていないが、一時のような正視に堪えないほどのやつれ方はなくなり、その体からは年相応の生命力が漏れて見えている。この様子なら、さして長くかからず、元の健康な身体つきを取り戻す事ができるだろう。

「皆様、長きにわたり、御心配をおかけした事を謝罪いたします」

　凛りんとした張りのある声で会場中に最初の一言を行きわたらせ、一つ深々と頭を下げる。

　そのエレーナの挨拶を出待ちの扉の陰から見守りつつ、達也と真琴、春菜の三人は現時点の反応から、誰が比較的まともそうかを観察し、仕分ける作業に集中していた。

　空気に飲まれ気味の宏と、エアリスの緊張を解くために普段では考えられないほどの口数で話しかけている澪は、この状況では完全に戦力外である。

「しかし、カタリナ王女は派手だなあ……」

「本当にねえ。まあ、確かによく似合ってて綺麗は綺麗なんだけど……」

　そんな事を言いながら、春菜とエアリスに視線を向ける。

「何？」

「ん？　ああ、多分あんた達が出てきたら、みんな驚くだろうなあ、って思っただけよ」

　真琴の視線に不思議そうな表情を浮かべていた春菜に、とりあえず思うところを正直に告げる。

「それにしても、あんたは落ち着いてるわねえ」

「緊張してないわけじゃないけど、こういう場面はそれなりに経験があるし、それに後ろにフォローしなきゃいけない人がいるし」

　そう言って、この二カ月ずっとパートナーとして行動してきた男を見て苦笑する。謁見の時は割と堂々としていたのに、こういう状況には簡単に飲まれるあたり、よく分からない男ではある。

　もっとも、謁見の時にいた人達は、基本的には割とまともな方に分類される人物ばかりだったし、国王も王妃も側室の二人も、自分達に余計なプレッシャーをかけないように、周りを牽けん制せいする方向で視線や雰囲気で圧力をかけていた。多分、普通に謁見などやっていれば、宏だけでなく春菜達も半分使い物にならなくなっていただろう。

　今の自分の姿を最初に見た時、宏以外は呆ほうけるか硬直するかのどちらかであった。その時の様子から他のメンバーが大丈夫なのかなどと思ったものだが、状況が変われば変わるものである。

　因みに、宏が春菜の艶あで姿すがたに全く影響を受けなかったのは、天敵相手に見とれたりしたら終わるから、という、春菜の側からすれば微妙に泣きたくなる理由からだ。いかに現状、互いに一切恋愛感情らしきものを持っていないとはいえ、あんまりにもあんまりな言い分である。

　とはいえ、まともな時とヘタレて見える時の状況の違いが、いまだにいまいちよく分からない。エアリスを連れて城に侵入しようとした時はまあ、専門外の事をやらされて腰が引けていた感じだから分からなくもないのだが、時折どうでもいい、しかも女性が絡んでいるわけでもないような事で、異常にヘタレた行動をとる事がある。専門分野として判断できる時ほどとは言わないが、せめて明らかな嘘に踊らされておたおたするのはどうにかならないか、と思う事はある。

　何にしても、宏が最初の想定よりはるかに使い物にならなくなりそうである以上、春菜が落ち着きをなくすわけにはいかない。そもそもこういうシーンは、緊張した時こそ堂々とすべきなのである。それができない人間がいる以上、できる人間はより一層頑張るしかないのだ。

「そろそろ、エルの出番」

「は、はい」

「がんばれ」

　澪に励まされ、むんと気合いを入れて胸を張って背筋を伸ばし、真剣な表情を浮かべて会場に入っていくエアリス。その瞬間、会場が水を打ったように静まり返る。

「皆様、この度は本当にご迷惑をおかけしました」

　会場の隅から隅まで、可か憐れんな澄んだ声が沁しみとおる。

　その言葉が終わると同時に、無礼にならないようにゆっくりと、深く深く頭を下げる。その姿に、会場中が飲まれた。まだ十歳の少女の姿に、カタリナでさえ、国王や王妃でさえ霞かすんでしまう。

　現れたエアリスは実に美しく、清楚で、気高かった。




　　　　☆




　ところどころ拙つたない言い回しがありながらも、心からの言葉を切々とつづるエアリスを、招待客は呆ぼう然ぜんと見守っていた。演技かもしれないとはいえ、壇上で言葉を続けるその姿は、少なくとも最悪と噂される姫君のイメージとは、かけらたりとも重ならなかった。

　涙をこらえながら自身に絡む陰謀に巻き込まれて命を落とした者達の事を謝罪する彼女を見て、人を人とも思わぬ残酷で酷薄な姫君だという印象を抱き続けるのは難しい。仮に演技だとしたら大したものだが、言葉に込められた熱が本物だと思える以上、多少演じている部分があったところで、語る内容が全て嘘という事もあるまい。

　噂と違う点は、もう一つあった。

　噂どおりならエアリスの容姿は、内心を写したかのように醜しゅう悪あくで酷こく薄はくであるはずだ。だが、壇上にて切々と想いを訴える少女は、まだまだ幼く完成された美貌とはいえないまでも、幼いなりに可憐で気高く、神秘的な美しさを誇っていた。

　髪や瞳ひとみの色、顔立ちなどから、彼女が国王と王妃の直系である事は疑う余地もないが、その容姿は醜いなんて評価とはほど遠い。同じ年頃だった頃のカタリナ王女も神秘的であるか華やかであるかの違いはあれど、今のエアリスのように幼いながらも可憐で気高い美しさを誇っていたのだから、あと五年もすれば誰もが認める美姫になるであろう。

　カタリナはそんな妹の様子を、そして、妹をそう評価する人間が時間とともに増えていく会場を、表面は平静に、その実内心怒りで猛たけり狂いながら、無関心を装って観察し続けていた。

（まったく、忌いま々いましい）

　エアリスが身にまとっているのは、パーティドレスではなく巫女としての正装である。

　普段見る事がないその衣装は、彼女の清楚で気品あるたたずまいを引きたて、より一層神秘的な印象を強くする役目を果たしている。

　カタリナがどれほど渇かつ望ぼうしても身にまとう事がかなわぬその衣装を、当たり前のように着こなしている事がまた腹立たしい。せめて、服に着られている感じが少しでもあればまだ留飲も下がろうが、板についているという評価はできても、間違っても服に負けているなどとは言えない。プライドがあるからこそ、言えない。

「どうやら、終わったようですな」

　再び深々と頭を下げたエアリスを見ながら、バルドが温度を感じさせぬ声で呟つぶやく。

「あの連中が出てくるようね」

「お手並み拝見、といったところでしょうか」

　その言葉が終わらぬうちに、王の言葉に従い五人の男女が入って来る。三人目に入ってきた、少女を卒業しかかったぐらいの年頃の女性の姿に、再び会場内が飲まれる。今度はカタリナも、そしてバルドも例外ではいられなかった。

　三人目に入ってきた春菜は、マーメイドスタイルの露出が少ない、シンプルな青いドレスを身にまとっていた。長い黄金色の髪をあえてそのまま背中に流し、これまた実にシンプルなイヤリングとネックレスだけで身を飾ったその姿は、飾り気が少ないからこそ、素材の突出した美しさが引き立っていた。

　普通、彼女の体型なら、同じマーメイドスタイルのドレスでも胸元や背中がある程度大きく開くデザインにするものだが、彼女のドレスはせいぜい肩が露出している程度で、肌が見える場所は圧倒的に少ない。だが、それゆえに秀でた美しいボディラインがよりいっそう強調され、なまじ露出しているよりも強烈なエロスを感じさせる。

　そのくせ、ドレスの青と当人が身にまとう物静かで理性的な雰囲気が、それだけ強烈なエロスを感じさせながらも性的な目で見る事を憚はばからさせ、知性を感じさせる穏やかな青い瞳が、彼女がそういった誘いに容易たやすく乗るような人間でない事を雄弁に物語る。

　全てを一言で言うなら、高たか嶺ねの花。その秀でた姿で人々を惑わしながらも、決して誰の手にも触れさせない気高き孤高の一輪。

　彼女の姿を見た、普段を知っている人々の感想は「化けたな」で一致していた。

　彼女の前後に出てきたそれぞれに魅力的な二人の女も、いや、それどころか会場中にいる全ての女が、その存在感の前にかすむ。唯一並び立つ事が許されたのは、同じくその神秘性で圧倒的な存在感を見せつけたエアリスだけであった。

　女だけではない。美男美女があふれるこの会場で、そこに埋まい没ぼつしないだけの容姿を誇る達也が、ものの見事に空気となっている。

　宏のようなただダサいだけの田舎者は、視界にすら入っていないだろう。

「何よ、あれ……」

　今や数少ないよりどころとなった美貌、それすらも妹とどこの馬の骨とも知れぬ女、その二人に蹂じゅう躙りんされ、震える声で呟くカタリナ。誰も彼も春菜とエアリスばかりを見ていて、代表でごく短い挨拶をしていた達也の事など見てもいない。

　正直、この状況で春菜以外がどんな粗相をしたところで、誰一人気がつきはしないだろう。何しろ、春菜が少し身じろぎをするだけで、周囲から息をのむ声が聞こえるのだ。軽く目が合うだけで動きが止まり、その穏やかながら全てを見透かすような瞳で見つめられれば、腹に一いち物もつある者はみな慌てて眼をそらし、だがすぐに彼女に視線を奪われる。

　会場は、ある意味において春菜の思うとおりにコントロールされていた。

「さて、本日はエレーナの体調の事もあるので、ダンスはなしという事になる。その代わりと言ってはなんだが、ハルナ殿が一曲披露してくれると言っていた。聞くところによると、彼女は相当な名手だそうだ。頼んでいいか？」

　乾杯を終え、あとは自由に歓談を、というところで、国王がそんな事を言い放つ。その言葉に対し優雅に一礼し、返事を返す春菜。

「拙い歌でよろしければ、喜んで。どのような曲をお望みですか？」

「そうだな。貴殿の故郷で歌われている、喜びの歌を」

「かしこまりました」

　王の言葉に一礼し、上品ながら堂々とした態度で前に出る。

「正確には私の故郷とは違う国の歌ですが、年の終わりにたくさんの人で歌うなど、ある意味において故郷に根付いた歌を歌わせていただきます」

　そう言って、一つ大きく息を吸い込むと、春菜は朗々と歌い始めた。

　とあるクラシックの名曲。日本でも年の瀬に全国各地でこの時だけの声楽隊が結成され、無事に年の瀬を迎えた事を祝って歌う光景が当たり前になった、そんな一曲。
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　本来なら複数で歌ってはじめて様になる曲を、彼女はアカペラで力強く歌った。

「……っ！」

　その声が耳に入った瞬間、カタリナとバルドは同時に、言いようのない不快感を覚える。

　余程感受性が摩ま耗もうしている人間でも、素晴らしい事だけは理解できるであろう歌。この場にいるほとんどの人間が、先ほどとは違う意味で息をのみ、その素晴らしさに酔いしれる。

　本来ならタイトルのとおり、全身を歓喜が包むであろうその歌が、カタリナとバルドを苦しめる。

　春菜が喜びの歌を歌い終えた時、二人は表面を取り繕う事すら難しいほど消耗していた。いや、二人だけではない。バルドが長年をかけて取り込んだ貴族や官僚、使用人などが、軒並み脂汗をかいて荒い息を吐いている。壁際に待機していた使用人の中には、意識を失い倒れている者すらいる。

　共通点はバルドによって洗脳され、大量の瘴気を身に蓄えている事だろう。そこから出される結論など、一つしかない。

「女神の、力、だと……？」

　周囲に合わせて力のない拍手だけをどうにか返し、愕がく然ぜんとした声で呟くしかないバルド。その呟きは、万雷の拍手にかき消されて、カタリナにすら届かない。

「あの女、味な真似を……」

　取り繕っていた態度をかなぐり捨て、思わず春菜を睨にらみつける。その視線を感じてか、バルドに対して柔らかな笑みを浮かべる春菜。

　何も考えずに殴りつけたくなる衝動を必死に耐え、仕込んだはずの毒が効果を見せるかどうかに注目する。さすがにすぐに影響が出る種類の毒物ではないが、あれだけのエネルギーを使って歌を歌った以上、多少は影響が出るはずである。

「……やはり、対策ぐらいはしているか」

　カタリナを除く王族と普通に歓談しながら、勧められたものを特に警戒する事なく口にする様子を見て、この場での敗北を認めるバルド。予想以上に深いダメージを受けた今、さすがに彼らがぼろを出すように誘導するのは難しい。ちょっかいを出そうにも、地味に王族のガードが堅く、下手な真似をすれば藪やぶをつついて蛇へびを出す事になる。

「ハルナ様、おねだりをしてよろしいですか？」

「何でしょうか？」

「少しでも皆様に楽しんでいただくためにもう一曲、今度は明るく楽しい、童謡のような歌をお願いしてよろしいですか？」

「喜んで」

　先ほどとは違い、年相応の子供のような態度で可愛らしいおねだりをするエアリスの頼みを、笑顔とともに二つ返事で了承する春菜。

　その言葉が聞こえたバルドの背筋を、冷たいものが走る。

「カタリナ様、引き揚げましょう」

「……どうして？」

「もう一曲、だそうです」

　バルドの言葉に青ざめる。見ると、先ほどの歌でダメージを受けた人間は、歌が終わってすぐに引き揚げている。

「腹立たしいけど、どうにもならないようね……」

「残念ながら、普通の人間にとって素晴らしい歌である事自体は、我々ですら否定できません」

　凄すさまじい敗北感を抱きながら、急に体調を崩したと言ってさっさと引き揚げる。

　ちょうど会場から脱出したところで歌が始まり、追加ダメージに崩れ落ちそうになりながらもどうにか安全圏まで逃げ切る。

「あの女、どんな手を使ってでも排除しなければいけないようね……」

「そのようですね……」

　もはや目的がどうとか、そんな事に構っていられない。あの春菜という女を排除しなければ、自分達の命が危ない。皮肉にも敗北のダメージによって、彼らの結束は固くなるのであった。








ファーレーン編　十六話






「それまで！」

　つばぜり合いを続けていた宏ひろしと騎士の一人が、ドーガのその一声で力を抜いて距離を取る。

　時間ができたので、宏は現在、戦闘まわりの課題解決のために騎士団の訓練に強制的に参加させられていた。

「二十人連続で引き分けか」

「やっぱ、まともに鍛えとる人にゃ、どう頑張っても通用せえへんなあ」

　ユリウスに告げられた結果に、苦笑しか出ない宏。

　実際、騎士団の中でも精鋭が集まっているこの部隊には、宏の攻撃能力は全く通用しなかった。

　とはいえ、騎士達の方も、今回の結果は心穏やかに居られるものではない。

「ヒロシ殿、あなたは本当に職人なのですか？」

「正直、まるでドーガ卿を相手にしているような、いや、それ以上の硬さを感じました」

「いや、ちゅうても壁役以外は素人に毛が生えた程度やで？」

「それ自体がそもそもおかしいのです！」

　近衛騎士の一人が発した言葉に、意味が理解できずに首をかしげる宏。役割分担を考えると、壁役がアタッカーとしては素人同然でも、それ自体は不思議でもなんでもないのではないか？

「普通は、攻撃の対処方法を覚える過程で、自身の攻撃まわりの技もそれなりに充実するものじゃがのう？」

「スマッシュ一本であれだけ立ち回れる人間は、そうはいないぞ」

「おっちゃんとかユーさんかて、やろう思えばそれぐらい平気でできるやん」

「今回はお前に合わせただけだ。それに、お前の防御力相手にこんな訓練用の剣で挑んでいては、どんな大火力の技でも意味はない」

　ユリウスにあっさり切り捨てられて、納得がいかないという表情を浮かべる宏。

「いろいろ思うところはあるじゃろうが、お主はまず、自分の事をもうちっと正確に理解した方がいいぞ」

「正確に、っちゅうてもなあ……」

「難しく考える必要はない。要は、防御に関してだけは、ドーガ卿に匹敵する、というより部分的に上回っている、と考えればいい」

　以前、真ま琴こととも似たようなやり取りをしたなあ、などと思いつつも、宏に自分の実力を自覚させる事に全力を注ぐユリウスとドーガ。

　とはいえ、ファーレーン最強のユリウスと互角以上の実力とまでは思っていなかっただけで、真琴にはもう少し自覚があった。正直なところ、何をどうすれば実際の実力と自身の自己認識がここまで食い違うのか、戦闘畑を歩いてきた彼らには理解できない。

　が、理解できないなどと言っていてもはじまらない。

　まずは、練習用の模造剣とはいえ、ただの服しか着ていない人間が、鍛え上げた騎士が放つ鉄の塊による本気の一撃をまともに食らって、「あいたっ！」の一言で済ませられる事がそもそもおかしい、という事を理解させなければならない。同じ条件だと、ドーガですら打撲ぐらいにはなるし、普通はヘタをしなくても骨折ぐらいはする。

　なぜ普通の服しか着ていないのかというと、訓練用の防具を着せたらあからさまに動きが悪くなったからだ。どうせ以前のような状況になると防具なしで戦うのだからとユリウスが言い出し、手加減のエンチャントがかかっているから大きな怪我はしないだろうと言うドーガの言葉もあって、そのまま普通の服で模擬戦をやる事になったのである。

　それに、それなり以上の魔力を持つ相手が放った大魔法を、発動もさせずにレジストして潰つぶすような魔法抵抗の持ち主は、世界中どこを探してもいないはずだ。これは事実上、エルフやドワーフのような異種族も含めた、いわゆる人類が放つ魔法ではダメージを与える事はほぼ不可能だ、という事を意味する。この二つの条件を考えれば、並の手段ではこの男を殺す事はできない、と考えた方がいい。

　もっとも、それ以上に中堅どころの冒険者と互角以下の攻撃能力しかないというマイナスは無視できない要素だ。何しろ、防御面の異常でごまかせなくなった瞬間、後ろにいるであろう春はる菜な達に攻撃が集中し、じり貧になるのが目に見えている。火力まわりを短期間で強化する方策が思いつかない以上、まずは張り子の虎である事を悟らせない手段を教え込む必要がある。

「とりあえず、まずは武器をどうにかしろ。お前が使っている手斧おのやスコップも悪いものではないが、いささか軽すぎる」

「ちゅうてもなあ。材料も作る時間も微妙なところやし、大体、何持てばええん？」

　宏の質問に、二人して考え込む。一部の大型武器を除く代表的な武器の扱いを確認した感じ、重量武器以外で様になっているのは短剣とスコップのみ、後は素人同然だった。その様になっている武器とて、とりあえずバーサークベアぐらいまでは問題なく、ピアラノーククラスまでは一応通用するが、スマッシュ以外の攻撃系の技を持っていない事を考えると、とても十分とは言えないレベルだと結論づけるしかない。

　その中であえて良し悪しを評価するなら、斧と鈍器の扱いが若干他のものより上う手まい、という印象がある。時間が足りない事も考えるなら、そこからスタートでいいだろう。

「無難なところでは、両手斧かのう」

「それも柄えが長くて重いもの……。そうだな、ポールアックスなんかが妥当だろう」

「もしくは斧ではなく鈍器、ヘビーモールあたりを振り回すか、じゃ。どちらにせよ、お主なら盾などなくても致命傷を食らう事はあるまいし、少しでも威力のあるものを使うことじゃ」

　ドーガとユリウスが、二人揃そろって厳いかつい大きさと重量を持つ武器を勧めてくる。

　どちらもゲームでは取り回しの悪さと攻撃速度の遅さ、過剰な重量などのマイナス要素から、当ればすぐにけりがつくだけの破壊力がありながらいまいち不人気だったものである。余程の筋力と慣れがなければ、当たるかどうかに関係なく振った後、派手に体勢が崩れ、いいように殴られてしまうのだから、不人気なのも仕方がない。

　因ちなみにモールというのは、長い棒の先が大きな鉄球になっているものをイメージしてもらえればいいだろう。先に棘とげをつければ、モーニングスターと呼ばれる武器の一種になる。最大の売りは振り回す時に向きを考えなくてもいい事だという、武骨さと野蛮さではありとあらゆる武器で一、二を争う、実に原始的な得物である。

「簡単に言うてくれるけどなあ、どっちも厳ついぐらい取り回しが悪いやん。空振ったあとが怖いんやけど」

「何、少し振り回せばそこらへんのコツはすぐ分かるじゃろう。そもそも儂わしなんぞ、あの大槍で派手に空振りするぐらいじゃぞ？」

「いや、本職のおっちゃんにそれ言われても……」

「まあ、一度振ってみる事じゃ。駄目そうならそれはそれで、適当によさげな武器を考えればよかろう」

　そうドーガに言い含められ、とりあえずしぶしぶながら武器の中でも屈指の重量を誇るその二つを試してみる事にする。

　なお、長柄の武器で攻撃力を補強するのならハルバードでもいいのでは？　という意見もありそうだが、ああいう多機能な武器の扱いは、習熟するのに時間がかかる。それに、複雑な形状ゆえに穂先がなかなかの重さであり、取り回しが悪いという点ではポールアックスやヘビーモールといい勝負である。これを使わせるなら、柄の短いグレートアックスあたりを使った方が、宏の持つスキルを活かせる分いくらかましだろう。

「さて、さすがにそこらへんの武器は在庫が少なくての。今取りに行かせておるから、他に気になる点を潰しておくかの」

「気になる点？」

「うむ。一番気になるのは、二十戦もやっておきながら、結局模擬戦に慣れた様子がなかった事じゃが、まあそれは置いておこう。先ほどから見ていて気になっておったんじゃが、攻撃に対して自分から当たりにいく事があるのはどうしてじゃ？」

　ドーガの、自分から当たりにいく、という表現は正確ではない。

　正確に言うならば、明らかにビビっているくせに、相手の攻撃モーションを見るとどういうわけか自分から前に出ていく、というのが正しい。

「あ～、それか」

「うむ、それじゃ。勇敢に前に出るのは必ずしも悪い事ではないが、いろいろな意味で危なっかしいにもほどがあるぞ」

「別に、勇気を振り絞って前に出てるわけやなくてなあ……」

　一見、攻撃に向かって自分から突っ込んでいくのは勇気が必要な事に見える。だが、宏はそれを全否定する。その考え方に興味を持ったのか、ドーガではなくユリウスが先を促うながす。

「勇気を振り絞っているのでないというのは、どういう事だ？」

「単純な話でな。どうせ逃げても痛い目見るんは変わらへんから、自分から殴られに行った方がダメージ少ななる、っちゅう経験則で突っ込んでいってるだけやねん。なんちゅうか、英雄相手にビビって突っ込んでいく雑魚みたいなもん？　言うたら、破れかぶれになってんのと変わらへん」

　宏の言葉に、なんとなく納得する二人。

　確かに、力量が圧倒的に上だと分かる相手と相対した時、恐怖に負けて無策で突っ込んでいく人間は珍しくない。ただ、総合的に見て同格以下にすらそれをやるというのは、さすがに憶病が過ぎるのではないかと思わなくもない。とはいえ、竦すくんで動けなくなるよりはマシだとも言えるため、そこは突っ込まない事にする。

　実のところ、春菜がバーサークベアに襲われていた時、彼女をかばって前に出たのは、別段義ぎ侠きょう心しんだの正義感だの勇気だのという理由からではない。春菜を見捨てたところで、バーサークベアから逃げられる自信がなかった、それだけの事である。

　何しろバーサークベアの習性ときたら、一度目に入った人間サイズの生き物は、全部殺しつくさなければ気が済まないのだ。足の遅い宏の場合、春菜の死体という餌えさがあったところで、自分が殴られるのは早いか遅いかの違いでしかない。逃げた場合はどう転んでもただでは済まない以上、痛い事は早く終わった方がありがたい、という理由で自分から殴られにいっただけで、同級生を助けて恩を売ろう、とか、見捨てるのは気分が悪い、とか、そんな真っ当な思考は一切なかった。

　ピアラノーク以後も、基本的には自分が殴られずに済む選択肢がないから、なんて理由で積極的に前に出ていただけで、ジャイアントスパイダーのように不意打ちによる一撃で仕留められる時を除けば、基本的に逃げられる、もしくは誰かに押し付けて問題ないケースでは、どれほど弱い相手であっても普通に戦わずに逃げている。

　そんな男だから、当然戦闘技能を磨く事に積極的なわけがない。

　さすがに今のままではまずいとはぼんやりと思っているが、戦うための技を覚える事にどうしても抵抗があるのだ。まだゲームなら気楽に覚えようかという気にもなるが、これは現実である。

　このままやりたくない事をずるずるとやらされる羽目になりそうで、どうにも気合いが入らない。

「まあ、とりあえず攻撃まわりは置いておくかの。武器が決まらねば、教えられる事もほとんどない」

「そうですね。となると、前衛としての防御関係、ですか」

「うむ。フォートレスは後回しにするとして、まずはアウトフェースとアラウンドガードか？」

「そんなところでしょう」

　とりあえず、範囲攻撃の潰し方と相手の注意の引き方を仕込む事にする二人。

　宏の場合、肉体のみでの防御力が金属鎧よろい装備の騎士を上回っている節がある上、ワイバーンレザーアーマーという、ソフトレザーアーマーのくせに下手なフルプレートより防御力が優秀な鎧を持っている。さらに防御力を上げる技など、今すぐにがつがつ鍛える必要はあるまい。

「とりあえず、まずはアウトフェースからじゃ。一度やってみせるから、よく見ておけ」

　そう言って、一発気合を入れるドーガ。

　次の瞬間、あたりに物理的な圧力すら感じさせるほどの威圧感がまき散らされ、発生源であるドーガの姿を、まるで小山のような大きさに錯覚させる。逃げられない。あれをどうにかしなければ、自分達が死ぬ。そんな恐怖に駆られ一歩前に出て、本能に押されてドーガに襲いかかろうとし、すんでのところで踏みとどまる。

　威圧感はまだまだ続いているが、あんなものはこけおどしだ。本当の恐怖は、こんなものではない。宏の中の何かがそうささやき続け、もっと怖かったあれこれが脳裏を駆け抜ける。どれも物理的な恐怖という観点では今より劣るが、精神的な恐怖は比較にもならない。

　ある一件など、命の危機という意味でも今より圧倒的に上だ。そんな過去の記憶のおかげで、最初に恐怖を感じてからミリ秒以下の時間で自分の心を立て直す事に成功する宏。

「ふむ、不発か。なかなかの根性じゃの」

「いや、ごっつ怖かったで？　ごっつ怖かってんけど、よう考えたら、チョコレートに比べたら何ぼのもんでもない、いうんが分かってなあ」

「チョコレート？　なんじゃそれは？」

「食べもんやけど、まあ気にせんといて」

　本格的に女性恐怖症になった事件と、その直接の原因となった菓子を頭に思い浮かべ、冗談ではすまないほど青ざめながら身ぶるいをする宏。

　その様子から、一服盛られでもしたのかと、当らずとも遠からずな事を考えるドーガとユリウス。

「まあとりあえず、アウトフェースがどんな技か、理解できたか？」

「そこはまあ、問題なく」

「ならばコツを教えてやるから、まずはそれらしい技が発動できるように練習しろ」

「了解や」

　この後何度も気合いの声を発しながら威圧の仕方を練習し、とりあえず最低限それらしい技を発動できるようにはなった宏。精神力の影響を受けるアウトフェースの仕様ゆえ、初めて技が発動した時は洒落にならない威圧感を放出する羽目になり、ドーガとユリウスですら一瞬身構えて本気の殺気を放ってしまい、いろんな意味で周囲を怯おびえさせたのはここだけの話である。




　　　　☆




「さすが世界一古い国の書庫。ものすごい蔵書の数だな」

「これだけあると、どこから手をつけたらいいのかが……」

　ウルス城の書庫は、まさしく本の海であった。この日、書庫の調査を割り当てられた達たつ也やと春菜は、その膨大な蔵書量に、思わず途方に暮れたように言葉を漏らす。

　正直、人海戦術でどうにかしたいところだが、残念ながら真琴と澪みおはエアリスの護衛兼教師として、懐かい剣けんでの身の守り方を指導中である。

「このぐらいで驚いていては、いけませんぞ。ルーフェウスの大図書館は、それこそこの城と互角の規模の建物に、所狭しと書物が詰め込まれているのですからな」

　心底途方にくれたような達也と春菜の台詞せりふに、宮廷魔導師の長であり司書長でもあるモルト卿が、笑いながらそう教えてくれる。

　その言葉に、うへえ、という表情を隠す事ができない二人。

「それで、冗談抜きでどこから手をつけようか？」

「そうだな。春菜はこっちに来てからの事で、気になる事は？」

「いろいろあるけど、やっぱり知られざる大陸からの客人がらみかなあ。あと、明らかにそこらへんに噛かんでる感じだったから、アルフェミナ様、というより、こっちの神様がらみの資料も」

「なら、俺は歴史をあたってみるか。そっちにヒントがあるかもしれないしな」

　とりあえず、まずは当たり障りのないところから調査を開始する事にする二人。

　幸か不幸か、二人とも本を読む事自体は苦にならない。ただ、こちらの書物が自分達にとって分かりやすいものなのかどうかは何とも言えないところだし、さすがに本といえども論文のような硬い文章を長々と書いてある類たぐいのものは苦手である。

「それでは申しわけないのですが、私は職場に戻らせていただきます。何かございましたら司書の者にお願いします。禁書庫に入りたいのであれば、誰か人を私の方によこしていただければ、すぐに対処いたしますので」

「はい。ありがとうございます」

　好こう々こう爺や然とした態度で仕事に戻る事を告げたモルト卿に、春菜が礼を言って一つ頭を下げる。その様子に目を細めながら、達也と話をしていた司書に何やら告げ、挨拶をしてから出ていく。それを見送った後、達也と同じく司書に書棚の位置を確認し、何冊かの本を手に取る春菜。

「……」

「……」

「……まだ一冊目だから判断するのは早すぎるけど、思ったより情報が少ない気がするよ」

「……奇遇だな。こっちも案外大雑把な感じだ」

　外れ、とまでは言わないまでも、正直当てになる情報ではなさそうな感じだ。何しろ、ほとんどおとぎ話のような内容である。実在したはずの人間や史実のはずの出来事を書いているはずなのに、はっきり言って到底そうは思えない文章が続いている。

「今回調べたい事とは直接関係ないんだが……」

「どうしたの？」

「建国王の伝承、事実か神話としてねつ造したものか判断に困るんだよなあ……」

　達也の言葉に興味をひかれ、本を借りてざっと斜め読みをする春菜。

「一太刀で千を超えるワイバーンの群れを殲せん滅めつした？」

「他にも一騎で十万を超える軍勢を止めたとか、邪神の眷けん族ぞくの魔法を食らって無傷だったとか、いろいろすごい事が書いてあるぞ」

「確かにこれは、判断に困るよね」

「だろう？」

　春菜の感想に、苦笑しながら達也が相あい槌づちを打つ。

　正直、元の世界だったら荒こう唐とう無む稽けいの一言で片がつくのだが、こちらは『フェアクロ』もどきの異世界である。ここまで酷似していると、さすがに邪神の眷族の魔法はともかくとしても、ワイバーン千匹を一手で始末する事自体は不可能とは言い切れない。

　運営イベントでの話だが、ワイバーンおよびその同格のモンスターの群れ約五百ほどを、実際に剣技のエクストラスキル一回でほぼ殲滅してのけたプレイヤーがいたのだ。

　その時の様子から、一太刀というのは誇こ張ちょうでも、ワイバーン千匹を一人で瞬く間に殲滅した事自体は事実である可能性が結構高い。

　十万を超える軍勢を止める、に至っては、宏に広域挑発を極めさせて、地形を選んで突撃させればまず間違いなく成功させるであろう。本当にゲームのとおりの強きょう靱じんな肉体を持っているのであれば、普通の一兵卒レベルの火力で宏を殺しきるのはほぼ不可能だと安易に想像できる。

「とりあえず、建国王の事は横に置いておこうよ。神話でも事実でもどっちでもいいし」

「まあ、そうなんだがな」

「もうちょっといろいろ読まないと、正直まだ何とも言えない感じ。ただ、一冊目の段階で一つ、微妙に当てが外れたっぽい事があるんだけど、聞く？」

「当てが外れた？　どういう事だ？」

　微妙に困った感じの表情をする春菜に、何とも言えず嫌な予感がする達也。

「えっとね、どうも知られざる大陸からの客人って、全員が全員日本人でもゲームのプレイヤーでもないっぽいんだ」

「はあ？」

　予想外の言葉に、思わず驚きょう愕がくの声を上げてしまう達也。どうにか小声の範囲にはとどまっていたが、もう少し声が大きく、利用者が多ければ危ないところであった。

「記録に残ってる一番古い知られざる大陸からの客人って、どうも黒人系の人だったらしいんだ」

「だが、それだけだったら、日本に来てる黒人系の人がゲームをやってて巻き込まれた、という可能性もあるぞ？」

「それがね、当時のウルスを見て、文明の発展度合いに驚いてたそうなの」

「……」

　その言葉に、ものすごく嫌な予感がして黙り込んでしまう達也。

　春菜が言った言葉が本当に事実だったのであれば、最低ラインが先進国と一切関わりあいを持っていない部族という事になる。下手をすれば、地球の時間で数百年単位の昔にこちらに迷い込んできた人間である可能性すらある。

「考えてみれば、そもそも神隠しなんて古今東西、世界中で枚まい挙きょに暇いとまがないほどの事例があるんだから、必ずしもゲームのせいでこっちに飛ばされてくるとは限らないんだよね」

「春菜は、そういうのを信じる口か？」

「昔は半信半疑。今は自分がそういう立場だから、絶対あり得ないとは思ってない」

　真面目な顔で言い切る春菜に、言われてみればと納得する達也。

　神隠しの大半は誘拐か死体が出ていない遭難の類だろうとは思うが、自分達の立場を考えるに、いくつかは実際に別の世界に迷い込んだ事例が混ざっていてもおかしくはない。

「まあ、結論を出すにはちょっと早いから、もう少し本を読んでみる」

「こっちもそうするか。歴史書からだと元の世界に帰るヒントは難しそうだが、この国に起こってる事については何か分かるかもしれん」

「そうだね。そっちも、と言うよりそっちを先に何とかしないと、下手に他よ所その国に行くのもまずい事になりそうだし」

　自分達のややこしい立場を考えると、元の世界に帰る方法が見つかったからといって、はいそうですかとすんなり帰らせてもらえるかどうかは怪しい。少なくとも、カタリナとその腰こし巾ぎん着ちゃくをやっている謎なぞの男をどうにかしない限りは、最低限の身の安全すらおぼつかないのだ。

「で、それについては何かヒントはあるの？」

「神殿に出てきた男、地脈を瘴しょう気きで汚す事を浄化って言ってたんだろう？」

「うん」

「つまり、アルフェミナ神殿の考え方とは逆なわけだから、対立する宗教が候補だな。手法が確立してるところを見るにそれなりに歴史はあるだろうから、形は違えど似たような事件を起こしてるはずだ。それに、ドーガのおっさんが言っていた、ケルベロスを召喚してた連中、ってのに心当たりがないでもない。ま、こっちはゲームの時の話で、このあたりの資料を読んでて思い出したんだがな」

「確かに歴史を調べればそういう話は出てきそうだけど、それって詳細は禁書庫の分野じゃないかな？」

　春菜の突っ込みに一つ頷うなずく。もっとも、いきなり禁書庫に行くのは逆に効率が悪い。少なくともいつの時代にどんな事件が起こったのか、それはどういう集団によって起こされたのか、という点は調べておかないと話が進まない。

「禁書庫に行く前に絞り込みをしとかないとな。おおっぴらにできない種類の歴史書を片っ端から読むとか、いくらなんでもリスクが大きすぎる」

「なるほど、了解。私の方はまず、今までの知られざる大陸からの客人関連を整理しとく」

「そっちは任せた」

　雑談で方針を決め、メモ用紙を片手にこれはと思った本を片っ端から開く。時にはお互いの本を交換してデータを確認しあい、メモの内容を充実させていく。

「そろそろお昼ですが、どうなさいますか？」

「もうそんな時間？」

「そうだな、一いっ旦たん切り上げて、飯を食いながら報告にするか」

　司書に声をかけられ、一息入れる事にする二人。

　さすがに初日から根を詰めすぎだという意識がなくもない。

「じゃあ、一旦宏君と合流して……」

　そう言って腰を浮かせたところで、春菜の脳の片隅に妙な感覚が引っかかる。

「……ん？」

「どうした、春菜？」

「どう言えばいいのかな？　こう、何かが自己主張してるみたいな感じが……」

「自己主張？　どういう事だ？」

「分かんない。ちょっと、集中してみる」

　そう達也に告げ、脳の片隅に引っかかる妙な感覚に意識を集中する。

　明らかに外部からの干渉。ただし敵意がある類のものではない。危険があるかないかは現段階では不明。その違和感の出所は……、

「禁書庫の方から、かな？」

「禁書庫？　あそこは魔法的な封印もされてるんだよな？」

「はい。私では一時開放もできない強さで封印されていますね」

　司書の言葉に難しい顔をする達也。微妙に不安げな表情を浮かべる春菜。

　この状況、間違いなく不自然だ。経験則から言うなら、まず間違いなく碌ろくな事にならない。

「とりあえず、今は考えるのをやめてご飯に……」

　問題を先送りにしようとそう提案しかけた春菜を、彼女に訴えかけている何かが自己主張を激しくして話を続けさせようとする。

「ああ、もううるさいなあ！」

「本当に何か感じてるのか？」

「この状況でそんな嘘をつくのって、ただの痛い子だよ……」

「そりゃそうか。まあ、その様子じゃ禁書庫に入らない事には話にならないな」

　面倒な事になった、という表情を隠そうともせずに言う達也に、力なく頷く春菜。

　そんな様子を見た司書が、大急ぎでモルト卿を呼び出してくれる。

　その的確な対応に感謝しながら、あまりに激しい自己主張に頭を抱える春菜であった。




　　　　☆




「なにやら大変な事になっていると聞きましたが……」

　本気で急いで来てくれたらしく、モルト卿が書庫に現れたのは、司書が通信で呼び出してから五分も経たっていなかった。

「春菜が、何か禁書庫の方で自己主張してる、と言い出してな」

「それは本当ですか!?」

「さっきからこっち来いこっち来いって、うるさくて……」

　春菜の憔しょう悴すいした表情を見て、嘘は言っていないと判断するモルト卿。そもそもモルト卿が同行すればいつでも禁書庫に入れるのだから、こういう嘘をつく意味もメリットもない。

「しかし、封印を貫通して呼びかけるとは、相当ですな……」

「私に言わないで……」

　モルト卿が来たからか呼びかけがますますうるさくなってグロッキー気味の春菜が、乾いた笑みを浮かべて青白い顔でぼやく。

「とりあえず、このままだと春菜が持たない。さっさと中を調べよう」

「そうですな」

　モルト卿が大急ぎで禁書庫の封印を限定的に解除すると、何を言っているのか分からなかった春菜に対する自己主張が、ついに明確な言葉となる。

「どっちだ？」

「……こっち」

　青い顔のまま、微妙におぼつかない足取りではっきりつながったラインをたどる。

　その先の書棚には、封印されてなお膨大な魔力を放出する、なかなかに威圧感のある一冊の魔道書が鎮座していた。他にもたくさんの魔道書が収められていて、はっきり言って背表紙だけならどれが何の魔道書なのか分からないというのに、春菜が探しているのがどの本か、魔力を確認すればはっきり分かる。

「……あなたを手に取ればいいの？」

　春菜の呼びかけに応えるように、何も書かれていない背表紙にかすかな光がともる。

　その返事を受け、光った魔道書を手に取った途端、春菜の目つきがジト目になる。

「歌えって、どういう事？」

　春菜の言葉に対し、これまた何も書かれていない表紙を明滅させる事で返事をする。

　思わず面倒くさそうにため息をつきながら、言うとおりにしなければ話が進まないと判断して魔道書を開いて、頭の中に浮かぶ歌詞を思いつく旋律にのせて歌い上げる。

　その歌に反応して、魔道書から光があふれ出す。

「……知られざる大陸からの客人というのは、本当に規格外な方ばかりなのですね……」

「ファーレーンの一般とか平均ってやつからはずれてる事は認めますが、さすがに俺をあれやヒロと一緒にするのは勘弁してくれませんかね」

　慄おののくように呟つぶやいたモルト卿に、思わず突っ込みを入れる達也。

　いくらなんでも、エクストラスキル持ちの春菜や極端な生産特化の宏、レベル六百オーバーの真正戦闘廃人な真琴なんかと一緒にされるのは不本意だ。達也自身は多少妙な魔法を使える程度で、上級プレイヤーの下限という範囲をはみ出るものではない。

「それにしても、ありゃなんなんですか？」

「分かりません。禁書庫の魔道書は人を取り込もうとして危険なため、私も内容は知らないのですよ」

「目録とかはないんですか？」

「あるにはあるのですが、もう千年以上前のものなので、具体的にどの書が目録のどれであるのかがはっきりしないのですよ」

　モルト卿の意味不明な返事を聞き、試しとばかりに近くの比較的魔力の質や量が大人しい魔道書らしきものを手に取ってみる。やはり表紙や背表紙には何も書かれておらず、そこを見ても何の本かは分からない。ページをめくってみるが、どう見ても白紙。だが、魔力ははっきり感じる事ができる。

「なるほど。こりゃ目録があってもはっきりしないわけだ」

「そういう事です。魔道書の中でも積極的に人を取り込もうとしたり呪おうとしたりするような、とりわけ危険なものは隔離されていますので、このあたりのものは手にとっても問題はありませんが……」

「何も書かれてないように見えるか、そもそもページを開く事ができないかのどっちか、ってわけですか」

「そのとおりです」

　ある意味セキュリティとしては完璧だな、などと余計な事を頭の片隅で考える達也。

　セキュリティとしては完璧だが、そもそもこんなところに隔離されているのだから、たとえ危険度が低いものだとしても、実際には碌なものではないだろう。少なくとも春菜の様子を見た限りでは、無害な本だとは到底思えない。

「……そろそろ終わりか？」

「の、ようですな」

　三度目の歌の山場が終わると同時に、視界の中で徐々に光が収まっていく。

　そのまま、最後と思われるフレーズの余韻が消えたところで光が全て消え、春菜の前に浮かんでいた魔道書が何もしないのに閉じられ、元いた書棚に戻っていく。

「で、結局何だったんだ？」

「……ごめん……、……まだ……、……整理中……」

　地面に座り込み、青い顔のまま微妙に乱れた息を整えている春菜が、何とも困ったような表情を浮かべる。

「そうか。立てそうか？」

「……もう……、……少し……、……待って……。……なんか……、……スタミナ……、……根こそぎ……、……持ってかれた……、感じで……」

　実に気だるそうに答える春菜。その妙な色気に思わず目のやり場に困るモルト卿を尻目に、冷静に鞄かばんの中から五級スタミナポーションを取り出す達也。

「とりあえず、これ飲んどけ」

「……ん……」

　達也から受け取ったスタミナポーションを飲み干し、小さく息を漏らす。

　体つきの割に普段はまるで色気がない春菜だが、こういう時は余計な色気やエロスが駄々漏れなのが困る。その本性を知っている達也はともかく、モルト卿にとっては実に居心地が悪い状況なのは間違いない。

「落ち着いたか？」

「何とか、ね。お騒がせしました」

「まあ、不可抗力みたいなもんだから、しょうがないさ」

　そう言って、立ち上がるのに手を貸してやる達也。こういう気配りは、女性恐怖症の宏には不可能だ。やろうと思っても、まず間違いなく体の方が拒否する。

「で、もう一度聞くが、何だったんだ？」

「メインはアルフェミナ様がらみの特殊魔法、かな。他にもいろいろ覚えたんだけど、ほとんどが今使えるのとかぶってるし、かぶってない魔法は正直、使い物になるとは思えない感じのものが大半だけどね」

「ほほう？　具体的には？」

「宏君達と合流してから話すよ」

「分かった」

　春菜の返答にそう応じ、今度こそさっさと昼食に行くために事後処理に入る。

「モルト卿、できればこの事は、陛下とレイオット殿下、あとは大神官様とエアリス様以外には秘密にしておいていただけますか？」

「分かりました。ですが、陛下が必要だと判断した場合、あえて秘密を漏らす事になるかもしれませんが……」

「陛下の判断ならば、文句を言うつもりはありません。ただ、事後でもいいので、身の処しょし方を決めるためにも、漏らしたなら漏らしたと教えていただければ助かります」

「伝えておきましょう」

　そういう形で事後処理を済ませて、ようやく昼食のために書庫を離れる。

　これが、彼らが難なん儀ぎな道を歩く事になると決定した瞬間だったのだが、日本人一行がそれに気がつくのはずいぶん先の事である。

　この時点では、妙な魔法を押し付けられた、程度にしか考えていない春菜であった。




　　　　☆




「まて、小僧」

　昼食のために春菜達と合流しようと移動していた宏は、昨日謁えっ見けんの間に臨席していた重鎮の一人に呼び止められ、唐突にそんな事を言われる。

「えっと、何でしょう？」

　苦虫をまとめて噛み潰したような重鎮の顔にビビりつつ、とりあえずご機嫌をうかがうように返事をする宏。

　その様子に、目に獰どう猛もうな光を浮かべながら、やたらとドスの効いた声で言いたい事を言い放つ。

「さっさと調べものとやらを済ませて、今すぐにでも出ていけ」

「いやまあ、成果次第では言われんでもそうするつもりではありますが……」

「貴様らがエレーナ様とエアリス様を救った事は認めよう。陛下の裁定であるから、今日一日ぐらい、書庫で調べ物をするのは見逃そう。そもそも、エレーナ様とエアリス様を害しようとした愚か者と違い、わしは現時点では貴様らに対して敵対的な行動をとるつもりはない。が、貴様らがここに居座る事を認めるつもりもない」

「いやせやから、必要な情報が集まった、もしくはここでは手に入らんと分かったらすぐにでも出ていきますがな……」

　人の話を全く聞く気配のない重鎮に、本気でビビりながら口答えをする宏。

「わしがこれだけ譲歩しているというのに、口答えするのか？」

「え～……」

　全く会話が成立しない相手に、どうしたらいいのか本気で分からなくなる宏。

　そんな宏の困惑に構わず、さらに言いたい事を言い放つ重鎮。

「貴様が世界でも指折りの実力を持つ優れた薬師である事は事実だが、居るだけで宮廷が動揺し、国内が混乱するのであれば、むしろそんな存在は不要。この場にいる事自体が迷惑千万なのだ。だから、今すぐにでも出ていけ」

　最後の出ていけを声だけで人を殺せそうなほどドスを効かせて言い放ち、何事もなかったかのようにその場を立ち去る重鎮。

　ここまで会話が成立しない相手なのに、全く陰湿な雰囲気を持っていないところが、いっそ見事である。神殿潜入時にエアリスの浄化を受けても特に何の影響もなかったところから考えると、多分彼は瘴気の影響を受けてないだろう。

　要するに、いわゆる行きすぎた忠誠心を持つ頑固爺じじい、という人物なのだ。

　こういう人物が、ぽっと出のどこの馬の骨とも知れぬ宏達を、受け入れるわけがないのだ。当人が言い放ったとおり、現時点では特に問題のある行動をしているわけでもなく、王家が後見人として保護している相手に対して表立ってだろうが裏でだろうが敵対行動をとる人種でもないが、それと長期滞在を認めないと主張する事は別問題である。

　一刻も早く宮廷から追い出すために、敵対や反乱と取られない範囲で堂々と文句を言う事ぐらいはするだろう。

「面倒くさいなあ……」

　本当に面倒くさい。相手が悪い人ではないからこそ、余計に面倒くさい。この事も報告が必要だとため息をつきながら、視界の隅にとらえた真琴と澪に声をかける宏であった。




　　　　☆




「ほなまあ、昼までの成果を報告しよか」

　中庭の片隅、あちらこちらからちょうどいい具合に死角になっている場所に陣取った宏達五人は、用意してもらった昼食を広げながら報告会を始める。無論、盗聴まわりの対策は展開済みである。

「まずは僕やけど、今のところ大した成果はあらへん。半日かけて、アウトフェースらしき何かを発動できるようになった程度や」

「火力まわりはどうしたのよ？」

「とりあえず、当面はポールアックス振り回して何とかする、っちゅう話でけりがついたわ。正味なところ、攻撃系の技は覚えんのに苦労しそうやしな」

　用意された食事の匂においを嗅かぎながら、宏が自分の報告を済ませる。

　昨夜の夜会で出された飲み物にきっちり毒が盛られていたため、一番毒物に詳しい宏がこうやって鑑定しているのである。念のために客人用の食堂ではなく騎士団用の食堂で作ってもらったものではあるが、それだけで安全だと考えるのは少々おめでたすぎる。

　なので、食欲をそそる香りを前にしても、誰一人食事に手をつけようとはしない。

「結局、攻撃まわりは後回しか……」

「まあ、ヒロが単独行動をするような状況でもない限り、当座は問題にはならないだろうさ」

「そうそう。現段階では、私達で十分フォローできる範囲だしね」

　結局のところ、大して問題が解決していない事がはっきりして、思わず肩を落とす真琴。

　どちらかといえば期待していなかった春菜と達也は、アウトフェースが使えるだけでも十分だ、という感じで鷹揚に構えている。

「それにしても、モノになるの早くない？」

「前に春菜さんが言うとった初期設定、あれが生きとるんちゃうかな？」

　初期設定という言葉に、思わず怪け訝げんな顔をする真琴達三人。

　その表情を見た春菜が、補足説明を始める。

「えっとね。ゲームの方の設定だと、知られざる大陸からの客人って、こっちの一般人より成長が早いって事になってるの。だから、スキルの習得が早いのも、実はおかしな事じゃないのかもしれないかなって」

「実際、おっちゃんらもさすが知られざる大陸からの客人じゃ、みたいな事言うとったしなあ」

「なるほどねえ。だったら、あたしが今から生産関係を覚えたら……」

「多分、ゲームの時ぐらいには楽に腕が上がると思うで」

　宏の返事に、やっぱりそうは甘くないかと苦笑する真琴。

　やってない人間にとって、楽になってあれかと言いたくなるのが生産スキルまわりの修練だ。それでも、普通に考えれば一つの分野に一生涯打ち込んで到達できるかどうかの領域に、たかが二十年やそこらで、それも複数の技能で到達できるのだから、相当楽になっているのは間違いない。

「まあ、そういうわけやから、前提条件の絡まんアラウンドガードぐらいは、そんなに手間かけんと覚えられるとは思うで。実用範囲に届くまで、どんだけ訓練せなあかんのかが不安っちゃあ不安やけど」

「なるほどな」

「あと、予想どおりっちゃ予想どおりやねんけど、うちらの事をよう思ってへん人間が、瘴気とか関係なくそれなりの人数おる。まあ、瘴気に侵おかされとるかどうかっちゅうんは、会うただけでは分からへんねんけど」

　宏の言葉に、苦笑しながら頷く真琴と澪。彼女達も、エアリスと別れた段階で何かを言われたらしい。今日この時点でそういった連中と接触していないのは、達也と春菜の組だけのようだ。

「さっきもな、謁見の時に居おった重鎮の人に、とっとと用事済まして出ていけ、って言われたしな。あのおっさんはまあ、追い出し工作はしても、こっちの調べものの邪魔はせえへんと思うけど」

「大丈夫なの、それ？」

「少なくとも、浄化食らって平気やった人やから、バルドとやらの手先、っちゅうんはないわ」

　宏の情報を聞き、納得する気配を見せる達也と真琴。

　実際、単に追い出したいだけの人間だと、むしろ積極的に書庫での調査を手伝わせて、とっとと目的を達成させた方が確実でリスクが少ない。

「むしろ問題なんは、エレ姉さんの侍女やな」

「ボクもそう思う」

「あれはやばい。正直、部屋の端と端ぐらい離れとっても、単独でエレ姉さんに会うんはいやや」

「ボクだって、あそこに一人で行くのは嫌」

　朝食終了後、訓練に行く前に、念のためにと頼まれてエレーナの診察に行った宏と澪は、その時の事を思い出して身ぶるいしていた。

　特に宏の方はこじらしちゃいけないあれこれを再びこじらせそうになって、エレーナと澪が必死になってフォローする羽目になっていた。それがより一層侍女達の神経を逆なでし、さらに関係をこじらせる事になったのだが。

「一応念のために、って事でこっちおる間は診察業務が入るけど、とっととやる事終わらせてさっさとこっから出ていくんが一番やろうなあ……」

「そうだな。で、真琴と澪の方は？」

「これといって、報告するほどの事はないわね。まあ、とっさに飛び道具をはじく防御壁ぐらいは展開できるようになってきてるけど」

　真琴の報告に、真顔で頷く澪。年齢が年齢だけに、エアリスもなかなか覚えがいい。運動不足による体力のなさが不安要素ではあるが、知られざる大陸からの客人でもあるまいし、そこは一朝一夕でどうにかなる問題でもない。

「エル、真面目で一生懸命。すぐ上達するはず」

「そうね。人の言う事もよく聞くし、運動神経自体は悪くないしね」

「そらよかった」

「で、師匠。ご飯まだ？」

　澪にせっつかれて、微妙に苦笑しながら一つ頷いて見せる。

　少なくとも、すぐ分かるような毒はない。別に嫌な感じもしなかったから、仮に何か盛られていても、ソルマイセンをかじればすぐに解毒できる範囲だろう。

「じゃあ、いただきます」

「やっとご飯……」

　手を合わせて食前の挨拶をした後、サンドイッチに手を伸ばしながらぼやく澪。

　エアリス並みに食事に執念を燃やす澪にとって、目の前に食事がありながらすぐに手をつけられない状況というのは、実に堪こたえるらしい。もっとも、サンドイッチといっても硬い黒パンに適当に具を挟んであるだけの、分類上は男飯という感じの代物だが。

「いつも思うんだが、このパンの固さだけはどうにかならねえのか？」

「酵母使うてへんからなあ。とりあえず、城の厨房ぐらいは、生地の発酵のさせ方教えてみる？」

「そういえば、レイオット殿下にも頼まれてたっけ？」

　宏の言葉に、思い出したように呟く春菜。

　忘れていたわけではないが優先順位が限りなく低かったため、全く意識していなかったのである。

　生地を発酵させた柔らかいパンを工房で味わって以来、レイオットはこのパンの普及にこだわっている。彼の悲願のためにも、自分達の豊かな食生活のためにも、誰でもできる範囲の事はさっさと教えてしまった方がいいだろう。

「レイっち、いうたら、たこ焼きプレートの増産と普及もやってくれ、言うとったなあ」

「師匠、プレートだけあっても駄目だと思う」

「せやねんなあ。青のりはともかく、ソースと鰹かつお節ぶしは今のままやとハードル高いで」

　食事をきっかけに、どんどん話が脇道にそれていく日本人達。食い物の話は実に恐ろしい。

　なお、レイオットがせっついているたこ焼きプレートに関しては、コンロやホットプレートの上に載せて使う簡易版のようなものだ。

「まあ、その辺の話は置いときましょ。今は優先順位低いんだし」

「せやな。話戻して、春菜さんらの方はどない？」

「どこから話せばいいかな？」

「こっちはいろいろあったんだが……」

　話を振られた春菜と達也が、何とも言い難い表情で悩み始める。

「まあとりあえず、調べとった内容から頼むわ」

「了解。だったらまずは私から行くね」

　宏の指示を受けて、現時点で分かっている事を話し始める。

　春菜が調べ上げた知られざる大陸からの客人に関しての情報は、次のような内容である。

　まず確定事項が、『フェアリーテイル・クロニクル』というゲームと知られざる大陸からの客人の間には、確固とした因果関係はないらしいという点。

　さすがにサイバーパンクな感じのエルフまで迷い込んできている以上、全員がゲームのプレイヤーだと言い張るのは難しいだろう。

　日本人にしても、第二次大戦の特攻隊の一員だった若者が来た後に、戦国時代あたりの生まれと思おぼしき男が来ていたりと、あちらの世界とは時間軸的な関連性が見受けられない事を目の当たりにし、実に頭の痛い結果を確認してしまった。逆に、『フェアクロ』のプレイヤーだったのではないか、という様子がうかがえる人物も何人か居た事も事実ではある。

　こちらに迷い込んだ者達の末路は彼らに限らず、ある日突然消息を絶ったケースと、こちらで死亡が確認されているケースが混在している。

　消息を絶ったケースが単に行方不明になっただけなのか、それとも無事に元の世界に帰れたのかははっきりしないが、可能性がある事例を発見できた事は大きな収穫と言えよう。

「……今考える事やないんやけど……」

　春菜の説明を聞き、恐る恐るという感じで宏が口を開く。

「何か気になる事でも？」

「いや、向こうの体ってどないなってるんやろう、っちゅうんと、向こうの時間軸は今どうなっとるんやろう、っちゅうんが気になって」

「……気にはなるけど、今気にしても仕方がないよね、それ」

「せやねん。せやねんけど……」

　宏の言葉に、思わずみんなして沈黙してしまう。

「あと、あたしも気になったんだけど」

「何？」

「プレイヤー連中が来てた割には、あんまりそういう痕こん跡せきがないのが不思議だなって」

「ああ、それはね……」

　春菜いわく、過去にこちらに飛ばされたプレイヤーは、一人を除いてみな中堅以下の一般的なプレイヤーで、生産スキルをほとんど触っていなかったらしいとの事。

　例外の一人も魔法型の廃人ではあっても生産スキルは採取をちょっとやった程度で、リアルで料理をした経験がある人間もおらず、少なくとも食文化に関しては、宏ほどのインパクトを与えられる人材はいなかったらしい。

　なぜそれが分かるのかというと、調査した書籍の中に、歴代の知られざる大陸からの客人、その能力について比較的詳しく記載された書物があったのだ。

　その本のおかげで、飛ばされてくるのが一つの世界からだけではなく、また同じ世界でも出身地域や時代が同じとは限らない事が分かったのである。

　ついでにいえば、アフリカの未開地のような場所が出身地だったケースだと、宏と大差ないほど薬草に詳しい人間が多かったのだが、総じて料理といえば丸焼き、たまに煮込む、みたいな食生活だったために、薬草の知識で料理を工夫するという発想がなかったそうである。

　豊かな食生活を知っている人間に限って、それをどうすれば再現できるかという知識がないあたりに、何か作為というか悪意のようなものを感じるのは気のせいだろうか。

「なんかしっくりこないわね～」

「まあ、飛ばされてきたプレイヤー連中っていっても、過去から俺達を含めたって二十人にも届かないんだから、ヒロみたいなのが引っかかる事自体が奇跡に近いぞ」

「まあ、そうよね」

　達也の言葉に、納得するしかない真琴。

「そもそも、師匠みたいにスキル無駄遣いして食べる方に走る事が異常」

「澪、最近僕に対してえらいきついやんか」

「これが本性」

　しれっと言い切る澪に、思わず疲れたような表情で遠い目をしてしまう宏。

　ヘタレの自覚はあるが、ここまで弟子の、それも五歳も年下の女の子にコケにされるのはどうなんだろうと、思わず自問してしまう。

「まあ、それは置いといて、達兄の報告は？」

「俺の方は、大した事は分かってないな。この国の裏でごちゃごちゃ何かやってるのが、どうやら邪神教団らしい、って事ぐらいか」

「べたな集団……」

「言うな」

　澪の歯に衣を着せぬ物言いに苦笑する達也。

　こちらに関してはもう、その単語からイメージできる事以上の情報はない。せいぜいが、真琴がグランドクエストの四章で、邪神教団と思しき集団とやりあった事がある、という追加情報があった程度。そもそも、現状のグランドクエストの進展度合いでは、邪神が実在するかどうか自体が未確定である。ゲームと似て非なる世界であるがゆえに、邪神教団自体が存在するかどうかもはっきりしなかったため、これまではちらりと話題にする程度の事しかしていない。

「まあ、それでなんとなく分かったわ」

「分かったって何が？」

「カタリナ王女とその腰巾着が、昨日の夜会で春菜さんの歌聞いて苦しんどった理由」

「あ～、やっぱりあれ、私のせいだったんだ……」

　宏の言葉に、ショックを受けたように俯うつむく春菜。歌が好きで聞いてもらうのが好きな彼女にとって、自分の歌で人が苦しむというのはショックだろう。

「まあ、瘴気に汚染されてなかったら、本来パワーアップするはずやねんから、自業自得やで」

「って事は？」

「多分、神の歌の影響やと思う。キ○キ○ダンサーが居おったら、その踊りで一網打尽やったかもしれへん」

「それと一緒にされるのも、何かそれはそれでショックなんだけど……」

「まあまあ。とりあえず次は、瘴気バリバリのモンスター見かけたらいっぺん歌ってみよか」

　宏のいやに割り切った言葉に、苦笑しながら頷く春菜。

「で、最後やけど、さっきの様子やと何ぞあったみたいやけど、どないしたん？」

「えっとね、大変言いにくい事なんだけど……」

　宏の最後の問いかけに、どう答えるか悩みしばし口く篭ごもり、事実の一部と思うところをストレートに説明する事にする春菜。

「えっとね、禁書庫に封印されてた魔道書に気に入られたっぽくて、アルフェミナ系魔法のエクストラスキルだと思われるものを押し付けられちゃった」

　春菜の厄介事満載っぽい一言に、達也以外の全員が固まる。

　そんな状況でも、空は青くきれいに澄んでいた。








ファーレーン編　十七話






「すまんな、急に呼び出して」

「まあ、予想はできとったんで、気にせんでください」

　春はる菜なからの碌ろくでもない報告を聞かされた昼食を終え、気持ちを切り替えて午後からの予定を消化しようとしたあたりで、一同は国王とレイオットに呼び出された。

「しかし、こんな妙な部屋があるあたり、さすが王城いう感じやなあ」

「また、妙なところに感心する男だな」

　場を和ませるためか、速攻で話をそらし始めた宏ひろしに、思わず苦笑しながら突っ込むレイオット。

「とりあえず、ここなら強力な防護魔法がかけられているから、少々暴れても問題にならない。無論、出入りには国王か王位継承者、姫ひめ巫み女このいずれかの存在が必要だから、内部に盗聴だのなんだのを仕掛ける事も不可能だ」

「つまり？」

「ここでなら、ハルナが受け継いだというアルフェミナ様の特殊魔法を使っても、基本的には大した問題にならないはず、という事だ。念のために、エルンストとユリウスにも同席してもらっているしな」

　予想どおりの展開に、苦笑を漏らすしかない春菜。

　いくらドーガとユリウスがいるといっても、この城全体を吹っ飛ばすような極端な威力の魔法だと全く無意味だと考えると、いくらなんでもこの状況は不用心すぎるのではないか、というのが彼女の正直な意見である。

「そういう事であるから、ハルナ殿が覚えたという魔法を、正直に正確に教えてもらえぬか？」

「はい」

　国王に促うながされ、頭の中で軽く考えをまとめてから口を開く。

「とは言っても残念ながら、大半は普通の回復魔法か補助魔法、移動魔法、障害魔法なんです。使い手の多た寡かに目をつぶれば、基本的には特別な条件が必要なものではない、訓練で身につけられる魔法ばかりです」

「具体的には？」

「女神の加護や韋い駄だ天てん、女神の癒し、長距離転移のようなものが大半です。私が使えない魔法もいくつかありましたが、どうすれば習得できるのかを知っていて、何人か知り合いに使い手が居るものばかりです」

　具体例を聞き、なるほどと頷うなずく国王とレイオット。

　確かに韋駄天などは、騎士団の中にも身につけている者が結構いる程度にはメジャーな魔法だ。名前のとおり足を速くする魔法なので、行軍速度を上げたり戦闘時の展開能力を強化したりするため、少しでも魔法と相性がいい人間全てに教えようとしているぐらいだ。習得難易度もそれ相応、といったレベルである。

　女神の加護や女神の癒しになると、さすがに習得者は珍しい部類になる。

　とはいえ『女神の～』と名がついてはいるが、時空神アルフェミナか大地母神エルザ、海洋神レーフィアの三人の女神いずれかの力を使う魔法、というだけで、特に信仰心を求められているわけではない。それゆえ別段神官でなくても習得が可能で、どこの国の中枢も、何人かは使用可能な人間を抱えている。

　そして長距離転移に関しては、上級の冒険者のパーティやチームなら、絶対一人は使い手が混ざっている類たぐいのものだ。実際、日本人チームでも達たつ也やが使用可能である。

『女神の～』とつく補助・回復系の魔法は確かに最上位の魔法であるが、宏の存在ほど珍しいものではないのだ。

「大半、という事は、多少は特殊なものがあったのだな？」

「はい。知らない魔法が四つだけ。正確には、一つの魔法を四つの機能に分けた、という感じです。そのうち一つは使い方は分かるものの現状発動はできず、残り二つは回復系の魔法なので、この場では実践できません」

「ふむ。では、残りの一つは使える、という事なのか？」

　国王の問いに対し、青い瞳ひとみに困ったという感情を浮かべながら、どう説明すべきかに頭をひねる春菜。

　その様子から、相当、碌でもない魔法だと判断する国王。

「使えんのか？」

「発動できるかどうか、という意味では発動できます。ただ、実用性があるのか、と言われると、難しいところです。おそらく今の私の肉体では、発動即自滅です」

　本気で困り切った顔で、とんでもない事を言い切る春菜。

　その言葉に、何とも言えない沈黙がその場を覆う。

　春菜の肉体は、この国の騎士の平均と十分勝負できるだけのスペックを持っている。

　さすがに純粋なスペック勝負ではユリウス、ドーガ、レイナの三人には大幅に劣るものの、手札に一切の制限がなければ、レイナ相手なら十分勝ちを収める事もできるレベルだ。

　そんな彼女が、発動即自滅すると言うほどの魔法──それが攻撃だろうがそれ以外だろうが、間違いなく碌でもない代物であろう。

「具体的には、どんな魔法なのだ？」

「対象の思考速度および肉体の速度を、極端に大きく加速する魔法です」

「どれぐらい加速できる？」

「今の私の力量で使えば、約百倍程度に加速できます。加速したからといって老化が早くなるわけでもないようですが、肉体に対する負荷を全く軽減しないので、余程鍛えていないと、魔法をかけられて動こうとした瞬間に自滅すると思います」

　本当に碌でもない魔法だった。この碌でもなさ、さすがエクストラスキルである。

　なお、春菜の説明は、実は正しくない。

　この魔法、正確には、単純に肉体速度と思考速度の加速だけをする魔法ではなく、百倍以上の速度に加速しつつ、加速しない状態と同じように動けるようにするのがこのエクストラスキルの本来の姿である。

　それゆえに、本来ならば、空気抵抗や摩擦熱、衝撃波の発生など衝突以外の外部からの影響および外部に対する影響は完全に抑えられるのだが、分割された際に劣化したのか、動く事で体内に発生するダメージおよび、固体に接触した際の反作用は軽減されないのだ。

　が、普段バイクやジェットコースターなどの、無風状態でも風圧や空気抵抗を生身でダイレクトに感じる乗り物に乗る機会が少ない春菜は、それら要素に意識が向いていなかったため体内へのダメージや衝突によるノックバックを軽減しないという劣化した特性を、肉体に対する負荷をまったく軽減しないと勘違いしたのである。

「……さすがにそれだと、使ってみせろというのは酷だな……」

「自分にかけるのは自滅確定、誰かにかけるのもためらわれる、っていう類の魔法ですからね……」

　とはいえ、使えれば強力な魔法なのは間違いない。そこが悩みどころである。

「そういえば、残りの二つは回復系だと言っていたが、どういった代物なのだ？」

「どちらも傷や毒、病などだけに直接干渉、時間を操作して治療するタイプのものですが、一つは傷や毒、病が消える方向に操作して時間を加速する魔法、もう一つは傷や毒、病を受ける前まで時間を巻き戻して、それらに体を蝕むしばまれたという事実自体をなかった事にする魔法です」

「……という事は、部位の欠損や障害の類も？」

「私の腕が上がれば、多分ほとんどのものは治せるようになると思います。ただし、魂が抜けてしまっているので、死者を蘇そ生せいする事はできません」

　春菜の言葉に、そうかと頷く国王。死者の蘇生に関しては、ファーレーンに限らずこの世界では最高位の禁きん忌きとなっている。

　だが、まともでない人間達の手によって密ひそかに蘇生は行われており、過去に三度ほど成功しているものの、とんでもない量の瘴しょう気きが世界に蔓まん延えんしたため、国が一つ滅ぶという被害が発生した。

　しかも、蘇生を行った三つの現場はいずれも異界化したダンジョンになっており、そのうち一番ひどいものが、人々から煉れん獄ごくと呼ばれ恐れられている。

　補足しておくと、『フェアリーテイル・クロニクル』では、死亡という概念はなく、あくまで戦闘不能状態で神々に保護されているという設定となっている。

　戦闘不能からの回復は、女神の癒しかレベル６以上の高レベルポーション、世界樹の薬などで可能だが、女神の癒しとポーションは非戦闘時にしか使えず、世界樹の薬は戦闘中でも使用できるものの、リアル時間一カ月で一個未満しかない低ドロップ率のため現実的ではない。

　そのため、一般ユーザーが戦闘不能になった際は、復帰ポイントへの即帰還が基本なのだ。

「ふむ」

　春菜の返事を聞き、少し考え込む国王。その沈黙に嫌な予感しかしない。

「時に、その回復魔法は、自分にもかけられるのかね？」

「不可能ではありませんが、最低でもちゃんと動ける状態でないと無理です」

「ふむ。ここに三級ポーションがあるのだが、先ほどの話の加速魔法で受けたダメージを治療するのに、三級の回復量で足りるのかな？」

　国王陛下に問われて考え込む。

　恐らくあの魔法を使えば、高確率で行動不能レベルのダメージを受ける。それを治療できるか、といえば最低限の性能だ。

　ゲーム内では三級、つまりレベル６での戦闘不能回復は、成功率三割といったところ。その上三級だと復活した直後はＨＰ１、ポーションを飲むと中毒になる状態だった。今にして思えば、部位欠損が治るというのも、この機能を考えれば当然なのかもしれない。

　蘇生の成功率に関しては女神の癒しも似たようなものだが、こっちは連続使用にこれといったペナルティがない。

「達也さん、女神の癒しは？」

「ほとんど鍛えてないが、使えなくはないな」

　達也の言葉に腹をくくり、どうせ実験は必要だとある決意をする春菜。

「だったら、自分の体を実験台にするかな……」

「ちょっと待て、考え直せ！」

　慌てて止める達也に対して苦笑すると、発動後に実験に使うつもりの、ＢＢ弾ぐらいのサイズの小石、というより破片のようなものを取り出してから、念のために耐久値を強化する補助魔法をかけて、件くだんの魔法を構築する。

　さすがにエクストラスキルだと思われる魔法だけあって、消費する魔力も尋常ではない。だが、それでもエレメンタルダンスよりは消耗が軽い以上、それほど発動に問題は出ないだろう。

「行きます！　オーバー・アクセラレート！」

　十秒ほどの詠唱を終え、自身に魔法を発動させる。

　次の瞬間、周りの動きが完全に止まる。

（成功かな？）

　ちらっと結果について意識を向け、ものは試しと破片を指先で弾く。

　次の瞬間、まず指先に、そして全身に凄すさまじい痛みが走り、前のめりに体が傾いでいく。ほぼ同時に、弾かれた小石が恐ろしい音を立てて壁に食い込み、派手に亀裂を入れる。

　痛みに負けてとっさに魔法を解除すると、すぐに誰かが彼女の体を支えてくれ、ワンテンポ遅れて薬の匂においがする液体が頭にかかる。金色の髪を薬剤が伝い、地面に落ちる前に体に吸収される。

「春菜!?」

　春菜の体を支えてくれたのは、真ま琴ことのようだ。

　頭にかけられたのは三級ポーションで、それを春菜にかけたのは宏だったらしい。反応自体は宏の方が早かったのだが、動作の数と速度の差で、宏がポーションをかけるより先に、真琴が春菜の体を支えたのだ。

　なお、頭からかぶる、というのは、ポーションのもう一つの使い方である。実際には頭でなくても、体の露出部分のどこかにかければ事が足りる。回復力こそ一段落ちるが、緊急時には最も手っ取り早く治療できるやり方だ。戦闘不能からの復活もこのやり方になる。

「春菜さん、体動かせるか？」

　空になった瓶びんを鞄かばんにしまい、距離を取りながら心配そうに聞いてくる宏。

　この状況でも必要がなくなればきっちり距離をあけようとする宏に、思わず内心で苦笑してしまう春菜。それでも本心から心配してくれる事自体が嬉うれしいので、あまり気にならないが。

「まだまだあっちこっち痛いけど、どうにか……」

「ほな、マナポーション飲んで、早めに治療した方がええ。さっきの解説やと、時間経たったら治療難しなるはずや」

「……うん……」

「五級しかないけど足るか？」

　宏の質問に頷いて、マナポーションを飲み干し、さっさと回復魔法の準備に入る。感触からいって今の力量では、多分後遺症を残さずに治療できるかどうかぎりぎりのタイミングだろう。

「リターン・ヒール！」

　再びなかなかの量の魔力を持っていかれ、一瞬頭がくらっとする。

　エレメンタルダンスの時は肉体疲労の方が厳しいため、あまり印象に残っていなかったが、魔力の大量消費も結構体に来るものがある。とはいえ、どうにか魔法は間に合ったようで、全身の痛みがあっという間に消えた。

　体をあれこれ動かして異常がないかをチェックして、大事がない事を確認する。障害が残る可能性についても覚悟はしていたが、やはり何もないに越した事はない。

　春菜の身に大した問題がない事にほっとしつつ、とりあえず一いっ旦たん落ち着くために実験を中断する一同であった。




「ところで、あれは、何をしたんじゃ？」

　中断している間に仔し細さいに壁をチェックしていたドーガが、かなり真剣な顔で春菜に確認してくる。壁に衝突したはずの破片はどこにもなく、何かがあたったらしいという痕こん跡せきはその大きな亀裂だけしかない。所しょ詮せん小さな破片ゆえ、衝突した衝撃で完全に砕け散ってしまったらしい。

「単に、適当な破片を指で弾いただけ」

　そう言って、大体似たような大きさと形の破片を取り出してドーガに見せる。

　なぜそんなものを持っているのか、というと、呼び出された時に実際に魔法を使う可能性を考え、あらかじめ中庭で拾っておいたのだ。

「それで、あれか……」

「因ちなみに、普通に弾いたらこんな感じ」

　そう言って、先ほど破片が直撃したのとは別のポイントに向けて弾いて見せる。弾かれた破片はぱしっと乾いた軽い音を立てて壁に当たり、そのまま跳ね返って床に落ちる。適当に弾いた割にはなかなかの威力で、皮膚に直接当れば少しは痛そうである。が、さすがに目に直撃でもしない限り、大きな怪我につながるような威力はない。

「それが、こうなるのか……」

「速度が百倍というのは恐ろしいな。そもそも構えた事自体が分からなかった」

　ドーガの呻うめような呟つぶやきに、ユリウスも慄おののくように同調する。

「思ったより派手な事になっててびっくりしたけど、考えてみれば弾く速度が百倍になるわけだから、単純に考えたら飛ぶ速度も百倍になるし」

「そこまで単純かどうかはともかく、仮に飛ぶ速度が五十倍やと仮定しても、運動エネルギーは二千五百倍。さすがにそんだけ威力増えたら、壁にめり込むぐらいはいくやろうなあ」

　宏の言葉に頷く春菜。

　速度以外の条件が同じであれば、運動エネルギーは速度の二乗に比例して大きくなる。所詮百倍にしたところでまだ相対性理論の世界まで届かない小石飛ばしなら、単純なニュートン物理学で考えても問題はないだろう。

　それだけの速度で石を弾けば、当然指の方にもとんでもない衝撃が来るわけで、事前に全身の肉体強度を強化していなければ、先の一撃で春菜の指は砕け散っていただろう。そこまで速度を強化しておきながら、体内および衝突のノックバックを一切軽減しないというのは、はっきり言って話にならない。

「とりあえず、使い物にならない、の意味は分かったな」

「うん。予想どおり、動作二つか三つぐらいしか体がもたなかったし」

「そもそも、体もそうだが、近接武器だと余程の強度か切れ味がねえと、下手すりゃ一発叩たたきこんだ時点で武器自体が壊れかねないんじゃねえか？」

　達也の指摘にも頷かざるを得ない一同。強力なのは誰もが認めるが、同じぐらい使えない事も認めざるを得ない。

「まあ、武器は基本的に金属やから、レイピアみたいに元々の構造上どうしても強度に問題が出るやつ以外は、よっぽどでない限り速度百倍程度であっさり壊れたりはせえへんと思うけど」

「それって要するに、その分体に対してダイレクトに反作用が来るって事よ？」

「せやねんなあ……」

　真琴の突っ込みに、思わず唸うなるしかない宏。どこまで行っても使いづらい。

「春はる姉ねえ、一ついい？」

「何？」

「使ってる時ってどんな感じ？」

「周りが止まってるのと変わらないぐらいゆっくり動いてて、自分は普通に動けるって感じ。ただし、普通に動いたが最後だけど……」

　春菜の回答に、なるほど、と頷く澪みお。使いこなせば強力だが、なんとも罠わな満載の魔法である。

「一つ思ったのだが、いいか？」

「何ですか？」

「ヒロシなら、我々の体感で十秒ぐらいは持つのではないか？」

　レイオットの物騒な言葉に、言われてみればと納得する宏以外の一同。

「ちょい待ち！　何ぼなんでも今やばい事なってるん見て、すぐにその反応はない！」

「でもね、あれを使えばあんたの火力不足はあっという間に解消するのよ？」

「その手のハイパーモードは、せめて三分もたんと意味あらへん！」

　ビビって必死になって拒絶するも多勢に無勢、結局その場にいた春菜以外の全員に押し切られる。

　自分の身でこの術の危険性を直接確認しただけに、春菜はある意味宏以上に反対したのだが、フォローができるうちに確認できる事は確認してしまえ、という正論には勝てなかったのだ。

「とりあえず、空間を固めて色を変えるから、的はそれを使え」

「的、言われてもなあ……」

　レイオットが指定した『的』を見て、何とも言えない顔をする宏。レイオットが指示した場所には、いつの間にか人間ぐらいのサイズの妙な黒い塊が鎮ちん座ざしていた。

「程よい弾力と硬さ、いい仕事してる」

「そういう問題かいな……」

　レイオットが用意した的をぺたぺた触って確認した澪が、妙な感想を漏らす。

「てか、春菜さんは魔力、大丈夫なん？」

「大分回復してきたよ。正直、今回復しなくてもいいのに、とは思うけど」

「さよか……」

　着々と外堀を埋められていく宏。一部の攻撃魔法と違って、回復、補助、障害系および生活魔法は全て、消費が熟練度に応じた固定値である。

　今回覚えた魔法の場合、元々全体的に消費が重い補助系のオーバー・アクセラレートはともかく、回復系のリターンヒールの方は女神の癒しよりコストパフォーマンスが悪い、といった程度の消費量なので、五級のマナポーションの回復量でも全然問題にならなかったようだ。新しい魔法を覚えた際に春菜の魔力量がかさ上げされている様子があるのも、意外と余裕がある理由だろう。

「やっぱり、あまり人様にかけたくはないよ」

　宏が嫌がっている事もあり、あんな危険な魔法は使いたくないとひたすら意思表示する春菜。宏同様往生際が悪いが、宏がどちらかといえば保身に走っているのに対し、春菜は他人の体に気を使って拒否しているのだから、宏が妙にヘタレくさく見えてしまう。

「今更それを言ってどうする」

「春菜、そういう魔法があるって事は、いずれそれが必要な相手が出てくる可能性がある、って事よ。気が進まないのは分かるけど、できる時にできる事はやっておかないと」

　どうしても気が進まない春菜を、レイオットと真琴が窘たしなめに回る。

　特に、ゲーム中でも最前線でやばい相手と戦い続けてきた真琴の言葉は重い。

「ヒロ、いい加減に覚悟を決めろ」

「自分らかて、同じ立場になったら絶対抵抗するやろうに……」

　宏の苦し紛れの突っ込みに、思わず目をそらしてしまう他の一同。

　さすがに動いたと同時にあちらこちらの血管が破裂した春菜の姿を見ているだけに、絶対にビビらずに実験台になれる、などとは口が裂けても言えない。まだ実感がなかったとはいえ、危険性を理解した上で覚悟を決めて最初の実験台になった春菜は、実に潔く根性のある女性だと言えよう。

「とにかく、あたしもやんなきゃいけないんだから、二人ともとっとと覚悟決めてやんなさい」

「え？　まだやるの!?」

　真琴の言葉に驚いて、思わず大きな声を出す春菜。さっき宏の突っ込みに目線をそらした一人なのに、こんな事を言い出すのは意外すぎる。

「当たり前でしょ？　あたしと澪は耐久力じゃどっこいどっこいだから、このラインでどのぐらいもつかも確認しとかなきゃ。いずれ避けては通れないと言っても、さすがに澪にこんな危険な真似をいきなりやらせるわけにもいかないじゃない」

「真琴姉、格好いい……」

「……なんやろう、この梯子はしご外された感……」

　唐突に男前な事を言い出した真琴に、憧れのまなざしを向ける澪と妙な敗北感を感じる宏。女性というのは、割といきなり覚悟を決めるものである。

「ヒロ、これ以上ヘタレを晒さらす前に、さっさと覚悟決めた方がいいぞ」

「兄貴、自分は蚊か帳やの外やからって、好き放題言うなあ……」

　今回実験台から完全に外れている達也の言葉に、うんざりしながら突っ込む宏。

　とはいえ、達也の言葉も否定しようのない事実である。空気に抵抗できない日本人としては、これ以上ごねるのは無理だ。

「分かった……。春菜さん、ひと思いにやってや……」

「い、いいの……？」

「これ以上ごねられる空気ちゃうやん……」

　覚悟を決めた、というより諦あきらめた感じの宏が、ついさっき自分の得物となったばかりのポールアックスを構えて、力無く春菜に応える。それを聞いた春菜が、微妙に申しわけなさそうに耐久力向上をかけた後、本命の術を発動させる。

「オーバー・アクセラレート！」

　術の発動と同時に、宏は世界が止まったような感覚を覚える。ちらりと周囲を見渡すと、体感でもう何秒も経っているのにいまだに春菜が魔法を発動させた姿勢から動いておらず、瞬き一つ分以下の時間で消える魔力の残ざん滓しが残っている。余程加速されているのか、己の鼓動が止まっているのかと思うほど遅く、そのくせ呼吸は普段どおりに近いのが、かなり不思議な感覚だ。
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　数歩歩いて大したダメージがない事を確認すると、真っ直ぐ的に向かって突っ込み、思いっきり手にしたポールアックスを振り回す。

　返ってきた衝撃が普段とは比較にならない事に顔をしかめつつも、まだまだ許容範囲だと判断し、体が音を上げるまで武器を叩き込みつづけ、粉砕したところで手を止める。

　その宏を外部から見ていると、術の発動と同時に姿が霞かすみ、派手な破は砕さい音おんが途切れずに続く。

　用意された的が最初の一秒でぼろぼろになり、きっかり五秒で粉砕される。

「これが限界やな……」

　的が粉砕された直後に術を解除し、ぐったりした様子で宏がぼやく。

　とはいえ春菜と違って体にガタがきている様子もなく、自分の足でしっかり立っているのだから呆あきれる頑丈さである。

「正直、かけられた方にも解除スイッチがあるんは助かるわ……」

「もうちょっと粘れないの？」

「実用範囲やったら、こんなもんやで……」

　いまいち腑ふに落ちない様子の真琴に、補足説明を入れる事にする宏。

「正直、倒れる手前まで言うたらもうちょいいけるんやけど、毎回毎回ポーションやリターンヒールやって騒ぐんは危なっかしいし。第一な、今でも戦闘続けるんは微妙なラインやで」

「……なるほど。確かに余力は残しておかないとまずいわね」

「そういうこっちゃ」

　そう答えて、一瞬で随分ぼろぼろになってしまったポールアックスを確認する。的が結構な硬さだったため、全くエンチャントをかけていない武器ではやや役不足だったのだ。

「こら、打ち直しやなあ」

　微妙に柄えが曲がってしまった得物を見て、げんなりしたようにぼやく。

　打ち直しというが、いっそこれなら溶かして作り直した方がいいかもしれない。彼が手ずから作った武器に比べれば劣るとはいえ、一級品と言っていい代物を一日経たずにスクラップにしてしまうなど、伝説に残りかねない話だ。

「そいつも悪い得物ではないはずだが、実に短い命だったな」

「さすがにちょっと無理があったみたいやなあ……」

　ユリウスの感想に、微妙に頭を抱えながら返事を返す宏。正直な話、去年引退したというドーガの同期が使っていた特別製の、柄まで金属で作られていた凄まじい重量の得物でなければ、最初の一撃でへし折っていた可能性すらある。

「レイっち、ちょっと的が硬すぎるわ。もう一本お釈しゃ迦かとかなったら面倒やから、三割ぐらい柔らかくしたって」

「分かった」

　宏のリクエストに応え、耐久力をそのままに、硬さを三割ほど落とした的を作り上げる。

「宏君、治療はしなくていいの？」

「そこ行くまでに解除したから、休憩したら十分回復するで」

「ん、分かった」

　自分と違って大事に至らなかった事を確認し、心底ほっとする春菜。

「で、春菜。魔力は？」

「もうちょっと待って。リターンヒールまでってなるとまだ厳しい」

「了解」

　春菜の自己申告を受け、もうしばらくチャージを待つ真琴。かけられる保険はたくさんかけた方がいい。

「ただ待ってるだけってのもなんだし、宏、何か他に感想とかはある？」

「あくまでも僕の感触では、やけど、あれは受ける側の慣れとかでも大分変わってきそうや」

　さすがに五秒も術を維持した挙げ句、その後に普通に動けるだけの事はある。春菜には全く分からなかった情報を、あっさりと白状してのける。

「そうなの？」

「あくまでも多分、やけどな。何回も受けて体慣らしていけば、そのうちただ動くだけやったら反動をくらわんでいけるようになるかもしれへん」

「それって、何回、程度でいけるの？」

「分からへんけど、まあ普通は最低でも何百回単位やろうなあ」

　気が遠くなりそうな事をあっさり言い切ってくれる宏に、思わず頭を抱える春菜と真琴。

　何百回と気楽に言うが、春菜の場合はそもそもせいぜい動作二つくらいでアウトだったし、真琴だってどれだけ持つか分かったものではない。

　それ以前に何百回もとなると、春菜の今の最大魔力では、何十日かかるか分からない。それを平然と言い出すあたり、さすがトップクラスのマゾヒスト、生産廃人だけの事はある。

「後の検証課題は、春菜さんがこの術の腕上げた場合、どんぐらいノックバックが減るかやな」

「そもそも、減るのかな……？」

「そこも含めて検証するんやろ？」

　自分が実験台にされた腹いせか、どんどん厄介な事を言い出す宏。

「それ検証するの、あんたも普通にやらされるんだけど、いいの？」

「体感で三百秒ぐらいやったら大した事あらへんって分かったし、どんとこいや」

「……あんたって、自分ができる事になると急に態度がでかくなるわよね……」

　あまりに変わり身の早い宏の態度に、思わず呆れたように突っ込みを入れる真琴。

　こういうところがまた、妙にヘタレくさい。

「そんで春菜さん、魔力は？」

「そろそろ大丈夫かな」

「真琴さん、覚悟はええか？」

「いつでも来なさい」

「ほんまにええんやな？　血ヘド吐きながら命乞いする覚悟は？　全身砕けそうな衝撃に耐える準……っていきなり痛いやん！」

「わざわざ物騒な事を言うなっての」

　不穏な言葉を並べて脅かし続ける宏を、達也が愛用の杖つえでどついて黙らせる。

「いや、冗談で言うてるんやないで？」

「物騒だけど、間違ってないのがね……」

　宏と春菜の言葉に、微妙に早まったかもしれないと内心で引く真琴。が、ここで折れたらそれこそヘタレすぎる。もう一度念を押してくる二人に一つ頷くと、襲い来るであろう衝撃に対して気合いを入れて備える。

　真琴は、体感で約百秒ほど耐えてダウンした。




　　　　☆




「姫様、例の話をお聞きになりましたか？」

「ええ。まったく、どこまでも忌いま々いましい小娘ですこと」

　とある夕暮れ時の茶会の席。厳重に人払いを済ませ、盗聴対策を十分に行った部屋。

　カタリナをはじめとする幾人かの人間がそこに集まり、怒りと焦りの表情を隠そうともせずに、エアリスを連れ戻した冒険者達、正確にはその中でもひときわ目立つ歌姫の小娘を罵ば倒とうしていた。

「アルフェミナ様が邪神に堕おちた、という話も、あながち嘘ではなさそうですな」

「だから何度も言っていたでしょう？　そうでなければエアリスのような性根の曲がった、汚い心の小娘が選ばれるわけがありません。ましてやどこの馬の骨とも知れぬ冒険者ごときが、わたくしですらその存在を知らぬ秘術を授かるなどあってはならぬ事」

「全くです」

　聞く人が聞けば、それこそどの口でそれを言うのかという言葉を、憤ふん懣まんやるかたないという態度で吐き出すカタリナ。腰こし巾ぎん着ちゃくのバルドも同意するように頷き続ける。

「それにしても厄介な事になりましたな」

「あの汚らわしい歌だけでも忌々しいというのに、その上妙な加護まで得るとは……」

「どうにかして始末せねば……」

　始末、という言葉が出た時点で、その場を沈黙が覆い尽くす。

　当然ではあるが、春菜を殺す事に抵抗を覚えているからではない。単純に現状ではその難易度が高いため、皆迂う闊かつな事を言えずに黙っているだけである。

　実のところ、そもそも春菜が秘術を得たらしい、という情報自体が未確定だという事もあり、藪やぶ蛇へびになる事を恐れてそれほど積極的に動こうという気にならない人間も多い。

　中には、本来秘ひ匿とくされるであろうその情報が自分達に漏れている事をおかしいと感じ、罠を警戒している人間すらいる。

　言うまでもなく、その警戒は正しい。

　何しろ、秘術の情報は国王サイドが意図的に漏らしたものだ。術の内容を確認した時に春菜達に許可を取って、後ろ暗い事をしている連中だけにもっとも効果的に広まるようにコントロールしてリークしたのだから、本来はもっと警戒すべきなのである。

「始末する、と口にするのは簡単ですが……」

「あの小娘、冒険者としての格こそ低いようですが、その実相当な手て練だれのようです」

「生半可な戦士では、正面からぶつけたところでどうにもならんでしょうな」

　忌々しそうにその事実を認める男達。例の夜会があってから、冒険者であるという事を逆手にとって堂々と身元を調べたところ、出てくるのは彼らにとって不都合な情報ばかり。

　バーサークベアを筆頭に、ピアラノークに盗賊団、果ては依頼の失敗で食いつめた元五級の冒険者まで、本当にまだ九級の冒険者なのかと問い詰めたくなるような戦果をあげている。

　特にピアラノークは、このあたりで遭遇するモンスターとしては頭一つ飛び抜けて強力な相手だ。単独で撃破したわけではないといえども、仕留めた事実には変わりない。

　また、彼女が一対一で倒したという盗賊団の用心棒、こいつも実は二級の賞金首として手配されていた、力量的にはかなり厄介な相手だ。攻撃こそ単純で単調ながら、ただのこん棒で洞窟の壁を粉砕してのけるそのパワーは、決して侮あなどる事はできない。

　一回一回の攻撃間隔は長いものの、それだけの攻撃を無む尽じん蔵ぞうともいえる手数で放つスタミナに、並の武器ではかすり傷しかつかない防御力、そして何発まともに攻撃を当てても弱る様子すら見せない生命力とくれば、その危険度合いは下手なモンスターなど霞む。

　そんな連中と戦って生き延びているのだから、正面からやりあって確実に仕留めるとなると、ドーガかユリウスぐらいの実力が必要であろう。それだけの手て駒ごまを持っていれば、そもそもこんなところでくすぶっているわけがない。

「事故に見せかけて、というのは？」

「残念ながら、そういう隙すきを見せるほど不用心でもないようでして……」

　そもそも、どこに国王の目が光っているか分からない城内で、迂闊にそんな罠を仕掛けるのはただの愚か者である。少し前まではエレーナとエアリスの件で動揺しており、意外と隙があったのだが……。

「毒、は無理か……」

「あの薬師の小僧がいる限り、一服盛るのは簡単ではありません」

　すぐに考えを撤回した誰かに対し、実感を伴った言葉でバルドが告げる。

　実際、宏にはエレーナの時と夜会の時、二度にわたって毒殺をあっさり阻止されている。

　夜会の時に一服盛った事については、現時点では一切話が表に出てきてはいないが、完璧に防いだおかげで気がつかなかった、などという事はあり得ない。

　エミルラッド、などというマイナーな毒物を特定して解毒してのけた以上、全くの無味無臭の毒であっても、気づかれないわけがない。

　単に、毒を盛った証拠自体が残っていない事と自作自演を疑われたくない事、その二つの理由で騒ぎを起こさないようにしているだけなのだろう。

「ならばその小僧から……」

「やつは、材料さえ与えなければただの人です。むしろ毒だなんだで余計な仕事を与えず、あとで真綿で首を絞めるようにじわじわとやればいいでしょう」

　とりあえず、女性恐怖症という弱点については調べがついている。だが、それだけに周りも宏が単独で見知らぬ女性と接触しないよう、毒物なんかより余程ピリピリしながら警戒しているのだ。

　最終的には始末せねばならない相手だとしても、難易度の割に脅威度が低い相手を、わざわざ優先して仕留めようとする必要もない。

「そうなると、後はオーソドックスに暗殺者しかありませんな」

「だが、現状ではやつらのガードが堅すぎます。まずは、宮廷内で孤立させねば」

　今現在、国王の客人という立場の日本人達に手を出すのは難しい。まずは情報戦で相手を孤立させ、宮廷内で彼らを排除しようとする圧力を高めるところから始めなければならない。薬師として卓越した腕を持つ宏と、その弟子である澪を排除させるのは難しいかもしれないが、それならそれで分断できればどうという事はない。

「暗殺者については、こちらに心当たりがあります」

　侯爵の位を持つ一人の貴族が、何でもないようにそんな物騒な事を言い放つ。それを聞いた他の参加者が、目をぎらつかせながら彼に注目する。

「ほう？」

「任せてよろしいのですか？」

「ええ。ですので、皆さまにはやつらが孤立するよう、うまく誘導していただきたい」

「分かりました」

「上う手まい具合に、国王一派も裏でひそかに分裂しているようですし」

「あの田舎者達に、宮廷での戦い方というやつを思い知らせてやりましょう」

　侯爵の言葉を受け、有象無象どもが蠢うごめき始める。

　大国の暗黒面が、胎動を始めるのであった。




　　　　☆




　少し時間はさかのぼる。

「それにしても、いろいろお腹一杯っちゅう気分や」

「あはははは……」

　今日一日のあれこれに対する宏のコメント、それに思わず申しわけなさそうに乾いた笑い声を上げる春菜。別段春菜自身に何か責任がある事柄ではないのだが、それでもおそらく今後さらにややこしい話に巻き込まれるきっかけなりそうだとなると、宏の性格上この手のぼやきが出るのは仕方ないだろう。

　秘密の部屋を出る前に、今後の事も含めてちょっとした打ち合わせをする……予定だったのだが、どうにも弛し緩かんした空気で言い放った宏のこの台詞せりふで、なんとなく会話が雑談の方に流れる。

　なお、国王はいろいろやる事ができたといって、すでに退出済みだ。

「しかしまあ、使い勝手の悪い魔法を覚えたもんやな」

「あたしの知る限り、この手の人間の限界を突き抜けた類の技や魔法で、使い勝手がいいものなんて一つもなかったわよ？」

　エクストラスキル、という単語を使わずに自身の知識を告げる真琴に、そういうものなのか？　という視線が集中する。

「変な言い方だけど、基本神の御み技わざなんだから、人間が使って使い勝手がいい方がおかしいわよね？」

「そらまあ、そうかもしれんけどなあ……」

　妙な事を断言してのける真琴に、どう反論すればいいか判断が付かずに沈黙する宏。

　実際、使い勝手という観点では宏が持つ各種生産エクストラスキルですら、要求される素材や設備、道具などのハードルを考えると到底実用的なスキルとは言い難い。

　そこに至るまでの道のりが険しすぎるため、誰も意識していないが。

　逆に、使い勝手も何もない歌唱や舞踏あたりのエクストラスキルは、元が元だけにそもそも実用的かどうかの判断自体できない。

　何しろ、元々おひねりを巻き上げる以外にほぼ使い道がなく、巻き上げられるおひねりも上限が決まっている。エクストラスキルを身につけられるレベルに至っていれば、普通に歌っていてもおひねりを満額出させる事が可能だ。

　結局のところ、エクストラスキル全般、スキルそのものに対してはあまりありがたみを感じられないのである。

「まあ、真琴さんの言う事は、実感としてよく分かるよ。すごい魔法なのは確かだけど、使う魔力とかけた人のノックバック考えると、多用できないどころか使いどころがものすごく限られるし。やっぱり人間が神の領域に踏み込むんだから、これぐらいのリスクは当然なんだろうね」

「俺もその意見には賛成だな。補助魔法って形だが、ありゃ明らかに限定的な神の奇跡だ。神の奇跡なんてそもそも当てにするようなものじゃねえし、人間が限定的とはいえ自分の力で神の奇跡を起こすんだから、むしろあの程度なのは軽いんじゃないかと思う」

「当てにしない方がいい、ってのはあたしも賛成」

「だが、これで万一の時の切り札は手に入った」

　宏達の会話を聞いていたレイオットが、真剣な顔で話に割り込んでくる。

　最後だけとはいえ神殿での戦闘に居合わせた彼は、戦闘能力の面でも明らかに厄介だと分かる存在が敵である事にかなりの危機感を抱いていた。使い勝手がどうであれ、自分達の側に人間の限界を超えた戦闘能力を得られる手段が手に入ったのは、朗報以外の何物でもない。

「これだけで連中に正面から喧けん嘩かをふっかけるわけにはいかないが、やつらが暴発した時に、親玉に対抗しうる切り札があるのは心強い」

「暴発した時、っちゅうか、暴発させるつもりなんちゃうん？」

「師匠、そういう事は分かってても突っ込まないのがルール」

　レイオットの言い分に余計な突っ込みを入れて、澪に窘められる宏。

　だが、こういう事で澪に窘められるのは、宏以外も微妙に釈然としないものがあるらしい。

　その思いが顔に出ていたか、宏達の反応を見てどことなくぶすっとした様子を見せる澪。宏達だけでなく、ドーガまでそういう反応をしたのが致命的だったらしい。

「多少情報をリークする程度でこちらから積極的にひっかけるつもりはないが、向こうがしかけてくる事に対応し続ければ、いずれは間違いなく暴発するだろうな」

「そういう事に巻き込まんでほしいんやけど……」

「すまんとは思うが、残念ながらエアリスを助けた時点で、お前達が最後の最後まで巻き込まれる事はおそらく避けられなかっただろう。オーバー・アクセラレートの事がなくとも、褒美を渡してはいさようなら、で済ませてくれるほど、連中のもの分かりはよくない」

「ほんまに勘弁してほしい話やで……」

　自分でも分かっていた事をレイオットに指摘され、うんざりした気持ちでぼやく宏。

「本当なら、姉上、いや、カタリナをさっさと処分してしまえばよかったのかもしれないが、あれを処分するだけでは解決にならないと身内からすら横槍が入ってしまってはな……」

「ま、どうせ向こうもまだ直接的な行動には出ないでしょうし、カタリナ殿下だけを政治的手法を使って始末したところで問題解決にはならんのは事実ですしね」

　自分達の無力を悔いるように告げるレイオットに対し、軽い口調でそんな指摘をする達也。カタリナを排除するだけで問題が解決する時期は、とうの昔に過ぎ去っている。

「せやなあ。どうせ今さら謹慎中に病死、っちゅうよくある手段で排除したところで、あの姫さんにひっついとる腰巾着はいちゃもんつけてきて面倒くさい事になるやろうし。まあ、今後の自分らの身の安全のためにも、相手のやりそうな嫌がらせの類を潰つぶせるよう、せいぜい城の人らと仲良くなりまっか」

「そのあたりは任せる。機密が絡む場所以外は、どこに出入りしようとこちらからは一切干渉しない。が、いきなり行動パターンを変えるのは避けてもらえると助かる」

「了解。明日からはいつもどおり、まずはエレーナ様の診察からスタートするわ」

　宏の言葉に頷き、これからの対応のために一足先に出ていくレイオットとユリウス。

　宏達を案内して別の出口から騎士団の隊舎の方に移動するドーガ。

　ファーレーンの行く末を決めた歴史的な出来事、その痕跡は壁に入ったヒビだけとなったのであった。
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